
Kirinuki Sokuhou 

12 
記事掲蔵期間

2018.9.1-2018.9.30 
配本日 :2018. 10.29

】
e
a
Z

園
田
E
a
v
a
F
F
H』

l
a
'・
1
に
コ
町
.
二
・
門
.. aE
 

'
Y
p
-
-
h
F

喧
'
ト
F

・
-
・
・
-
F
d
e
咽
』
ト
b
a
a
-
r
.

』
・
・
F
4

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら



Nihon.Miと

新聞の新しい魅力、提案します。

月刊切妓き速報⑮シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用して頂きやすい形で提供し、幅広さと

深さを兼ね備えた情報誌として1970年の創業以来多くの方にご愛読頂いております。
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・
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月刊切抜き速報⑮

社会版
政治ー経済法律、国際関係、歴史など、

時事問題の総覧と比較から二ュ スを

深く理解し、より良い社会を考える。

eA4判 196 頁・配本日毎月 10 日

・年間購読料 18.000 円(本体 16，667 阿+税)

・送料サービス

月刊切抜き速報⑮

教育版
学校経営。運営、教職員、学校安全、

生徒指導、学習指導など、学校教員

子どもを取り巻く問題の、傾向と対策0

・A4 判パ 68頁.配本日毎月 28 日

・年間購読料 27.720 円(本体呂田7 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑮

食と生活版
食の安全、食品流通や食の歴史文化、

食育、給食など。栄養管理指導や

家庭科教育に携わる方、食品業界の方にも。

・A4!I!JJ 196 頁・配本日毎月 9 日

・年間購読料 18.000 円(本体 16周7 円+税)

・送料サビス

月刊切抜き速報⑮

健康りてらしい
乙乙ろとからだの健康情報、医学基礎知識、

生活習慣改善、健康教育・保健指導など、

セルフケアの実践に向けて。

eA4判 196 頁・配本日毎月 5 日

.年間購読料 18.000 円(本体 16槌7 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑮

保育と幼児教育版
保育行政、幼児教育の動き実践から

子育ての知恵まで、保育士、幼稚園教諭

はもちろん、子育て中の保護者にも。

eA4 判 196 頁・配本日毎月 30 日

.年間暗読料 18.000 円(本体時前7 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑮

科学と環境版
新発見や研究成果、研究者、科学用語や

原理の解りやすい解説など、自然科学

技術に関する知識欲を刺激する情報誌0

eA4 判 196 頁・配本日毎月 14 日

.年間賠読料 18.000 円(本体 16.667 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑨

福祉ニュース障害福祉編
保育、教育、就労、福祉施設の取り組み、

行政の動きなど、さまざまな実践、報道から、

よりよい障害福祉を考える。

eA4判 196 頁・配本日毎月 15 日

・年間購読料 18.000 円(本体 16周7 円+桜)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑮

福祉ニュース高齢福祉編
高齢化社会の問題、介護施設の取り組み、

社会保障行政など、介護者と高齢者を

とりまく幅広い話題を掲載。

eA4 判 196 頁・配本日毎月 20 日

.年間購読料 18.000 円(本体 16.667 円+税)

・送料サービス

月刊コラム歳時記
I新聞コラム読み比べJ 大晦日&元日版付

全国の地方紙1 薗コラムを毎月200本厳選。

地域の話題、心動かされるエピソードや時事

問題など、幅広い話題を幅広い視点で。

eA5 判 1216 頁パ2 冊配本日毎月末日

+読み比べ A5 判 1128 頁 11 冊

.年間購読料 16.188 円〈本体 14田9 同+税)

・送料サービス

月刊切抜き速報⑮

医療と安全管理総集版
病院運営、医療技術倫理、医療従事者の

育成労働環境、患者心理支援など。

医療に携わるすべての方に。

eA4判 1120 頁・配本日毎月 29 日

.年間購読料 23.940 円神体 22.167 円+税)

.送料サービス

本誌は、発行日に確実にお手元にお送りするために予約購読での販売と、購読期間の自動継続システムをとっております。ご購読いただい

ている雑誌が途切れる乙とがないよう、お申し込みいただいた定期困層続期聞が満了する 1 ヶ月ほど前に、郵便で継続のご案内を差し上げ
ます。お客さまから特に送本停止のご連絡がない限り定期賂競を継続更新させていただきます。定期購読期間を気にして、メールや電話・

葉書などでご連絡いただく必要がないシステムです。

送り$\; 遂事唱

大阪府 800円

北陸(石川・福井富山) 東海(静岡愛知・三重岐阜) 近畿 中国 四国 900円

関東 甲信越(山梨新潟・長野) 九州 1.000円

東北 1 ， 100円

北海道沖縄 1 .400円

lk棋嬢匙i~[ニホン・ミツク

専用ファイルのご案内

01 冊980円(本体907円+税)

0特別製作による題字銀文字表示
銘柄により、ファイルへの収納冊数が異なります。

{ファイル1 冊の収納数}

『教育版J6冊(半年分)
『医療と安全管理総集版J6冊(半年分)

その他銘柄7誌([コラム歳時記j を除く)， 12冊 (1 年分)

『医療と安全管理総集版」継続特典
「医療と安全管理総集版』を継続頂いた方に 1 冊プレゼン卜 ※ご希望の方は弊社まで必ずご連絡ください。

切抜き速報dこついての詳しい内容・最新情報は |http://www.nihon-mic.co.jp

醐



CKUP TOPCS⑫ 
[今号の話題5選]

女性医師の働き方
医学部男女別合格率から
医学部入試の男女別合格率の調査が行われています。不当な女性差別はないとされつつ、

他学部に比べると男性合格者が多すぎるという見解の人も。背景に結婚や出産を機に退

職する可能性が高い女性医師より、男性医師が求められている問題が根深くあるようで

す。女性にとって過酷な労働環境は男性にとっても働きにくいもの。労働環境改善の取り組

みや、女性医師の思いを伝える記事を集めました。

北海道胆振東部地震 @ 
最大震度7の地震に伴う停電は、医療現場に大きな影響を

与えました。災害時のBCP(事業継続計画)がない病院も

あり、まだまだ災害への備えは不十分のようです。いざとい

う時に命を守る存在としてできる備えは。

LGBTと医療 @ 
今年4月性別適合手術が保険適用になるなど、注目が高ま

るLGBT。一方でホルモン療法は自由診療のままだったり、

安易な処方の増加が懸念されたり、治療には課題もありま

す。また医療者の当事者への理解もより必要でしょう。

癒やしの病院空間ヘ @ 
海や魚の映像を投影した水族館のような部屋、駐車場で咲

く様々な花たち、満天の星が描かれたエレベータ など。入

院患者や家族を癒やす病院づくりの記事を集めました。「乙

んな病院があったらいいなj と考えてみませんか。

海外の医療 @ 
海外の医療の動向や治療は、日本の医療にも影響を与えま

す。世界の先進的な取り組みから、先住民による伝統的医

療まで。 海外で行われている様々な医療や患者ケアの記事

を集めました。

KEZOKU TOPCSe 
[継続トピックス/毎月知りたいキーワード]

医療従事者・………………...・ H・-……………・… 56

養成・研修……………………ー…H ・ H ・-………… 62

技術・療法・…...・ H ・-………....・ H ・.......・ H ・-… ..64

病院運営……H ・ H ・-…・・…………… H ・ H ・-………68

地域医療を支える…………....・H ・...・ H ・-…・…… 70

連携・ネットワーク .......................................74

患者・家族支援・…………...・ H・....……………… 78

タ ミナルケア・緩和ケア……………・…...・ H ・ ...84

医療倫理……………….....・H・-…………………86

救急医療……....・ H ・....・ H ・-…………...・ H ・-… .88

予防医療…………・…...・ H・-…………….....・ H ・ .90

医薬品 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 96

医療行政…・……………H ・ H ・..…………...・ H ・ .100

意見・社説………...・ H ・....・ H ・-…...・ H ・...・ H ・ ..104

医療ニュース……………・H ・ H ・..………...・ H ・ ..106

医療事故・訴訟…・……………....・H・-………… 108

医療安全……………………...・H・..………… .109

災害に備える…………………………………… 112

キーワードは随時入れ替わります

当社 HP (索引検索/目次・索引ダウンロード)のログイン ID・パスワードは裏表紙の裏(表 3) をご覧ください。
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:
:

・
9

・

m
毎
日
新
聞
(
東
京
)

病
院
や
施
設
慰
問
続
け
切
回
一
緒
に
演
奏
、
リ
ハ
ビ
リ
効
果9
・

9

下
野
新
聞
:
:
:
:

患
者
の
目
線
で

病
院
づ
く
り
:
・
:
:
・:
:
:
j
i
-
-
:
:

・
7

・
市
愛
媛
新
聞
・
:

未
来
の
病
院
、
医
療
を
絵
に
・
:
・
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
8

・
市
中
日
新
聞:
:
j
i
-
-
:

精
神
科
病
院
の
な
い
国
は
今
・
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
8

・
2

朝
日
新
聞
(
東
京
)

先
住
民
の
知
恵
命
救
う

:
7

・
行
埼
玉
新
聞
(
共
同
)
・

ブ
ラ
ジ
ル

最
後
の
願
い
か
な
え
た
い

:
9

・
叩
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・
・

介
護
や
保
育
容
易
に
転
職

:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-

・
:
:
9

・
4

読
売
新
聞
(
東
京
)

女
性
医
師
率
1

位
河
%
超
ラ
卜
ビ
ア
「
差
別
な
い
」
:
・
9

・
お
東
京
新
聞
:
・

中
国
進
む
か
遠
隔
地
医
療

j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
9

・
お
東
京
新
聞
・

医
療
麻
薬
依
存
根
深
く

オ
バ
マ
ケ
ア
原
因
説
論
争
・

:
9

・
9

読
売
新
聞
(
東
京
)

大
麻
規
制
見
直
し

医
療
目
的
緩
和
の
動
き

:
j
i
-
-
:
9

・
但
東
京
新
聞

医
療
従
事
者

連
載
・
向
き
合
う

皮
膚
・
揚
濯
ケ
ア
認
定
着
陸
師

日
本
経
済
新
聞

1 

ス
ト
l

マ
保
有
者
に
笑
顔
を

:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
7

・

2

42 43 44 44 45 46 47 49 50 51 52 52 54 56 
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2 

「
知
ら
な
い
」
こ
と
が
生
む
苦
労

:
:
j
i
-
-
・:
:
7

・
時

3 

災
害
支
援
、
備
え
が
大
切

7

・

n

4 

高
齢
化
で
在
宅
ケ
ア
注
力

7

・

ω

[
医
人
伝
]
高
齢
化
の
島
を
支
え
る
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
8

・
川
中
日
新
聞
:

患
者
の
そ
ば
で
支
え
る

総
合
診
療
医
:
:
j
i
-
-
:
:

・
:
:
8

・
2

高
知
新
聞
:

フ
ァ
イ
ザ
ー
医
学

記
事
賞
優
秀
賞
に
:
j
i
-
-

・
:
:
:
9

・

m
徳
島
新
聞
:
:
:
j
i
-
-

看
護
師
の
激
務
改
善
を
:
:
J
J

・-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:

・
9

・

n
毎
日
新
聞
(
東
京
)
:

養
成
・
研
修

「
よ
り
実
践
的
な
役
割
を
」
導
入
進
む
地
域
包
括
ケ
ア
・
・
9

・
但
大
分
合
同
新
聞
・

看
護
実
習
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

:
:
-
j
i
-
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
9

・
叩
信
濃
毎
日
新
聞
・

チ
ー
ム
で
医
療
と
福
祉

海
外
の
学
生
も
議
論
:
j
i
-
-
-
9

・
勾
新
潟
日
報
・

学
生
3

人
比
で
患
者
指
導

文
化
の
違
い
「
い
い
経
験
」
9

・

2
日
本
海
新
聞
・

技
術
・
療
法

ヒ
ト

i
p
S

で
卵
原
細
胞

発
生
過
程
の
謎
解
明
へ
:
:
:
9

・
引
京
都
新
聞
・

i
p
S

血
小
板
輸
血
臨
床
へ

血
液
の
難
病
治
療

:
:
:
9

・

2
朝
日
新
聞
(
東
京
)

血
液
製
剤
安
定
供
給
な
る
か

i
p
S

血
小
板
臨
床
研
究
9

・
辺
朝
日
新
聞
(
東
京
)

患
者
の
血
液
で
血
管
再
生
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
9

・
お
日
経
産
業
新
聞
・

肌
に
貼
り
付
け
ら
れ
る
心
電
計
・
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:
9

・

U
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・

56 57 57 58 58 60 60 62 62 63 63 64 64 65 66 67 

騨
・
間
道
が
ん
専
門
診
療

全
国
初
の
セ
ン
タ
ー

:
:
:
9

・
包
北
日
本
新
聞
:
:

病
院
運
営

地
域
枠
や
病
後
児
対
応
も

企
業
主
導
型
で
来
年
4

月
開
設
9

・
3

十
勝
毎
日
新
聞
・
:
:
:

存
続
の
機
運
醸
成
へ

立
地
条
件
な
ど
P
R

・-
J
J

・
-
:
・9
-
m
徳
島
新
聞
:
.

外
来
患
者
の
臼
・
1
%

病
院
に
満
足

厚
労
省
調
べ
・
:
9

・
5

福
島
民
報

眼
腫
-
湯
治
療
可
位
病
院
を
公
開ji
-
-
・:
j
i
-
-
:
:
9

・
幻
読
売
新
聞
(
東
京
)
:
・

地
域
箆
療
を
支
え
る

「
地
域
医
療
」
転
換
の
時
:
・:
j
i
-
-
:

・:
:
:
j
i
-
-

・
:
9

・

2
京
都
新
聞
:

都
市
部
若
手
医
師
ら
模
索

-
-
j
i
-
-
J
J

・-
:
:
:
j
i
-
-
9

・

2
京
都
新
聞
・
.

第
二
の
人
生
は
「
共
同
体
」
で
:
:
:
:
:
:
・
:
:
j
i
-
-

・
:
9
-
m毎
日
新
聞
(
東
京
)
・

沖
縄
で
働
く
薬
剤
師

人
口
叩
万
人
当
た
り
全
国
最
少
:
・

9

・
お
東
京
新
聞ji
-
-
:
:
:

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

重
症
患
者
遠
隔
で
診
療
支
援

中
核
病
院
か
ら
助
言
・
:
9

・
げ
日
本
経
済
新
聞
:
・
:
:
:

「
ユ
ー
ザ
ー
会
」
設
立

効
果
的
活
用
へ
初
会
合
:
・
:
:
:
9

・

2
室
蘭
民
報
j
i
-
-
:

産
業
医
と
ネ
ッ
ト
面
談

社
員
の
不
調
早
期
発
見

:
:
:
9

・

7

日
経
産
業
新
聞
・

低
栄
養
の
改
善
図
る

シ
ス
テ
ム
開
発
着
手
j
i
-
-
:
:
:
9

・
お
山
陰
中
央
新
報
:
:
:
:

遠
隔
相
談
、
現
役
医
師
が
起
業

:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:

・
:
9

・
吃
日
経
産
業
新
聞
:
・

遠
隔
医
療
へ
聴
診
器
開
発
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:

・j
i
-
-
9

・
叫
熊
本
日
日
新
聞
:
:
:
・
:

4 

67 68 68 69 69 70 71 72 73 74 74 75 76 76 76 



テ マをより深くお読みいただくために、
連載記事など 部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。NTEN下S

患
者
・
家
族
支
援

直
接
取
材
で
詳
し
い
情
報
提
供

異
色
の
医
療
検
索
サ
イ
ト
9

・
氾
中
日
新
聞
:

手
の
ぬ
く
も
り

心
ほ
ぐ
す
ケ
ア
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
9

・
叩
朝
日
新
聞
(
福
岡
)
・
:

[
特
集
ワ
イ
ド
]
余
命
は
「
残
り
の
寿
命
」
で
は
な
い
・
:
9

・
6

毎
日
新
聞
(
東
京
)

妊
産
婦
の
死
因
自
殺
が
最
多

厚
労
省
研
究
班
:
:
:
:
・
9

・

6

朝
日
新
聞
(
東
京
)

妊
産
婦
に
優
し
い
一
杯
を

カ
フ
ェ
イ
ン
少
な
い
コ
ー
ヒ
ー
9

・

2
神
戸
新
聞
:

オ
メ
ガ
3

脂
肪
酸
患
者
の
不
安
軽
減

:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
9

・
泊
朝
日
新
聞
(
大
阪
)
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

終
末
期
医
療

在
り
方
で
論
議

:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
・:
9

・

2
京
都
新
聞
:
:
:
:

医
療
倫
理

病
気
腎
移
植
「
情
報
公
開
徹
底
を
」
・
:
:
:
:
:
:
:
:
9

・
凶
読
売
新
聞
(
東
京
)
・
:

体
外
受
精
市
人
に1
人

市
年
調
査
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
9

・

m
M新
潟
日
報
(
共
同
)
・
:

生
殖
補
助
医
療
の
親
明
確
化

出
産
女
性
を
「
母
」
:
:
:
9

・

m
毎
日
新
聞
(
東
京
)

救
急
医
療

医
療
経
済
効
果
年
同
億
円
県
ド
ク
タ
ー
へ
リ
:
・

:
:
:
9

・
お
北
日
本
新
聞
・
:

「
心
肺
蘇
生
望
ま
ぬ
」
救
急
現
場
で
あ
っ
た
回
%
・

j
i
-
-
9

・
6

朝
日
新
聞
(
東
京
)
・

最
期
は
蘇
生
望
ま
な
い
が
・
・
・
1
1
9

番
:
j
i
-
-
:
:
:
:
9

・
6

朝
日
新
聞
(
東
京
)

78 79 80 82 83 83 84 86 86 87 88 88 88 

予
防
医
療

が
ん
3

年
生
存
率
初
公
表

:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
j
i
-
-
:
・
9

・

M
M読
売
新
聞
(
東
京
)
・

が
ん
病
院
・
病
期
別
生
存
率

2
3
0

施
設
公
表

:
:
:
9

・
句
読
売
新
聞
(
東
京
)

新
規
が
ん
患
者
急
増
1
8
1
0

万
人

死
者
は
9
6
0

万
人
9

・
悶
徳
島
新
聞
(
共
同
)

が
ん
新
患
者
1
0
1

万
人

市
年
予
測
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
9

・
句
読
売
新
聞
(
東
京
)
・
:

大
腸
が
ん
2

年
ぶ
り
最
多

リ
円
年
新
患
者
:
:
j
i
-
-
:
:
:
9

・
日
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・

精
度
管
理
に
地
域
格
差

自
治
体
の
肺
が
ん
検
診
j
i
-
-
-
9

・

m
U産
経
新
聞
(
東
京
)
:
・

大
腸
内
視
鏡
座
れ
ば
楽
だ
!
-
j
i
-
-

・
:
・
:
j
i
-
-
-
9

・
日
朝
日
新
聞
(
東
京
)
:
・

2

歳
ま
で
発
達
に
差
な
し

円
形
精
子
細
胞
で
出
生
:
:
:
9

・
幻
毎
日
新
聞
(
東
京
)

心
不
全
で
入
院
毎
年
1

万
人
増
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:

・
9

・

m
朝
日
新
聞
(
大
阪
)
・

1

分
程
度
画
像
で
判
断

ベ
ン
チ
ャ
ー
設
立
:
j
i
-
-
:
9

・
お
読
売
新
聞
(
福
岡
)
:

医
薬
品

世
界
の
薬
都
と

産
学
連
携
成
果

診
断
薬
製
品
化
ヘ
・
:
9

・

9

北
日
本
新
聞
:

不
妊
子
宮
内
膜
炎
が
影
響
?

抗
菌
薬
治
療
で
妊
娠
率
向
上
9

・
也
朝
日
新
聞
(
東
京
)

心
不
全
薬
に
抗
が
ん
効
果

-
j
i
-
-
:・:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
9

・
叩
富
山
新
聞
:
:
:
:
:
・

鼻
の
粘
膜
か
ら

脳
へ
薬
剤
送
達
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
9

・
沼
南
日
本
新
聞
:
:
:
:
:
:

漢
方
が
救
う
高
齢
者
治
療

:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-

・:
9

・

m
日
本
経
済
新
聞
・
:

薬
、
音
声
で
飲
み
忘
れ
防
ぐ

:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
-
9

・
昨
日
経
流
通
新
聞MJ
-

90 90 91 91 92 92 94 94 95 95 96 96 96 97 98 99 
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医
療
行
政

社
会
保
障
給
付
最
高
1
1
6

兆
円

国
民
1

人
あ
た
り
位
万
円
9
・

1

読
売
新
聞
(
東
京
)

行
年
度
医
療
費
M
M兆2
千
億
円
:
:
;
J
J
・
-
J
J
・
-
:
9
・2
京
都
新
聞
(
共
同
)

薬
価
、
2

年
連
続
下
げ
へ
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
9
・

M
M日
本
経
済
新
聞
・

遺
伝
子
治
療
支
援
強
化
へ

9
・

n
北
海
道
新
聞
(
共
同
)

医
療
基
本
法
望
む
声
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
9
・

M
M毎
日
新
聞
(
東
京
)
・
・

意
見
・
社
説

[
視
点
]
役
割
担
う
勇
気
を
信
じ
る
:
J
J
・
-
-
-
J
J
・
-
8

・
向
上
毛
新
聞
:
j
i
-
-
・
:

[
憂
楽
帳
]
情
熱
:
:
-
J
J
・
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
9
・

5

毎
日
新
聞
(
東
京
)

[
聴
診
記
]
日
常
生
活
守
る
た
め
努
力

医
学
の
目
的
:
9
・

1

秋
田
魁
新
報
:

医
療
ニ
ュ
ー
ス

A
ー
医
療
で
手
術
ミ
ス
:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・
-
:
:
:
:
:
:
:
9
・
げ
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・

産
療
事
故
・
訴
訟

検
査
結
果
見
誤
り
患
者
死
亡
j
i
-
-
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
・
9
・
5

読
売
新
聞
(
名
古
屋
)

股
関
節
手
術
で
後
遺
症

愛
知
の
女
性
ら
と
和
解
:
:
:
:
・
9
・7

中
日
新
聞
:
:
:
:
・
:
:
:

1
7
0
0

万
円
支
払
い
で
和
解
:
:
:
:
:
J
J
・
-
:
-
j
i
-
-
9
・
叩
岐
阜
新
聞
・
:

女
児
に
イ
ン
ス
リ
ン
過
剰
投
与
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
9
・

m
伊
勢
新
聞
:
:

100 100 100 102 102 104 105 105 106 108 108 108 109 

医
療
安
全

[
デ
ス
ク
日
記
]
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
・
J
i
-
-
:
j
i
-
-
-
9
・
叩
西
日
本
新
聞
j
i
-
-
:
・

遺
族
の
要
望
受
け

手
術
死
問
題
-
j
i
-
-
・
:
:
-
J
J
・
-
:
9
・

2
読
売
新
聞
(
東
京
)
:
・

麻
酔
の
危
険
性
認
識
不
足
j
i
-
-
:
:
:
J
j
i
-
-
:
:
:
9
・
お
読
売
新
聞
(
東
京
)
:

災
害
に
備
え
る

先
駆
的
支
援
知
っ
て

被
災
者
看
護
の
実
践
:
:
:
:
:
:
:
・
9
・
仔
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

災
害
救
護
、
落
ち
着
き
対
応
j
i
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
:
9
・2
秋
田
魁
新
報
:
:

災
害
支
援
ナ
|
ス
役
割
学
ぶ

:
9
・
9
長
野
日
報
・
:

災
害
医
療
の
司
令
塔
強
化

D
M
A
T
i
-
-
:
:
:
:
;
:
9
・
市
読
売
新
聞
(
東
京
)
・
:

救
命
の
一
刻
|
T
で
稼
ぐ
・
:
:
:
j
i
-
-
j
j
i
-
-
・
:
:
:
9
・

U
日
本
経
済
新
聞
:

被
災
地
医
療
拠
点
は
コ
ン
テ
ナ
・
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
9
・

1

神
戸
新
聞
:

避
難
者
の
健
康
支
え
続
け
:
:
-
J
J
・
-
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
9
・
什
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・

食
欲
の
秋
ぴ
っ
た
り
食
材
・
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
9
・

2
福
島
民
友
:
j
i
-
-
-

キ

ワ

ド
検
索

6 
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崩

環境整備道半ば意識改革、
鹿
児
島
の
医
学
生
は
男
女
と'
a

も
に
結
婚
や
育
児
に
前
向
き
だ
朝
出

が
、
男
性
の
意
識
改
革
や
職
場
酉


の
環
境
整
備
は
道
半
ば
!
。
東
開
幽

京
医
科
大
が
入
試
で
女
子
を
一
掃
凶
料

律
減
点
し
て
い
た
問
題
は
、
女
富
山
似

性
活
躍
を
阻
む
壁
の
高
さ
を
印
宮
臨
佐
山

象
付
け
た
。
鹿
児
島
県
医
師
会
思
坦
組
内
川

.. ‘，.
E
E
-
-
畠
R
n
d

な
ど
の
調
査
で
も
、
働
く
意
欲
恒
嗣
凶
V
V
M

と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
軍
監
芯

若
い
医
師
ら
の
姿
が
浮
か
ぶ
。z
a
E

県
医
師
会
と
県

県
医
師
会
女
性
医
師
委
員
会
は

昨
年
6
月
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部

医
学
科
1
1
6
年
の
6
9
8
人
に

自
身
の
将
来
像
を
尋
ね
、
5
6
9

人
が
回
答
し
た
。

内
科
系
、
外
科
系
と
い
っ
た
臨

両箆
(26人)立師

をと

罷
りて
たの
し、

か

1.8% 
(7人)

妻が同業でも
家庭を守り
子育てに専念
してほしいか
長努子学生のみ
手後数回答者革寄り

伺業の棄の成長に
理解を示し共に
子育てできるか
み男子学生のみ

医
学
生
や
女
性
医
師
ら
調
査

床
科
選
択
の
希
望
に
目
立
っ
た
男

女
差
は
な
か
っ
た
。
結
婚
を
「
し

た
い
」
「
予
定
が
あ
る
」
「
既
婚
」

と
答
え
た
の
は
印
%
(
4
6
0

人
)
。
ま
た
、
医
師
の
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
に
つ
い
て
全
員
に
尋

ね
る
と
、
「
頑
張
り
た
い
」
と
し

た
の
は
幻
%
(
5
2
5
人
)
。
子

育
て
に
は
乃
%
(
4
5
1
人
)
が

親
か
ら
の
支
援
を
期
待
し
た
。

男
子
学
生
に
は
、
妻
が
同
じ
医 師

で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
つ

い
て
も
質
問
。
妻
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
に
理
解
を
示
し
、
共
に
子
育

て
を
「
で
き
る
」
と
答
え
た
の
は

百
%
(
2
8
1
人
)
で
、
「
理
解

す
る
が
難
し
い
」
(
幻
%
、
剖
人
)

を
大
き
く
上
回
っ
た
。
だ
が
、
「
妻

が
医
師
で
も
家
庭
を
守
り
子
育
て

に
専
念
し
て
ほ
し
い
か
」
と
し
た

質
問
に
は
お
%
(
1
4
3
人
)
が

「
は
い
」
と
答
え
、
妻
の
仕
事
と

女
性
医
師
の
働
き
方

j

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

育
児
の
両
立
に
否
定
的
な
回
答
が

増
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
委
員
会

は
「
共
働
き
が
理
想
だ
が
、
医
師

の
仕
事
の
大
変
さ
を
知
り
、
夫
婦

と
も
仕
事
を
し
な
が
ら
家
庭
を
営

む
の
は
難
し
い
と
思
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
推
し
測
る
。

一
方
、
鹿
大
病
院
の
女
性
医
師

の
勤
務
環
境
調
査
で
は
、
子
育
て

中
の
却
人
中
日
人
が
、
妊
娠
・
出

産
・
育
児
で
の
退
職
・
休
職
を
経

験
し
て
い
た
。
「
産
休
・
育
休
制

度
が
な
か
っ
た
」
「
退
職
を
勧
め

ら
れ
た
」
と
の
理
由
を
挙
げ
た
人

も
い
た
。

同
時
期
に
、
県
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
し
た
女
性
医
師
就
業
支
援

体
制
等
調
査
に
は
、
県
内
の
病
院

・
診
療
所
1
3
1
7
の
う
ち
2
9

8
カ
所
が
回
答
。
育
休
な
ど
女
性

医
師
の
勤
務
環
境
整
備
の
取
り
組

み
が
な
い
の
は
日
%
、
技
術
水
準

を
維
持
す
る
研
修
な
ど
復
職
に
向

け
た
協
力
は
困
難
と
し
た
の
は
日

%
。
過
半
数
の
医
療
機
関
が
、
医

師
の
事
情
に
配
慮
で
き
て
い
な
い 実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

県
医
師
会
の
調
査
を
と
り
ま
と

め
た
、
鹿
島
直
子
女
性
医
師
支
援

室
長
(
乃
)
は
夏
原
医
科
大
学
の
入

試
問
題
に
つ
い
て
「
根
本
的
な
差

別
。
頭
頚
部
外
科
医
と
し
て
働
い

て
き
た
が
、
仕
事
に
性
別
は
関
係

な
い
」
と
憤
る
。
一
方
で
「
す
ぐ

辞
め
る
か
ら
女
性
医
師
を
育
て
て

も
仕
方
な
い
、
と
考
え
る
上
司
も

い
る
」
と
も
語
る
。
医
師
の
夫
と

共
働
き
で
3
人
の
子
を
育
て
た
経

験
を
踏
ま
え
て
「
職
場
の
リ
ー
ダ

ー
に
、
女
性
医
師
を
育
て
る
意
識

が
必
要
。
社
会
全
体
に
共
通
す
る

問
題
で
、
介
護
で
も
同
じ
こ
と
が

い
え
る
。
女
性
が
辞
め
な
く
て
も

い
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。
(
野
村
真
子
)

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
四
日
(
水
)

7 
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女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

園
間
陽
園
間
関
幽

文
科
省
調
査
過
去
6

年
、
最
大
川
倍
差

医
学
部
医
学
科
を
置
く
全
国

八
十
一
大
学
の
市
%
に
当
た
る

六
十
三
校
で
、
過
去
六
年
間
の

入
試
で
の
女
子
の
合
格
率
が
男

子
を
下
回
っ
て
い
た
こ
と
が
四

日
、
文
部
科
学
省
の
緊
急
調
査

の
速
報
で
判
明
し
た
。
最
も
顕

著
だ
っ
た
順
天
堂
大
で
は
男
子

9

・
同
%
に
対
し
女
子
5
・
印

%
で
、
一
・
六
七
倍
の
差
が
あ

っ
た
。
不
正
入
試
が
発
覚
し
た

東
京
医
科
大
を
除
き
、
女
子
ら

を
不
利
に
す
る
得
点
操
作
を
行

っ
て
い
た
と
す
る
回
答
は
な
か

っ
た
。

全
国
で
見
る
と
、
男
子
日
・ お

%
、
女
子9

・
日
%
で
、
一

・
一
八
倍
の
差
。
男
女
別
内
訳

の
公
表
は
こ
れ
ま
で
大
学
側
の

判
断
に
任
さ
れ
、
全
国
規
模
で

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
初
め

て
。
医
師
養
成
の
起
点
と
な
る

医
学
部
入
試
で
女
子
の
合
格
率

が
多
く
の
大
学
で
低
い
実
態
が

浮
か
ん
だ
。
た
だ
、
年
に
よ
り

合
格
率
が
男
女
で
逆
転
す
る
大

学
も
多
く
、
文
科
省
は
「
追
加

調
査
で
男
女
差
の
要
因
や
不
自

然
な
点
の
有
無
を
確
認
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。
最
終
結
果

は
十
月
に
も
公
表
す
る
。

調
査
は
、
東
京
医
科
大
で
女 子

や
三
泊
以
上
の
合
格
を
抑
制

す
る
得
点
操
作
が
発
覚
し
た
こ

と
を
受
け
、
文
科
省
が
八
月
、

防
衛
医
科
大
を
除
く
八
十
一
校

に
実
施
。
二O
一
二
了
一
八
年

の
各
入
試
の
男
女
別
や
年
齢
別

の
受
験
者
数
や
合
格
者
数
を
尋

ね
集
計
し
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
八
十
一
校

の
う
ち
合
格
率
の
男
女
差
が
最

大
だ
っ
た
の
は
順
天
堂
大
で
、

次
い
で
二
ハ
年
に
医
学
部
を
開

設
し
た
東
北
医
科
薬
科
大
と
、

昭
和
大
の
一
・
五
四
倍
と
な
っ

た
。
日
本
大
(
一
・
四
九
倍
)
、

九
州
大
(
一
・
四
三
倍
)
が
続

調査 | 

男
女
差
調
整

立男医も女女 だ・大のき
が子科十子子弘つ 27 はは、大学医学部入試の男女別合格率
多合大七合 16 前た%男計男 . 
く揺は校梧・大。で子六子 [大学名) I 抑制碑獲鰍潔門戸1
率女あ率 93 で 、 6 十が 男子優位の|男子女子男子合格率/勇》

低が子つの%男 差・三女 上位15校 I (O/~) (%)好合格率子家

お RZ 宍宗主古 竺努略主副同大 I 9.16 5田 1.672実
は大の墓高る 、夏主国枇僻翻大 114.回 9・51
国学募策れな 67 二女原回国欄大 1 6.54 儲 1M 諒
立は集女大ど% 九子医つ回日本大 1 6.叩 4.36' 1.49 高空
が私。子学、、 倍 5 科た回九州大 133.51 23柑 1.43 巳宣

Q.18 1.37 五五

時
学男

事E
F\ 亡コ

霊
が
同
じ
場

の
値
が

数
字
が
大
き
し1
1ま
ど

女
子
よ

は
想
像
以
上
の
隔
た
り
だ
っ

た
」
と
驚
く
。

-
ガ
ラ
ス
の
天
井

文
科
省
の
調
査
で
、
男
子
の

合
格
率
が
比
較
的
高
か
っ
た
大

a
J・

9

率
お
格

札
品
ロ

pn 

摺
勲

三
の部中

目
立
っ
た
。
で
、
一
・
四
七
倍
の
差
が
あ
っ

男
子
合
格
率
が
高
い
大
学
か
た
。
「
得
点
調
整
な
ど
は
な

ら
は
「
男
子
が
得
意
な
傾
向
の
い
」
と
し
て
い
る
。

あ
る
数
学
や
物
理
が
難
し
い
」
文
科
省
の
調
査
で
は
一
般
入

「
厳
正
な
入
試
の
結
果
」
な
ど
試
や
推
薦
入
試
な
ど
の
形
式
は

の
説
明
が
あ
っ
た
。
年
齢
別
で
区
別
し
て
い
な
い
。
同
省
の
学

は
、
十
九
歳
の
合
格
率
が
現
役
校
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
医
学

や
二
十
歳
以
上
よ
り
高
い
傾
向
部
を
除
く
理
系
や
文
系
の
学
部

が
あ
っ
た
。
で
は
、
志
願
者
に
占
め
る
入
学

一
方
、
防
衛
省
に
よ
る
と
、
者
の
割
合
は
男
女
差
が
な
い

防
衛
医
科
大
の
男
子
合
格
率
は
か
、
女
子
の
方
が
高
い
傾
向
と

5
-
m
%
、
女
子
は3
・
ω
%
い
う
。

向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
た
と
え

ば
生
物
の
試
験
を
意
図
的
に
難

し
く
し
、
逆
に
物
理
を
易
し
く

す
れ
ば
、
男
子
の
方
が
合
格
率

が
高
く
な
る
の
だ
と
い
う
。

こ
う
し
た
「
合
法
」
の
や
り

〈
共
同
通
信
〉

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
5

日
(
水
)

る
の
で
は
」
と
の
声
が
上
が

る
。文

科
省
は
今
後
、
各
大
学
に

改
め
て
問
い
合
わ
せ
た
り
、
個

別
に
訪
問
調
査
し
た
り
し
て
不

正
の
有
無
を
探
る
予
定
だ
が
、

8 
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l 医学部合格率

深
ま
る
疑
念

東
京
医
科
大
の
不
正
入
試
問
題
を
き
っ
か
け
に
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
医
学

部
医
学
科
入
試
の
緊
急
調
査
で
、
約
八
割
の
大
学
で
男
子
の
合
格
率
が
女
子
を
上

回
る
実
態
が
分
か
っ
た
。
た
だ
東
京
医
大
を
除
く
全
て
の
大
学
が
「
不
正
は
な

い
」
と
答
え
、
要
因
は
不
明
な
ま
ま
だ
。
「
伺
ら
か
の
調
整
が
働
い
て
い
る
」
と

い
ぷ
か
る
声
も
あ
り
、
追
加
調
査
を
進
め
る
意
向
の
文
科
省
。
女
性
の
進
出
を
阻

む
差
別
の
存
否
は
明
ら
か
に
な
る
の
か
。

い
と
い
う
話
は
予
備
校
や
大
学

関
係
者
の
聞
で
「
公
然
の
事

実
」
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
。
女
性
医
師
は
結
婚
や
出

産
で
離
職
す
る
ケl
ス
が
多
い

こ
と
か
ら
、
女
子
受
験
生
の
合

格
者
を
抑
え
て
い
る
ー
。
そ
ん

な
う
わ
さ
が
東
京
医
大
の
不
正

-
「
公
然
の
事
実
」

「
合
格
率
に
男
女
差
が
出
る

こ
と
は
予
想
で
き
た
こ
と
だ
。

ど
こ
の
医
学
部
も
男
子
を
合
格

さ
せ
る
の
に
必
死
だ
か
ら
」
。

医
学
部
専
門
予
備
校
「
イ
ン
デ

ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
」
の
河
本
敏
浩

代
表
(
五
一
)
は
調
査
結
果
を
知

り
、
こ
う
断
言
し
た
。

以
前
か
ら
、
医
学
部
の
入
試

で
は
男
子
の
方
が
合
格
し
や
す

入
試
で
白
目
の
下
に
さ
ら
さ

れ
、
女
性
差
別
だ
と
し
て
批
判

が
殺
到
す
る
形
と
な
っ
た
。

過
去
に
東
京
医
大
を
受
験
し

た
こ
と
の
あ
る
こ
十
代
の
女
子

医
学
部
生
は
「
女
子
の
合
格
率

が
低
い
の
は
体
感
と
し
て
知
っ

て
い
た
け
ど
、
実
際
の
デ
l

タ

大
学
は
不
正
否
定

学
は
、
取
材
に
「
試
験
の
結
果

で
、
不
正
は
し
て
い
な
い
」

「
男
女
の
区
分
な
く
選
抜
し
て

い
る
」
な
ど
と
不
正
な
差
別
を

明
確
に
否
定
し
て
い
る
。

た
だ
河
本
氏
は
「
不
正
を
し

な
く
て
も
、
男
子
を
有
利
に
す

る
や
り
方
は
あ
る
」
と
語
る
。

河
本
氏
に
よ
る
と
、
医
学
科
の

学
力
試
験
で
は
理
科
の
科
目
で

生
物
を
選
択
す
る
の
は
女
子
が

多
く
、
男
子
は
物
理
を
選
ぷ
傾 方

が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
か

は
定
か
で
な
い
が
、
河
本
氏
は

「
大
学
側
は
男
子
が
有
利
に
な

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を

逆
算
し
て
考
え
て
い
る
。
医
学

部
受
験
に
は
女
性
に
対
す
る

『
ガ
ラ
ス
の
天
井
』
が
確
実
に

存
在
す
る
」
と
指
摘
す
る
。

-
調
査
に
限
界
?

今
回
の
調
査
で
判
明
し
た
男

女
聞
の
合
格
率
の
差
に
つ
い

て
、
文
科
省
は
理
由
ま
で
は
踏

み
込
め
て
い
な
い
。
新
た
に
不

正
を
認
め
た
大
学
が
な
か
っ
た

た
め
だ
が
、
省
内
か
ら
も
「
理

学
部
や
工
学
部
で
は
こ
ん
な
に

男
女
差
は
出
な
い
。
何
か
し
ら

女
子
が
不
利
に
な
る
要
因
が
あ

/ 

「
合
法
的
」
手
法
も ど

こ
ま
で
真
相
に
近
づ
け
る
か

は
未
知
数
だ
。

あ
る
同
省
幹
部
も
「
面
接
や

小
論
文
の
試
験
で
点
数
に
差
が

あ
る
理
由
ま
で
は
突
っ
込
ん
で

聞
け
な
い
だ
ろ
う
」
と
追
加
調

査
の
限
界
を
認
め
る
。
一
方
で

「
不
正
が
『
な
い
』
と
答
え
た

大
学
は
今
後
言
い
逃
れ
で
き
な

く
な
る
。
ま
た
つ
っ
ち
の
大
学

は
な
い
と
答
え
た
が
、
実
は
あ

り
ま
す
』
と
い
っ
た
内
部
告
発

が
寄
せ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ

る
」
と
調
査
の
意
義
も
強
調
し

た
。女

子
医
学
部
生
は
「
ど
こ
の

大
学
も
得
点
調
整
を
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
あ
ま
り

信
用
で
き
な
い
」
と
不
信
感
を

示
し
た
上
で
「
文
科
省
に
は
大

学
に
対
す
る
立
ち
入
り
調
査
や

監
視
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
」
と

求
め
た
。
〈
共
同
通
信
〉

1

慎
下

名
聞
ぽ

学
優
位

扶
貯
側国

羽
田
盟
国
国
国
国
盟
国
盟
国
盟
国
図
翻
留
図
悶
悶
掴
盟
国
盟
国
頭
盟
翻
盟
国
路
盟
国
周
回
図
函
図
図
園
困
園
園
園
困
悶
悶
盟
国
翻
劉
盟
国

大
学
医
学
部
入
誌
の
男
女
別
合
格
率
※
東
京
女
子
医
科
大
を
除
く
。
口
は
私
立
、
口
は
冨
公
立
。
右
欄
は
男
女
の
合
格
率
が
同
じ
場
合
の
値
が

1
(
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
、
女
子
よ
り
男
子
の
会
伶
率
が
高
い
)

女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
5

日
(
水
)

9 
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女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

f
)

過
去6
年
連
続
で
男
子
優
位

ロ
合
格
率
6
1
7

割
で
上
回
る
文科省調査

文
部
制
学
省
は4
日
、
東
京
医
糾
大
の
入
試
不
正
を
受
け
て
全
国
の
医
学
部
を
対
象

に
し
た
調
査
で
、
過
去
6
年
間
で
い
ず
れ
の
年
度
も
、
男
子
の
合
格
率
が
女
子
を
上
回

っ
て
い
た
と
す
る
結
果
を
公
表
し
た
。
各
年
度
で
男
子
優
位
だ
っ
た
大
学
の
割
合
は
そ

れ
ぞ
れ
6
1
7
割
。
同
省
は
「
他
の
学
部
と
合
格
率
に
違
う
傾
向
が
あ
る
」
と
し
て
、

大
学
側
に
詳
し
い
説
明
を
求
め
る
。

「
他
学
部
と
差
」
説
明
要
求
ヘ

医
学
部
医
学
糾
を
置
く
、
女
子
し
か
学
生
が
い
な
い
東

防
衛
医
糾
大
を
除
く
全
国
の
京
女
子
医
大
を
除
い
て
算
出

剖
国
公
私
立
大
に
2
0
1
3
す
る
と
、
男
子
が
上
回
っ
た

i
同
年
度
の
入
試
に
つ
い
て
大
学
の
割
合
は
日
i
η
%
で

聞
い
た
。
公
表
し
た
の
は
一
推
移
。
同
省
は
男
子
優
位
の

般
、
A
O
な
ど
全
て
の
入
試
原
因
は
数
字
だ
け
で
は
分
析

を
合
わ
せ
た
結
果
。
性
別
に
で
き
な
い
と
し
た
う
え
で

よ
る
加
点
と
い
っ
た
不
正
を
「
他
の
学
部
学
制
で
男
女
の

認
め
た
大
学
は
な
か
っ
た
。
合
格
率
が
同
等
か
女
子
が
多

全
大
学
の
合
格
率
は
い
ず
少
優
位
な
傾
向
に
あ
る
な

れ
の
年
度
も
男
子
が
高
い
。
か
、
医
学
部
は
違
う
傾
向
だ
」

% 
75 

70 

65 

60 

医学部入試で男子優位の
大学の割合

合格率で男子が女子を
上回る大学の劃合

11-11 � 
% 
12 

8 

6 

4 

10 

18 

と
し
た
。

6
年
間
の
合
格
率
で
男
子

が
女
子
の
何
倍
か
を
見
る

と
、
-
-
U
倍
の
順
天
堂
大

が
最
大
。-
-
M
倍
の
昭
和

大
な
ど
が
続
い
た
。
全
大
学

で
は
女
子
が9
・
6
%
で
、

男
子
は
1
-
m
倍
の
日
・
3

%
だ
っ
た
。
全
大
学
の
お
よ

そ
4

分
のl
に
当
た
る
叩
大

学
は
、
6
年
間
全
て
で
男
子

が
優
位
だ
っ
た
。

女
子
へ
の
不
利
な
得
点
操

作
が
判
明
し
た
東
京
医
斜
大

は
、
0
・
回
1
3
・H
倍
で

推
移
。
年
に
よ
っ
て
2
倍
以

上
の
差
が
あ
っ
た
の
は
他
に

日
本
大
と
大
阪
市
立
大
。

男
女
差
に
つ
い
て
各
大
学

は
「
厳
正
に
学
力
試
験
を
し

た
結
果
」
「
数
学
や
物
理
の

試
験
問
題
が
難
し
い
た
め
女

子
の
合
格
率
が
高
く
な
い
」

な
ど
と
回
答
し
た
。

一
方
、
女
子
優
位
の
傾
向

に
あ
る
大
学
も
あ
っ
た
。
弘

17 

前
大
と
三
重
大
は
6
年
と
も

女
子
優
位
だ
っ
た
。
年
齢
別

の
合
格
率
は
加
歳
以
降
に
男

女
と
も
に
下
が
る
傾
向
に
あ

っ
た
。

同
省
は
合
格
率
の
差
や
そ

の
継
続
性
な
ど
を
も
と
に
、

必
要
に
応
じ
て
各
大
学
に
聞

き
取
り
ゃ
訪
問
に
よ
る
調
査

を
す
る
。
最
終
結
果
は
叩
月

を
め
ど
に
公
表
す
る
。

医
学
部
専
門
予
備
校
「
メ

デ
ィ
カ
ル
ラ
ボ
」
(
本
部
・

名
古
屋
市
)
に
よ
る
と
、
複

数
の
大
学
で
は
2
次
試
験
の

面
接
で
女
子
に
「
子
供
を
産

ん
だ
後
も
医
師
を
続
け
る

か
」
「
熱
を
出
し
た
自
分
の 子

供
の
お
迎
え
と
外
来
の
急

患
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る

か
」
と
い
っ
た
質
問
を
す
る

場
合
が
あ
る
と
い
う
。

可
児
良
友
本
部
教
務
統
括

は
男
子
優
位
の
背
景
に
「
医

師
不
足
を
解
決
す
る
た
め

に
、
男
子
学
生
を
入
学
さ
せ

よ
う
と
考
え
る
面
接
官
が
い

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
。

一
方
、
防
衛
省
に
よ
る
と
、

防
衛
医
軒
大
の
男
子
合
格
率

は
5
-
m
%
、
女
子
は
3
・

印
%
で
、
1
・
訂
倍
の
差
が

あ
っ
た
。
「
得
点
調
整
な
ど

は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

対
策
弁
護
団
に

相
談
相
次
ぐ

多
く
が
女
子
受
験
生
本
人

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女

性
差
別
対
策
弁
護
団
は4

日
、
東
京
医
斜
大
の
不
正
入

試
に
関
す
る
相
談
が8
月
初

日
ま
で
に
1
6
1
件
あ
っ
た

と
発
表
し
た
。
無
料
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
日
件
の
相
談
が
あ

っ
た
ほ
か
、
メ
ー
ル
で
の
問

い
合
わ
せ
も
1
0
6
件
あ
っ

た
。
相
談
者
の
多
く
が
女
子

受
験
生
本
人
だ
っ
た
。

相
談
者
の
一
人
は
「
何
年

も
受
験
し
て
不
合
格
だ
っ
た

の
で
医
師
に
な
る
の
を
諦
め

た
。
得
点
操
作
に
よ
る
も
の だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
わ

か
り
、
本
当
に
悔
し
い
」
と

吐
露
。
受
験
生
の
母
親
は
「
娘

の
人
生
を
な
ん
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
」
と
憤
っ
た
。
弁

護
団
は4
日
、
墓
京
医
大
と

第
三
者
委
員
会
に
申
し
入
れ

曹
を
提
出
。
不
正
な
得
点
操

作
が
な
け
れ
ば
合
格
し
て
い

た
女
子
受
験
生
へ
の
入
学
資

格
の
付
与
や
損
害
賠
償
な
ど

を
求
め
た
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
5

日
(
水
)

/ 医学部入試の「間」深く

たのかと問うと、 fS1歳で病死した父を

見て、高齢者医療に携わりたいと思った」

と答えたのが印象に残っている。

l 審、控訴審とも「年齢差別が明白と

は認められな~ 'J として訴えを棄却し、
医師への道は閉ざされた。公判では原告

が求めた面接試験の結果開示を大学側が

拒否し、筆記試験が合格者の平均を上回

りながら不合格となった理由は最後まで

不明確だった。

私は当時、結果が開示されない面接話

験を「ブラックボックス」と書いた。あ

れから 10年以上が過ぎたが、 「医学部の

試験」という箱の中の闇は深くなってい

る気がしてならない。 【伊津拓也】

【記者ノート】

女子受験生の得点を一律に減点してい

た東京医科大の不正入試問題を取材して

いるさなか、ふと 13年前に書いた記事の

ことを思い出した。

2005年 7 月 1 日付の群馬面に、 3 段買

出しで「主婦が入学許可求め訴え/55歳

の年齢理由に不合格」との記事を掲載し
た。群馬大医学部を受験し不合格となっ

た東京都の主婦が、情報開示請求でセン

ター試験と 2次試験の得点が合格者の平

均を上回っていたことを知り、入学許可

を求めて提訴した一ーという内容だ。

前橋支局にいた私は、公判の過程を逐

一記事にした。自宅にお邪魔して話を聞

いたこともある。なぜ50代で医師を志し

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
幻
日
(
月
)
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}
帆
川
川
川

爪
川
り

、
ー
しU
Y

古
同

墓
京
医
科
大
が
医
学
部
医
学
科
の
一
般
入
試
で
女
性
の
ム
最
を
抑
制
し
て
い
た
問
題
。
石
川
、

富
山
両
県
で
医
学
部
の
あ
る
三
大
学
で
唯
一
、
女
性
の
合
格
率
が
男
性
を
上
回
る
金
沢
医
科
大

(
石
川
県
内
灘
町
)
の
神
田
事
勉
学
長
(
六
邑
は
本
紙
の
取
材
で
「
医
師
を
目
指
す
女
性
は
増
え
て

い
る
が
、
現
場
が
適
合
で
き
て
い
な
い
」
と
医
療
界
の
構
造
的
問
題
を
指
摘
し
、
自
ら
も
女
性
医

師
の
待
遇
改
善
に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
現
状
を
語
っ
た
。
(
村
松
秀
規
)

文
部
科
学
省
が
東
京
医
大
の
問
題

を
受
け
実
施
し
た
調
査
で
は
、
過
去

六
年
の
平
均
合
格
率
が
全
国
の
大
学

八
十
一
校
中
、
六
十
三
校
(
花
%
)

で
男
性
の
合
格
率
が
女
性
を
上
回
っ

た
。
金
沢
医
大
の
合
格
率
は
女
性
が

6

・
8
%
、
男
性
が6

・
4
%
で
、

神
田
学
長
は
「
筆
記
試
験
の
点
数
が

良
く
、
面
接
試
験
で
も
う
ま
く
話
す

女
性
が
多
い
」
と
述
べ
、
合
格
率
を

自
然
な
結
果
と
み
る
。

今
回
の
不
正
問
題
で
は
、
出
産
や

育
児
で
現
場
を
離
れ
る
時
期
が
あ
る

女
性
医
師
を
敬
遠
す
る
体
質
が
浮
か

ん
だ
。
「
女
性
医
師
が
職
場
を
離
れ

る
と
別
の
医
師
が
埋
め
合
わ
せ
る
な

ど
不
都
合
は
あ
る
。
女
性
は
遠
隔
地

に
行
き
た
が
ら
な
い
傾
向
も
あ
り
、

男
性
が
行
く
場
合
が
多
い
」
と
話

す
。実

際
、
自
身
も
金
沢
医
大
病
院
の

医
師
の
派
遣
先
で
あ
る
関
連
病
院
な ど

か
ら
「
男
性
医
師
を
」
と
の
要
望

を
受
け
る
と
い
う
。
主
治
医
は
患
者

が
重
症
化
す
る
と
、
休
日
、
夜
間
も

呼
び
出
さ
れ
る
な
ど
負
担
が
大
き

い
。
体
力
的
に
も
優
位
な
男
性
が
優

遇
さ
れ
が
ち
だ
と
い
う
。

神
田
学
長
は
、
日
本
の
医
療
界
は

男
性
医
師
中
心
で
、
仕
組
み
そ
の
も

の
が
男
性
を
基
本
に
考
え
ら
れ
て
き

た
と
す
る
。
「
育
休
や
産
休
の
制
度

が
で
き
て
も
、
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
く
か
が
問
題
」
と
み
る
。

金
沢
医
大
で
は
今
年
七
月
に
女
性

医
師
の
子
ど
も
に
限
定
し
た
保
育
園

を
開
園
し
た
。
勤
務
後
の
医
師
が
夕

食
用
の
総
菜
を
事
前
の
注
文
制
で
購

入
で
き
る
よ
う
、
業
者
に
委
託
し
て

家
事
負
担
を
減
ら
す
取
り
組
み
も
導

入
。
女
性
医
師
の
待
遇
改
善
が
狙
い

だ
。自

ら
も
関
連
病
院
で
の
勤
務
時
、

医
師
の
負
担
を
減
ら
そ
う
と
当
直
体

制
を
変
え
た
経
験
も
あ
る
と
い
う
。

電
子
カ
ル
テ
で
患
者
の
情
報
を
引
き

継
ぎ
、
当
直
医
一
人
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
「
大
学
病
院
で
も
で

き
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
成
功
事

例
は
あ
る
。
徐
々
に
変
え
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
」
と

試
行
錯
誤
を
続
け
る
必
要
性
を
語
っ

た
。厚

生
労
働
省
の
二O
一
六
年
の
調

査
で
は
、
医
師
の
総
数
に
お
け
る
女

性
医
師
の
割
合
は
二
割
に
と
ど
ま

る
。
経
済
協
力
開
発
機
構(
O
E
C

D
)
の
一
七
年
の
統
計
に
よ
る
と
、

加
盟
三
十
四
カ
国
(
一
五
年
現
在
)

で
最
下
位
だ
。
神
田
学
長
は
「
今
回

の
問
題
で
女
性
医
師
を
増
や
す
よ
う

社
会
的
な
要
求
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

女
性
が
適
合
で
き
る
仕
組
み
を
ど
の

よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
か
を
考
え
る

良
い
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
話
し
た
。

女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

フォロ
内
圃
文
部
科
学
省
の
医
学
部
緊

凹
L

急
調
査
東
京
医
科
大
の
医

学
部
入
試
で
女
性
や3
浪
以
上
の
合

格
を
抑
制
す
る
得
点
操
作
が
発
覚
し

た
こ
と
を
受
け
、
文
科
省
が
8
月
、

医
学
部
医
学
科
を
置
く
剖
大
学
を
調

査
し
た
。
過
去6
年
間
の
入
試
を
調

べ
、
今
月
4
日
、
男
女
別
の
合
格
率

な
ど
の
速
報
値
を
公
表
し
た
。
合
格

率
の
男
女
差
が
最
大
だ
っ
た
の
は
順

天
蛍
一
大
で
、
男
性
9

・
日
%
に
対

し
、
女
性5
・
印
%
で1
・

m
倍
だ

っ
た
。
不
正
が
あ
っ
た
東
京
医
大
は

-
-
m
倍
。
石
川
、
富
山
両
県
で
は
、

金
沢
大
1

・
印
倍
、
富
山
大1
・

u

倍
、
金
沢
医
科
大
0

・
叫
倍
だ
っ

た
。
最
終
結
果
は
叩
月
に
も
公
表
す

る
。かんだ・つぎやす 1978年金沢

医科大医学部卒。 82年群馬大大学
院医学研究科修了(第一病理学)。
群馬大医学部文部教官助教授(総
合診療部)、金沢医大地域医療学
部門教授 (2012年 7 月に部門教授
!から講座主任に名称変更)などを
経て、 15年に同大氷見市民病院副

i 院長。 16年から学長。専門は、地
!域医療学と循環器内科学。

北
陸
中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
M
日
(
金
)
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女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

ドヨl

圃|
担当|

隠司l

3
割
ど
ま
り

厚
労
省
調
査
緊
急
対
策
実
施
の
病
院

労
働
時
間
管
理
や
業
務
移
管
な
ど
、
厚
生
労
働
省
が
2
0
1
8
年
2
月
に
ま
と
め
た

医
師
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
緊
急
対
策
に
つ
い
て
、
実
際
に
取
り
組
み
を
検
討
し
た
り

始
め
た
り
し
て
い
る
病
院
が
約
3
割
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
同
省
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

人
手
不
足
な
ど
を
背
景
に
医
療
現
場
で
は
長
時
間
労
働
が
ま
ん
延
し
て
お
り
、
関
係
者

は
対
策
の
徹
底
を
求
め
て
い
る
。

「
人
手
不
足
は
深
刻
」

厚
労
省
が
全
国
の
医
療
機

関
を
対
象
に
5
1
6
月
に
取

り
組
み
状
況
を
調
査
。
同
省

が
示
し
た
緊
急
対
策
に
つ
い

て
、
院
内
で
検
討
や
実
施
を

し
て
い
た
の
は
公
立
や
私
立

病
院
で
は
部
・
8
%
、
大
学

病
院
は
却
・
3
%
だ
っ
た
。

「
今
後
実
施
を
予
定
」
は
そ

れ
ぞ
れ
泊
・
7
%
、
日
・
7

%
だ
っ
た
。

同
省
は
2
月
の
有
識
者
検

討
会
で
、
医
療
体
制
の
維
持

と
医
師
の
働
き
方
改
革
を
両

立
す
る
た
め
の
緊
急
的
な
取

り
組
み
策
を
ま
と
め
た
。

対
策
の
柱
は
、
診
断
書
の

入
力
な
ど
一
部
の
業
務
を
医

。
一
一
@
口
一
@

医
師
の
働
き
方

勤務

砂②

師
以
外
の
職
種
に
分
担
す
る

「
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
。

医
師
不
足
や
地
域
偏
在
を
補

う
た
め
に
看
護
師
で
も
医
療

行
為
を
で
き
る
よ
う
に
す
る

国
の
「
特
定
行
為
研
修
制
度
」

の
受
講
を
推
進
し
、
業
務
の

分
担
の
検
討
な
ど
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
タ
イ
ム
カl
ド

な
ど
に
よ
る
医
師
の
在
院
時

間
の
的
確
な
把
握
や
、
女
性

医
師
の
多
様
な
働
き
方
の
支

援
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

* 

同
省
は
叩
月
に
同
様
の
調

査
を
し
、
取
り
組
み
の
進
み

具
合
を
検
証
す
る
予
定
。
担

当
者
は
「
多
く
の
医
療
機
関

で
検
討
な
ど
対
策
の
実
施
に

向
け
た
動
き
が
進
ん
で
い

る
」
と
話
し
た
。

一
方
、
実
際
の
医
療
現
場

で
は
危
機
感
が
強
ま
っ
て

い
る
。
却
代
の
救
急
医
は

「
現
場
の
入
手
不
足
は
深
刻
。

診
療
体
制
を
維
持
し
な
が
ら

急
に
今
ま
で
や
っ
て
こ
な
か

っ
た
業
務
分
担
や
時
間
外

労
働
の
正
確
な
自
己
点
検
を

や
れ
と
言
わ
れ
て
で
き
る

と
は
思
え
な
い
」
と
指
摘
す

る
。実

際
、
勤
務
医
の
労
働
組

合
「
全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
」

が
口
年
に
大
学
病
院
の
医
師

* 

夜
日
時
を
回
っ
た
こ
ろ
、ω
代

男
性
が
発
熱
や
倦
怠
感
を
訴
え
て

運
ば
れ
て
き
た
。
初
分
ほ
ど
の
点

滴
で
回
復
し
、
帰
宅
を
促
し
た
が
、

付
き
添
い
の
息
子
は
「
1

週
間
ほ

ど
入
院
さ
せ
て
」
と
懇
願
し
た
。

て
い「
る医
の師
にの
|長
」時

。間

審議
救で
宅 24
時

ン間
タ 3
I 6 
な 5
ど日
カT の
あ診
る療
九が
州保
のた
35 オ1

を
対
象
に
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
労
働
時
聞
が
タ
イ
ム
カ

ー
ド
な
ど
で
客
観
的
に
管
理

さ
れ
て
い
た
の
は
6
%
だ
っ

た
。こ

の
医
師
は
「
対
策
の
検

討
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
多
い
と
想
像
で
き
る
。

* 
医師の労働時間矩縮に向けた
緊急的な取り組み策の一部

労働時間管医師の在院時間の客観的な
理の適正化把握

36協定の定めを超えて時間
泊自協己定点検等の 外労働をさせていなし、か自

己点検

産業保健の 長時間勤務となっている底
仕組み活用 師や診療科ごとに対策を個

5.l IJに議論

タスク・シ点滴に係る業務や診断書の
フティング入力などの業務を、医師以
の推進 外の職種に分担して実施

女性医師等短時間勤務などで多様で
の支援 軟な働き方を推進する

法
的
基
準
の
見
直
し
な
ど
も

っ
と
根
本
的
な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
訴
え
て
い

る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
M
日
(
金
)

* 

れ
る
と
分
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
救

急
医
療
現
場
は
こ
こ
ま
で
切
迫
し

て
い
る
。

一
睡
も
し
な
か
っ
た
救
急
科

長
。
「
印
歳
を
過
ぎ
る
と
、
2
日

目
は
ぼ
ー
っ
と
す
る
こ
と
が
増
え

て
き
た
」
。
ミ
ス
は
許
さ
れ
な
い
。

救
急
科
長
の
こ
の
日
の
勤
務
時

間
は
シ
フ
ト
上
「
午
後
4
時
i

翌

日
午
前9
時
」
。
だ
が
実
態
は
違

う
。
当
直
の
日
も
普
段
と
同
様
に

午
前
7

時
半
に
出
勤
し
て
会
議
に

出
席
。8
時
半
か
ら
回
診
と
カ
ン

12 
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34時間連続救命救急の拠点

の
中
核
病
院
を
対
象
に7
月
、
西
日
本
新
聞
が
実
施
し
た
医
師
の

働
き
方
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
多
く
の
病
院
か
ら
悲
痛
な
訴

え
が
寄
せ
ら
れ
た
。
地
域
医
療
の
質
を
維
持
し
つ
つ
、
医
師
の
働

き
方
を
改
革
す
る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
ま
ず
は
医
師
の
勤
務

実
態
を
知
る
た
め
、
九
州
の
あ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
当
直
医

た
ち
に
密
着
し
た
。

当
直
開
始
の
午
後5
時
。
救
急

搬
送
に
対
応
す
る1
階
の
E
R

(
初
期
治
療
)
室
の
7

床
は
既
に

埋
ま
っ
て
い
た
。
脱
水
状
態
の
叩

代
男
性
、
固
ま
い
を
訴
え
る
初
代

女
性
・
:
。
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
患

者
の
搬
送
が
続
く
。

医師の働き方に関するアンケート 西日本新聞は7月
上旬、特定機能病院や救命救急センタ一、総合周産期母
子医療センター、基幹災害拠点病院に認定されている九
州の35の中核病院を対象に、労働基準監督署からの是正
勧告の有無、是正による診療への影響の有無などを聞い
た。 24病院が回答(回答率69%) 。
この結果、 2013'""-'17年度に14病院が、労使協定(三六

協定)で決めた上限を超える違法残業、残業や深夜労働
で2割5分以上の割増賃金を払わなかった残業代未払い
などで是正勧告を受けていた。また、是正に向けた改革
により、本人・家族への病状説明を平日日中の診療時間
内に限定マ外来診療の縮小マ主治医が入れ替わる複数主
治医制ーなど、 10病院で診療に影響が出ていた。

E
R

担
当
は
印
代
の
救
急
科
長

と
、
医
師
歴1
、

2

年
目
の
研
修

医
2

人
。
自
力
で
来
院
す
る
患
者 熱

が
あ
る
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行

け
な
い
が
、
自
身
は
住
事
を
休
め

ず
、
家
に1
人
で
残
す
の
は
心
配

と
い
う
。
内
科
の
当
直
医
も
駆
け

付
け
「
悪
い
所
が
な
い
の
に
入
院

は
で
き
な
い
」
と
説
得
し
た
が
、

息
子
は
聞
き
入
れ
ず
、1
日
だ
け

の
入
院
が
決
ま
っ
た
。
「
こ
れ
が

社
会
的
入
院
で
す
よ
」

な
お
も
搬
送
は
続
く
。
酔
っ
て フ

ァ
レ
ン
ス
、
急
患
に
も
対
応
し

た
。
翌
日
の
当
直
明
け
も
病
院
を

後
に
し
た
の
は
午
後5
時
す
ぎ

o

M
時
間
の
連
続
勤
務
だ
っ
た
。
シ

フ
ト
以
外
の
勤
務
は
い
わ
ゆ
る

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
だ
。

こ
う
し
た
時
間
外
労
働
を
す
る

の
は
、
働
き
方
改
革
の
余
波
と

い
う
。
病
院
は
、
労
使
協
定
(
三

六
協
定
)
で
決
め
た
上
限
を
超
え

ル
ー
ル
を
守
れ
ば
「
現
場
は
回
ら
な
い
」

を
診
る
夜
間
外
来
は4年
目
の
脳

神
経
内
科
医
が
担
当
す
る
。
翌
朝

8

時
半
ま
で
医
師4
人
に
看
護
師

3

人
だ
け
。
心
臓
や
脳
な
ど
専
門

治
療
が
必
要
な
場
合
、
別
フ
ロ
ア

に
い
る
循
環
器
科
や
脳
神
経
外
科

な
ど
の
当
直
医
を
呼
ぶ
。
さ
ら
に

手
が
足
り
な
く
な
る
と
「
オ
ン

コ
i

ル
」
と
呼
ば
れ
る
自
宅
待
機

の
医
師
加
人
の
中
か
ら
呼
び
出

す
。救

急
科
長
は
目
の
前
の
患
者
を

治
療
し
つ
つ
、
患
者
が
暴
れ
て
い

る
と
連
絡
し
て
き
た
集
中
治
療
室

の
雪
護
師
に
指
示
を
出
す
。
胸
ポ

ケ
ッ
ト
の
携
帯
電
話
に
は
救
急
車

か
ら
直
接
、
受
け
入
れ
の
可
否
を

尋
ね
る
電
話
が
か
か
る
。
夕
食
の

弁
当
に
あ
り
つ
け
た
の
は
午
後
9

時
す
ぎ
だ
っ
た
。

転
ん
で
腕
を
骨
折
し
た
加
代
男

性
。
自
殺
し
よ
う
と
異
物
を
の
み

込
ん
だ
初
代
男
性
。ω
代
女
性
は

「
動
俸
が
す
る
。
早
く
診
て
」
と
、

救
急
隊
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら

ベ
ッ
ド
に
自
力
で
移
動
し
た
。

午
前
6

時
半
。
研
修
医
は
仮

眠
、
救
急
科
長
は
コ
ー
ヒ
ー
で
ひ

と
息
つ
い
た
こ
ろ
、
初
代
女
性
が

別
の
病
院
か
ら
搬
送
さ
れ
て
き

た
。
心
筋
梗
塞
が
疑
わ
れ
、
一
刻

の
猶
予
も
な
い
。
循
環
器
科
の
当

直
医
が
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
、
緊
急

の
カ
テ
l

テ
ル
治
療
が
始
ま
っ

た
。午

前
8

時
半
。
当
直
の
日
時
間

半
で
救
急
搬
送
叩
人
、
夜
間
外
来

打
人
の
計
幻
人
妻
浸
し
た
。7

人
が
入
院
し
、
残
り
別
人
は
軽
症

だ
っ
た
。

女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

て
違
法
残
業
を
さ
せ
た
と
し
て
労

働
基
準
監
督
署
か
ら
是
正
勧
告

を
受
け
た
の
を
機
に
、
2

交
代
勤

務
を
導
入
し
、
当
直
医
の
数
を
減

ら
し
た
。
当
直
医
は
夕
方
出
勤
、

翌
朝
帰
宅
と
な
っ
た
が
「
そ
の
通

り
に
し
た
ら
、
現
場
は
回
ら
な

救
急
科
の
医
師
は5
人
。
-
人

当
た
り
月
6

回
ほ
ど
当
直
が
あ

る
。
ル
ー
ル
通
り
休
む
と
、
日
中

は
医
師
3

人
で
急
患
と
集
中
治
療

室
の
患
者
を
診
る
こ
と
に
な
る

が
、
不
可
能
だ
と
い
う
。
幅
広
い

知
識
と
技
術
を
要
す
る
救
急
医
は

全
国
的
に
な
り
手
が
少
な
い
半

面
、
高
齢
化
で
急
患
は
培
え
て
い

る
。自

ら
進
ん
で
や
っ
て
い
る
と
は

い
え
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
法
に
触 当

直
明
け
は
会
議
出
席
や
診
療
の

助
言
は
す
る
が
、
治
療
は
原
則
、

部
下
に
任
せ
る
。

* 

* 

3

年
目
の
救
急
科
の
女
性
医
師

は
7
月
、1
日
も
休
ん
で
い
な
い
。

シ
フ
ト
上
は
「
午
後
5

時
半
退
勤
」

の
日
も
、
夜9
時
す
ぎ
ま
で
病
院

に
い
る
こ
と
が
多
い
。
時
間
外
労

働
が
月
1
0
0

時
間
を
超
え
る

と
、
事
務
局
か
ら
注
意
さ
れ
る
た

め
、
残
業
と
し
て
報
告
し
て
い
な

'v 
「
正
直
に
報
告
し
た
ら
、
自
分

の
首
を
絞
め
る
よ
う
な
も
の
。
今

は
病
院
に
長
く
い
て
、
た
く
さ
ん

吸
収
し
た
い
。
働
い
て
い
る
と
い

う
よ
り
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
感
覚
で
す
」
。
本
来
は
夕
方
か

ら
の
当
直
勤
務
だ
っ
た
が
「
朝
か

ら
出
動
し
た
お
か
げ
で
カ
テ
l

テ

ル
治
療
を
経
験
で
き
た
」
と
満
足

げ
だ
。

た
だ
、
結
婚
、
出
産
と
い
う
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
ど
う
考
え
る
か

を
問
う
と
、
言
葉
に
詰
ま
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
・
:
女
性
も
長
く
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
に
変
わ
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
は
思
い
ま
す
」

(
下
崎
千
加
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
訂
日
(
月
)
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女
性
産
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

骨
…
一
一
一
…
曾
@

医
闘
の
働
き
方

北
九
州
市
立
八
幡
病
院
(
八
幡

東
区
、4
3
9
床
)
の
小
児
病
棟
。

ベ
ッ
ド
の
上
の
乳
児
を
診
な
が

ら
、
天
本
正
乃
統
括
部
長
(
貯
)
と

6

年
目
の
医
師
(
剖
)
が
話
す
。
「
今

日
は
具
合
良
さ
そ
う
だ
ね
」
「
は

い
、
反
応
が
い
い
で
す
ね
」
。
年

明
け
か
ら
、
医
師
の3
交
代
制
と

チ
l

ム
医
療
が
定
着
し
つ
つ
あ

る
。小

児
救
急
セ
ン
タ
ー
はM
時
間

3
6
5

日
、
患
者
を
受
け
入
れ
る
。

昨
年
度
は
延
べ
約5
万
2

千
人
が

受
診
し
、
入
院
は4
3
0
0
人
。

夜
間
・
休
日
の
時
間
外
は
約
3

万

人
が
訪
れ
た
。

対
し
て
医
師
は
研
修
医
日
人
を

含
む
白
人
。
昼
夜
を
問
わ
な
い
激

務
に
、
加
時
間
超
の
連
続
勤
務
や

月
必
時
間
の
労
使
協
定
を
超
え
る

時
間
外
労
働
が
常
態
化
し
て
い

た
。
負
担
軽
減
の
た
め
、
昨
年
目

月
か
ら
3

交
代
制
を
試
行
。
午
前

8

時
1

午
後5
時
V
午
後
2

時
半

i
H
時
マ
午
後4
時
半i
翌
午
前

砂⑨

8

時
半
の
3

パ
タ
ー
ン
の
勤
務

を
、
妊
婦
な
ど3
人
を
除
い
て
順

番
に
回
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
複
数
で
患
者
を

受
け
持
つ
チl
ム
医
療
も
導
入
し

た
。
朝
夕
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

情
報
共
有
し
、5
、

6

人
の
チ
ー

ム
内
で
も
綿
密
な
引
き
継
ぎ
を
怠

ら
な
い
。
担
当
医
が
休
み
の
と
き

あ
る
。
事
実
、
セ
ン
タ
ー
責
任
者

の
天
本
部
長
が
病
院
に
顔
を
出
さ

な
い
日
は
今
も
月1

、

2

日
し
か

>hh10ナ
レ
九pv

*
中
小

「
病
状
説
明
等
は
、
原
則
と
し

て
平
日
の
診
療
時
間
内
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
。
長

崎
大
病
院
(
長
崎
市
、

8
6
2

床
)

は
叩
月
か
ら
、
こ
ん
な
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
す
る
。
佐
世
保
市
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
(
5
9
4床
)
、
国

立
病
院
機
構
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

(
大
村
市
、64
3
床
)
の
県
内

三
つ
の
中
核
病
院
で
足
並
み
を
そ

県
内
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
必
要

が
あ
る
」
。

長
大
病
院
で
は
、
電
子
カ
ル
テ

入
力
や
診
断
書
作
成
な
ど
を
代
行

す
る
医
師
事
務
作
業
補
助
者
打
人

を
配
置
し
、
一
定
の
医
療
行
為
が

で
き
る
診
療
看
護
師
も
採
用
。
た

だ
、
教
育
・
研
究
の
役
割
も
担
う
大

学
病
院
で
は
、
労
働
時
間
を
制
限

す
る
と
「
も
っ
と
経
験
を
積
み
た

い
」
「
教
育
の
時
聞
が
足
り
な
い
」

な
ど
の
不
満
が
避
け
ら
れ
な
い
。

医
師
数
が
増
え
る
見
通
し
は
な

く
、
高
齢
化
で
患
者
は
減
ら
な
い

中
、
医
療
の
質
を
維
持
し
た
ま
ま
、

患
者
の
理
解
、
協
力
が
不
可
欠

は
上
級
医
が
責
任
を
持
つ
。

勤
務
時
間
が
前
年
度
比2

、

3

割
減
っ
た
人
も
い
る
。
給
与
も
減

っ
た
が
、
「
体
力
的
に
楽
」
「
研
究
や

学
会
発
表
な
ど
に
使
え
る
時
聞
が

で
き
た
」
と
お
お
む
ね
好
評
。
患

者
か
ら
の
苦
情
も
な
い
と
い
う
。

た
だ
、
比
較
的
人
数
に
余
裕
が

あ
る
か
ら
実
現
で
き
た
。
「
医
師

が
減
っ
た
り
、
休
ん
だ
り
す
れ
ば

途
端
に
成
り
立
た
な
く
な
る
」
と

い
う
綱
渡
り
の
働
き
方
改
革
で
も ろ

え
て
実
施
予
定
だ
。

今
春
、3
病
院
の
院
長
ら
が
参

加
し
て
「
医
療
に
お
け
る
働
き
方

改
革
に
関
す
る
座
談
会
」
を
ス
タ

ー
ト
。
先
月
中
旬
の
2

回
目
は
約

ω
人
が
「
研
修
医
の
勤
務
の
あ
り

方
」
「
当
直
明
け
の
連
続
長
時
間

労
働
へ
の
対
応
」
な
ど
を
話
し
合

っ
た
。
長
大
病
院
の
増
崎
英
明
院

長
(
邸
)
は
「
あ
る
病
院
だ
け
が
始

め
て
も
、
患
者
も
医
師
も
な
か
な

か
意
識
が
変
わ
ら
な
い
。
せ
め
て

労
働
時
間
だ
け
を
減
ら
す
。
そ
ん

な
矛
盾
は
、
患
者
の
協
力
な
し
に

解
消
で
き
な
い
と
考
え
る
。

昨
年
2

月
か
ら
は
、
患
者
に
よ

る
迷
惑
行
為
を
「
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト

.
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
(
ペ
イ
ハ
ラ
)
」

と
呼
び
、
対
策
に
も
力
を
入
れ
る
。

ベ
イ
ハ
ラ
に
は
人
手
も
時
間
も
要

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
む
し
ば
む

か
ら
だ
。

増
崎
院
長
は
強
調
す
る
。
「
チ

ー
ム
医
療
の
最
終
惑
は
患
者
が
チ

ー
ム
に
入
る
こ
と
」

*

*

 

西
日
本
新
聞
が7
月
上
旬
、
九

州
の
中
核
病
院
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
患
者
の
理
解
を
求
め

る
声
は
目
立
っ
た
。

「
救
急
車
搬
送
の
有
料
化
を
。

(
救
急
車
や
病
院
を
)
タ
ク
シ
ー

代
わ
り
、
ホ
テ
ル
代
わ
り
に
考
え

て
い
る
常
習
者
を
な
く
し
て
ほ
し

い
」
「
医
師
の
過
重
労
働
と
献
身

的
な
労
働
で
日
本
の
医
療
が
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
」
・
:
。

患
者
の
自
立
と
主
体
的
な
医
療

参
加
を
目
指
す
認
定N
P
O
法
人

さ
さ
え
あ
い
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー

C
0
M
L
(コ
ム
ル
)
の
山
口
育

子
理
事
長
(
臼
)
は
「
医
師
に
求
め

す
ぎ
な
い
よ
う
、
患
者
の
理
解
と

協
力
は
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
平

日
に
病
状
説
明
を
受
け
る
た
め
、

仕
事
を
少
し
抜
け
る
こ
と
を
許
容

す
る
よ
う
な
社
会
に
変
え
る
こ
と

も
必
要
」
と
訴
え
る
。

(
井
上
真
由
美
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
3

日
(
月
)
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目指し女性が続けられる職場

命
y…
払
…
a
i
r
-
@

医
師
の
働
き
方

朝
6
1
7

時
に
起
床
。
朝
食
を

作
っ
て
次
男
を
保
育
園
に
送
り
、

8

時
ご
ろ
出
勤
。
病
院
内
の
会
議

に
出
席
し
た
後
、
手
術
や
外
来
診

療
を
こ
な
す
。
夕
方6
時
ご
ろ
に

は
保
育
園
ヘl
。

息
子2
人
を
育
て
な
が
ら
、
長

崎
大
病
院
(
長
崎
市
)
の
外
科
医

と
し
て
働
く
崎
村
千
香
さ
ん
(
引
)

の
日
課
だ
。
長
男
出
産
後
の
2
0

1
1

年
ご
ろ
は
も
っ
と
忙
し
く
、

内
科
医
の
夫
や
夫
の
両
親
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
て
週1
回
の
当
直
勤

務
に
も
就
い
た
。
医
師
を
目
指
す

女
子
学
生
か
ら
「
先
生
み
た
い
に

頑
張
れ
る
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
る
が
「
同
じ
よ
う
に
し

な
く
て
も
大
丈
夫
。
一
人
一
人
環

境
が
違
う
ん
だ
か
ら
、
で
き
る
範

囲
で
頑
張
れ
ば
い
い
」
と
答
え
て

い
る
。

も
と
も
と
小
児
科
医
志
望
だ
っ

た
が
、
研
修
中
に
経
験
し
た
外
科

手
術
に
や
り
が
い
を
見
い
だ
し
、

今
の
道
を
選
ん
だ
。
昼
夜
を
問
わ

ず
急
患
に
も
対
応
し
、
長
時
間
勤

務
な
ど
負
担
は
重
く
な
り
が
ち

だ
。「

私
は
職
場
や
家
族
の
協
力
が

あ
っ
た
り
ど
、
他
の
女
性
医
師
は

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
」
と
問
題
意
識

砂⑤

が
芽
生
え
たo
m
年
、
長
大
病
院

で
働
く
女
性
医
師16
0

人
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
女
性
外
科
医

の
約
7

割
が
「
出
産
・
育
児
に
よ

り
キ
ャ
リ
ア
継
続
が
困
難
に
な

る
」
と
回
答
、8
割
近
く
が
院
内

保
育
施
設
の
充
実
を
求
め
て
い

た
激
務
の
傍
ら
、
長
崎
県
医
師
会

の
男
女
共
同
参
画
委
員
に
就
任
。

県
内
の
医
師
を
対
象
に
し
た
子
ど

も
の
一
時
預
か
り
ゃ
保
育
園
の
送

迎
な
ど
を
請
け
負
う
「
保
育
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
の
創
設
に
尽
力 千

人
か
ら
同
年
に
は
約6万
4
千

人
に
増
加
。
こ
れ
に
伴
い
、
女
性

医
師
へ
の
支
援
も
普
及
し
つ
つ
あ

る
。九

州
大
病
院
(
福
岡
市
東
区
)

は
、
育
児
や
介
護
、
不
妊
治
療
な

ど
で
常
勤
が
難
し
い
医
師
の
キ
ャ

リ
ア
継
続
を
支
援
す
る
「
き
ら
め

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
。

ワ
l

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

す
る
コ
l

ス
、
現
場
を
長
期
間
離

れ
て
い
た
医
師
の
復
職
支
援
コ
ー

ス
な
ど
を
整
備
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
学
術
研
究
員
と
し
て
雇
用
さ
れ

た
医
師
は
、
週1
1
3

日
、
希
望

す
る
診
療
科
で
働
け
る
。

2

歳
8

カ
月
の
息
子
が
い
る
内

科
医
の
平
田
由
起
さ
ん
(
加
)
は
、

息
子
が1
歳
に
な
っ
た
の
を
機
に

わ
る
。
「
保
育
園
の
送
迎
も
で
き
、

医
師
と
し
て
の
経
験
も
積
め
る
G

内
分
泌
内
科
の
専
門
医
を
目
指
し

た
い
」
と
将
来
像
が
膨
ら
ん
で
き

た
。夫

と
3

人
の
子
ど
も
と
海
外
留

学
し
て
い
た
神
尾
敬
子
さ
ん
(
位
)

は
帰
国
後
の7
カ
月
間
、
復
職
支

援
コ
1

ス
に
属
し
た
。
専
門
は
呼

吸
器
科
。
臨
床
を
離
れ
て
い
た
約

2

年
半
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
検

査
や
薬
剤
も
少
な
く
な
い
。
子
ど

も
の
新
生
活
を
見
守
り
な
が
ら
、

週
1

回
の
外
来
診
療
で
「
最
新
の

治
療
や
病
院
の
ルl
ル
な
ど
も
含

め
て
勘
を
取
り
戻
せ
た
」
。
昨
年

日
月
に
呼
吸
器
科
に
復
職
し
、
研

究
も
ス
ム
ー
ズ
に
始
め
ら
れ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
時

育
児
、
復
職
:
・
サ
ポ
ー
ト
進
む

し
、H
年
度
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

崎
村
さ
ん
は
「
女
性
医
師
に
診

て
ほ
し
い
と
い
う
患
者
も
多
い
。

女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
は
不
可
欠
だ
」
。
入
試
で
男

子
を
優
遇
す
る
得
点
操
作
が
明
ら

か
に
な
っ
た
墓
泉
医
科
大
を
「
育

児
は
女
が
す
る
も
の
だ
と
い
う
時

代
錯
誤
の
考
え
方
が
背
景
に
あ

り
、
浅
は
か
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
」
と
批
判
す
る
。

*

*

 

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
全
国

の
女
性
医
師
は
侃
年
の
約4
万
8

復
帰
し
た
。
出
勤
時
間
は
午
前
8

時
半
だ
っ
た
が
、
保
育
園
の
受
け

入
れ
は9
時
か
ら
。
朝
の
送
り
は

県
外
に
暮
ら
す
母
親
に
頼
み
、
仕

事
を
早
々
に
切
り
上
げ
て
夕
方
の

迎
え
に
駆
け
込
む
ハ
ー
ド
な
生
活

が
続
い
た
。

上
司
に
相
談
し
、4
月
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
な
っ
た
。
勤

務
時
間
や
業
務
内
容
は
診
療
科
と

相
談
し
て
決
め
ら
れ
る
。
現
在
は

週
1

日
、
午
前
日
時
か
ら
5

時
間
、

主
に
専
門
の
甲
状
腺
の
エ
コ
l

検

査
を
担
当
し
、
外
来
診
療
に
も
携

女
性
医
師
の
働
き
方
〈

J
E
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

給
制
で
交
通
費
も
出
な
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ベ1
シ
ョ
ン
は
高

く
、
各
診
療
科
で
の
貢
献
度
は
大

き
い
と
い
う
。m
w年
度
以
降
に
所

属
し
た
医
師
延
べη
人
の
う
ち
、

却
人
が
常
勤
に
戻
っ
た
。
循
環
器

内
科
医
で
も
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
構

木
晶
子
副
セ
ン
タ
ー
長
は
「
優
秀

な
人
材
の
流
出
を
防
ぎ
、
医
療
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
強
調
す
る
。

*

*

 

9

月
上
旬
、
千
鳥
橋
病
院
(
同

市
博
多
区
)
の
女
性
医
師
と
医
師

を
目
指
す
女
子
学
生
が
語
り
合
う

会
が
あ
っ
た
。
話
題
の
中
山
は
出

産
や
子
育
て
。
外
科
系
志
望
の
学

生
(
泣
)
は
「
将
来
、
子
ど
も
を
産

ん
で
か
ら
も
パ
リ
パ
リ
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
が
い
い
」
。
別
の
学

生
(
辺
)
は
「
仕
事
と
家
庭
ど
ち
ら

も
大
事
に
、
時
期
に
よ
っ
て
比
重

を
変
え
な
が
ら
働
き
た
い
」
。
医

師
の
一
人
は
「
女
性
医
師
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
う
た
う
病
院
は
増
え
て

い
る
が
、
本
当
に
活
用
で
き
る
か

を
よ
く
見
極
め
て
職
場
を
選
ん

で
」
と
助
言
し
た
。

厚
労
省
が
設
け
た
医
師
の
働
き

方
改
革
に
関
す
る
検
討
会
は
、
緊

急
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
に
「
女

性
医
師
な
ど
へ
の
支
援
」
を
挙
げ

る
。
出
産
・
育
児
、
介
護
な
ど
と

の
両
立
を
可
能
に
す
る
多
様
で
柔

軟
な
働
き
方
の
推
進
は
、
長
時
間

勤
務
が
常
態
化
し
て
い
る
医
療
現

場
の
働
き
方
改
革
の
突
破
口
に
な

り
得
る
。

「
医
療
現
場
を
含
め
、
女
性
が

い
ろ
ん
な
生
き
万
を
選
べ
る
社
会

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
。
医
師
を
志

す
女
子
学
生
の
言
葉
は
重
い
。

(
宮
崎
拓
朗
、
吉
田
真
紀
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
げ
日
(
月
)
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女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

f
〉

約
7
0
0

人
の
職
員
う

ち
、
7

割
を
女
性
が
占
め

る
。
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
制
度
設
計
を
初
年

前
か
ら
始
め
、
続
け
、
更

新
し
続
け
て
き
た
。

骨
格
は
看
護
師
、
介
護

士
ら
職
員
に
導
入
し
て
い

る
「
7

段
階
の
勤
務
ス
テ

ッ
プ
」
。
育
児
や
介
護
な

ど
職
員
が
直
面
す
る
実
生

活
の
局
面
に
応
じ
て
「
平

日
勤
務
の
み
」
「
夜
勤
の

回
数
や
曜
日
に
制
限
あ

り
」
な
ど7
段
階
か
ら
勤

務
形
態
を
選
べ
る
。
原
則

年
1

回
の
選
択
だ
が
、
突

東
京
医
科
大
の
不
正
入
試
問

題
で
、
女
性
医
師
の
働
き
方
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
島
根

県
内
の
病
院
で
は
育
児
中
の
業

務
の
軽
減
や
保
育
環
境
の
充
実

と
い
っ
た
対
応
が
進
む
が
、
医

師
不
足
と
偏
在
が
続
く
中
で
、

産
休
や
育
休
の
取
得
が
他
の
医

師
の
負
担
増
に
な
る
ケl
ス
が

出
て
い
る
。
関
係
者
は
医
師
不

足
の
解
消
を
は
じ
め
、
短
時
間

勤
務
な
ど
柔
軟
な
働
き
方
の
導

入
を
求
め
る
。

「
家
族
や
同
僚
の
支
援
が
あ

っ
て
こ
そ
。
あ
り
が
た
い
」
。

明和会医療福祉センター
(鳥取市・渡辺憲理事長)従業員数682人

日
夜
間
の
待
機
免
除
と
い
っ
た

配
慮
が
あ
る
か
ら
だ
。

医
師
1
3
1

人
の
う
ち
泣
人

が
女
性
の
同
病
院
は
日
年
度
、

医
師
や
看
護
師
ら
を
対
象
に

発
的
な
事
情
に
応
じ
た
年

度
途
中
で
の
変
更
も
柔
軟

に
受
け
入
れ
る
。

一
方
、
勤
者
限
な
く

夜
勤
や
休
日
出
動
を
数
多

く
担
当
す
る
職
員
は
賞
与

ま
ま
、
週
休3
日
で
働
く

「
短
時
間
正
職
員
制
度
」

も
職
員
室
文
え
る
。
1

日

の
勤
務
時
間
を
短
く
し
て

早
退
す
る
よ
り
、
週
当
た

り
の
勤
務
日
数
を
減
ら
す

の
見
通
し
が
立
た
な
い
介

護
は
介
護
休
業
を
使
い
切

る
司
能
性
も
あ
る
。
収
入

が
確
保
で
さ
る
こ
と
も
心

強
い
は
ず
だ
。
週
休
3
日

の
緩
や
か
な
勤
務
の
継
続

人
員
構
成
は
時
と
と
も
に

変
犯
す
る
。
働
主
刀
の
骨

格
は
固
め
て
も
、
改
善
で

き
る
仕
組
み
を
随
時
考

ベ
拡
充
『
笹
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

芝 155?iii
費百画案手伝左右

信託iii 互
員
の
ま
ま
週
休
3 
日
で
働
く

増るもく
え島。減く
、根らな

現県 しそ
場内 「
をで 」離
支は ほ職
え女 し者
て性いを
い医一一
る師 と人
。がすで 方

が
、
家
庭
の
事
情
に
対

応
し
や
す
い
と
の
声
に
応

え
た
。

「
例
え
ば
介
護
働
き

な
が
ら
介
護
で
事
荏
組

み
は
ニl
ズ
が
高
い
」
と

法
人
本
部
の
竹
中
君
夫
人

事
主
幹
。
育
児
よ
り
廟
間

は
役
職
者
も
適
用
し
て
お

り
、
イ
ク
ボ
ス
・
フ
ァ
ミ

ボ
ス
を
実
践
し
て
い
る
。

現
在
は
育
休
か
ら
の
復

職
前
に
、
希
望
の
時
間
分

だ
け
働
い
て
勤
務
に
慣
れ

る
仕
組
み
を
試
行
中
。
竹

中
人
事
主
幹
は
「
組
織
の

6
8
2

人
中
2
8
1

人
(
削
・

2

物
)
が
女
性
だ
。

松
江
市
内
で
あ
っ
た
高
校
生

向
け
体
験
学
習
会
に
参
加
し
た

5

人
全
員
が
女
子
だ
っ
た
。
松

東
京
医
科
大
の
不
正
入
試
で
注
目

女
性
医
師
働
き
方
柔
軟
に

男
女
問
わ
ず
対
策
不
可
欠

M
時
間
保
育
を
開
始
。
時
短
勤

務
制
度
を
設
け
、
医
師
の
事
務げ
年
の
実
態
調
査
(
日
病
院
、

制
診
療
所
)
に
よ
る
と
、
常
勤

対応進む島根県内

江
北
1

年
の
生
徒
(
同
)
は
「
医

師
に
な
っ
て
も
子
ど
も
を
産
み

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
却
日
(
月
)

除
を
行
っ
て
お
り
、
凶
病
院
が

時
間
外
勤
務
を
軽
減
。
院
内
保

育
所
を
設
置
し
て
い
る
の
は
却

病
院
、
M
時
間
保
育
に
対
応
し

て
い
る
の
は
日
病
院
に
上
り
、

対
策
は
進
み
つ
つ
あ
る
。

た
だ
、
軽
減
や
免
除
で
生
じ

た
業
務
は
他
の
医
師
で
対
応
し

な
い
と
い
け
な
い
。
近
年
は
介

護
休
暇
を
取
得
す
る
男
性
医
師

も
増
え
、
男
女
間
わ
ず
働
き
や

す
い
環
境
整
備
が
不
可
欠
だ
。

不
正
入
試
問
題
の
根
本
に
は

医
師
不
足
が
あ
る
と
す
る
県
医

師
会
の
森
本
紀
彦
会
長
は
「
医

ー
ク
配
置
と
い
っ
た
対
策
を
要

望
。
女
性
医
師
の
職
場
環
境
問

題
を
担
当
す
る
島
根
大
医
学
部

地
域
医
療
支
援
学
講
座
の
佐
野

千
晶
准
教
授
は
「
育
休
明
け
の

医
師
に
は
『
自
信
が
な
い
』
と

の
声
が
あ
る
」
と
述
べ
、
第
一

線
へ
の
復
帰
に
向
け
た
技
術
指

導
体
制
の
強
化
を
説
く
。

(
松
本
直
也
)
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松
江
赤
十
字
病
院
(
松
江
市
母

衣
町
)
の
産
婦
人
科
医
、
石
原

と
も
子
さ
ん
(
訂
)
が
語
る
。
3

人
の
子
を
育
て
ら
れ
る
の
は
平

作
業
を
補
助
す
る
医
療
ク
ラ

l

ク
を
配
置
す
る
。
乳
腺
外
科

医
の
村
田
陽
子
さ
ん
(
印
)
は

「
辞
め
れ
ば
現
場
に
戻
り
に

東
京
医
糾
大
学
が
入
学
試
験
で
女
子
受
験
生
を
一

律
減
点
し
て
い
た
問
題
。
女
性
医
師
は
医
療
現
場
で

扱
い
に
く
い
と
、
入
り
口
で
排
除
す
る
意
思
が
大
学

ト
ッ
プ
に
あ
っ
た
。
女
性
を
敬
遠
す
る
意
識
は
医
療

現
場
に
限
ら
ず
、
日
本
の
職
場
に
根
強
く
残
る
。
職

場
風
土
や
仕
組
み
を
ど
う
変
え
れ
ば
女
性
が
活
躍
で

き
る
の
か
l

。
旧
来
の
価
値
観
を
捨
て
た
先
に
、

女
性
活
躍
の
果
実
が
待
っ
て
い
る
。

「
深
夜2
時
に
ネ
ッ
ト
で
翌

日
の
予
約
が
で
き
て
助
か
っ

た
」
。
鳥
取
大
学
医
学
部
付
属

病
院
に
勤
務
す
る
女
性
医
師
は

こ
う
話
す
。
病
院
内
に
今
月
、

病
児
保
育
室
が
オ
ー
プ
ン
。
早

々
に
思
恵
に
あ
ず
か
っ
た
。

夕
方
に
体
調
を
崩
し
た
子
供

が
夜
に
高
熱
を
出
し
た
。
こ
れ

ま
で
な
ら
夜
が
閉
け
て
か
ら
公

立
の
病
児
保
育
に
連
絡
し
、
受

け
入
れ
先
を
探
し
た
。
ケ
ア
体

制
を
整
え
る
の
に
半
日
費
や
す

こ
と
も
あ
っ
た
。
「
今
回
は
一

緒
に
出
勤
し
て
私
は
そ
の
ま
ま

勤
務
。
お
か
げ
で
平
常
の
勤
務

シ
フ
ト
で
働
け
た
」

「
女
性
が
働
き
や
す
い
病
院

で
あ
り
た
い
。
目
指
す
は
全
国

ト
ッ
プ
」
と
原
田
省
病
院
長
は

強
調
す
る
。2
0
0
7

年
に
院

内
保
育
所
を
開
設
し
、
同
年
に

学
童
保
育
も
始
め
た
。
い
ず
れ

も
夜
勤
が
で
き
る
よ
う
但
時
間

運
営
だ
。
「
せ
っ
か
く
育
て
た

人
材
に
辞
め
ら
れ
て
は
医
療
レ

ベ
ル
を
維
持
で
き
な
い
。
辞
め

生活

:職場で差別、東京医大不正で明るみ!こ:
医
師
1
1
3
8

人
中
2
2
5

人

(
凶
・8
物
)
が
女
性
で
、
こ

の
う
ち
m
s
ω
代
が
1
8
7

人

(
出
物
)
。
島
根
大
医
学
部
生

どう変える女性排除

た
い
。
復
帰
を
促
す
制
度
が
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

日
年
の
調
査
で
、
県
内
お
病

院
が
日
直
や
宿
直
の
軽
減
・
免

ず
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る

仕
組
み
を
常
に
考
え
て
い
る
」

女
性
医
師
は
年
を
重
ね
る
と

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
(
活
動
性
)

が
落
ち
る
l

。
東
京
医
大
の

内
部
調
査
委
員
会
に
よ
る
と
、

大
学
ト
ッ
プ
は
こ
う
考
え
て
い

た
と
い
う
。
夜
勤
や
急
な
呼
び

出
し
な
ど
医
師
の
働
く
環
境
は

過
酷
だ
。
結
婚
や
子
供
の
誕
生

で
働
き
方
に
制
約
が
生
じ
な
い 女

性
採
用
比
率
を
却
%
以
上
に

す
る
と
旧
年
に
決
め
た
。
こ
こ

ま
で
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
て
い

る
が
、
日
年
だ
け
は
四
%
と
大

き
く
下
回
っ
た
。
旧
年
以
降
に

採
用
し
た
女
性
が
ち
ょ
う
ど
結

婚
・
出
産
の
適
齢
期
に
達
し
た

こ
ろ
。
育
児
休
業
や
短
時
間
勤

務
が
増
え
、
「
使
い
勝
手
が
悪

い
」
と
現
場
が
女
性
の
配
属
を

嫌
が
っ
た
た
め
だ
。

仕
組
み
見
直
し

男
性
の
方
が
使
い
勝
手
が
い

い
。
そ
こ
で
女
性
の
合
格
者
を

意
図
的
に
減
ら
し
て
い
た
。

医
療
現
場
に
限
ら
ず
、
日
本

は
戦
後
、
男
性
中
心
の
雇
用
環

境
を
築
い
て
き
た
。
女
性
が
働

き
に
く
い
風
土
や
雇
用
慣
行
が

残
る
。
労
働
力
人
口
が
増
え
て

い
た
時
代
な
ら
ま
だ
し
も
、
扱

い
に
く
い
か
ら
排
除
す
る
戦
略

は
、
早
晩
行
き
詰
ま
る
。

女
性
活
躍
の
先
進
企
業
と
し

て
知
ら
れ
る
帝
人
。
総
合
職
の

師
確
保
を
進
め
つ
つ
、
業
務
分

担
や
シ
フ
ト
見
直
し
が
欠
か
せ

な
い
」
と
し
、
助
産
師
に
よ
る

助
産
院
で
の
出
産
や
医
療
ク
ラ

い
。
採
用
し
続
け
た
女
性
総
合

職
が
活
躍
の
場
を
広
げ
、
実
績

を
残
し
た
か
ら
だ
。
ヘ
ル
ス
ケ

ア
部
門
な
ど
新
規
事
業
で
は
旧

来
に
な
い
柔
軟
な
発
想
で
若
手

女
性
が
け
ん
引
役
と
な
っ
て
い

る
。
∞
年
に
わ
ず
か0
・
日
%

だ
っ
た
女
性
管
理
職
比
率
は
現

在
5
%
。
「
途
中
で
諦
め
な
か

っ
た
か
ら
今
が
あ
る
」

ダ
イ
キ
ン
工
業
も
日
年
度
か

皆
に
思
恵

だ
が
翌
年
は
剖
%
に
跳
ね
上

が
っ
た
。
ダ
イ
パl
シ
テ
ィ
推

進
室
長
の
日
高
乃
里
子
さ
ん
は

「
女
性
活
躍
は
多
様
な
価
値
観

を
組
織
に
取
り
込
み
企
業
の
競

争
力
を
高
め
る
た
め
の
経
営
戦

略
だ
、
と
管
理
職
に
丁
寧
に
説

明
し
、
目
標
達
成
を
求
め
た
。

子
育
て
中
で
も
成
果
を
出
す
よ

う
女
性
に
も
意
識
改
革
を
迫
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
は
不
満
が

く
す
ぶ
っ
て
い
た
が
、
今
は
な

女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら
く

J

ら
腰
を
据
え
て
女
性
活
躍
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
体
格
や
筋
力

が
男
性
よ
り
も
一
般
的
に
劣
る

女
性
の
た
め
に
、
製
造
工
程
を

見
直
し
た
。
店
舗
用
の
エ
ア
コ

ン
を
製
造
す
る
堺
製
作
所
で

は
、
部
品
や
工
具
を
置
く
棚
の

高
さ
を1
M
m
弓
か
ら
即
時
〆
低

く
し
、
m
J
を
超
え
る
鉄
製
材

料
を
持
ちk
げ
な
く
て
も
す
む

よ
う
補
助
装
置
を
導
入
し
た
。

か
つ
て
女
性
が
働
け
る
の
は

検
査
な
ど
力
が
い
ら
な
い
業
務

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
初
日
(
木
)

に
限
ら
れ
て
い
た
。
今
は
大
半

の
工
程
に
就
け
る
の
で
製
造
ラ

イ
ン
で
働
く33
6

人
中
田
人

が
女
性
だ
。
女
性
の
新
卒
採
用

で
も
優
位
に
戦
え
、
優
秀
な
人

材
を
確
保
し
や
す
く
な
っ
た
。

想
定
外
の
効
果
は
生
産
性
の

向
上
だ
。
堺
製
作
所
の
主
力
製

造
ラ
イ
ン
は
か
つ
て
1

日
3
2

0

機
が
生
産
の
上
限
だ
っ
た

が
、
今
は4
0
0

機
に
増
え

た
。
堺
製
造
部
長
の
沢
静
治
さ

ん
は
「
女
性
の
た
め
に
工
程
を

見
直
し
た
ら
男
性
も
楽
に
作
業

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
効

率
が
上
が
っ
た
。
筋
力
で
勝
る

男
性
も
以
前
は
や
せ
我
慢
を
し

て
い
た
だ
け
。
腰
痛
を
訴
え
る

男
性
社
員
も
減
っ
た
。
女
性
も

男
性
も
会
社
も
、
み
ん
な
に
利

益
が
あ
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
8

月
引
日
(
金
)
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女
性
震
師
の
働
き
方

i
E

学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

5,... 
l矢

、

東
京
医
制
大
が
女
子
の
合
格
率
を
低
く
し
た
不
正
入
試
問
題
の
背
景
に
は
、
結
婚
や
出
産
で
離
職

す
る
こ
と
が
多
い
女
性
医
師
を
敬
遠
す
る
医
療
現
場
の
風
潮
が
あ
る
と
い
う
。
キ
ャ
リ
ア
の
中
断
を

防
ぐ
良
策
は
な
い
も
の
か
。
多
く
の
女
性
医
師
が
最
前
線
に
立
つ
東
京
女
子
医
糾
大
学
病
院
(
璽
尽

・
新
宿
)
を
訪
ね
て
み
た
。
(
筒
井
恒
)

救
急
、
補
い
合
って
両
立

8

月
辺
日
午
後4
時
半
す

ぎ
、
救
急
外
来
の
電
話
が
け

た
た
ま
し
い
音
を
立
て
た
。

急
患
受
け
入
れ
を
要
請
す

る
連
絡
。
素
早
く
受
話
器
を

取
っ
た
市
丸
梓
医
師
(
犯
)

が
、
患
者
の
症
状
や
年
齢
な

ど
を
書
き
留
め
、
受
け
入
れ

準
備
に
取
り
か
か
る
。

叩
分
後
に
は
救
急
車
が
搬

入
口
の
車
寄
せ
に
滑
り
込
ん

で
き
た
。
せ
き
込
ん
で
、
胸

の
痛
み
を
訴
え
る
却
代
の
女

性
に
「
今
は
苦
し
い
で
す
か
」

「
症
状
は
い
つ
か
ら
で
す
か
」

と
問
診
を
し
な
が
ら
手
際
よ

く
治
療
に
当
た
っ
た
。

こ
の
日
は
6
人
の
急
患
を

担
当
。
却
代
女
性
の
診
療
を

終
え
た
の
は
午
後5
時
半
。

「
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
」
。

夜
勤
帯
の
医
師
に
仕
事
を
引

き
継
ぐ
と
、
娘
を
預
け
る
保

育
園
へ
向
か
っ
た
。
医
師
6

年
目
の
市
丸
さ
ん
は
2
人
の

子
供
を
育
て
る
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
。
勤
務
時
間
は
午
前
9

時
か
ら
午
後5
時
で
、
通
常

は
定
時
に
病
院
を
出
る
。

救
急
外
来
は
い
つ
、
ど
ん

な
患
者
が
搬
送
さ
れ
て
く
る

か
わ
か
ら
な
い
、
緊
張
が
続

く
過
酷
な
現
場
だ
。
東
京
女

子
医
制
大
病
院
の
救
命
救
急

東
京
女
子
医
糾
大
は
女
性

医
師
の
育
成
を
理
念
に
創
設

さ
れ
た
。
毎
年
約
1
0
0
人

の
医
学
糾
卒
業
生
の
2
割
強

が
そ
の
ま
ま
大
学
病
院
へ
と

進
む
。
常
勤
医
師
の
う
ち
4

割
に
あ
た
る5
7
9

人
が
女

性
だ
。
短
時
間
勤
務
の
ほ
か

院
内
に
は
保
育
所
も
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
は
別
人
の
常
勤
医8
月
1
日
現
在
、
白
人
が
出

師
の
う
ち8
人
が
女
性
。
妊
産
や
育
児
に
関
す
る
支
援
制

娠
中
の
医
師
も
い
る
。
度
を
利
用
し
て
い
る
。

矢
口
有
乃
救
命
救
急
セ
ン
2
0
1
6
年
に
は
評
価
が

タ
l

長
(
閃
)
は
「
短
時
間
並
ん
だ
場
合
、
昇
格
人
事
で

勤
務
の
制
度
を
使
っ
て
、
お
男
性
よ
り
も
女
性
を
優
先
す

互
い
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
る
「
プ
ラ
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
方

に
し
て
い
る
」
と
話
す
。
式
」
を
導
入
し
た
。
妊
娠
や

日
本
の
女
性
医
師
は
増
加
傾
向
に
機
構

(
O
E
C
D
)に
よ
る
と
、
日
山

一
あ
る
。
2
0
1
6
年
は
6
万

7
4
9

年
時
点
で
、
日
本
の
女
性
医
師
の
比
一

一
3
人
と
叩
年
前
と
比
べ
て
剖
%
増
え
率
は
却
・
3
%
と
、
デ
ー
タ
を
確
認
…
…

…
…
た
。
た
だ
、
医
師
の
総
数
に
占
め
る
で
き
る
加
の
加
盟
国
の
な
か
で
最
下
…
…

…
…
割
合
は
最
低
水
準
。
経
済
協
力
開
発
位
。
暑
向
は
ラ
ト
ビ
ア
の

H
・
3
%
、
…
…

「
引
附1
1
1
i
i
i
i
i則平
均
は
必
・
1
%
だ
っ
た
。

工
め%
ζ圏
一
日
本
で
は
医
学
部
率
業
直
後
に
叩
…
…

面
的
問
l

一
%
を
超
え
る
女
性
医
師
の
就
業
率
が
…

孟
均
一
園
田
聞
ー
時
一
率
業
後
日
年
で
は
市
%
ま
で
低
下
す
…
…

長
川
一
圃
聞
別
一
る
。
初
代
で
家
庭
か
仕
事
か
の
二
者
…
…

語
ω
自
国
制
一
口

一
色
一
聞
聞
置
一
択
一
を
迫
ら
れ
る
女
性
医
師
が
多
い
山

一
四

B
E
z
-
-
c

一

語
往
聞
聞
阻
眠
障
卯
一
と
み
ら
れ
る
。
日
本
医
師
会
女
性
医
一

示
一
聞
圃
園
闘
関
市
一
師
支
援
セ
ン
タ
ー
が
約
1
万
人
の
女
川

函
o
福
田
園
田
岡
閣
一
性
医
師
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
で
山

江
川
〆
卜
守
中
一

両
白
川
料
融
回
目
は
、
仕
事
を
続
け
る
た
め
に
、
宿
直
…

弱
小
ヴ
剤
一
や
勤
務
シ
フ
ト
へ
の
配
慮
と
と
も
に
一

一
毘
ラ
ノ
佐

…
性
二

I

い
一
病
児
保
育
や
保
育
施
設
の
充
実
な
ど
一

.
日m
i
l
lけ
l
i
l
i
-
-
M
}
を
求
め
る
回
答
が
多
か
っ
た
。

育
児
で
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
っ
た
東
京
女
子
医
糾
大
病
院
が
ら
仕
事
を
継
続
で
き
る
支

大
き
く
変
わ
る
女
性
医
師
が
で
も
、
焦
燥
感
を
抱
え
る
女
援
体
制
の
必
要
性
を
指
摘
し

キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
選
択
肢
性
医
師
は
少
な
く
な
い
と
い
て
い
る
。

を
増
や
せ
る
よ
う
に
す
る
の
う
。
市
丸
さ
ん
も
出
産
を
控
日
本
の
医
療
界
全
体
を
見

が
目
的
だ
と
い
う
。
こ
う
し
え
た
時
期
に
「
現
場
か
ら
遠
渡
せ
ば
、
女
性
医
師
が
働
き

た
女
性
医
師
が
働
き
や
す
い
ざ
か
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
や
す
い
環
境
は
な
お
未
整

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
同
病
る
」
と
矢
口
セ
ン
タ
ー
長
に
備
。
出
産
し
、
子
供
を
育
て

院
は
制
度
の
整
備
・
運
用
、
相
談
。
「
医
師
人
生
を
長
い
て
い
て
も
最
前
線
の
医
師
で

相
談
な
ど
に
あ
た
る
専
門
部
目
で
考
え
な
さ
い
」
と
励
ま
あ
り
続
け
ら
れ
る

l
l

。
東

署
を
設
け
て
い
る
。
さ
れ
、
現
場
に
踏
み
と
ど
ま
京
女
子
医
制
大
病
院
の
医
師

病
気
に
関
す
る
情
報
と
治
る
道
を
選
ん
だ
。
た
ち
の
働
き
方
は
そ
ん
な
理

療
技
術
が
日
々
更
新
さ
れ
る
厚
生
労
働
省
の
「
医
師
の
想
の
実
現
が
不
可
能
で
は
な

医
療
の
世
界
。
現
場
か
ら
離
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討
い
と
教
え
て
く
れ
た
。

れ
る
期
間
が
長
け
れ
ば
、
瞬
会
」
が
2
月
に
ま
と
め
た
「
中

く
聞
に
取
り
残
さ
れ
る
。
間
的
な
論
点
整
理
」
は
女
性

先
駆
的
な
支
援
体
制
が
整
医
師
が
出
産
・
育
児
を
し
な

30代の岐路家庭か仕事か

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
3

日
(
月
)
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東京医科大の入試不正で女性差別が顕在化したのをきっか
けに、医師の働き方が注目されている。滋賀県などで働く複
数の30代女性に求める働き方を尋ねると、子育てとの両立を
望む声や、医師としてのキャリアを重視する意見などさまざ
まな思いが聞かれた。共通するのは、性別を問わず柔軟に職
場環境を選べる医療現場の実現だ。(広瀬一隆)

「
子
ど
も
に
、
親
が
自
分
よ
り
仕
事

を
大
事
に
し
て
い
る
と
思
わ
せ
た
く
な

い
」
。
滋
賀
県
内
の
初
代
の
女
性
内
科

男女関係なく
働き方柔軟に

医
は
き
っ
ぱ
り
と
話
す
。
小
学

1

年
の

長
男
(
6
)と
長
女
(
3
)を
育
て
な

が
ら
週4
日
、
県
内
の
病
院
で
非
常
勤

の
枠
で
働
い
て
い
る
。
毎
朝
7

時
半
に

長
男
を
見
送
っ
て
出
動
。
長
女
は
夫
が

保
育
園
に
送
る
。
短
め
の
勤
務
を
選
ん

で
い
る
た
め
夕
方
ま
で
に
は
仕
事
を
終

え
、
学
童
保
育
と
保
育
園
に
預
け
た
子

ど
も
た
ち
を
迎
え
に
行
く
。
帰
宅
後
は

宿
題
を
見
る
な
ど
子
ど
も
と
過
ご
す
時

聞
を
大
切
に
し
、
休
み
も
週
3
日
は
確

保
し
て
い
る
。

夫
は
病
院
の
常
勤
医
。
朝
5
時
に
呼

び
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
不
規
則
な
勤

務
だ
。
女
性
医
師
は
「
結
婚
し
た
時
か

ら
子
ど
も
が
で
き
れ
ば
私
が
仕
事
を
セ

ー
ブ
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
話
す
。

自
分
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
つ
も
り
は

な
い
。
し
か
し
「
女
性
は
仕
事
を
抑
え
た

後
も
、
現
場
に
復
帰
し
や
す
い
と
聞
く
。

で
も
男
性
が
同
じ
こ
と
を
す
れ
ば
『
キ

ャ
リ
ア
を
諦
め
た
』
と
捉
え
ら
れ
る
」 2

割
。
日
本
医
師
会
が
全
国
約
1

万
人

の
女
性
医
師
か
ら
回
答
を
得
た
昨
年

8

月
の
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
全
体
の

お
%
が
小
学6
年
ま
で
の
子
ど
も
を
育

て
て
い
た
。
ま
た
、
乳
幼
児
を
育
て
て

い
る
女
性
医
師
を
対
象
に
「
普
段
子
ど

も
の
面
倒
を
見
て
い
る
人
は
誰
か
」
と

尋
ね
る
と
、
「
本
人
の
み
」
「
本
人
と

保
育
所
な
ど
」
と
答
え
た
人
が
必
%
で
、

女
性
に
子
育
て
の
負
担
が
か
か
っ
て
い

る
実
態
が
浮
か
び
上
が
る
。

こ
の
女
性
内
科
医
は
、
現
状
の
職
場

る
た
び
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
体
は
き
っ

か
っ
た
が
「
外
科
医
は
経
験
し
た
症
例

数
が
大
事
。
当
時
の
経
験
は
今
に
生
き

て
い
る
。
結
婚
・
子
育
て
だ
け
が
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
で
は
な
い
」
と
語
る
。

主
治
医
だ
け
が
患
者
を
診
る
の
で
は

な
く
チ
l

ム
で
情
報
共
有
す
れ
ば
余
裕

の
あ
る
働
き
方
が
で
き
る
、
と
話
す
の

は
東
京
都
で
働
く
産
婦
人
科
医
の
女
性

(
担
)
。
「
申
し
送
り
を
同
じ
職
場
の

医
師
に
す
れ
ば
、
休
日
を
取
る
こ
と
は

問
題
な
い
」
と
い
う
。
診
療
科
に
よ
っ

て
情
報
共
有
の
や
り
や
す
さ
は
異
な
る

だ
ろ
う
が
工
夫
の
余
地
は
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
「
職
場
が
忙
し
く
な
り
す
ぎ

子
育
て
と
両
立
キ
ャ
リ
ア
重
視
実
現
に
「
工
夫
余
地
あ
る
」

と
い
い
、
男
女
で
違
う
役
割
を
求
め
ら

れ
る
社
会
の
価
値
観
も
感
じ
て
い
る
。

女
性
が
医
師
全
体
に
占
め
る
割
合
は

~東京医制大の入試不正 2018年度ー
・E 般入試の小論文で、男子に加点する
一方、女子は100点満点を取っても80点にし
かならないよう得点調整していた。女性は
結婚や出産を機に職場を離れるケースが多
いため、女子合格者を全体の3割前後に抑
え、系列病院の医師不足を回避する目的が
あったとされる。女子の減点について、内
部調査委員会は報告書で「女性差別以外の
何物でもないJ と指摘した。

環
境
で
は
男
性
が
子
育
て
に
参
加
し
に

く
い
と
指
摘
す
る
。
医
療
現
場
で
も
、
育

児
は
女
性
が
す
る
も
の
と
い
う
不
文
律

が
あ
り
、
男
性
医
師
は
忙
し
く
働
く
よ

う
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
一
方
で

病
院
側
は
、
短
い
時
間
だ
け
「
ヘ
ル
プ
」

と
し
て
入
る
非
常
勤
医
師
を
男
女
間
わ

ず
求
め
て
い
る
と
い
い
、
「
男
性
で
も
柔

軟
な
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
け
ば
」
と
願
っ
て
い
る
。

「
未
婚
で
あ
れ
ば
、
特
に
男
女
差
が

な
く
働
け
る
」
と
の
声
も
あ
る
。
外
科

で
働
く
初
代
の
女
性
医
師
は
、
最
も
忙

し
か
っ
た3
年
目
に
は
週
に3
回
病
院

に
泊
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
休
日
も
担

当
患
者
の
様
子
を
見
る
た
め
出
勤
し

た
。
6
1
7

年
目
は
、
緊
急
手
術
が
入

女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

る
と
、
働
き
た
い
と
患
っ
医
師
が
来
な

く
な
る
。
現
場
は
さ
ら
に
多
忙
に
な
っ

て
過
労
死
や
男
女
差
別
の
温
床
に
な
っ

て
し
ま
う
」
と
危
ぶ
む
。

同
じ
医
師
で
も
価
値
観
は
さ
ま
ざ

ま
。
こ
の
産
婦
人
科
医
は
「
バ
リ
パ
リ

働
い
た
り
、
仕
事
以
外
に
も
や
り
が
い

を
見
い
だ
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師

が
好
き
な
働
き
方
を
選
べ
る
環
境
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
四
日
(
日
)
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女
性
医
師
の
働
き
方

ー
医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

ど
ん
な
難
手
術
で
も
「
私
、
失

敗
し
な
い
の
で
」
の
決
め
ぜ
り
ふ

で
成
功
さ
せ
る
、
米
倉
涼
子
さ
ん

主
演
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ド
ク
タ

ー

x
」
。
視
聴
率
がm
z
を
超
え

る
好
評
を
博
し
た
一
因
は
、
陰
謀

渦
巻
く
大
学
病
院
の
中
を
、
ク
ー 受

験
勉
強
に
勤

し
ん
で
い
た
頃
、

社
会
人
生
活
を
経

て
初
代
後
半
で
小

児
斜
医
に
な
っ
た

高
校
の
先
輩
に
会

っ
た
。
苦
労
を
重

ね
て
医
師
に
な
っ

た
理
由
を
聞
く
と

こ
う
答
え
て
く
れ

た
。「

さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
し
た
自
分
だ
か
ら
こ
そ
、
患
者
の

悩
み
や
苦
し
み
に
寄
り
添
え
る
こ
と
が
あ

る
と
思
っ
た
か
ら
」

医
師
の
仕
事
は
治
療
だ
け
で
は
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
(
経
験

な
ど
)
が
求
め
ら
れ
る
。
患
者
は
、
相
手

が
女
性
だ
っ
た
り
、
自
分
と
境
遇
が
似
て

い
た
り
す
れ
ば
、
悩
み
を
打
ち
明
け
や
す

い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

医
師
向
け
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

大
手
「
エ
ム
ス
テ
ー
ジ
一
(
東
京
)
が
約

1
0
0

人
の
医
師
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

6

割
以
上
の
医
師
が
同
大
に
よ
る
女
子
の

一
律
減
点
に
理
解
を
示
し
た
。
「
妊
娠
、

出
産
、
育
児
で
周
り
に
負
担
を
か
け
て
い

る
か
ら
仕
方
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
多

か
っ
た
と
い
う
。
女
性
の
医
師
が
働
き
や

す
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
進
め

ば
、
医
療
の
質
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。
待
っ
た
な
し
だ
。
(
一
二
宅
真
太
郎
)

医師の仕事

う
思
わ
せ
ら
れ
た
気
が
し
た
。
女

子
受
験
生
の
合
格
を
抑
制
す
る
た

め
得
点
操
作
し
て
い
た
、
東
京
医

科
大
の
不
正
入
試
問
題
。
入
試
の

本
来
あ
る
べ
き
姿
を
巡
る
論
点
に

と
ど
ま
ら
ず
、
医
療
界
が
直
面
す

る
問
題
を
も
浮
き
彫
り
に
し
た
。

不
正
の
背
景
に
、
女
性
医
師
が

結
婚
や
出
産
で
離
職
す
る
ケ
l

ス

の
多
さ
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

今
の
日
本
社
会
は
、
そ
う
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
が
実
情
だ
ろ
う
。

経
済
協
力
開
発
機
構(
O
E
C

-x と女性医師

経(東京)・朝刊| 2018年明6日(木) I |産

長
女
を
出
産
し
た
際
に
育
休
を

取
ら
せ
て
も
ら
え
ず
、
大
学
病
院

を
退
職
し
た
経
験
の
あ
る
女
性
開

業
医
は
「
昔
か
ら
女
性
は
働
き
づ

ら
い
世
界
。
辞
め
た
く
な
く
て
も

退
職
し
て
い
く
人
は
多
い
」
と
話

す
。
能
力
と
は
無
関
係
に
、
妊
娠

.
出
産
を
理
由
に
お
荷
物
扱
い
さ

れ
る
理
不
尽
さ
。
滅
私
奉
公
や
長

時
間
労
働
を
前
提
に
し
た
勤
務
医

の
働
き
方
こ
そ
問
題
た
ろ
う
。

働
き
方
の
現
状
は
、
特
定
診
療

科
目
へ
の
医
師
偏
在
と
い
う
課
題

花

夏
尽
医
糾
大
の
一
般
入
試
で
女
子
受
験

生
や
3

浪
以
上
の
浪
人
生
の
点
数
操
作
が

行
わ
れ
、
合
格
者
数
が
恋
意
的
に
抑
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
叩
年
ほ
ど

前
、
3

年
の
浪
人
生
活
の
末
に
医
学
部
へ

の
A掃
を
果
た
せ
ず
、
進
路
を
諦
め
た
身

と
し
て
は
、
何
と
も
や
る
せ
な
い
気
持
ち

に
な
る
。

先
日
、
外
科
を
希
望
す
る

若
手
や
女
性
の
医
師
が
少
な

い
と
い
う
記
事
を
書
い
た
。

外
科
は
緊
急
の
患
者
に
も
対

応
す
る
た
め
長
時
間
労
働
に

な
り
が
ち
な
こ
と
が
原
因
だ

が
、
取
材
で
意
外
な
場
面
に

出
合
っ
たV
福
岡
市
の
九
州

医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
若
手
に

外
科
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
外
科
の
基
礎
的
な

技
術
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
し

た
若
手
口
人
の
う
ち8
人

が
女
性
だ
っ
た
。
あ
る
ベ
テ

田代芳樹

さ
れ
る
小
児
科
医
や
、
訴
訟
リ
ス

ク
が
高
い
と
い
わ
れ
る
産
婦
人
科

医
、
し
ば
し
ばH
神
の
手u
な
ど

と
称
賛
さ
れ
て
花
形
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
外
科
医
と
て
、
人
材
不
足

は
極
め
て
深
刻
と
い
う
。

高
校
の
同
級
生
で
大
学
病
院
に

勤
め
て
い
た
外
科
医
の
友
人
は

「
外
科
を
志
望
す
る
学
生
が
減
っ

て
困
っ
て
い
る
」
と
こ
ぼ
し
た
。

手
術
が
続
け
ば
何
日
も
病
院
に
泊

ま
り
込
み
。
当
直
明
け
勤
務
も
珍

し
く
な
い
。
「
こ
ん
な
ブ
ラ
ッ
ク

タル編集チーム

ラ
ン
医
師
は
「
外
科
を
や
り

た
い
と
い
う
女
性
は
多
い
。

子
育
て
と
両
立
で
き
る
環
境

さ
え
整
え
ば
、
も
っ
と
多
く

の
女
性
が
働
け
る
」
と
言
う

V
女
性
医
師
に
治
療
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
女
性
患
者

も
多
い
。
実
情
を
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
、
入
試
で
男
子
を
優

遇
し
た
東
京
医
科
大
の
不
正

得
点
操
作
が
、
い
か
に
愚
か

な
こ
と
か
が
分
か
る
。
医
療

現
場
の
働
き
方
が
ど
う
変
わ

っ
て
い
く
の
か
、
今
後
も
注

視
し
た
い
。
(
宮
崎
拓
朗
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
ロ
日
(
水
)

い
る
か
調
査
を
進
め
て
い
る
。
女

子
受
験
生
を
巡
る
現
状
の
改
善
に

は
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
が
、
勤
務

医
の
現
場
で
男
女
を
問
わ
ず
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
て
い
か

な
い
限
り
、
根
本
的
な
解
決
に
は

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
い
く
ら
治
療

を
願
っ
て
も
、
ド
ク
タ
ー
x
の
も

う
一
つ
の
決
め
ぜ
り
ふ
、
「
致
し

ま
せ
ん
!
」
(
こ
の
場
合
、
無
理

で
す
、
か
)
が
返
っ
て
こ
な
い
と

も
限
ら
な
い
。
悪
い
冗
談
だ
が
。
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ル
な
女
性
外
科
医
が
患
者
の
救
命

最
優
先
で
突
き
進
ん
で
い
く
ス
ト

ー
リ
ー
の
痛
快
さ
だ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
ん
な
話
は
や
は
り
ド

ラ
マ
の
中
だ
け
|
。
改
め
て
、
そ D

)
の
2
0
1
5

年
調
査
で
は
、

日
本
の
医
師
に
占
め
る
女
性
の
割

合
は
、
加
盟
国
平
均
の
半
分
、
2

割
程
度
で
最
下
位
だ
っ
た
。
-
位

は
エ
ス
ト
ニ
ア
の
約7
割
だ
。

こ
ん
な
小
話
を
思
い

h
'

出
し
た
。
父
親
と
息
子
‘
置
暢f
・

を
乗
せ
た
車
が
交
通
事a
-

り
凶

故
で
大
破
し
、
父
親
は
e
E
f
1

』

死
亡
、
男
の
子
は
病
院
に
運
び
込

ま
れ
た
。
出
て
き
た
脳
外
科
の
世

界
的
権
威
は
、
こ
の
子
を
見
て
「
私

の
息
子
だ
!
」
と
言
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
外
科
医
は
誰
?

答
え
は
母
親
。
知
っ
て
い
る
人

は
と
も
か
く
、
初
め
て
聞
い
た
人

は
視
点
が
く
る
っ
と
ひ
っ
く
り
返

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

久
し
ぶ
り
に
思
い
出
し
た
の

は
、
も
ち
ろ
ん
、
あ
の
と
ん
で
も

な
い
医
学
部
入
試
点
数
操
作
が
き

っ
か
け
だ
。
い
ま
だ
に
「
医
者
は土記 do-ki

ドクタ

青野由利

男
」
と
い
う
思
い
込
み
が
世
間
に

あ
る
と
し
て
も
、
ま
さ
か
公
平
な

は
ず
の
入
試
で
「4
浪
男
子
」
と

「
す
べ
て
の
女
子
」
が
同
じ
よ
う

に
減
点
さ
れ
て
い
た
と
は
。

さ
ら
に
驚
く
の
は
、
こ
の
話
に

「
現
状
を
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
」

と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
だ
。

そ
う
い
う
人
の
た
め
に
、
つ
い

最
近
、
著
名
論
文
誌
「
米
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
紀
要
」
に
発
表
さ
れ
た

調
査
結
果
を
紹
介
し
た
い
。

ミ
ネ
ソ
タ
大
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

な
ど
の
チl
ム
に
よ
る
調
査
で
、

1
9
9
1

年
か
ら
同
年
間
に
フ
ロ

リ
ダ
の
病
院
に
心
筋
梗
塞
で
救
急

搬
送
さ
れ
た
田
万
人
に
つ
い
て
、

女医にかかりなさい も
生
ん
で
い
る
。
ワl
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
が
比
較
的
と
り
や
す
い

と
み
ら
れ
る
内
科
、
眼
科
、
皮
膚

科
な
ど
は
希
望
が
多
い
半
面
、
乳

幼
児
が
相
手
で
診
察
が
難
し
い
と

患
暑
の
性
別
と
医
師
の
性
別
に
よ

る
死
亡
率
の
違
い
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
男
性
医
師
の
治
療

を
受
け
た
女
性
患
者
の
生
存
率
が

最
も
低
く
、
女
性
医
師
の
治
療
を

受
け
た
女
性
や
男
性
医
師
の
治
療

を
受
け
た
男
性
の
生
存
率
を
下
回

っ
た
。
一
方
、
女
性
医
師
が
治
療

し
た
場
合
は
、
患
者
が
女
性
で
も

男
性
で
も
生
存
率
は
変
わ
ら
な
か

っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
女
性
患
者
は

女
医
に
か
か
っ
た
方
が
生
存
チ
ャ

ン
ス
が
高
ま
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
「
あ
な
た

が
女
性
で
、
心
筋
梗
塞
を
発
症
し

た
ら
、
女
医
に
か
か
る
こ
と
」
と

女
性
医
師
の
本
音
は
?

東
京
医
科
大
が
、
入
試
で
女
性

受
験
者
を
「
差
別
」
し
て
い
た
こ

と
が
発
覚
し
て
か
ら1
カ
月
が
経

過
し
た
。
世
間
の
慣
り
は
収
ま
ら

な
い
が
、
医
療
現
場
か
ら
は
男
女

を
問
わ
ず
「
女
性
医
師
が
増
え
る

と
妊
娠
や
出
産
で
辞
め
て
し
ま
う

の
で
、
結
局
、
現
場
が
困
る
こ
と

に
な
る
」
と
い
う
声
が
上
が
る
。

そ
こ
で
女
性
医
師
の
本
音
を
探

ろ
う
と
紙
面
座
談
会
を
企
画
し

た
。
参
加
者
の
却
代
の
内
科
医
、

由
紀
さ
ん
(
仮
名
)
は
、
数
年
前
ま

で
勤
め
て
い
た
大
学
病
院
で
の
仕

事
は
激
務
だ
っ
た
と
明
か
す
。
研

修
医
を
指
導
し
な
が
ら
、
手
術
を

行
っ
た
り
、
診
察
を
し
た
り
す
る

日
々
。
他
院
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

女
性
匿
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

r
〉

デジ

職
場
、
今
の
若
い
人
が
希
望
す
る

は
ず
な
い
か
」
と
自
明
気
味
だ
。

文
部
科
学
省
は
今
回
の
問
題
を

踏
ま
え
、
医
学
部
の
あ
る
全
国
の

大
学
で
公
平
な
入
試
が
行
わ
れ
て

思
い
切
り
の
い
い
タ
イ
ト
ル
を
つ

け
て
い
る
。

男
性
医
師
が
女
性
患
者
を
治
療

す
る
経
験
を
積
ん
だ
り
、
女
性
医

師
と
共
に
働
く
機
会
が
増
-
え
た
り

す
る
と
、
治
療
す
る
女
性
患
者
の

生
存
率
が
高
ま
る
傾
向
も
あ
っ

た
。
「
女
医
を
増
や
せ
ば
男
性
医

師
の
ス
キ
ル
も
上
が
る
」
と
い
う

わ
け
だ
。

そ
う
い
え
ば
、
昨
年
、
米
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校

の
津
川
友
介
さ
ん
も
、
「
内
科
で

は
女
性
医
師
が
治
療
し
た
方
が
、

男
性
医
師
よ
り
死
亡
率
や
再
入
院

率
が
低
い
」
と
論
文
発
表
し
、
世

界
的
反
響
を
呼
ん
だ
。
ど
ち
ち
も

て
診
察
し
た
日
も
、
夜
は
大
学
病

院
の
病
棟
に
戻
り
、
巡
回
診
療
を

行
う
。
「
『
女
性
医
師
の
抑
制
は
い

け
な
い
』
と
の
意
見
は
も
っ
と
も

で
す
が
、
主
に
家
事
や
育
児
を
担

う
女
性
医
師
が
辞
め
ざ
る
を
得
な

い
状
視
な
の
は
理
解
で
き
ま
す
。

一
方
で
、
残
っ
た
男
性
医
師
た
ち

も
激
務
な
の
で
す
。
解
決
は
簡
単

で
は
な
く
、
性
差
を
超
え
た
意
識

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
泣
目
(
水
)

米
国
の
調
査
だ
が
、
こ
の
国
に
限

っ
た
特
殊
性
と
は
思
え
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
男
性
医
師
に
命
を

救
わ
れ
る
人
も
多
い
。
で
も
、
女

性
医
師
の
増
加
が
患
者
に
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
と
思
え
ば
「
女
は

出
産
で
や
め
る
か
ら
」
な
ど
と
言

っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

な
ん
と
か
や
め
な
い
で
も
ら
う

手
立
て
を
考
え
、
実
行
し
た
方
が

い
い
。
(
専
門
編
集
委
員
)

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
刊
日
(
土
)

改
革
が
必
要
で
は
」
と
話
す
。
解
決

策
は
あ
る
の
か
?
【
田
村
彰
子
】

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
M
日
(
金
)

〔
次
ぺl
ジ
に
関
連
記
事
〕
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女
性
医
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

〔
前
ぺl
ジ
に
関
連
記
事
〕

紙
面
座
談
会

女
性
医
師
の
「
抑
制
」
は
当
然
か

医
療
現
場
で
の
女
性
医
師
の
差
別
は
当
然
な
の
か
?

東
京
医
科
大
が
医
学
科
の
入
試
で
女
性
合
格
者
を
抑
制
し

て
い
た
こ
と
や
、
全
国
の
大
学
医
学
部
の
約

7

割
で
男
性

の
合
格
率
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
露
骨
な
差

別
に
批
判
が
噴
出
す
る
一
方
で
「
女
性
は
辞
め
て
い
く
の

で
抑
制
は
仕
方
が
な
い
」
と
当
然
視
す
る
声
も
あ
る
。
紙

面
座
談
会
で
女
性
医
師
の
本
音
を
聞
い
た
。
(
名
前
は
い

ず
れ
も
仮
名
)
【
構
成
・
田
村
彰
子
】

|
|
今
回
の
問
題
を
知
っ
た
時
、
ど

う
感
じ
ま
し
た
か
。

恵
さ
ん
「
今
さ
ら
何
を
騒
い
で
い

る
の
。
み
ん
な
が
知
っ
て
い
た
こ
と
じ

ゃ
な
い
」
と
、
騒
動
に
な
っ
た
こ
と
に

あ
る
意
味
で
驚
き
ま
し
た
。
入
学
後
に

気
づ
い
た
の
で
す
が
、
女
性
の
入
学
者

は
毎
年
同
じ
割
合
な
ん
で
す
。
全
体
が

1
0
0

人
な
ら
女
性
は
叩
人
と
い
う
よ

う
に
決
ま
っ
て
い
る
。
女
性
の
方
が
受

験
で
は
高
得
点
を
取
る
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
成
績
順
で
は
あ
り
得
な
い
構

図
で
す
。
「
明
ら
か
に
女
性
の
枠
を
決

め
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

学
内
に
親
戚
が
い
た
私
の
よ
う
に
、

大
学
関
係
者
と
縁
故
の
あ
る
学
生
も
多

か
っ
た
。
だ
か
ら
「
コ
ネ
入
学
」
み
た

い
な
仕
組
み
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
、
と

漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
ね
。
親
が
医

師
で
は
な
い
学
生
を
数
え
た
方
が
早
い

ぐ
ら
い
。
で
も
私
立
は
親
が
寄
付
金
を

出
す
し
、
同
窓
会
の
力
が
強
い
の
で
「
試

限界師も
ね
。
今
回
の
問
題
を
知
る
ま
で
は
、
そ

う
い
う
「
自
然
現
象
」
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
捉
え
て
い
ま
し
た
。

弘
子
さ
ん
私
も
女
性
は
そ
も
そ
も

少
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
で

さ
え
少
な
い
の
に
「
さ
ら
に
性
別
で
入

学
者
数
の
操
作
を
す
る
の
は
、
社
会
的

に
ル
i

ル
違
反
だ
ろ
う
」
と
憤
り
を
感

じ
ま
し
た
。

|
|
医
学
部
在
学
中
や
、
医
師
に
な

っ
て
か
ら
「
女
性
は
不
利
だ
」
と
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?

千
枝
子
さ
ん
医
学
部5
、

6

年
生

の
時
の
実
習
で
感
じ
ま
し
た
。
地
方
の

大
学
だ
っ
た
せ
い
か
「
男
尊
女
卑
」
が

激
し
か
っ
た
。
私
は
薬
で
治
す
と
い
う

よ
り
、
手
術
で
直
接
悪
い
部
分
を
治
療

し
、
そ
の
効
果
が
分
か
り
ゃ
す
い
外
科

に
行
き
た
い
と
希
望
し
て
い
た
の
で

す
。
し
か
し
、
実
習
で
脳
外
科
や
心
臓

外
科
を
は
じ
め
と
し
た
い
わ
ゆ
る
メ
ジ

ャ
l

外
科
を
回
っ
て
い
る
時
に
、
男
性

の
先
輩
医
師
に
「
女
医
は
い
ら
な
い
。

男
と
女
で
は
役
割
が
違
う
か
ら
」
と
は

っ
き
り
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
く
は
、
私
と
同
期
の
男
子
学
生
に

は
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
を
し
て
、
勧
誘

し
て
い
る
。
そ
ん
な
体
験
を
し
た
の
で

「
こ
こ
に
私
の
居
場
所
は
な
い
」
と
、

出
身
大
学
の
病
院
に
は
残
ち
な
い
決
意

を
し
ま
し
た
。

恵
さ
ん
明
ら
か
に
「
男
の
園
」
で

す
か
ら
ね
、
外
科
は
。
手
先
が
器
用
で

手
術
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
外
科

医
に
な
る
た
め
に
は
女
性
と
し
て
の
人

生
を
全
部
捨
て
る
し
か
な
い
と
実
習
で

思
い
知
ら
さ
れ
た
。
そ
の
時
で
す
ら
、

ほ
ぼ
病
院
に
泊
ま
り
込
み
で
し
た
か
ら

ね
。弘

子
さ
ん
外
科
系
に
わ
ず
か
に
い

る
女
性
医
師
も
、
学
生
だ
っ
た
頃
の
自

分
の
目
に
は
幸
せ
そ
う
に
見
え
な
か
っ

た
。
外
科
の
中
で
は
、
女
性
扱
い
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
よ
り
も
「
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
人
」
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
。

千
枝
子
さ
ん
私
も
実
習
で
知
っ
た

外
科
系
の
女
性
医
師
を
見
て
そ
う
感
じ

ま
し
た
。
そ
れ
で
「
こ
こ
は
駄
目
だ
な
」

と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
女
性
医
師
は
、

い
つ
も
不
機
嫌
そ
う
な
オl
ラ
を
出

し
、
若
い
研
修
医
や
学
生
に
き
つ
く
当

た
っ
て
い
ま
し
た
。

由
紀
さ
ん
医
師
だ
け
で
は
な
い
と

思
う
の
で
す
が
、
女
性
っ
て
ち
ょ
っ
と

で
も
き
つ
い
言
い
方
を
し
た
り
す
る
と

周
囲
か
ら
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
よ
ね
。
研
修
医
の
指
導
を
担

当
し
て
か
ら3
年
目
の
時
、
ち
ょ
っ
と

厳
し
く
女
性
研
修
医
を
怒
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
私
の
専
門
は
命
に
関
わ

る
手
術
を
し
て
い
る
の
で
。
そ
う
し
た

ら
、
研
修
医
が
泣
い
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
。
そ
の
時
、
私
が
必
要
以
上
に
怒
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
な
い
か
気
に

な
り
、
以
降
は
声
を
荒
ら
げ
て
怒
ち
な

い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
男
性
が

怒
る
と
場
が
締
ま
る
と
か
悪
い
印
象
は

持
た
れ
づ
ら
い
で
す
が
、
女
性
医
師
だ

と
単
な
る
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
扱
い
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

チ
ー
ム
制
で
負
担
少
な
く

女
性
医
師
の
人
数
は
増
え
て
お

り
、
2
0
1
6

年
の
厚
生
労
働
省
の

調
査
で
全
体
の
2

割
を
超
え
て
い

る
。
し
か
し
、
離
職
す
る
人
も
多
い
。 に

も
な
ら
な
い
子
ど
も
を
抱
え
て
引
っ

越
し
を
伴
う
異
動
を
命
じ
ら
れ
た
の
で

「
あ
あ
、
こ
れ
は
も
う
潮
時
だ
」
と
医

局
を
去
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

を
差
す
よ
う
で
す
が
、
今
の
制
度
と
か

社
会
の
認
識
の
ま
ま
医
学
部
の
女
性
を

増
や
し
た
ら
、
大
学
病
院
や
そ
れ
に
依

存
し
て
い
る
医
療
シ
ス
テ
ム
は
簡
単
に
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験
の
免
除
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
同
じ
ぐ

ら
い
の
成
績
だ
っ
た
ら
関
係
者
を
入
学

さ
せ
る
ぐ
ら
い
は
普
通
だ
ろ
う
」
っ
て
。

由
紀
さ
ん
璽
京
医
科
大
は
女
性
入

学
者
の
割
合
が
多
い
方
で
は
な
い
で
す

か
。
私
が
受
験
生
の
頃
は
「
女
性
を
取

ら
な
い
」
と
い
う
う
わ
さ
で
有
名
な
私

立
医
大
が
あ
り
ま
し
た
よ
。
私
の
祖
父

も
父
も
同
じ
そ
の
私
立
医
大
で
学
び
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
女
性
が
い
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
今
も
東
京
医
科
大
よ
り

女
性
の
数
は
少
な
い
は
ず
。
そ
う
い
う

事
情
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
私
は
受
験

し
て
も
無
駄
だ
か
ら
、
そ
の
私
立
医
大

を
選
摂
肢
に
入
れ
よ
う
と
し
た
と
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

千
枝
子
さ
ん
私
は
国
立
大
志
望
だ

っ
た
せ
い
か
、
医
学
部
を
目
指
す
塾
で

も
女
性
差
別
が
あ
る
と
は
言
わ
れ
ず
、

入
試
の
面
接
で
も
特
段
差
別
を
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。
入
学
し
た
国
立
大
医
学

部
で
は
女
性
は4
割
ぐ
ら
い
。
で
も
元

々
、
理
系
の
女
性
っ
て
医
学
部
じ
ゃ
な

く
て
も
少
な
い
の
が
当
た
り
前
で
す
よ

{<叝inuki Sokuhou 

i.擦と安全管理総集版 2018 年 12号

座談会参加者
恵さん東京医科大出身。 30代後半、子ど

もあり。親族の病院で、パート医師
として働く。

由紀さん私立大医学部出身の内科医。 40
代前半、独身。大学病院から市中病
院へ移った。

千綾子さん 国立大医学部出身の外科医。
30代後半、子どもあり。当直がある
病院でフルタイムで働く。

弘子さん 国立大医学部出身の外科医。 40
代後半、子ども 2 人。開業している。

男性医「滅私奉公」
女
性
医
師
の
割
合
は
初
代
で
3

分
の

ー
を
占
め
て
い
る
が
、
印
代
で
は
日

必
に
落
ち
込
む
。
特
に
、
転
勤
が
多

く
当
直
も
あ
る
大
学
病
院
な
ど
に
は

ほ
と
ん
ど
残
ち
な
い
の
が
実
情
た
。

ー
l

男
性
医
師
と
同
じ
よ
う
に
働
こ

う
と
す
る
と
、
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
は
や

は
り
出
産
と
子
育
て
で
す
か
。

恵
さ
ん
1

人
目
の
子
ど
も
の
時

は
、
大
学
病
院
で
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い

て
い
ま
し
た
。
午
前9
時
か
ら
診
察
開

始
で
し
た
が
、
そ
れ
で
は
保
育
園
の
お

迎
え
時
間
ま
で
に
診
察
が
終
わ
ら
な
い

の
で
、
午
前8
時
半
か
ら
に
診
察
を
前

倒
し
し
て
、
昼
ご
飯
も
食
べ
ず
に
働
い

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
生
活
よ

り
も
つ
白
か
っ
た
の
が
、
男
性
医
師
と
、

子
ど
も
が
い
な
い
女
性
医
師
の
目
で

す
。
年
下
の
男
性
医
師
が
「
マ
マ
た

ち
ば
っ
か
り
、
い
つ
も
午
後5
時
す
ぎ

に
帰
っ
て
ず
る
い
」
と
、
子
ど
も
が
い

な
い
女
性
医
師
に
言
う
。
そ
れ
に
対

し
て
彼
女
は
「
本
当
に
ひ
ど
い
よ
ね
」

な
ん
て
答
え
る
。
そ
れ
も
医
局
で
大
声

で
話
す
ん
で
す
よ
、
嫌
み
た
っ
ぷ
り
に
。

そ
の
時
の
診
療
科
は
、
い
わ
ゆ
る
「
女

性
医
師
の
多
い
科
」
で
し
た
。
そ
れ

で
も
、
内
実
は
そ
ん
な
雰
囲
気
で
し
た
。

な
の
で
、
と
に
か
く
早
く
辞
め
た
か
っ

た
。弘

子
さ
ん
私
の
場
合
は
、
育
児
休

業
も
取
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
、

つ
わ
り
が
と
に
か
く
大
変
で
休
ん
で
し

ま
っ
た
こ
と
が
多
く
て
、
同
僚
に
非
常

に
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
と
い
う
引
け
目

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1

歳

|
|
妊
娠
、
出
産
を
考
え
て
医
学
部

に
入
る
女
性
の
数
を
抑
制
し
て
も
仕
方

が
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
考
え
ま
す
か
。

弘
子
さ
ん
夫
は
自
由
業
で
、
育
児

も
分
担
し
て
く
れ
た
の
で
比
較
的
働
き

や
す
か
っ
た
。
今
は
子
ど
も
も
手
を
離

れ
て
き
ま
し
た
か
色
、
医
局
に
残
っ
て

い
た
ち
当
直
も
で
き
た
で
し
ょ
う
。
で

も
、
や
っ
ぱ
り
子
連
れ
で
あ
ち
こ
ち
転

勤
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
は
き

っ
と
男
性
も
同
じ
で
、
私
が
い
た
医
局

で
は
、
中
堅
の
男
性
医
師
も
ど
ん
ど
ん

辞
め
て
い
ま
す
よ
。
男
性
た
っ
て
介
護

や
妻
の
病
気
な
ど
目
時
間36
5

日
、

フ
ル
に
働
け
な
く
な
る
恐
れ
は
い
く
ら

だ
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。

千
枝
子
さ
ん
女
性
医
師
の
人
数
を

抑
制
し
、
男
性
医
師
に
滅
私
奉
公
を
強

い
る
こ
と
で
医
師
の
不
足
を
解
決
し
よ

う
な
ん
て
そ
も
そ
も
無
理
で
す
。
男
性

医
師
も
人
間
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
医
療
シ
ス
テ
ム
全
体
を
変
え
て
い

く
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
主
治
医
制
で

は
な
く
て
、
チ
ー
ム
制
を
も
っ
と
推
進

す
る
。
情
報
を
適
切
に
共
有
す
れ
ば
、

夜
間
や
休
日
の
緊
急
呼
び
出
し
も
激
減

す
る
は
ず
。
私
が
働
い
て
い
る
病
院
は

診
療
科
ご
と
の
当
直
で
は
な
く
、
内
科

当
直
や
外
科
当
直
と
い
う
く
く
り
で
当

直
を
回
し
て
い
ま
す
。
外
科
系
金
体
に

す
れ
ば
人
数
が
多
い
の
で
、
男
性
で
も

当
直
は2
カ
月
に
1

回
ぐ
ら
い
。
そ
の

頻
度
な
ら
ば
、
私
で
も
で
き
そ
う
。
そ

れ
に
当
直
明
け
は
必
ず
休
み
に
す
れ

ば
、
連
続
勤
務
に
よ
る
負
担
を
な
く
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

由
紀
さ
ん
み
な
さ
ん
の
意
見
に
水

女
性
疾
一
師
の
働
き
方

i

医
学
部
男
女
別
合
格
率
か
ら

i

崩
壊
す
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
女
性

医
師
は
辞
め
て
し
ま
う
乙
と
が
多
い
の

で
、
医
師
不
足
に
な
る
か
ら
で
す
。

ー
ー
こ
の
ま
ま
諦
め
る
し
か
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

由
紀
さ
ん
そ
れ
は
悩
み
ま
す
。
イ

ン
ド
や
中
固
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
国
々
か

ら
女
性
医
師
に
よ
る
優
秀
な
論
文
が
ど

ん
ど
ん
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
発
な

が
ら
も
医
療
水
準
を
上
げ
て
き
て
い
る

国
の
医
師
に
は
性
差
は
あ
ま
り
な
い

し
、
女
性
が
多
い
科
、
男
性
ば
か
り
の

科
と
い
っ
た
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で

す
。
男
女
の
区
別
な
く
優
秀
な
人
が
活

躍
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

世
界
で
「
女
性
医
師
は
決
ま
っ
た
診
療

科
に
行
く
」
「
女
性
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
職
場
が
あ
る
」
な
ん
て
い
う
こ
と
が

い
ま
だ
に
あ
る
日
本
は
、
到
底
太
力
打

ち
で
き
な
い
の
で
は
。

恵
さ
ん
医
師
に
な
っ
た
人
は
、
基

本
的
に
働
く
こ
と
を
い
と
わ
な
い
は

ず
。
私
も
仕
事
は
好
き
で
、
大
学
病
院

で
い
ろ
い
ろ
な
症
例
を
経
験
し
た
い
。

で
も
、
連
続
勤
務
が
当
た
り
前
の
労
働

環
境
や
子
育
て
を
考
え
た
ら
と
て
も

無
理
。
医
師
同
士
の
結
婚
も
多
い
で
す

が
、
だ
い
た
い
仕
事
を
セ
ー
ブ
す
る
の

は
女
性
な
ん
で
す
よ
。
女
性
だ
け
が
青

児
を
担
う
よ
う
な
現
実
も
変
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。
女
性
医
師
の
抑

制
は
も
ち
ろ
ん
い
け
な
い
こ
と
で
す

が
、
ま
ず
は
そ
う
し
な
け
れ
ば
成
立
し

な
い
医
療
界
の
現
状
を
何
と
か
し
て
ほ

し
い
。

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月

M
日
(
金
)
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，降、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

最
大
震
度7
の
地
震
に
伴
う
北
海
道
の
停
電
で
、
家
庭
で
療
養
す
る
症
状
の
重
い
患
者
ら
の
生
命
が
脅
か
さ
れ
た
。
災
害
時

に
拠
点
と
な
る
病
院
も
普
段
通
り
の
診
療
が
で
き
な
い
な
ど
、
医
療
現
場
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
ど
ん
な
備
え
が
で
き
る
の
か
。

酸
素
吸
入
・
透
析

震
度
6

弱
を
観
測
し
た
札
幌

市
東
区
。
呼
吸
不
全
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
進
行
性
の
難
病
を
抱

え
る
上
口
好
子
さ
ん
(
凶
)
は
、

自
宅
の
介
護
ベ
ッ
ド
の
上
で
突

然
の
揺
れ
に
目
を
さ
ま
し
た
。

普
段
は
家
庭
用
電
源
で
動
く

酸
素
濃
縮
掛
か
ら
、
チ
ュ
ー
ブ

を
通
じ
て
鼻
か
ら
酸
素
を
股
入

し
て
い
る
。
だ
が
、
停
電
す
れ

ば
使
え
な
い
。
と
っ
さ
の
判
断

で
電
源
が
不
要
な
酸
素
ボ
ン
ベ

に
切
り
替
え
た
。

し
ば
ら
く
し
て
停
電
し
た
。

ボ
ン
ベ
は1
本
3
0
0
m
。
上

口
さ
ん
の
場
合
、
寝
て
い
る
と

1

分
に
2
M
酸
素
を
使
い
、
歩

く
と
消
費
量
が
増
え
る
。
な
る

べ
く
酸
素
を
消
費
し
な
い
よ

う
、
ベ
ッ
ド
で
じ
っ
と
、
不
安

な
夜
を
過
ご
し
た
。

幸
い
朝
、
ボ
ン
ベ
の
供
給
や

機
器
の
保
守
・
点
検
を
す
る
業

者
か
ら
電
話
が
き
た
。
「
ボ
ン
ベ

は
足
り
て
い
ま
す
か
」
。
現
状
を 受

け
る
患
者
に
も
影
響
が
出

た
。
人
工
透
析
は
電
気
と
大
量

の
き
れ
い
な
水
が
必
要
な
た
め

だ
。
日
本
透
析
医
学
会
に
よ
る

と
、
道
内
の
人
工
透
析
患
者
は

1

万
5
4
3
2

人
(
2
0
1
6

年
ロ
月
現
在
)
。

当
時
1
6
4

人
の
透
析
患
者

が
い
た
H
・

N

・
メ
デ
ィ
ッ
ク

新
さ
っ
ぽ
ろ
(
札
幌
市
厚
別

機
器
使
え
ず

区
)
は
自
家
発
電
が
で
き
ず
、

水
も
断
続
的
に
し
か
出
な
く
な

っ
た
。
頻
繁
に
透
析
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
患
者
が
、
電
気
が

通
っ
て
い
た
別
の
病
院
で
透
析

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
は
調
整
に
奔
走
し
た
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
人

工
透
析
に
影
響
が
出
た
医
療
機

関
は
停
電
の
解
消
な
ど
に
よ

災
害
拠
点
病
院

災
害
時
に
大
け
が
を
し
た
人

や
、
透
析
患
者
な
ど
命
に
か
か

わ
る
人
を
受
け
入
れ
る
災
害
拠

点
病
院
も
地
震
で
停
電
し
た
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、6
日
午
後

3

時
時
点
で
、
道
内
泊
施
設
の

す
べ
て
が
停
電
。
自
家
発
電
装

置
を
稼
働
さ
せ
て
診
療
を
続
け

た
。
厚
労
省
は
経
済
産
業
省
を

通
じ
て
燃
剃
不
足
の
病
院
に
燃

斜
の
配
送
、
自
家
発
電
装
置
の

り
、
減
り
つ
つ
あ
る
。
た
だ
、

日
本
透
析
医
会
の
山
川
智
之
常

務
理
事
は
「
本
来
の
透
析
の
間

隔
が
ず
れ
た
り
、
(
1回
の
透

析
に
か
け
る
)
時
聞
が
短
縮
さ

れ
た
り
し
た
患
者
が
い
る
。
体

調
を
注
意
深
く
み
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
語
る
。

診
療
制
限
も

な
い
病
院
に
は
電
源
車
を
手
配

し
て
い
る
。

災
害
拠
点
病
院
の
一
つ
、
札

幌
市
手
稲
区
の
手
稲
渓
仁
会
病

院
(
6
7
0床
)
も
地
震
直
後

か
ら
停
電
し
た
。
自
家
発
電
装

置
を
起
動
さ
せ
て
対
応
し
た
。

災
害
時
の
事
業
継
続
計
画(
B

C
P
)
に
基
づ
き
、
治
療
の
優

先
度
を
決
め
る
ト
リ
アl
ジ
を

行
っ
た
。
予
約
し
て
い
た
患
者 な

ど
の
受
け
入
れ
を
中
止
し
、

緊
急
性
が
低
い
手
術
も
延
期
。

救
急
患
者
の
ほ
か
、
ほ
か
の
医

療
施
設
で
透
析
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
患
者
百
数
十
人
を
受

け
入
れ
た
。

自
家
発
電
用
に
準
備
し
て
い

た
燃
料
は
お
時
間
分
。
停
電
が

長
引
く
こ
と
を
想
定
し
、
補
給

用
の
燃
料
を
手
配
し
た
が
、
到

着
が
遅
れ
た
と
い
う
。6
日
午

後
6

時
に
電
力
の
供
給
が
戻
一

り
、
全
て
通
常
通
り
の
診
療
が
一

行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
病

院
の
広
報
担
当
者
は
「
診
察
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
は

状
視
を
理
解
し
て
協
力
的
だ
っ

た
。
全
道
停
電
と
い
う
深
刻
な

状
況
で
、
救
急
患
者
や
透
析
の

患
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
事
前

の
計
画
に
基
づ
い
て
災
害
拠
点

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ

た
」
と
話
す
。

土
砂
崩
れ
が
起
き
た
厚
真
町

か
ら
近
い
災
害
拠
点
病
院
の
苫

小
牧
市
立
病
院
(
3
8
2床
)

で
も
直
後
に
停
電
し
て
非
常
用

電
源
に
切
り
替
え
た
。
も
と
も

と
予
定
し
て
い
た
手
術
は
延

期
。
外
来
患
者
の
受
け
付
け
を

取
り
や
め
、
急
患
に
備
え
る
態

勢
を
と
っ
た
。

災
害
拠
点
病
院
は
全
国
に
7

3
1

病
院
。
災
害
時
に
多
数
の

患
者
に
対
応
す
る
能
力
が
求
め

ら
れ
、
施
設
の
耐
震
構
造
の
ほ

か
、
通
常
時
の6
割
程
度
の
発

電
容
量
の
自
家
発
電
や
、
受
水

槽
や
停
電
時
で
も
使
え
る
井
戸

に
よ
る
水
の
確
保
な
ど
が
要
件

と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
東
日
本
大
震
災
や
熊

本
地
震
な
ど
、
大
規
模
災
害
時

は
災
害
拠
点
病
院
も
被
災
し
、

24 



i面五五五回総集版 2018 年 12 号

説
明
す
る
と
「
も
う
家
の
前
ま

で
来
て
い
ま
す
」
。
す
ぐ
に
追
加

の
ボ
ン
ベ
を
届
け
て
く
れ
た
。

午
後
に
は
停
電
も
解
消
し
た
。

上
口
さ
ん
が
使
う
ボ
ン
ベ
の

提
供
元
で
産
業
ガ
ス
大
手
エ
ア

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
(
大
阪
市
)

は
、
災
害
時
の
患
者
の
支
援
を

続
け
て
き
た
。
た
だ
停
電
の
影

響
で
道
内
の
工
場
は
ガ
ス
の
製

造
や
補
充
が
で
き
ず
、
本
州
か

ら
酸
素
ボ
ン
ベ
計
約40
0

本

を
送
る
予
定
だ
。
帝
人
フ
ァ
i

マ
(
東
京
都
)
も
ボ
ン
ベ
約
3

5
0
0

本
を
道
内
に
送
る
見
込

み
と
い
う
。

上
口
さ
ん
は
今
回
の
業
者
の

対
応
に
「
救
わ
れ
た
」
と
い

う
。
そ
の
う
え
で
な
お
不
安
も

感
じ
た
。
「
も
し
業
者
や
自
宅

が
被
災
し
て
い
た
ら
、
ど
う
だ

つ
た
の
だ
ろ
う
」

重
い
腎
臓
病
で
人
工
透
析
を

人
人
人

自
u
a
e
E
3

唖
0

・
z
a
u

e
a
a
o

内
4

a
晶T

橿積分野の主恕積書

護 i 全体 7日正午鍔点
お i うち災害拠点病院
惇 I (道内に34)
電 5

在 i 在宅人工呼吸療法問午前106寺時点
歪 E 安全確認または移送済みー 約400人

議 i 在宅酸紫療法 6日午後7時時点
要 i 保守点検19社の謂資

I 4社患者全員の安全を縫認
目安全を確認

9社
、確認中の患者

6社連絡できず

浮生労働省のまとめ

191 

1 
f 自家発電で対応ム
i ピーク跨は34 ) 

針42

Q
U

守
/
R
U

《
〆
』

在宅療養申に被災・.----.

薬やパッテリ ー圃圃.

日頃の備え重要

影響が出た監療機関
7日正午時点、

周辺施設で対応
爵辺施設と謂整中
透析間隔を調整

人
工
透
析

墓
京
大
総
合
防
災
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
の
片
田
敏
孝
・
特
任

教
授
は
「
地
震
の
被
災
地
は
局

所
的
な
の
に
、
道
内
全
域
に
影

響
が
長
く
及
ん
だ
。
効
率
性
、

経
済
性
を
重
視
し
た
巨
大
シ
ス

テ
ム
の
脳
醗
佐
が
露
呈
し
た
」

と
指
摘
す
る
。
片
田
さ
ん
が
注

目
す
る
の
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
を
活
用
し
て
、
地

域
で
自
立
し
て
電
力
を
賄
う
仕

組
み
だ
。
「
単
一
の
電
力
網
に

全
て
を
ゆ
だ
ね
ず
、
病
院
な
ど

の
重
要
な
機
能
は
、
地
域
で
も

維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

家
庭
で
は
何
が
で
き
る
か
。

在
宅
で
酸
素
療
法
な
ど
を
し
て

い
る
場
合
、
一
般
的
な
水
や
食

料
、
薬
と
い
っ
た
備
蓄
に
加
え

て
、
停
電
が
続
く
場
合
を
想
定

し
た
備
え
が
求
め
ら
れ
る
。

酸
素
療
法
で
使
う
機
器
は
、

内
部
に
バ
ッ
テ
リ
ー
が
な
い
揚

合
は
停
電
と
と
も
に
機
械
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、

バ
ッ
テ
リ
ー
が
あ
る
か
事
前
に

確
認
し
、
な
い
場
合
は
電
源
の

い
ら
な
い
酸
素
ボ
ン
ベ
に
切
り

替
え
る
。
人
工
呼
吸
器
は
、
専

用
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
外
部
電
源

の
用
意
が
す
す
め
ら
れ
る
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

稜宅捜費、備えは
ラジオ、携帯電話など情報・通慣手段の確保

予備の薬、病状を書いた手帳など

@震源から近い災害拠点病院の苫小
牧市立病院=浜田梓太郎撮影@災害
拠点病院の一つ、市立札幌病院にあ
る自家発電装置=いずれも 7 日

震欝療法をしτいる人の
備えは…戸、強紫漕縮器の

バッテリーを
確認

水
や
食
料
、
薬
、
ス
タ
ッ
フ
や

患
者
の
安
全
確
保
な
ど
に
課
題

を
残
し
た
。
厚
労
省
は
昨
年
、

被
災
後
す
ぐ
に
診
療
機
能
が
回

復
で
き
る
よ
う
に
事
業
継
続
計

画
の
整
備
を
災
害
拠
点
病
院
の

要
件
に
追
加
。
四
年3
月
ま
で

の
策
定
を
求
め
て
い
る
。

在
宅
医
療
を
受
け
る
人
向
け

に
厚
労
省
研
究
班
と
し
て
「
大

規
模
災
害
に
対
す
る
備
え
」
を

ま
と
め
た
、
聖
隷
三
方
原
病
院

の
森
田
達
也
副
院
長
は
「
ど
ん

な
備
え
を
し
、
災
害
時
に
ど
う

対
応
す
べ
き
か
。
機
械
の
担
当

者
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
ら
と
ふ
だ

壊中電灯を酸素守遭縮器のそばに準備

1 災什伊伊機鵬蜘附器勧勧…カが1
饗酸素のj消潟費E翠量が増えないよう安静にする E 
時自宅を離れる場合、酸素取扱業者に避難先を連緒=

ん
か
ら
話
し
合
っ
て
お
く
と
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
に
立

つ
」
と
話
す
。

朝2
0
1
8

年
9

月
8

日
(
土
)

日
(
東
京
)
・
朝
刊 厚労省研究綴による「大規模災害に対する備えJ;から
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l 停電 2段階で全道に

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

北
本
連
系
ーーーーー..... ‘ 

時
機
能
/
1

号
機
停
止
致
命
的

6

日
の
胆
振
東
部
地
震
の
発
生
直
後
に

道
内
を
襲
っ
た
全
域
停
電
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
」
。
道
内
各
地
の
病
院
に
設
置
さ
れ

た
皇
家
発
電
装
置
の
記
録
か
ら
、
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
前
代
未
聞
の
停
電
は
ど
の
よ
う
に
発

生
し
、
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
た
の
か
。
北

海
道
電
力
が
明
ら
か
に
し
な
い
中
、
地
震

発
生
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
で
の
四
分

間
を
追
っ
た
。

(
宇
野
沢
晋
一
郎
、
長
谷
川
裕
紀
)

6

日
午
前3
時
7

分
最
大

震
度
7

の
激
震
が
胆
振
管
内
厚

真
町
を
襲
っ
た
。

午
前
3

時
8

分
厚
真
町
内

に
あ
る
道
内
最
大
の
火
力
発
電

所
、
苫
東
厚
真
火
力
発
電
所
(
3

基
リ
3

号
機
は
廃
止
)
の2
号

機
と
4

号
機
(
合
計
出
力1
3

0

万
唱
し
で
は
、
高
温
の
水
蒸

気
を
運
ぶ
細
長
い
ボ
イ
ラ
ー
管

が
縦
揺
れ
に
耐
え
き
れ
ず
損

ッ
ク
ア
ウ
ト
で
道
内
の
電
源
が

ゼ
ロ
に
な
る
と
、
発
電
機
を
動

か
す
の
に
必
要
な
電
気
も
な
く

な
り
、
復
旧
に
時
間
が
か
か
る
。

停
止
し
た
電
源
に
見
合
う
だ
け

の
需
要
を
一
時
的
に
切
り
離

し
、
停
電
か
ら
回
復
し
や
す
く

し
ょ
2

」
し
た
。
一
瞬
に
し
て
、

道
北
、
函
館
な
ど
の
地
域
の
多

く
で
停
電
。
残
さ
れ
た
の
は
札

幌
な
ど
道
央
が
中
心
だ
っ
た
。 本

州
か
ら
北
海
道
に
向
け
て
送

ら
れ
始
め
た
。

こ
の
時
点
で
、
道
内
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
は
不
安
定
な
が
ら

も
、
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

午
前
3

時
行
分
間
3

時
9

分
に
停
電
し
た
市
立
釧
路
総
合

病
院
で
送
電
が
再
開
さ
れ
た
。

午
前
3

時
打
分
同
じ
く
釧

路
地
方
向
け
の
送
電
網
で
釧
路

赤
+
字
病
院
で
電
力
が
い
っ
た

ん
復
旧
。
高
橋
令
総
務
係
長
は

「
自
宅
で
も
い
っ
た
ん
電
気
が

戻
っ
た
記
憶
が
あ
る
」
。

午
前
3

時
お
分
苫
東
厚
真

火
発
で
唯
一
運
転
を
続
け
て
い

た
1

号
機
(
出
力
お
万
誌
)
の

ボ
イ
ラ
ー
管
損
傷
が
深
刻
化
。

「
穴
が
開
い
て
お
り
、
何
百
度

も
の
高
温
の
水
蒸
気
が
噴
き
出

し
、
す
さ
ま
じ
い
音
だ
っ
た
に

違
い
な
い
」
(
東
京
工
業
大
の

奈
良
林
直
特
任
教
授
)
と
推
測

さ
れ
、
他
の2
基
停
止
に
よ
る

電
力
の
周
波
数
低
下
に
も
耐
え

，.;.-~. -~圃調
。道立病院 3:08 
赤十字病錠 3:08

4週間
市立病院 3:11

} 必圏図
赤十字病院 3:08 
市立総合病院 3:09
(一時復18も3:26すぎ再停電)

，..置 r-. 地震直包帯電しが尚一i
市立病院 3:08 1. 直後iこは停電しなかった地域;

E回
3:08 IJ:.聾温
市立病院 3:24 

院 3:25
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傷
。
直
後
に
停
止
し
、
北
電
は

全
道
の
電
源
の4
割
を
一
瞬
に

し
て
失
っ
た
。

当
時
社
員
ら
幻
人
が
い
た

が
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
防
ぐ

た
め
、
手
動
で
な
く
自
動
的
に

一
一
つ
の
作
業
が
進
ん
だ
。

一
つ
が
「
負
荷
遮
断
」
。
ブ
ラ

⑥ 

午
前
3

時
刊
分
二
つ
目
の

自
動
シ
ス
テ
ム
「
北
本
連
系
線
」

が
フ
ル
稼
働
。
北
海
道
と
本
州

を
結
ぶ
送
電
線
で
、
ど
ち
ら
か

の
地
域
で
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
、
自
動
的
に
電
気
が
送

ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
最
大
量
で
あ
るω
万
詫
が

き
れ
ず
自
動
停
止
し
た
。

1

号
機
停
止
で
、
道
内
の
他

の
発
電
所
が
連
鎖
的
に
停
止
。

道
内
で
電
源
が
失
わ
れ
た
た

め
、
本
州
か
ら
の
送
電
も
で
き

な
く
な
っ
た
。
北
電
は
こ
の
時

刻
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
と

し
て
い
る
。

午
前
3

時
お
分
北
電
の
発

表
と
は
異
な
り
、
後
志
管
内
倶

知
安
町
と
岩
内
町
の
病
院
で
は

こ
の
時
刻
ま
で
送
電
が
続
い

た
。
送
電
線
の
先
に
は
、
泊
原

子
力
発
電
所
(
同
管
内
泊
村
)

が
あ
り
、
常
に
冷
却
が
必
要
な

使
用
済
み
核
燃
料
が
大
量
に
置 か

れ
て
い
る
。
北
電
は
冷
却
を

維
持
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
で
、
電
力
供
給
を
維
持
し
よ

う
と
し
た
よ
う
だ
。
同
時
刻
に

冷
却
用
の
非
常
用
電
源
が
動
き

始
め
て
い
る
。

供
給
の
半
分
占
め
る
厚
真

コ
ス
ト
削
減
ヘ
電
源
集
中

胆
振
東
部
地
震
の
影
響
で

「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
が
起
き

た
背
景
と
し
て
、
震
源
域
の
近

く
に
全
道
の
供
給
電
源
の
約
半

分
を
占
め
る
苫
東
厚
真
火
力
発

電
所
(
合
計1
6
5

万
詰
)
が

立
地
し
て
い
た
危
う
さ
が
出
謁

さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
北
電
関

係
者
に
よ
る
と
、
電
源
の
1

カ

所
集
中
で
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ

た
ほ
か
、4
号
機
を
建
設
し
た

2
0
0
2

年
段
階
で
は
泊
原
発

l
、

2

号
機
が
稼
働
し
て
お
り
、

「
泊
の
供
給
力
が
あ
れ
ば
ブ
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
は
起
き
な
い
」
と

の
見
方
が
あ
っ
た
と
い
う
。

苫
東
厚
真
は1
9
8
0

年
、

苫
小
牧
東
港
に1
号
機
を
建
設

し
た
。
燃
料
の
石
炭
を
陸
揚
げ

す
る
際
な
ど
に
便
利
で
、
用
地

取
得
が
容
易
だ
っ
た
た
め
で
、

関
係
者
は
「
石
炭
の
運
搬
襲
訳

な
ど
が
す
で
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、
発
電
所
は1
カ
所
に
建
て

た
方
が
コ
ス
ト
が
低
く
な
る
。

周
囲
に
人
家
は
少
な
く
住
民
の

反
対
も
な
か
っ
た
」
と
話
す
。

立
地
す
る
太
平
洋
側
治
岸
は

地
震
の
多
発
地
帯
だ
が
、
北
電

O
B
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の

こ
と
思
議
に
あ
っ
た
が
、
防

げ
る
と
思
っ
て
い
た
」
と
す
る
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

頼
り
の
泊
原
発
が2
0
1
2

年

5

月
に
全
基
停
止
し
た
こ
と
と

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
北
電
は
「
分
か
ら
な

い
」
(
広
報
部
)
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
北
電
が
泊
原
発
再
稼

働
を
最
優
先
す
る
一
方
で
、
苫

東
厚
真
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
は
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い

た
。
別
の
電
力
会
社
幹
部
は
今

回
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
つ
い

て
「
苫
東
厚
真
へ
の
依
存
度
が

大
き
か
っ
た
こ
と
が
主
因
だ
ろ

う
。
石
炭
火
発
は
発
電
コ
ス
ト

が
安
い
。
泊
原
発
再
稼
働
が
見

通
せ
ず
、
新
電
力
と
の
競
争
が 激

化
す
る
中
で
、
北
電
が
リ
ス

ク
の
回
避
よ
り
も
経
済
性
を
優

先
し
た
結
果
で
は
な
い
か
」
と

み
る
。
東
京
理
科
大
の
橘
川
武

郎
教
授
は
「
コ
ス
ト
あ
り
き
で

な
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

拡
大
や
、
道
内
と
ロ
シ
ア
を
送

電
線
で
つ
な
ぐ
な
ど
電
源
の
分

散
化
の
取
り
組
み
を
真
剣
に
検

討
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
し
て
い

る
。
(
石
井
努
、
工
藤
雄
高
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
木
)
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胆
振
東
部
地
震
で
務
火
し
た
高
齢
者

や
障
害
者
ら
「
災
害
弱
者
」
へ
の
医
療
、

生
活
支
援
が
本
格
化
し
て
い
る
。
医
師

や
作
業
療
法
士
で
つ
く
る
災
害
リ
ハ
ビ

リ
チ
1

ム
が
道
内
の
災
害
で
初
め
て
出

動
し
、
避
難
所
を
巡
回
。
胆
振
管
内
安

平
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
賃
家
庭
を

訪
問
し
、
避
難
所
に
来
ら
れ
な
い
人
の

要
望
を
聞
い
た
。
過
去
の
災
害
で
は
過

酷
な
避
難
生
活
で
体
調
を
崩
す
災
害
弱

者
が
相
次
ぎ
、
災
害
関
連
死
も
多
く
出

た
。
今
回
も
健
康
や
生
活
再
建
へ
の
不

安
を
感
じ
る
人
は
多
く
、
関
係
者
は
「
関

連
死
を
出
さ
な
い
」
と
の
思
い
で
奔
走

す
る
。

(
土
若
右
楠
、
山
村
麻
衣
子
、
若
松
樹
)

「
お
年
寄
り
向
け
に
入
浴
用

手
す
り
を
置
き
ま
し
ょ
う
」
「
避

難
者
が
定
期
的
に
運
動
を
す
る

時
間
を
設
け
て
」
。
北
海
導
火

害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進

協
議
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
理
学

療
法
士
ら
ロ
人
は
日1
口
目
、

胆
振
管
内
厚
真
、
む
か
わ
、
安

平
の
3

町
で
、
体
の
不
自
由
也

人
ら
が
生
活
し
や
す
い
避
難
所

環
境
に
つ
い
て
助
言
し
た
。

避
難
生
活
で
体
を
動
か
さ
な

い
生
活
を
強
い
ら
れ
る
と
、
災

害
弱
者
を
中
心
に
心
身
の
機
能

が
低
下
す
る
「
生
活
不
活
発
病
」
リチーム道内初出動

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

ない」さ連タヒ間

人
態
勢
で
、
避
難
所
で
の
健
康

担
談
の
ほ
か
賃
杢
庭
を
訪
問
し

て
い
る
が
、
道
幹
部
は
「
避
難

所
に
い
な
い
人
の
健
康
管
理
は

難
し
い
」
と
漏
ら
す
。

復
興
庁
に
よ
る
と
、
東
日
本
で
起
き
た
災
害
で
の
活
動
は
初
合
成
洗
剤
な
ど
に
触
れ
る
と
呼
安
平
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
震
災
の
災
害
関
連
死
は
約
3

め
て
。
吸
が
ザ
戸
レ
く
な
る
な
ど
の
症
状
セ
ン
タ
ー
は
目
、
口
日
、
約

1

7
0
0

人
で
、
そ
の
う
ち9

割
協
議
会
理
事
長
を
務
め
る
沖
が
出
る
た
め
避
難
所
に
行
け

0
0

人
で
町
内
約3
千
戸
全
て

を
侃
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
閉
塞
省
震
(
札
幌
)
の
光
ず
、
自
宅
兼
店
舗
で
害
す
。
を
訪
問
。
行
政
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

た
。
む
か
わ
の
避
難
所
を
訪
ね
増
智
医
師
は
「
高
齢
化
で
避
炊
き
出
し
の
料
理
も
口
に
で
き
ア
へ
の
要
望
事
聞
き
取
っ
た
と

た
理
学
療
法
士
の
木
原
由
里
子
難
者
の
平
均
年
齢
も
上
が
つ
ず
、
備
蓄
し
て
い
た
食
材
な
ど
こ
ろ
、
地
震
で
倒
れ
た
家
具
の

さ
ん
(
鈎)
l札
幌
H

は
「
避
難
た
。
対
策
が
必
須
だ
」
と
指
摘
。
を
食
べ
て
い
る
。
「
避
難
所
に
片
付
け
の
手
伝
い
を
求
め
る
声

所
で
の
入
浴
や
運
動
は
、
不
活
今
後
も
3

町
を
中
心
に
チ1
ム
入
れ
な
い
人
も
い
る
と
知
っ
て
が
目
立
っ
た
。

発
病
予
防
の
た
め
に
も
重
要
。
を
派
遣
す
る
方
針
だ
。
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
井
内
宮
さ
ん

重
い
症
状
の
人
は
い
な
か
っ
た
道
に
よ
る
と
、
避
難
所
に
身
佐
藤
さ
ん
の
よ
う
に
避
難
所
(
μ
)は
「
困
窮
者
を
一
人
も
見

が
、
長
期
的
に
関
連
死
防
止
に
を
寄
せ
る
人
は
日
目
、
千
人
を
に
来
ら
れ
な
い
人
に
は
、
行
政
逃
さ
ず
、
百
も
早
く
忌

mに

取
り
組
み
た
い
」
と
話
す
。
切
っ
た
。
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
が
届
き
戻
る
こ
と
が
第
一
だ
」
と
語
る
。

同
協
議
会
は2
0
1
4

年
に
な
事
情
で
避
難
で
き
ず
、
自
宅
に
く
く
、
健
康
悪
化
や
生
活
支
住
宅
の
片
付
け
支
援
に
力
を
入

発
足
し
、
凶
年
の
熊
本
地
震
や
で
暮
ら
す
被
災
者
は
多
い
。
援
へ
の
ニ

l

ズ
を
把
握
す
る
の
れ
る
ほ
か
、n
i
M
日
の
3

連

今
年
7

月
の
西
日
本
豪
雨
で
も
厚
真
町
の
佐
藤
寛
子
さ
ん
が
困
難
な
の
が
課
題
だ
。
道
は
休
も
再
び
全
戸
を
訪
問
す
る
予

医
師
ら
を
派
遣
し
た
が
、
道
内
(
侃
)
は
化
学
物
質
過
敏
症
で
、
道
内
外
の
医
師
や
看
護
師
約
加
定
と
い
う
。

後
、
受
け
入
れ
可
能
か
確
か
め

て
実
際
に
避
難
所
に
指
定
す
る

た
め
、
事
前
周
知
も
難
し
い
」

と
す
る
。

一
方
、
札
幌
市
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会
の
近
藤
久
江
会
長

(
ω
)は
「
災
害
時
の
安
心
の
た

め
障
害
者
な
ど
入
居
対
象
者
に

は
福
祉
避
難
所
の
場
所
を
教
え

て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

同
局
は
「
市
に
よ
る
福
祉
避

難
所
の
設
置
は
初
め
て
で
、
今

EE司
E許司
E豆ヨ
E孟iヨ
恒2.iJ

zg 

札
幌
市
「
混
乱
避
け
る
た
め
」

胆
振
東
部
地
震
の
発
生
後
、

札
幌
市
が
一
般
の
避
難
所
で
は

生
活
に
支
障
が
あ
る
災
害
弱
者

閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
あ

ら
ゆ
る
媒
体
で
福
祉
避
難
所
の

情
報
を
広
報
し
、
特
に
高
齢
者 白

石
区
の
高
齢
者
施
設
と
中
央

区
の
障
害
者
施
設
の2
カ
所
を

福
祉
避
難
所
に
指
定
し
、
移
動

28 
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に
な
り
や
す
く
、
死
に
至
る
こ

と
も
あ
る
。
助
言
を
受
け
た
む

か
わ
町
健
康
福
祉
課
の
今
井
喜

代
子
主
幹
は
「
災
害
は
初
め
て

の
経
験
。
寝
る
場
所
と
雑
談
ス

ペ
ー
ス
を
分
け
る
な
ど
、
集
団

で
週
ご
す
環
境
づ
く
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
分
か
っ
た
」
。

災害リハビ

「関
を
受
け
入
れ
る
「
福
祉
避
難
所
」

を
開
設
し
な
が
ら
公
表
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

市
は
、
避
難
者
の
要
望
に
基
づ

き
入
所
手
続
き
を
取
っ
た
と

し
、
「
受
け
入
れ
先
に
人
が
集

中
し
て
、
混
乱
す
る
の
を
避
け

た
か
っ
た
」
と
説
明
す
る
。
内 や

障
害
者
、
そ
の
家
族
に
周
知

徹
属
す
る
よv之
水
め
て
い
る
た

め
、
市
は
今
後
、
運
用
改
善
に

向
け
対
応
を
検
討
す
る
方
針

だ
。市

は
6

日
と
7

日
に
一
般
の

避
難
所
で
過
ご
す
の
が
難
し
い

車
い
す
利
用
者2
人
を
確
認
。

達
・
評
価
な
ど
を
通
じ
て
、
限

り
あ
る
医
療
資
源
を
効
率
的
・

効
果
的
に
提
供
す
る
「
災
害
医

療
」
の
活
動
が
優
先
さ
れ
た
。

地
震
発
生
直
後
の6
日
は
、

多
数
の
負
宣
告
受
け
入
れ
や
他

地
域
へ
の
墨
皐
搬
送
も
想
定
し

た
役
割
分
担
を
は
じ
め
、
災
害

牧
市
立
病
院
に6
日
午
前
7

時
拠
点
病
院
の
病
院
本
部
体
制
を

印
分
、
D
M
A
T
東
胆
振
活
動
確
立
す
る
活
動
が
中
心
。

拠
点
本
部
を
設
置
。7
日
午
前
ま
た
、

7

日
に
は
厚
真
町
内

7

時
幻
分
に
は
、
日
胆
管
内
全
の
救
護
所
で
の
夜
間
診
療
も
担

域
の
D
M
A
T
隊
の
活
動
を
総
っ
た
ほ
か
、8
日
に
は
、
避
難

括
す
る
胆
振
日
高
活
動
拠
点
本
所
対
応
な
ど
で
医
療
ス
タ
ッ
フ

部
に
変
更
さ
れ
、
こ
こ
に
は
、
が
足
り
な
い
、
む
か
わ
町
鵡
川

東
北
各
県D
M
A
T
隊
の
応
援
厚
生
病
院
へ
の
診
壁
文
援
な
ど

な
ど
も
含
め
て
、
計
却
チ
l

ム
も
行
っ
た
と
い
う
。

が
参
集
し
た
。

0

0

一
方
、
室
蘭
市
内
で
は
6

目
、

今
回
の
地
震
で
のD
M
A
T

室
蘭
太
平
洋
病
院
に
入
院
す
る

活
動
は
、
続
々
と
運
ば
れ
る
負
人
工
呼
吸
器
装
着
患
者
計
別
人

傷
者
の
選
別
(
ト
リ
ア
l

ジ
)
に
つ
い
て
、
市
立
室
蘭
総
合
、

か
ら
治
療
・
搬
送
な
ど
、
被
災
製
鉄
記
念
室
蘭
、
日
鋼
記
念
の

現
場
で
の
活
動
よ
り
も
、
指
揮
3

病
院
に
転
院
。
地
域
医
療
搬

と
調
整
・
安
全
管
理
・
情
報
伝
送
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の

注
目
集
ま
る

D 
M 
A 
T 

災
害
医
療

大
規
模
な
自
然
災
害
や
事
故

が
発
生
す
る
と
、
必
時
間
以
内

に
被
災
地
ヘ
駆
け
付
け
るDM

A
T
(
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
)
。
胆
振
東
部
地
震
で
も
、

道
内
は
も
と
よ
り
、
東
北
各
県

な
ど
か
ら
もD
M
A
T
隊
が
参

集
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
た
。
「
防
ぎ
え
る
災
害
に
よ

る
死
亡
の
低
減
」
を
主
眼
に
置

き
、
災
害
医
療
を
円
滑
に
進
め

る
D
M
A
T
活
動
が
改
め
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

(
松
岡
秀
宜
)

日
本
D
M
A
T
活
動
要
領
な

ど
に
よ
る
と
、
D
M
A
T
は
①

被
災
地
の
病
院
機
能
を
維
持
・ 拡

充
す
る
た
め
、
そ
の
病
院
(
主

に
災
害
拠
点
病
院
)
の
指
揮
下

に
入
っ
て
医
療
行
為
を
支
援
す

る
「
病
院
支
援
」
②
多
数
の
重

症
患
者
発
生
時
に
、
被
災
地
の

外
に
患
者
を
運
ひ
出
す
「
広
域

医
療
搬
送
」
を
は
じ
め
、
機
動

性
や
専
門
性
を
生
か
し
た
医
療

的
支
援
を
行
一
っ
。

具
体
的
に
は
、
災
害
拠
点
病

院
で
の
本
部
活
動
、
地
域
医
療

搬
送
な
ど
の
ほ
か
、
被
災
地
の

病
院
支
援
や
医
療
提
供
体
制
に

関
わ
る
情
報
収
集
、
避
難
所
や

救
護
所
で
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

そ
の
活
動
は
多
岐
だ
。

胆
振
東
部
地
震
で
は
、
苫
小 円

滑
に

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

さ
せ
た
。
市
は
こ
の
際
、
ホ
ー

ム
ペ
l

ジ
や
一
般
の
避
難
所
で

開
設
を
知
ら
せ
ず
、2
人
が
退

所
し
た
日
日
ま
で
に
福
祉
避
難

所
を
閉
じ
た
。

市
内
に
は
福
祉
避
難
所
の
候

補
施
設
が2
3
0

カ
所
あ
る
。

市
保
健
福
祉
局
は
「
災
害
発
生

救
急
搬
送
に
つ
い
て
もDM
A

T
が
担
っ
た
。

長
期
化
も
懸
念
さ
れ
た
停
電

を
受
け
た
対
応
で
、
製
鉄
記
念

室
蘭
病
院
や
日
鋼
記A昼
病
院
、

伊
達
赤
土
子
病
院
、
主
斗
函
館

病
院
のD
M
A
T
隊
計
4

チ
ー

ム
が
担
当
。
命
に
関
わ
る
災
害

弱
者
の
搬
送
は6
日
午
前
日
時

的
分
か
ら
始
ま
り
、
同
日
午
後

5

時
叩
分
に
終
了
。
市
立
室
蘭

総
合
病
院
の
げ
人
を
は
じ
め
、

製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
に
5

人
、

日
鋼
記
念
病
院
に
2

人
を
そ
れ

ぞ
れ
運
ん
だ
。

。

日
胆
地
域
に
派
遣
さ
れ
た
D

M
A
T
隊
は
活
動
を
終
え
、
す

で
に
撤
収
。
こ
の
う
ち
、
市
立

室
蘭
総
合
病
院
のD
M
A
T
ス

タ
ッ
フ
は
は
目
、
通
常
勤
務
の

合
聞
を
縫
っ
て
、
今
回
の
活
動

な
ど
を
振
り
返
っ
た
。

同
病
院D
M
A
T
隊
は
、
地

震
直
後
の6
日
午
前
6

時
お
分

の
や
り
方
が
最
善
と
は
考
え
て

い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

(
十
亀
敬
介
、
鹿
内
朗
代
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
間
日
(
水
)

の
出
動
要
請
か
ら
、9
日
午
後

5

時
半
の
胆
振
日
高
活
動
拠
点

本
部
解
散
ま
で
、
計
9

人
(
医

師
l

人
、
看
護
師5
人
、
業
務

連
絡
員3
人
)
が
活
動
。
胆
振

日
高
活
動
拠
点
本
部
に
詰
め
、

指
揮
命
令
系
統
の
確
立
や
連
携

調
整
に
力
を
尽
く
し
た
。

災
害
現
場
な
ど
で
は
リ
ー
ダ

ー
的
な
役
割
も
担
う
「
統
括
D

M
A
T
」
の
認
定
を
受
け
、D

M
A
T
胆
振
日
高
活
動
拠
点
本

部
長
と
し
て
指
揮
し
た
下
舘
勇

樹
麻
酔
科
部
長
・
救
急
セ
ン
タ

ー
長
は
「
今
回
の
地
震
は
(
こ

れ
ま
で
の
情
報
提
供
な
ど
か

ら
)
相
包
応
外
で
は
な
い
」
と
し
、

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
完
遂
な
ど
は
、

遺
児
訓
練
の
た
ま
も
の
」
と

話
す
。室

蘭
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
木
)
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l 災害拠一点病院北海道地震でも停電 l
燃料確保へ新要件

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

厚
労
省
通
知
優
先
供
給
求
め
る

災
害
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
長

期
間
途
絶
え
る
事
態
に
備
え
、

厚
生
労
働
省
は
全
国
に73
1

あ
る
災
害
拠
点
病
院
に
、
燃
料

の
確
保
が
で
き
る
態
勢
づ
く
り

を
求
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
配

送
が
困
難
に
な
る
災
害
時
に
も

優
先
的
に
燃
料
が
供
給
さ
れ
る

よ
う
、
地
域
の
関
係
団
体
な
ど

と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
指
定
要

件
に
加
え
る
。

災
害
拠
点
病
院
は
、
被
災
地

の
患
者
の
受
け
入
れ
拠
点
と
な

る
。
災
害
時
す
ぐ
に
診
療
に
と

り
か
か
れ
る
よ
う
、
施
設
の
耐

震
構
造
や
、3
日
分
ほ
ど
の
水

や
食
料
の
備
蓄
、
自
家
発
電
設

備
な
ど
が
要
件
に
な
っ
て
い

る
。
6

日
に
起
き
た
北
海
道
地

震
で
は
、
道
内
加
の
全
災
害
拠

点
病
院
が
一
時
停
電
し
、
い
ず

れ
も
自
家
発
電
で
対
応
し
た
。

た
だ
し
求
め
ら
れ
て
い
る
燃

料
の
確
保
は
、3
日
分
程
度
。

停
電
が
長
引
き
、
道
路
の
被
害

や
配
送
業
者
の
被
災
が
重
な
れ

ば
、
燃
斜
不
足
に
陥
る
事
態
が

懸
念
さ
れ
て
い
た
。

水
、
食
料
、
薬
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
の
優
先
的
な
供
給

態
勢
の
整
備
が
要
件
と
な
っ
て

い
る
。
厚
労
省
は
こ
の
項
目
に

「
燃
料
」
を
追
加
。
5

日
付
で

都
道
府
県
に
通
知
を
出
し
、
災

害
拠
点
病
院
に
来
年
度
末
ま
で

に
整
備
す
る
よ
う
求
め
た
。
取

引
が
あ
る
業
者
が
配
送
で
き
な

く
な
っ
て
も
必
要
な
情
報
共
有

が
で
き
る
関
係
づ
く
り
も
求
め

た
。
(
阿
部
彰
芳
)

朝

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
刊
は
日
(
水
)

医
療
・
福
祉
と
業
者
間
で

十
勝
総
合
振
興
局
は
、
災
害
情
報
発
信
の
手
段
が
な
い
た
報
を
受
け
る
。
医
療
機
関
な
ど

時
に
燃
料
、
食
料
の
確
保
が
困
め
、
物
資
が
届
か
な
か
っ
た
と
に
は
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
事

難
に
な
っ
た
医
療
機
関
や
福
祉
分
析
し
、
災
害
弱
者
と
供
給
者
業
者
を
紹
介
し
、
双
方
で
物
資

施
設
な
ど
に
、
補
給
可
能
な
事
を
つ
な
げ
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
を
受
け
渡
し
て
も
ら
う
。
当
事

業
者
や
団
体
を
紹
介
す
る
支
援
っ
た
。
者
で
の
運
搬
が
難
し
い
場
合

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
振
興
協
力
を
得
ら
れ
る
供
給
者
に
は
、
振
興
局
が
道
ト
ラ
ッ
ク
協

局
が
窓
口
と
な
り
、
物
資
供
給
は
登
録
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
災
会
や
自
衛
隊
へ
の
協
力
依
頼
な

に
協
力
で
き
る
業
界
団
体
や
企
害
時
は
登
録
が
な
く
て
も
意
思
ど
で
支
援
す
る
。

業
を
把
握
、
災
害
時
は
問
い
合
の
あ
る
事
業
者
か
ら
物
資
の
情
幻
日
に
は
医
療
や
福
祉
、
自

わ
せ
の
あ
っ
た
機
関
や
施
設
に
へ
子
~
到
湖
劉
相
川
川
州
川
!
治
体
、
物
流
業
界
な
ど
の
関
係

つ
な
げ
る
。
品
『
千

l

パ
i

・
コ
ン
ビ
ニ
・
者
を
集
め
た
「
大
規
模
災
害
初

今
回
の
襲
東
軍
震
で
は
帰
団
市
暗
ば
「
動
連
携
会
議
」
を
開
き
、
こ
の

大
規
模
廷
停
電
で
物
流
が
滞
っ
企
，
.
ポ
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
加
、
協
力
を

た
。
医
療
機
関
で
は
、
自
家
発
温
室
一
求
め
る
。

電
の
燃
料
や
給
食
用
の
食
料
か
箇
箇
胆
三
井
真
層
長
は
「
物
資
が
あ

足
り
ず
、
入
院
患
者
の
命
に
危
し
川

l
i

同
ノ
請
い
援
る
の
に
供
給
者
と
災
害
弱
者
が

険
が
及
ぶ
事
態
も
想
定
さ
れ
一
興
局
一
要
支
つ
な
が
ら
ず
、
命
が
失
わ
れ
て

「

i
j
)

援
資

た
。
一
方
で
、
石
油
業
界
や
卸
f

似
つ
l
E
円
支
物
は
な
ら
な
い
。
管
内
の
産
業
を

売
市
場
に
は
輸
送
で
き
な
か
っ
副
司
彊
広
く
カ
バ
ー
す
る
振
興
局
が
情

た
物
資
が
保
管
さ
れ
て
い
た
と
理
蹴
開
副
報
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
命
と
暮

い
う
。
園
田
泊
、
ら
し
を
守
る
体
制
に
し
た
い
」

振
興
局
は
震
災
直
後
に
実
施
間
~
E劇
附
骨
川
ー
と
し
て
い
る
。

し
た
釜
賓
と
の
意
見
交
換
で
酎
福
祉
施
設
・

こ
う
し
た
状
況
を
把
握
。
医
療
符
避
難
所
な
ど
)

機
関
や
福
祉
施
設
は
支
援
の
依

頼
先
が
分
か
ら
ず
、
供
給
側
は

園
用
閤ω

振
興
局

《
・
十
腸
総
合
据
興
局
の

鞠
費
支
援
シ
ス
テ
ム

報
仲
介

(
伊
藤
亮
太
)

十
勝
毎
日
新
聞

2
0
1
8

年
9

月
間
目
(
水
)
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停
電
・
断
水
病
院
の
備
え
は

発
;電
機元

理bv

燃;
料
備
蓄:

5圃:

免
震?

ω 
施
設

台
風
や
豪
雨
、
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。

そ
の
た
び
に
課
題
と
し
て
浮
か
ぶ
の
が
、
医
療
機
関
の
「
備

え
」
だ
。
患
者
や
被
災
者
の
命
を
守
る
た
め
、
防
水
や
耐
震
、

飲
食
料
や
薬
・
燃
棋
の
備
蓄
は
十
分
か
。
被
災
時
に
業
務
を
継

続
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

北
海
道

北
海
道
地
震
で
、
道
内
で
は

一
時3
7
6

カ
所
の
病
院
が
停

電
し
、
位
カ
所
で
水
も
使
え
な

く
な
っ
た
。
災
害
拠
点
病
院
は

川
崎
力
所
全
て
が
停
電
し
、
自
家

発
電
機
で
対
応
し
た
。
停
電
が

完
全
に
解
消
さ
れ
る
ま
で3日

間
か
か
っ
た
。

医
療
現
場
は
対
応
に
追
わ
れ

た
。
札
幌
市
内
の
病
院
で
は
人

工
呼
吸
器
が
停
電
で
使
え
な
く

な
り
、
入
院
し
て
い
た0
歳
児

が
一
時
重
症
と
な
っ
た
が
、
別

の
病
院
に
移
り
、
手
当
て
を
受 け

る
こ
と
が
で
き
た
。
人
工
透

析
が
で
き
な
く
な
っ
た
医
療
機

関
も
多
く
、
透
析
患
者
は
別
の

病
院
に
移
っ
た
り
し
た
。

燃
剰
の
確
保
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
。
約4
0
0

人
が
入

院
す
る
札
幌
市
内
の
病
院
は
非

常
用
発
電
機
を
作
動
さ
せ
た

が
、
燃
料
の
備
蓄
は8
時
間

分
。
人
工
呼
吸
器
を
使
う
患
者

も
お
り
、
病
院
幹
部
は
「
備
蓄

量
が
十
分
だ
っ
た
か
な
ど
課
題

を
検
討
し
た
い
」
と
話
し
た
。

岡
山
・
真
備

7

月
の
西
日
本
豪
雨
で
広
範

囲
に
浸
水
し
、
日
人
知
明
亡
し

た
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
地

区
。
地
域
医
療
を
担
う
民
間
の

「
ま
び
記
念
病
院
」
(
初
床
)

も
1

階
が
水
没
し
、
却
時
間
近

く
に
わ
た
り
孤
立
し
た
。

「
災
害
に
備
え
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
、
(
災
害
時
に
医
療
を
継

続
す
る
た
め
の
)
業
務
継
続
計

画
(
B
C
P
)が
な
く
、
お
手

上
げ
だ
っ
た
」
。
村
松
友
義
院

長
(
ω
)は
振
り
返
る
。
過
去
の

水
害
で
は
「
水
位
は
際
く
ら

い
」
と
聞
き
、
心
配
し
て
い
な

か
っ
た
。

だ
が
、
7

月
7

日
朝
ま
で
に

小
田
川
と
3

本
の
支
流
が
決

壊
。
病
院
は
午
前7
時
ご
ろ
か

ら
駐
車
場
が
冠
水
し
、
約
2

時

間
後
に
停
電
。
近
隣
住
民
3
0

0

人
近
く
が
避
難
し
て
き
た
。

入
院
患
者
約
別
人
の
う
ち
、
人

工
透
析
を
急
ぐ
患
者
が
9

人
お

り
、
翌
朝
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

他
の
病
院
に
移
っ
た
。

院
内
で
の
診
療
を
一
部
再
開

で
き
た
の
は
豪
雨
か
ら2
カ
月

半
後
の9
月
四
日
。
入
院
の
受

け
付
け
は
ロ
月
に
な
る
。
村
松

さ
ん
は
「
地
域
医
療
の
再
開
の

遅
れ
は
、
復
興
の
遅
れ
に
つ
な

が
る
。
地
域
ぐ
る
み
でB
C
P

を
作
り
、
災
害
に
備
え
た
い
」

と
話
し
た
。

熊
本

熊
本
市
で8
月
末
、
病
院
の

B
C
P

策
定
の
た
め
の
研
修
会

が
聞
か
れ
た
。
災
害
時
、
病
院

は
入
院
患
者
の
ケ
ア
を
し
つ

つ
、
被
災
者
や
他
院
の
患
者
の

受
け
入
れ
で
業
務
が
増
え
る
。

必
病
院
か
ら
事
務
職
員
や
医
師

ら
鈎
人
が
参
加
し
、
は
ま
ゅ
う

療
育
園
(
苓
北
町
)
の
佐
藤
克

之
医
師
(
臼
)
は
「
備
え
が
な
い

ま
ま
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ら
相

当
混
乱
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

た
」
と
話
し
た
。

き
っ
か
け
は
熊
本
地
震
だ
。

県
内
の2
5
3
0

の
医
療
施
設

中
、
1
3
0
2

施
設
が
被
災
。

一
方
、
県
内2
1
4

病
院
のB

C
P

策
定
率
は
今
年7
月
1

日

時
点
で
印
病
院
に
と
ど
ま
る
。

地
域
医
療
の
要
だ
っ
た
熊
本

市
民
病
院
は
当
時
、31
0

人

の
入
院
患
者
全
員
に
転
院
や
退 院

を
求
め
る
事
態
に
陥
っ
た
。

蔵
原
正
国
総
務
課
長
(
回
)
は

「
災
害
時
に
患
者
を
受
け
入
れ

る
べ
き
病
院
か
ら
患
者
を
避
難

さ
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
悔
や
む
。
来
秋
開
業
予

定
の
新
市
民
病
院
で
は
、
免
震

構
造
な
ど
の
施
設
の
対
策
と
と

も
に
、
火
災
な
ど
も
想
定
し
た

B
C
P

を
策
定
す
る
方
針
だ
。

拠
点
病
院
B
C
P

義
務
づ
け

災
害
時
に
医
療
機
関
が
機
能

を
維
持
し
、
患
者
や
被
災
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

か
。
様
々
な
検
討
や
見
直
し
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
際
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
の
災
害
拠
点

病
院
は
被
災
し
、
入
院
・
外
来

の
受
け
入
れ
制
限
な
ど
大
き
な

影
響
が
出
た
。
国
は
災
害
拠
点

病
院
の
指
定
要
件
を
見
直
し
、

通
常
時
の
約6
割
を
供
給
で
き

る
自
家
発
電
機
の
設
置
や
災
害

派
遣
医
療
チ
I

ム

(
D
M
A

T
)
の
保
有
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
。
耐
震
化
に
関
し
て
は
日

年
、
災
害
拠
点
病
院
と
救
命
救 急

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
佑
率
を
鈎

%
と
す
る
目
標
を
定
め
、
昨
年

達
成
し
て
い
る
。

近
年
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る

の
が
、
被
災
時
に
医
療
を
続
け

る
た
め
の
準
備
や
行
動
を
ま
と

め
た
B
C
P

だ
。
国
は
災
害
拠

点
病
院
に
今
年
度
中
のBC
P

策
定
を
義
務
づ
け
た
ほ
か
、
一

般
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
も
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
白
日
(
月
)
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L
G
B
T
(
性
的
少
数
者
)
の
う
ち
、
心
と
体
の

性
が
一
致
し
な
い
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダl
の
医
師

が
、
当
事
者
ら
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ホ
ル
モ
ン
療

法
を
行
う
専
門
外
来
を
名
古
屋
市
内
で
始
め
た
。
治

療
を
必
要
と
す
る
ケl
ス
は
性
同
一
性
障
害(
G
I

D
)
の
病
名
で
知
ら
れ
、
性
別
適
合
手
術
が
保
険
適

用
に
な
る
な
ど
、
望
む
性
で
生
き
る
道
は
聞
か
れ
つ

つ
あ
る
。
一
方
で
、
需
要
の
高
い
ホ
ル
モ
ン
療
法
は

自
由
診
療
の
ま
ま
で
、
安
易
に
処
方
さ
れ
る
ケ
l

ス

も
あ
る
よ
う
だ
。
専
門
外
来
の
日
常
を
追
う
中
で
、

そ
う
し
た
現
状
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

(
小
中
寿
美
)

昼
夜
を
問
わ
ず
車
が
行
き
交

う
名
古
屋
・
栄
の
交
差
点
。
角

に
立
つ
商
業
ビ
ル
の
一
階
に
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダl
の
武
藤

ひ
め
さ
ん
(
四
一
)
が
院
長
を
務
め

る
久
屋
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
る
。

も
と
も
と
は
小
児
科
医
だ
っ
た

が
、
当
事
者
と
し
て
経
験
を
生

か
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
を

聞
い
て
解
決
策
を
探
ろ
う
と
、

昨
年
秋
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
i

当
事
者
を
対
象
に
し
た
専

門
外
来
を
行
う
。

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダl
は
心

と
体
の
性
に
不
一
致
が
あ
り
、

原
因
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

もと

L
G
B
T

と
医
療

程
度
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
体
の

性
に
不
快
感
や
嫌
悪
感
を
持

ち
、
心
の
性
に
合
わ
せ
て
生
き

る
こ
と
を
望
む
場
合
、
治
療
に

よ
っ
て
体
を
心
の
性
に
近
づ
け

る
こ
と
で
、
社
会
の
中
で
生
活

し
や
す
く
な
る
。

違
和
感
く
み
取
る

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
れ
る
の
は

週
に
十
数
人
。
武
藤
さ
ん
と
同

様
、
男
性
で
あ
る
こ
と
に
違
和

感
を
感
じ
、
女
性
と
し
て
生
き

る
こ
と
を
望
む
患
者
が
多
い
。

愛
知
県
内
に
住
むA
さ
ん
(
三

十
代
)
も
そ
の
一
人
。
恋
愛
の

対
象
が
女
性
と
い
う
や
や
珍
し

い
ケ
l

ス
で
、
複
数
の
精
神
科

に
か
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
理
由

に
治
療
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ

た
。
「
心
が
女
性
な
ら
好
き
に
な

る
の
は
男
性
の
は
ず
。
自
分
は

幼少期の記憶探る
何
者
な
の
か
」
と
思
い
悩
ん
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
知
り
、
六
月
に
来
院
。

幼
少
期
の
記
憶
を
詳
し
く
尋
ね

ら
れ
た
。
「
自
分
の
性
器
は
い

っ
か
な
く
な
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
」
とA
さ
ん
。
男
の
子
が

苦
手
で
女
の
子
と
ま
ま
ご
と
を

す
る
の
が
好
き
。
母
親
に
「
ど

う
し
て
男
の
子
と
遊
ば
な
い

の
」
と
言
わ
れ
で
も
、
な
ぜ
そ

う
言
わ
れ
る
の
か
不
思
議
だ
っ

た
。髪

は
今
に
至
る
ま
で
ロ
ン

グ
。
思
春
期
に
は
、
し
ぐ
さ
や

雰
囲
気
が
「
女
み
た
い
」
と
男
子

に
い
じ
め
ら
れ
た
。
ス
カ
ー
ト

を
は
き
た
か
っ
た
が
周
囲
と
の

衝
突
を
避
け
る
た
め
に
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
ズ
ボ
ン
の
上

に
は
く
程
度
に
と
ど
め
た
。
診

察
を
受
け
た
日
は
モ
ノ
ト
ー
ン

の
シ
ン
プ
ル
な
服
装
だ
っ
た
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
設
定
の

三
十
分
を
超
え
た
。
武
藤
さ
ん

は
「
好
き
に
な
る
対
象
は
男
性

と
い
う
人
が
多
い
が
、
女
性
と

い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
」
と
話

し
た
上
で
、A
さ
ん
に
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
だ
と
告
げ
た
。

服
装
も
手
掛
か
り

32 

決
め
手
と
な
っ
た
の
は
幼
少

期
か
ら
の
違
和
感
だ
。
幼
稚
園

な
ど
で
は
よ
く
男
女
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
周
囲
の

子
ど
も
た
ち
と
行
動
に
ず
れ
が

生
じ
る
の
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
l

に
見
ら
れ
る
傾
向
だ
と
い

う
。
「
自
分
は
女
性
だ
と
大
人

に
な
っ
て
か
ら
気
付
く
場
合
も

あ
る
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と

幼
少
期
に
そ
う
い
う
行
動
パ
タ

ー
ン
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
」
と
武
藤
さ
ん
。
男
女
い
ず

れ
で
も
着
こ
な
せ
る
服
装
を
自

然
に
選
ん
で
い
た
こ
と
も
、
単

な
る
女
装
趣
味
で
は
な
い
こ
と

を
知
る
手
掛
か
り
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、A
さ
ん
は
ホ
ル
モ

ン
療
法
を
受
け
始
め
た
。
体
に

変
化
が
出
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ

が
「
か
な
り
ス
ッ
キ
り
し
た
」

と
話
す
。
食
欲
が
な
く
や
せ
て

い
た
が
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
続

け
ら
れ
る
だ
け
の
体
力
を
付
け

る
た
め
、
食
事
量
を
増
や
し

た
。
帽
子
を
目
深
に
か
ぶ
り
、

人
目
を
避
け
る
よ
う
に
外
出
し

て
い
た
が
、
今
は
帽
子
の
つ
ば

を
上
げ
て
来
院
し
て
い
る
。
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望む性で生き

代
)
は
違
和
感
を
自
覚
し
た
経

緯
を
ま
っ
た
く
話
せ
ず
、
身
だ

し
な
み
に
も
無
関
心
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ホ
ル
モ
ン
を
投
与

さ
れ
て
い
た
。
体
重
が
多
く
血

栓
症
の
リ
ス
ク
も
高
い
と
感

じ
、
「
今
な
ら
引
き
返
せ
る
。

薬
を
や
め
る
な
ら
協
力
す
る
」

と
促
し
た
が
、c
さ
ん
は
以
後

訪
れ
て
い
な
い
。

治
療
は
性
別
適
合
手
術
の
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
る
が
、

「
手
術
ま
で
望
ま
ず
、
ホ
ル
モ

ン
療
法
だ
け
を
望
む
人
は
多

い
」
と
武
藤
さ
ん
。
し
か
し
、

手
術
は
今
年
四
月
、
保
険
適
用

さ
れ
た
が
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
は

自
由
診
療
の
ま
ま
だ
。
「
自
由

診
療
だ
と
行
政
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
が
入
ら
ず
、
問
題
が
生
じ
て

も
見
過
ご
さ
れ
る
。
安
全
性
の

た
め
、
早
く
保
険
適
用
に
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。
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ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
i

の
医
師
専
門
外
来
開
設

ホ
ル
モ
ン
療
法
課
題
も

r，~の性jの判定
成育歴や生活状況を
聴取し、性別への嫌悪
感などを確認

霊童 f体の性jの判定
染色体検査やホルモン
検査などから異常の有
無を確認

警護離舛齢断
反対の性別を求める理
由が精神疾患や、職業
上の利益を得るためで自乳房切除術
はないことを確認 包性別適合手術

総診断の確定 ・男性→女性
十分な経験を持つ精 例)精巣摘出、陰茎切除
神科医2人の意見がー
致すれば確定(身体的 ・女性→男性
治療を受ける場合) 例)卵巣・子宮の摘出

※日本精神神経学会のガイドラインを萎に作成

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダl
の
中

で
も
、
治
療
の
必
要
が
あ
る
性

同
一
性
障
害
に
つ
い
て
、
日
本

精
神
神
経
学
会
は
一
九
九
七

年
、
初
め
て
診
断
と
治
療
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
H

図
は
最
新
版H

を
作
成
し
た
。
翌
年
、
国
内
で

は
初
の
性
別
適
合
手
術
が
行
わ

れ
、
ホ
ル
モ
ン
治
療
を
含
め
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
し
た
治
療
法

は
次
第
に
医
療
現
場
に
浸
透
し

性同一性障害の診断と治療

E・E・E董週圃圃園
眼精神筆法
これまでに受けた苦痛を
聴く。カミングアウトや生
活実現に向けた検討など

自ホルモン憲法
・女性ホルモン製剤
例〉乳房が膨らむ、精巣萎総

て
い
っ
た
。

身
体
的
な
治
療
の
第
一
選
択

肢
と
な
る
の
が
ホ
ル
モ
ン
療
法

だ
。
体
の
性
と
は
反
対
の
ホ
ル

モ
ン
製
剤
を
使
い
、
望
む
性
に

近
づ
け
て
い
く
。
し
か
し
、

「
治
療
は
慎
重
を
期
す
べ
き

だ
」
と
武
藤
さ
ん
は
話
す
。
精

子
を
つ
く
る
能
力
を
失
う
な

ど
、
元
の
生
活
に
戻
れ
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
だ
。
強

-男性ホルモン製剤
伊u)月経の停止、声の変化L

G
B
T

と
医
療

安易な処方、保険適用外..

い
吐
き
気
な
ど
日
常
生
活
に
支

障
が
出
る
ほ
ど
の
副
作
用
や
血

栓
症
な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
る
。

「
家
族
と
の
関
係
を
断
ち
切
っ

て
で
も
女
性
に
な
り
た
い
の

か
。
強
い
思
い
が
な
け
れ
ば
処

方
は
で
き
な
い
」
。
し
か
し
、

「
患
者
の
求
め
る
ま
ま
、
安
易

に
処
方
さ
れ
る
ケl
ス
が
多
い

の
で
は
」
と
武
藤
さ
ん
は
感
じ

て
い
る
。

昨
年
末
か
ら
武
藤
さ
ん
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
るB

さ
ん
(
四
十
代
)
は
以
前
、
愛
知

県
内
の
精
神
科
で
定
期
的
に
ホ

ル
モ
ン
注
射
を
受
け
て
い
た
。

診
察
で
は
何
も
聞
か
れ
ず
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
な
か
っ
た
と

い
う
。
効
果
が
な
く
焦
り
を
感

じ
て
転
院
し
た
。
そ
の
後
、
B

さ
ん
は
体
に
変
化
が
出
て
き
た

が
、
武
藤
さ
ん
は
「
治
療
を
や

め
る
人
も
い
る
」
と
告
げ
、
続

行
の
意
思
が
固
い
か
ど
う
か
を

確
か
め
た
。

驚
い
て
い
る
こ
と
が
も
う
一

つ
あ
る
。
「
心
の
性
が
本
当
に

女
性
か
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得

な
い
患
者
が
多
い
」
こ
と
だ
。

七
月
、
新
患
のC
さ
ん
(
五
十

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
沼
田
(
火
)
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公的保険の対象に性別適合手術

併用は自己負担ホルモン療法

L
G
B
T

と
戻
一
療

体
の
性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
「
性
同
一
性
障
害
(
G

I
D
)
」
の
治
療
と
し
て
、
子
宮
や
精
巣
を
摘
出
す
る
な
ど

の
性
別
適
ム
呈T術
が
、4
月
か
ら
公
的
医
療
保
険
の
対
象
と

な
っ
た
。
し
か
し
自
由
診
療
の
ホ
ル
モ
ン
療
法
と
併
用
す
る

と
、
保
険
が
効
か
な
く
な
る
。
専
門
家
か
ら
は
ホ
ル
モ
ン
療

法
に
も
保
険
適
用
を
求
め
る
声
が
出
て
い
る
。

混
合
診
療
が

四
国
に
住
む
飲
食
店
店
長

(
お
)
は
、
女
性
と
い
う
性
別
に

違
和
感
を
持
ち
な
が
ら
生
活
し

て
き
た
。
た
だ
、
家
族
が
理
解

し
て
く
れ
る
の
を
待
ち
、
治
療

は
し
て
来
な
か
っ
た
。

だ
が
、
「
幼
歳
を
前
に
、
こ

の
ま
ま
治
療
せ
ず
後
悔
し
た
く

な
い
」
。
性
ホ
ル
モ
ン
製
剤
を

使
い
、
心
の
性
に
体
の
性
を
近

づ
け
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
始
め

る
と
昨
年
、
決
め
た
。

い
ざ
治
療
を
開
始
し
よ
う
と

漕核の性問一世田曹の治穣の倒
防山大病院のホームページかう

{FTM) 壷 (MTF) 量
| 体が女性、! 体が男性、

，i)13i男性 : 心が女性

-~畠

般
的

し
た
と
き
、
2
0
1
8

年
度
か

ら
性
別
適
合
手
術
が
保
険
適
用

に
な
る
と
知
っ
た
。
た
だ
し
、

ホ
ル
モ
ン
療
法
は
自
由
診
療
の

ま
ま
。
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
受
け

て
し
ま
う
と
、
保
険
診
療
と
自

由
診
療
を
併
用
す
る
「
混
合
診

療
」
と
な
り
、
手
術
代
も
自
己

負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
医

師
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
ホ
ル
モ
ン
療
法

は
後
回
し
に
し
、
岡
山
大
病
院

で
8

月
中
旬
、
ま
ず
保
険
が
効

ホ
ル
モ
ン
癒
遊
館
の
場
合
目
録
績
適
用

く
乳
房
切
除
手
術
か
ら
受
け

た
。
保
険
適
用
に
よ
っ
て
約
ω

万
円
の
費
用
は
約
加
万
円
に
抑

え
ら
れ
た
。
胸
を
押
さ
え
つ
け

る
服
を
着
る
必
要
も
な
く
な

り
、
「
こ
れ
で
自
信
が
持
て
る

か
な
」
。
今
後
、
ホ
ル
モ
ン
療

法
を
始
め
る
と
い
う
。

法
務
省
な
ど
に
よ
る
と
、
こ

れ
ま
で
に
圏
内
で
戸
籍
上
の
性

別
を
変
え
た
人
は
約7
千
人
。

半
数
以
上
は
タ
イ
な
ど
国
外
で

性
別
適
合
手
術
を
受
け
た
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

今
年
4

月
か
ら
、
手
術
件
数

や
専
門
医
の
在
籍
な
ど
の
条
件

を
満
た
し
、G
I
D

学
会
が
認

定
す
る
医
療
機
関
で
、
保
険
適

用
の
手
術
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
同
学
会
に
よ
る

と
、
岡
山
大
病
院
の
ほ
か
、
山

梨
大
病
院
、
光
生
病
院
(
岡
山

市
)
が
対
象
。
近
く
認
定
さ
れ

る
病
院
も
数
カ
所
あ
る
と
い

世間一性障害特例法で性別変更
が寵めSれた人の数
司法統計かう

n
t
 

BEE---ｭ

・
・
・
・
・
・
・
叩

E
・
E
・
-
E
a

B
E
g
-
-
叩

E
・
E
・

・
・
掴
部

-
E
E・

「
i
f
i
L
1←
4ト1
E
叫
肝

細
…ω側
側
側

m
O
{

V
つ
。た

だ
し
、
す
で
に
ホ
ル
モ
ン

療
法
を
受
け
て
い
る
人
が
大
半

と
み
ら
れ
、
冒
頭
の
店
長
の
よ

う
に
保
険
が
効
く
ケi
ス
は
ご

く
一
部
の
人
に
限
ら
れ
る
。

岡
山
大
の
難
波
祐
三
郎
・
ジ

ェ
ン
ダl
セ
ン
タ
ー
長
(
形
成

外
糾
)
に
よ
る
と
、
卵
巣
や
精

巣
を
と
っ
た
り
、
腫
や
陰
茎
を

つ
く
っ
た
り
す
る
手
術
で
は
、

手
術
後
に
継
続
的
に
使
う
こ
と

に
な
る
性
ホ
ル
モ
ン
製
剤
に
よ

っ
て
、
副
作
用
な
ど
の
問
題
が

起
き
な
い
か
、
あ
ら
か
じ
め
使

っ
て
み
て
調
べ
る
こ
と
が
一
般

的
。
混
合
診
療
に
な
っ
て
し
ま

い
、
手
術
に
保
険
が
効
か
な
く

な
る
と
い
う
。

同
学
会
理
事
長
で
岡
山
大
の

中
塚
幹
也
教
授
(
産
婦
人
税
)

は
「
引
き
続
き
、
ホ
ル
モ
ン
療

法
の
保
険
適
用
に
向
け
て
も
訴

え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

W
H
O
、
精
神
疾
患
か
ら
除
外

16 

世
界
保
健
機
関
(
W
H
O
)

の
分
類
で
は
こ
れ
ま
で
、
性
同

一
性
障
害
は
「
精
神
疾
患
」
に

含
ま
れ
て
い
た
。
だ
が
、
6

月

に
公
表
さ
れ
た
新
た
な
分
類
案

で
は
、
精
神
疾
患
か
ら
外
れ
、

名
称
も
変
更
。
日
本
語
で
の
呼

び
方
と
し
て
「
性
別
不
合
」
と

い
う
案
が
出
て
い
る
。
新
た
な

分
類
案
は
来
年5
月
の
W
H
O

総
会
で
正
式
決
定
さ
れ
る
。

大
阪
医
税
大
の
康
純
・
准
教

授
(
精
神
神
経
耕
)
は
「
(
病

気
と
い
う
よ
り
)
多
様
性
の
一

つ
と
い
う
世
界
的
な
流
れ
に
沿

っ
た
変
更
で
、
(
正
式
決
定
さ

れ
れ
ば
)
圏
内
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
見
直
し
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
話
す
。

圏
内
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
糟

14 

神
判
明
医
が
中
心
の
日
本
精
神
神

経
学
会
が
定
め
て
い
る
。
現
在

は
、
「
体
の
性
」
を
泌
尿
器
税

医
か
産
婦
人
桝
医
が
決
定
し
、

「
心
の
性
」
を
2

人
の
精
神
判
明

医
が
決
定
。
体
と
心
の
性
が
一

致
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
診
断
が
確
定
す
る
。

康
さ
ん
は
二
定
の
知
識
が

あ
れ
ば
、
精
神
糾
医
以
外
で
も

(
心
の
性
を
)
診
断
で
き
る
。

た
だ
し
、
統
合
失
調
症
に
よ
る

性
転
換
妄
想
な
ど
と
の
違
い
な

ど
、
専
門
的
な
判
断
に
は
精
神

判
明
医
が
必
要
だ
」
と
語
る
。

い
っ
た
ん
性
別
適
合
手
術
を

す
れ
ば
、
「
後
戻
り
」
で
き
な

い
た
め
、
こ
れ
ま
で
通
り
精
神

税
医
の
厳
密
な
診
断
を
求
め
る

声
も
あ
る
。
(
後
藤
一
也
)

34 
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18歳成人県内から不安の声

「
必
要
な
支
援
が
手
薄
に
な
る
の
で
は
」
「
家
族
や
周
囲
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
」

ー
。
域
人
年
齢
を
初
歳
か
ら
日
歳
に
引
き
下
げ
る
改
正
民
法
や
関
連
法
が
成
立
し
た
こ
と
に
対
し
、
県
内

の
性
的
少
数
者(
L
G
B
T
)や児
童
養
護
施
設
か
ら
は
、
不
安
や
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
現
場

で
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
関
係
者
や
当
事
者
に
聞
い
た
。
〈
小
林
諒
一
〉

性
別
変
更
手
術
判
断
慎
重
に

性
同
一
性
障
室
暴
倒
語
も
見
直
さ

れ
、
戸
籍
で
の
性
別
室
更
を
家
庭
裁

判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

年
齢
が
日
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
内
の
L
G
B

T
の
当
事
者
ら
で
つ
く
る
団
体
「

C

o
p
r
i
s
m」
代
表
の
飛
嶋
一
歩

さ
ん
(
却
)
は
「
単
に
法
律
を
改
正
し

た
だ
け
で
は
、
救
わ
れ
る
当
事
者
が

増
え
る
と
は
思
え
な
い
」
と
感
じ
て

い
る
。

飛
嶋
さ
ん
は
「
(
四
歳
と
い
う
)
早 い

段
階
か
ら
手
術
を
受
け
ら
れ
、
戸

籍
で
の
性
別
変
更
が
実
現
す
れ
ば
、

大
学
の
入
学
手
警cな
ど
が
順
調
に

行
え
る
」
と
一
定
の
評
価
を
一
示
す
。
し

か
し
、
同
法
で
は
、
性
別
適

A呈
+
術
を

受
け
る
こ
と
を
性
別
室
更
の
条
件
と し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

h
え
、
「
日

本
は
戸
籍
で
の
性
別
室
更
の
要
件
が

厳
し
い
。
成
人
年
齢
を
引
き
下
げ
て

も
恩
恵
を
受
け
る
当
事
者
は
少
な

い
」
と
指
摘
す
る
。
根
拠
と
し
て
「
相

当
な
金
銭
的
負
担
が
あ
り
、
手
術
す

る
に
も
親
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
が

難
し
い
」
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
。

海
外
で
は
王
術
を
し
な
く
て
も
性

別
室
更
が
認
め
ら
れ
る
国
が
増
え
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
身
体
上
の
性
と

自
分
自
身
が
認
識
す
る
性
が
異
な
る

「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
1

」
の
人
が

性
別
室
更
は
求
め
て
も
、
手
術
を
望

む
と
は
隈
ら
な
い
と
い
う
。

飛
嶋
さ
ん
は
「
性
別
室
更
に
際
し

社
会
的
養
護
ま
だ
必
要
な
時

児
童
養
護
施
設
「
め
だ
か
の

学
校
・
ジ
ュ
ニ
ア
」
H
甲
府F
武

田
1

丁
目H
の
幡
野
直
史
施
設

長
(
必
)
は
「
(
日
歳
は
)
ま
だ
社

会
的
養
護
が
必
要
な
時
期
。
成

人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
必

要
な
支
援
が
将
来
的
に
手
薄
に

な
れ
ば
、
就
職
や
新
生
活
な
ど

が
順
調
に
進
め
ず
、
社
会
的
孤 立

に
陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
」
と
愛
季
る
。

児
童
福
祉
法
は
「
児
童
」
の

定
義
を
四
歳
未
満
と
し
、
児
童

養
護
施
設
へ
の
入
所
を
原
則
四

歳
ま
で
と
定
め
て
い
る
。
し
か

し
、
引
き
続
い
て
支
援
が
必
要

な
場
合
は
、
例
外
的
に
却
歳
ま

で
措
置
の
延
長
を
認
め
て
い る

。
就
職
や
進
学
な
ど
で
退
所

す
る
際
に
は
、
聞
か
衣
服
や
学

用
品
な
ど
の
購
入
費
用
を
支
給

し
た
り
、
家
賃
や
生
活
費
な
ど

の
貸
し
付
け
事
業
を
し
て
い

る
。
山
梨
県
は
施
設
の
担
当
者

が
保
証
人
と
な
る
場
合
、
保
険

加
入
費
な
ど
を
支
援
す
る
制
度

な
ど
を
設
け
て
い
る
。

L
G
B
T

と
医
療

事
業
を
所
管
す
る
厚
生
労
働

省
家
庭
福
祉
課
と
県
子
育
て
支

援
課
は
い
ず
れ
も
「
児
童
の
不

利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後

も
退
所
し
た
凶
歳
以
上
の
子
ど

も
を
手
厚
く
支
援
す
る
方
針
に

変
わ
り
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

一
方
で
同
施
設
に
よ
る
と
、

日
歳
で
退
所
し
た
利
用
者
の
中 に

は
、
親
の
援
助
が
異
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、
施
設
側
が
貯
蓄

し
た
児
童
手
当
を
切
り
崩
し
て

生
活
し
て
い
る
例
も
あ
る
と
い

う
。
幡
野
さ
ん
は
現
状
で
も
四

歳
へ
の
皇
文
援
は
李
分
だ

と
し
て
、
民
法
改
正
で
成
人
年

齢
を
四
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と

に
「
大
き
な
矛
盾
を
感
じ
て
い

る
」
と
語
る
。

施
設
を
利
用
し
て
い
る
高
校

3

年
生
の
男
子
生
徒
(
口
)
は

「
襲
宮
入
所
し
て
い
る
子
ど

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
四
日
(
水
)

て
は
、
家
族
や
周
囲
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
に
当
事
者
自
身
の
意
思
が
左
右
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
手
術
が

必
要
な
日
本
の
現
状
で
は
、
本
人
が

し
っ
か
り
と
自
己
決
定
で
き
る
年
齢

に
な
る
ま
で
、
手
術
の
判
断
は
慎
重

に
行
う
べ
き
だ
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
全
国
的
に
は
同
性
カ
ッ
プ

ル
を
公
的
に
認
め
る
「
向
性
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
墜
を
導
入
す
る
自

治
体
が
出
て
い
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
双

方
の
年
齢
が
、
現
状
で
は
却
歳
以
上

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
飛
嶋
さ
ん
は
副
度
を
利
用
で

き
る
年
齢
が
将
来
的
に
下
が
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

も
は
家
族
と
過
ご
す
時
間
が

短
く
、
職
員
に
頼
り
き
っ
て

い
る
面
が
大
き
い
。
同
世
代

に
比
べ
て
社
会
経
験
が
少
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
社
会
の
仕

組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
な
い

段
階
で
、
成
人
に
な
る
こ
と

に
は
強
い
不
安
が
あ
る
」
と
話

し
て
い
る
。

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
7

月
羽
田
(
月
)
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岡
山
支
局

L
G
B
T

と
医
療

林
田
奈
々

性
同
一
性
障
害(
G
I
D
)の
子
ど
も
は
、
一
声
変

わ
り
し
た
り
、
胸
が
大
き
く
な
っ
た
り
す
る
「

2

次

性
徴
」
が
始
ま
る
と
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
や

す
い
。
治
療
の
一
つ
と
し
て
、
2

次
性
徴
を
抑
え
る

療
法
が
あ
る
。
し
か
し
認
知
度
不
足
や
保
険
適
用
で

き
な
い
こ
と
、
成
長
を
止
め
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
な

ど
か
ら
実
施
例
は
ご
く
僅
か
だ
。
医
療
で
解
決
に
近

付
く
問
題
も
あ
る
。
治
療
が
広
が
ら
な
い
背
景
や
理

由
を
探
っ
た
。

徴抑制療法
兄
の
声
変
わ
り
に
焦
燥

「
一
気
に
重
し
が
取
れ
た
よ
う

な
感
じ
口
治
療
を
受
け
て
良
か
っ

た
」中

園
地
方
に
住
む
中
学
1

年
の

麻
衣
さ
ん
(
日)
H仮
名
日
は
、2

次
性
徴
を
抑
え
る
薬
を
初
め
て
投

与
さ
れ
た
時
の
こ
と
を
振
り
返

る
。
男
性
の
体
で
生
ま
れ
た
が
心

は
女
性
。
手
入
れ
し
た
前
髪
を
ピ

ン
で
留
め
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
ニ

ッ
ト
に
身
を
包
む
。
外
見
は
少
女

そ
の
も
の
だ
。

保
育
園
児
の
時
か
ら
「
私
は
女

の
子
」
と
訴
え
た
。
小
学
校
は
男

児
と
し
て
入
学
し
た
が
、
自
分
の

男
性
名
に
拒
否
感
が
あ
っ
た
。
自 療

と
さ
れ
る
。

日
本
精
神
神
経
学
会
の
G
I
D

診
療
・
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

る
と
、
2

次
性
徴
の
初
期
(
ロ
歳

前
後
)
で
体
の
性
別
へ
の
違
和
感

が
強
く
増
し
て
い
る
場
合
、
医
療

チ
i

ム
の
判
断
や
親
の
同
意
な
ど

を
条
件
に
投
与
が
可
能
と
な
る
。

「
体
の
成
長
に
影
響
し
、
倫
理

上
の
問
題
も
残
る
」
。
対
象
が
子
ど

も
の
た
め
、
抑
制
療
法
に
慎
重
意

見
も
根
強
い
。
だ
が
、
当
事
者
か

ら
「
思
春
期
に
有
効
な
治
療
が
必

要
」
と
切
迫
し
た
声
も
聞
か
れ
る
。

G
I
D

の
子
ど
も
は
成
長
に
従

っ
て
自
ら
の
性
を
見
極
め
、
男
性

・
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
投
与
や
性
別

適
合
手
術
で
、
心
と
体
の
性
を
一

!実学の助けを
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性同一性障害 (G I 0) 

員 身体的な性別と心
理的な性別が一致せ

ず、強い違和感に苦しむ疾
患。精神的な治療だけでは
苦痛の改善は困難な場合も
多い。正確な統計はないが、
国内には患者が4万人以上
との推計もある。 2004年施
行の性同一性障害特例法で
① 2 人以上の医師の判断②
20歳以上③結婚していない
④性別適合手術を受けてい
る一ーなどの条件を満たせ
ば、家庭裁判所に請求し、
戸籍の性別が変更できるよ
うになった。文部科学省は
15年、 GIDの兜童生徒に
対し、校外の医療機関とも
連携してきめ細かな対応を
するよう通知している。

後
は
中
止
か
性
ホ
ル
モ
ン
投
与
開

始
か
を
検
討
す
る
よ
う
定
め
る
な

ど
、
一
定
の
歯
止
め
も
掛
け
た
。

知
識
な
く
受
診
で
き
ず

し
か
し
、
2
0
1
1

年
U
月
に

抑
制
療
法
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
明

記
さ
れ
て
か
ら
、
抑
制
療
法
の
実

施
例
は
少
な
い
。
毎
日
新
聞
が
、

G
I
D

学
会
の
認
定
医
が
所
属
す

る
全
国
日
の
医
療
機
関
に
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
今
年1
月
ま
で
に
実
施

さ
れ
た
件
数
は
お
例
だ
っ
た

D

G
I
D

学
会
の
理
事
長
を
務
め

る
岡
山
大
の
中
塚
幹
也
教
授
は

「
性
同
一
性
障
害
の
子
ど
も
が
医

療
機
関
に
た
ど
り
着
け
な
い
問
題

が
大
き
い
」
と
指
摘
す
る
。
日
本

精
神
神
経
学
会
の
研
究
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
と
、
同
年
末
ま
で
に
G
I

D
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
人
は

約
2

万
2
0
0
0

人
に
上
る
が
、

相
当
数
の
子
ど
も
が
受
診
で
き
て 違

和
感
を
持
っ
て
い
た
。
自
殺
を

考
え
た
こ
と
が
あ
る
人
は
6

割
、

自
傷
や
自
殺
未
遂
の
経
験
が
あ
る

人
は
3

割
に
上
り
、
不
登
校
の
経

験
が
あ
る
人
も3
割
い
た
。

自
殺
願
望
の
強
い
時
期
を
見
る

と
、
中
学
生
と
大
学
生
・
社
会
人

の
時
期
と
い
う
こ
つ
の
ピ
I

ク
が

あ
る
。
原
因
を
探
る
と
、
中
学
生

で
は
2

次
性
徴
や
制
服
、
恋
愛
に

関
す
る
悩
み
が
多
か
っ
た
。
中
塚

教
授
は
「2
次
性
徴
に
よ
る
体
の

変
化
は
焦
燥
感
や
絶
望
感
に
つ
な

が
る
。
中
学
生
の
時
期
は
『
危
機

の
年
代
』
と
言
え
る
」
と
話
す
。

麻
衣
さ
ん
の
母
親
は
、
抑
制
療

法
を
受
け
さ
せ
る
か
悩
ん
だ
と
い

う
口
性
徴
を
一
時
的
に
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
で
体
に
悪
影
響
は
出

な
い
の
か
、
そ
も
そ
も
不
道
徳
な

の
で
はl
l
!

。
最
終
的
に
麻
衣
さ

ん
の
心
を
守
る
た
め
に
治
療
を
決

断
し
た
。
母
親
は
「
体
よ
り
も
先
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GI 2 次性Dの子に
己
紹
介
や
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
返

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
つ

も
独
り
ぼ
っ
ち
で
ふ
さ
ぎ
込
み
が

ち
に
。
家
族
や
教
師
、
医
師
で
話

し
合
い
、
小
学2
年
か
ら
名
前
を

女
性
風
に
し
た
。
女
児
と
し
て
通

学
す
る
よ
う
に
な
る
と
明
る
さ
を

取
り
戻
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
小
学
5

年
の
時
、
衝

撃
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
年
の

近
い
兄
の
声
変
わ
り
が
始
ま
り
、

ひ
げ
が
生
え
始
め
た
。
自
分
も
同

じ
特
徴
が
も
う
す
ぐ
現
れ
る
の
で

は
、
と
お
び
え
た
。
「
早
く
女
性
の

体
に
」
と
の
焦
り
が
以
前
よ
り
強

く
な
り
、
家
で
突
然
泣
き
出
す
な

ど
精
神
的
に
不
安
定
に
な
っ
た
。

通
っ
て
い
た
岡
山
大
病
院
ジ
ェ

ン
ダ
l

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
勧
め
で
、

小
学6
年
か
ら
抑
制
療
法
の
薬
の

投
与
を
受
け
始
め
た
。
心
は
落
ち

着
き
、
今
も4
週
間
に1
回
投
与

を
受
け
、
元
気
に
通
学
し
て
い
る
。

ロ
歳
前
後
で
投
与
可
能

こ
の
療
法
は
、
性
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
を
抑
え
る
物
質
を
注
射
や
点

鼻
薬
で
投
与
し
、2次
性
徴
を
一

時
的
に
止
め
る
。
短
期
間
で
あ
れ

ば
副
作
用
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ

れ
、
投
与
を
や
め
れ
ば
2

次
性
徴

が
再
び
始
ま
る
「
可
逆
的
」
な
治 致

さ
せ
て
い
く
。
た
だ
、
学
会
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
性
ホ
ル
モ
ン
投

与
は
凶
歳
(
一
定
条
件
で
日
歳
)
以

上
、
適
合
手
術
は
成
年
以
上
と
定

め
る
。
性
ホ
ル
モ
ン
投
与
で
さ
え

も
、
精
子
の
減
少
や
声
が
低
く
な

る
な
ど
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
す

「
不
可
逆
的
」
療
法
だ
か
ら
だ
。

一
方
、2
次
性
徴
の
進
行
後
に

性
ホ
ル
モ
ン
の
投
与
や
手
術
を
受

け
て
も
、
望
む
性
の
姿
に
な
か
な

か
近
付
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
例

え
ば
、
女
性
と
し
て
生
ま
れ
て
心

が
男
性
の
場
合
、2
次
性
徴
の
終

了
後
は
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
投
与
し

て
も
身
長
が
伸
び
な
い
。
逆
の
場

合
、
2

次
性
徴
に
よ
る
広
い
肩
幅

や
濃
い
体
毛
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

投
与
や
性
別
適
合
手
術
で
も
本
人

の
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
一
生
悩

み
続
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

ホ
ル
モ
ン
投
与
は
年
齢
的
に
早

い
が
、
違
和
感
あ
る
性
に
体
が
近

付
く
の
は
納
得
で
き
な
い
1
1
0

こ
の
ジ
レ
ン
マ
の
解
消
に
つ
な
が

る
と
当
事
者
ち
が
期
待
す
る
の
が

抑
制
療
法
だ
っ
た
。
学
会
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
、
治
療
を
学
会
に
報
告

す
る
よ
う
医
師
に
求
め
、
長
期
間

投
与
を
続
け
る
と
骨
組
し
よ
う
症

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
期
間

も
2

年
程
度
を
め
ど
と
し
、
そ
の

当事者切迫

L
G
B
T

と
医
療

い
な
い
と
さ
れ
る
。
中
塚
教
授
は

「
性
同
一
性
障
害
に
は
医
学
の
助

け
が
必
要
だ
が
、
子
ど
も
や
周
囲

の
大
人
に
そ
う
し
た
知
識
が
な

く
、
医
療
に
結
び
付
い
て
い
な
い
」

と
話
す
。
高
額
な
治
療
費
も
ハ
ー

ド
ル
の
一
つ
だ
。
抑
制
療
法
は
公

的
医
療
保
険
の
適
用
対
象
外
で
、

治
療
費
は
月3
万
円
程
理
負
担

が
数
年
続
く
た
め
、
実
施
を
た
め

ら
う
人
も
い
る
と
い
う
。

医
療
側
の
課
題
も
あ
る
。
G
I

D
認
定
医
で
沖
縄
県
浦
添
市
で
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
開
く
山
本
和
儀
医
師

は
「
専
門
知
識
を
持
つ
小
児
科
医

が
少
な
く
、
子
ど
も
の
G
I
D

を

診
断
す
る
こ
と
に
及
び
腰
に
な
っ

て
い
る
。
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
自
信

を
持
っ
て
診
断
し
、
積
極
的
に
支

援
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
る
。

自
殺
未
遂
や
不
登
校
も

体
へ
の
深
刻
な
違
和
感
か
ら
低

年
齢
で
自
殺
未
遂
を
起
こ
し
た

り
、
不
登
校
に
な
っ
た
り
す
る
ケ

ー
ス
は
少
な
く
な
い
。
岡
山
大
病

院
ジ
ェ
ン
ダl
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
調

査
に
よ
る
と
、1
9
9
8
S
2
0

1
0

年
に
受
診
し
たG
I
D
当
事

者
約1
2
0
0

人
の
う
ち
、
半
数

以
上
が
小
学
校
入
学
以
前
に
、

9

割
が
中
学
生
ま
で
に
体
の
性
別
に に

精
神
が
崩
れ
て
し
ま
う
と
思
っ

た
。
『
2

次
性
徴
が
来
た
ら
』
と

考
え
た
だ
け
で
不
安
建
だ
っ
た
の

に
、
実
際
そ
う
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
か
恐
ろ
し
か
っ
た
」
と
明
か
す
。

そ
し
て
、
投
与
を
受
け
て
い
る
問
、

猶
予
期
間
が
で
き
た
。
「
今
後
の

生
き
方
に
つ
い
て
親
子
で
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
選
摂
践
が
あ
る

時
代
に
感
謝
し
て
い
る
」

文
部
科
学
省
が
凶
年4s
u
月

に
初
め
て
行
っ
た
実
態
調
査
で

は
、
小
中
高
校
に
相
談
し
て
い
る

G
I
D

の
児
童
生
徒
は60
6

人

だ
っ
た
。
こ
の
数
は
決
し
て
少
な

く
な
い
。
男
性
と
女
性
の
枠
組
み

し
か
な
か
っ
た
社
会
も
徐
々
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の

悩
み
は
時
に
は
大
人
以
上
だ
。
正

し
い
知
識
や
生
き
方
の
選
摂
肢
が

届
け
ら
れ
、
医
療
体
制
と
社
会
の

理
解
が
進
む
こ
と
を
願
う
。
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毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
6

月
叩
日
(
日
)
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病
院
で
の
性
的
少
数
者

(
L
G
B
T
)へ
の
配
慮
こlA

』

つ
い
て
考
え
る
講
座
が
5

月

p
h

末
、
熊
本
市
東
区
沼
山
津
の
白
河
え

熊
本
心
身
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
祁
訴

で
あ
っ
た
。
当
書
の
看
護
婦
が

師
ら
で
つ
く
る
「
に
じ
い
ろ
る
者

ナ
l

ス
ネ
ッ
ト
」
共
同
代
表
一
事

の
田
村
凌
さ
ん
(
判)U神
戸
み
さ
当

市
川
が
登
壇
。
「
誰
も
が
安
田
守
‘

(

-

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
〆
レ

社
会
を
」
と
訴
え
た
。
、
し
イ

当
事
者
支
援
に
取
り
組
む
戸
、
ト

「
と
も
に
拓
くL
G
B
T
Q

れ
1
J
L
1

+
の
会
く
ま
も
と
」
(
熊
本
子

市
)
と
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
をT
3

運
営
す
る
朗
薫
会
が
共
催
。3
3
E

医
療
従
事
者
約
別
人
が
参
加
E

』
市

し
た
。

G

紳

田
村
ペ
ヤ
ん
は
戸
籍
上
女
性
d
:

で
、
男
性
と
し
て
生
活
。
病E』

院
で
当
事
者
が
直
面
す
る
間

カッフル通し

人
の

題
と
し
て
、
待
合
室
で
の
呼

び
名
や
ト
イ
レ
な
ど
を
挙

げ
、
「
呼
称
を
問
診
時
に
打

ち
合
わ
せ
、
ト
イ
レ
も
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
使
え
る
場
所

が
あ
る
と
入
り
や
す
い
」
と

述
べ
た
。

性
別
は
診
療
す
る
上
で
重

要
な
情
報
だ
が
、
自
ら
の
性

を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
(
公
表
)

す
る
か
ど
う
か
、
迷
う
当
事

者
も
多
い
。
多
く
の
項
目
が

あ
る
問
診
も
時
に
「
苦
痛
」

だ
。
「
外
来
だ
け
な
ら
我
慢

し
よ
う
な
ど
、
抵
抗
を
感
じ

て
し
ま
う
人
も
い
る
。
当
事

者
は
葛
藤
を
抱
え
て
い
る
」

と
代
弁
し
た
。

L
G
B
T

と
医
療

要し化販%的る たを G 応よビ要「
だでさの。少と「。重 B せうの」相カ
」受せ薬今数、と ね T ずな『。当ミ

と診る玄坂者 L も て止、 54 お里~- , 

蒜号室雪雲芸員 1 恥ぜ対暴入愛想信グ
田たるあせ代人 T く いす従観キ瓦頼ア
居老病表のなL-る事たャは関ウ

一 面IJ 、気は 5 ど」 と研吾けラ「係ト
郎 が安芸---，\のに 求さもで』テがに
) 必心悪市 8 性よ めん L 対のレ重は

心で をしを者違前も様丸ラ a 施
の目講模、取ら利講りなのス r す岩
性安座索より約感座が性恩 '--'y る手
マとでしり巻 20 や套企と館」十イ医
好なはたよ♂人悩開女生では(べ大
きる、 o t \占がみ催性」開 2 ラン付
にマ性 社刷、を。セをか日イト属
な身を 会状性抱自ンテれ、ブ「図
る体考 のを的え身夕|た盛ラ L 書
性のえ あ再少るの l マ。岡リ i 語
マ性る リ確数当性がに「市 I b が
表マ上 方認者事に出、多内プ r 実

「
多
様
な
性
と
生
」
再
確
認

当
事
者
参
加
の
出
前
講
座

岩手医大
図書館

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
6

月
8

日
(
金
)

囲

同
性
同
士
の
弁
護
士
カ
ッ
プ
ル
の
仕
事
や
日
常
を

追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
愛
と
法
」
(
戸

田
ひ
か
る
監
督
)
が
沼
田
か
色
、
大
阪
市
内
を
皮
切

問
う

代
に
出
会
い
、
と
も
に
弁

護
士
を
目
指
し
、2
0
1

1

年
に
結
婚
式
を
挙
げ
た

公
私
に
わ
た
る
パl
ト
ナ

だ
。
ど
の
国
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
常
識
が
あ
る
が
、
「
空

気
雲
師
め
」
と
言
わ
れ
、

自
由
に
発
言
や
議
論
が
で

現
す
る
性
の
4

要
素
を
紹
介

し
た
。
「
体
つ
き
や
性
格
の
違

い
と
同
様
に
、
要
素
の
度
合
い

に
は
個
人
差
が
あ
る
。
心
と
体

の
性
の
不
一
致
も
本
来
は
多
様

性
の
一
つ
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

現
状
、
男
女
別
の
制
服
や
役

割
分
担
な
ど
が
定
着
す
る
学
校

教
育
や
「
女
子
力
」
「
i

女
子
」

な
ど
性
と
イ
メ
ー
ジ
を
関
連
さ

せ
る
言
葉
が
ジ
ェ
ン
ダl
(
社

会
的
な
性
差
)
の
再
生
産
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
指
摘
。
一
方

で
、
誰
で
も
使
え
る
多
目
的
ト

イ
レ
の
設
置
や
在
学
、
卒
業
な

映画「愛と法J

を
失
っ
た
子
を
自
宅
で
預

か
り
、
食
卓
を
囲
む
様
子

ゃ
、
親
族
と
休
日
を
過
ご

す
何
気
な
い
日
常
も
盛
り

込
ま
れ
た
。
日
本
で
は
向

性
カ
ッ
プ
ル
は
法
的
な
結

婚
が
で
き
な
い
が
、
そ
の

様
子
は
家
族
そ
の
も
の

だ
。

ど
の
証
明
書
の
性
別
記
載
を
廃

止
し
た
首
都
圏
の
大
学
の
取
り

組
み
も
紹
介
し
、
社
会
的
な
理

解
促
進
の
動
き
を
評
価
し
た
。

当
事
者
か
ら
は
「
差
別
は
い

け
な
い
と
の
認
識
が
広
が
り
、

自
分
の
望
む
性
を
人
に
話
し
、

行
動
し
や
す
く
な
っ
た
」
「
理

屈
上
の
理
解
は
し
ょ
せ
ん
人
ご

と
。
親
密
な
人
だ
っ
た
ら
ど
う

す
る
か
と
い
う
共
感
を
い
か
に

広
げ
る
か
だ
」
と
の
訴
え
が
出

た
。

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
6

月
5

日
(
火
)

り
に
行
動
し
た
ら
問
題
に

な
っ
た
」
点
で
共
通
し
て

い
る
と
い
う
。
南
弁
護
士

は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
人
か
ら

買
え
る
社
会
が
き
ち
ん
と

描
か
れ
、
同
じ
社
会
で
地

続
き
に
生
き
て
い
る
人
と

実
感
で
き
る
」
と
語
る
。

芦
田
監
督
は
「
『
当
た
り
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同性弁護士

り
に
全
国
で
上
映
さ
れ
る
。
二
人
を
通
じ
、
無
戸
籍

者
の
問
題
や
君
が
代
不
起
立
裁
判
な
ど
の
社
会
課
題

も
描
き
、
日
本
社
会
で
「
当
た
り
前
」
と
さ
れ
る
と

と
や
家
族
の
あ
り
方
を
問
う
て
い
る
。

【
藤
沢
美
由
紀
】

40 車
両行
4今、 f、、

議包
士
。吉

学田
生昌喜
時史主

ー
だ
。

戸
田
監
督
は
ロ
年
に
二

人
と
知
り
合
っ
た
。
叩
歳

か
ら
オ
ラ
ン
ダ
で
育
ち
、

ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
に
世
界

各
地
で
映
像
制
作
に
取
り

組
ん
で
き
た
戸
田
監
督
に

と
っ
て
日
本
は
、
自
分
の

「
当
た
り
前
」
が
適
用
し

な
い
と
感
じ
ら
れ
る
場
所

m
日
か
ら
都
内
上
映

主
人
公
は
、
大
阪
で
一

緒
に
法
律
事
務
所
を
営
む

r Identity) の

頭文字をとった言葉だ。ハ

ラスメント全般に関心が高

まる中、これらに関する嫌

がらせrSOG 1 ハラ」につ

いても、理解を深めようと

いう動きが広がっている。

S OG  1 C ソジ)って言
葉、知っていますか一。好

きになる性別の「性的指

向J CSexual Or 
ientation) と、

自分がどの性別であるかと

いう「性自認J CGende 

性的指向・性自認へのいやがらせ

S
O
G
I

ハ

例
え
ば
同
性
愛
者
や
、

心
と
体
の
性
が
違
う
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダl
の
人
に

対
し
、
「
男
の
く
せ
に
女

々
し
く
す
る
な
」
と
言
っ

た
り
、
ホ
モ
や
オ
カ
マ
な

L
G
B
T

と
医
療

き
な
い
日
本
社
会
の
有
り

ょ
う
は
興
味
深
か
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
性
的
少
数
者

で
あ
る
と
と
を
公
に
し
て

い
る
二
人
に
関
心
を
持

ち
、
人
柄
に
も
ひ
か
れ
て

撮
影
を
打
診
。
大
阪
に
移

住
し
、
完
成
ま
で3
年
を

か
け
た
。

主
役
の
二
人
が
居
場
所

フ
労使官、取り組み広がる

ドキュメンタリー

理
解
を

ど
の
蔑
称
で
呼
ん
だ
り
す

る
こ
と
は
S
O
G
I
ハ
ラ

に
当
た
る
。

性
的
少
数
者(
L
G
B

T
)
は
、
差
別
を
恐
れ
て

自
ら
の
性
的
指
向
や
性
自

認
を
隠
す
場
合
が
多
い
。

そ
の
結
果
、
周
囲
は
嫌
が

ら
せ
を
し
て
い
る
自
覚
が

な
く
て
も
、
職
場
や
学
校

で
「
ホ
モ
っ
て
気
持
ち
悪

い
」
な
ど
と
発
言
す
る
こ

と
で
当
事
者
ら
宇
}
傷
つ
け

て
い
る
恐
れ
も
あ
る
。

連
合
が2
0
1
6

年
に

m
i
印
歳
の
労
働
者
を
対

象
に
実
施
し
た
調
査
で

作
中
に
は
、
出
生
届
を

出
せ
ず
に
戸
籍
が
な
く
不

利
益
を
被
っ
て
い
る
人
や

そ
の
支
援
者
、
高
校
の
卒

業
式
で
の
国
歌
斉
唱
時
に

起
立
せ
ず
処
分
さ
れ
た
元

教
諭
ら
「
依
頼
人
」
た
ち

も
登
場
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
テl
マ
だ
が
、
「
個

人
が
集
団
の
中
で
思
い
通

は
、
L
G
B
T
は
8
%に

上
っ
た
。
ロi
m
人
に1

人
の
割
合
だ
。
連
合
は
昨

年
、
S
O
G
I
に
関
す
る

差
別
を
な
く
す
た
め
、
採

用
や
配
置
、
昇
格
で
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
や
、
職
場
で
研

修
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん

だ
指
針
を
作
成
。
具
体
的

に
何
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

当
た
る
の
か
漫
画
で
説
明

し
た
チ
ラ
シ
を
地
方
組
織

に
配
る
な
ど
啓
発
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

ま
た
、1
月
に
は
厚
生

労
働
省
が
、
企
業
が
労
使

聞
の
取
り
決
め
の
ひ
な
型

に
す
る
「
モ
デ
ル
就
業
規

則
」
に
性
的
指
向
・
性
自 芭

と
思
っ
て
い
る
こ
と

が
、
必
ず
し
も
当
た
り
前

で
は
な
い
。
作
品
が
新
た

な
発
見
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。
東
京
都

内
の
上
映
は
却
日
か
ら
。

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
引
日
(
金
)

認
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁

止
を
新
設
。
経
団
連
も
L

G
B
T

へ
の
理
解
促
進
を

提
言
す
る
な
ど
、
取
り
組

み
が
壇
え
て
い
る
。

「
な
く
そ
う!S
O
G

I

ハ
ラ
」
実
行
委
員
会
の

松
中
権
代
表
は
「
セ
ク
ハ

ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
も
、
言
葉

が
生
ま
れ
て
譲
が
広
ま

り
、
声
を
上
げ
る
へ
か
増

え
た
。S
O
G
I
ハ
ラ
も

使
い
続
け
る
こ
と
で
認
知

度
を
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

(
共
同
通
信
)

徳
島
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
3

日
(
月
)
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癒
や
し
の
病
院
空
間
へ

海
や
魚
の
映
像
を
投
影
し
、
部
屋
を
水
族
館
会
場
に
な
っ
た
会
議
室
に
は
日
台
の
プ
ロ
ジ

の
よ
う
に
仕
立
て
る
「
ゆ
め
水
族
園
」
が

5

日
、
ェ
ク
タ

l

を
置
き
、
壁
や
天
井
、
床
な
ど
一
面

岐
阜
市
長
良
の
畏
良
医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
に
、
水
族
館
や
海
で
収
録
し
た
映
像
を
投
影
し

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
入
院
患
者
た
ち
た
。
患
者
た
ち
は
壁
や
天
井
い
っ
ぱ
い
に
動
き

が
、
家
族
や
職
員
に
付
き
添
わ
れ
な
が
ら
幻
想
回
る
魚
や
動
物
の
姿
に
見
入
っ
た
ほ
か
、
目
の

的
な
映
像
に
包
ま
前
を
横
切
る
魚
の
姿

れ
た
空
間
を
楽
し
病
院
に
癒
や
し
の
海
に
、
警
の
声
を
上

げ
た
り
体
を
揺
ら
し

ん
だ
。
長
良
医
療
セ
ン
タ
ー
映
像
投
影

プ
リ
ン
タ
ー
や
た
り
し
て
、
水
中
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タl
製
造
な
ど
の
セ
イ
コ
ー
エ
プ
い
る
よ
う
な
体
験
を
満
喫
し
て
い
た
。

ソ
ン
(
長
野
県
)
が
、
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
療
育
指
導
室
長
の
藤
森
豊
さ
ん

病
院
や
特
別
支
援
学
校
で
開
い
て
い
る
。
水
中
は
「
体
を
動
か
せ
な
い
子
が
魚
を
触
ろ
う
と
す

の
浮
遊
感
を
映
像
で
感
じ
て
も
ら
い
、
入
院
中
る
な
ど
、
普
段
と
違
う
表
情
を
見
せ
て
く
れ
た
。

の
療
育
に
役
立
て
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
県
内
支
え
る
職
員
と
し
て
と
て
も
う
れ
し
い
光
景
」

で
は
初
め
て
企
画
さ
れ
た
。
と
話
し
て
い
た
。
(
原
田
大
介
)岐

阜
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
7

月
6

日
(
金
)

映像投影によって水中の幻想的な空間
がっくりだされた会議室=5 日午後、
岐阜市長良、長良医療センター

豊
浦
の
病
院
駐
車
場

ヒマワリ、70本咲き誇る
下
関
市
豊
浦
町
小
串
の
し
ん
む
ら

医
院
(
新
村
和
典
院
長
)
で
、
ヒ
マ

ワ
リ
が
見
頃
を
迎
え
て
い
る
。
国
道

1
9
1

号
沿
い
の
駐
車
場
に
約
河
本
\

が
咲
き
、
患
者
や
近
く
を
通
る
人
た
ぽ

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
鏑

管
理
す
る
の
は
近
所
の
男
性
。
数
料

年
前
か
ら
駐
車
場
で
花
を
育
て
、
ヒ

マ
ワ
リ
は
昨
年
か
ら
植
え
て
い
る
。

同
医
院
の
看
護
師
ら
に
よ
る
と
、
昨

年
の
夏
は
駐
車
場
に
咲
き
誇
る
ヒ

マ
ワ
リ
を
写
真
に
収
め
よ
う
と
立

ち
寄
る
観
光
客
も
い
た
と
い
う
。
現

在
は
ヒ
マ
ワ
リ
の
ほ
か
、
マ
リ
l

ゴ

ー
ル
ド
や
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
も
咲
き
、

今
後
は
ア
ジ
サ
イ
な
ど
も
植
え
る
予

定
。新

村
院
長
は
「
病
院
の
周
り
が
明

る
く
な
っ
て
あ
り
が
た
い
。
患
者
さ

ん
や
地
元
の
人
、
観
光
に
訪
れ
た
人

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と
話

し
て
い
る
。

山
口
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
6

月
間
日
(
火
)

見頃を迎えているヒマワリ =18日、下関市
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城
陽
市
の
南
東
部
に
立
つ
南
京
都

病
院
。
そ
の
敷
地
の
一
角
で
、
堂
々

と
枝
葉
を
茂
ら
せ
て
い
る
。
サ
ク
ラ

の
一
種
で
、
樹
齢
は
推
定
加
i
ω
年
。

1
9
3
9

年
の
病
院
設
立
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
植
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

2
0
1
3

年
に
は
市
の
名
木
・
古
木

に
認
定
さ
れ
た
。

根
元
で8
本
に
分
か
れ
た
枝
の
中

に
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
1

本
混
じ
っ

て
い
る
。
市
に
よ
る
と
、
エ
ド
ヒ
ガ

ン
を
台
木
と
し
て
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を

南
京
都
病
院
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
(
議
官
)

接
ぎ
木
し
た
が
、
周
囲
に
木
が
な
く

日
当
た
り
が
良
い
こ
と
か
ら
、
台
木

が
次
々
に
枝
を
伸
ば
し
、
市
内
で
も

最
大
級
の
サ
ク
ラ
の
巨
木
に
育
っ
た

と
思
わ
れ
る
、
と
い
う
。

日
当
た
り
の
良
さ
は
病
院
の
歴
史

と
深
い
関
係
が
あ
る
。
「
昔
は
こ
の

周
り
に
、
結
核
患
者
が
き
れ
い
な
空

気
の
中
で
体
調
を
回
復
す
る
た
め

の
外
気
浴
舎
が
あ
っ
た
」
。
市
民
団

体
・
城
陽
の
緑
と
文
化
財
を
守
る
会

の
福
富
域
介
さ
ん
(
引)H
岡
市
久

世
リ
は
語
る
。
設
立
当
初
の
病
院
は

結
核
を
患
っ
た
軍
人
の
療
養
所
。

福
富
さ
ん
に
よ
る
と
、
外
気
浴
舎
が

で
き
る
以
前
は
梅
林
だ
っ
た
と
い

vつ
。結

核
が
死
に
至
る
病
だ
っ
た
時

代
。
福
富
さ
ん
は
「
生
き
て
郷
里
ヘ

帰
れ
な
か
っ
た
人
も
い
た
だ
ろ
う
」

根元で枝分かれし、堂々と茂るエド

ヒガン(城陽市中芦原・南京都病院)

台木、接ぎ木とも大きく成長
と
思
い
を
は
せ
る
。
寿
命
の
長
い
エ

ド
ヒ
ガ
ン
は
、
今
も
衰
え
る
こ
と
な

く
、
毎
春
見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
。

「
病
院
に
も
大
切
に
さ
れ
、
大
き
く

育
っ
た
木
。
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し

て
ほ
し
い
」
(
中
西
英
明
)

春
に
は
今
も
満
開
の
花
を
咲
か
せ

る
(
2
0
1
5年4
月
Y
哉
陽
市

提
供

ア
ク
セ
ス
祈
審
薪
田
沼
駅
か
ら

京
都
京
阪
パ
ス
の
牢
治
田
原
町
方
面

行
き
に
乗
り
、
南
京
都
病
院
パ
ス
停

で
下
車
、
北
へ
徒
歩
前
3
分
。
道
路

沿
い
か
ら
見
ら
れ
る
。
車
な
ら
国
道

M
号
山
棋
大
橋
東
詰
か
p昌
国
標
。0

7

号
を
東
へ
約5
分
。

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
6

月
沼
田
(
水
)

癒
や
し
の
病
院
空
間
ヘ

医療施設に犬6匹初めて訪問E霊重量*5/T -f 軍軍置

動物の癒やし効果探る

動
物
訪
問
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け

る
熊
本
市
の
団
体
「BO
X

竜
之
介
」
(
徳

田
竜
之
介
代
表
)
は
、
北
区
の
お
が
た
小
児

糾
・
内
糾
(
緒
方
健
一
院
長
)
と
連
携
し
、

小
児
医
療
分
野
で
「
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
!
」

と
呼
ば
れ
る
動
物
の
癒
や
し
効
果
を
検
証
す

る
取
り
組
み
を
始
め
た
。
7

日
は
緒
方
院
長

が
経
営
す
る
小
児
在
宅
ケ
ア
施
設
で
、
病
気

の
子
ど
も
た
ち
が
犬6
匹
と
触
れ
合
っ
た
。

同
団
体
は
年
間
叩
回
ほ
ど
県
内
の
高
齢
者

施
設
や
保
育
園
な
ど
を
訪
問
し
て
い
る
が
、

医
療
機
関
で
の
活
動
は
初
め
て
。

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピl
を
体
験
し
た
の
は
心

臓
疾
患
な
ど
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
7

人
。
看

護
師
の
手
助
け
を
受
け
な
が
ら
、
「
セ
ラ
ピ

l

ド
ッ
グ
」
と
し
て
訓
練
を
受
け
た
犬
を
お

そ
る
お
そ
る
な
で
た
り
、
膝
に
乗
せ
て
抱
き

締
め
た
り
し
て
い
た
。

施
設
職
員
の
磯
部
雅
子
ペ
ヤ
ん
(
叩
)
は
「
自

分
か
ら
犬
に
手
を
伸
ば
す
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
」
と
話
し
た
。

徳
田
代
表
は
「
海
外
で
は
セ
ラ
ピ
l
ド
ッ

グ
が
常
駐
し
て
い
る
病
院
も
あ
る
。
今
回
の

検
証
が
日
本
で
の
普
及
の
一
助
に
な
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。
今
後
も
訪
問
を
続
け
、
検

証
結
果
は
学
会
で
発
表
す
る
予
定
。

(
熊
川
果
穂
)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
7

月
8

日
(
目
)
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癒
や
し
の
病
院
空
間
へ

長
寿
を
祈
る9
日
の
「
重
陽
の
節
句
」
(
別
名
・
菊
の
節
句
)
を
前

に
、
県
立
総
合
衛
生
学
院
(
富
山
市
西
長
江
)
の
看
護
学
税

1

年
生
の
有

志
白
人
が7
日
、
隣
接
す
る
県
立
中
央
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
患
者
に
、

「
着
せ
綿
」
に
ち
な
ん
で
キ
ク
な
ど
を
使
っ
た
生
け
花
作
品
を
贈
っ
た
。

県
総
合
衛
生
学
院
生
徒

患
者
に
「
着
せ
綿
」
作
品
贈
る

重
陽
の
節
句
に
は
、
キ
ク
に
か
ぶ
せ

て
露
を
染
み
込
ま
せ
た
着
せ
綿
で
身

を
清
め
、
長
寿
や
健
康
を
願
う
の
が

日
本
古
来
か
ら
の
風
習
と
な
っ
て
い

る
。総

A昼
間
生
学
院
で
は
毎
年
、
-
年
生

が
華
道
の
授
業
で
日
本
の
自
然
観
や
伝

統
に
つ
い
て
学
び
、
前
期
授
業
の
最
終

回
に
全
員
で
花
の
作
品
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
添
え
て
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
患
者
に
贈

っ
て
き
た
。
今
年
は
こ
れ
に
加
え
、
後

期
も
華
道
の
授
業
を
受
け
る
有
志
が
、

綿
を
か
ぶ
せ
た
キ
ク
を
使
っ
た
作
品
を

初
め
て
贈
る
こ
と
に
し
た
。

華
道
の
授
業
を
担
当
し
、
北
日
本
新

聞
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
講
師
も
務
め
る

林
花
奈
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
リ
ン

ド
ウ
や
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
な
ど
7

種
類

の
秋
草
を
順
に
生
け
、
中
菊
の
花
の
上

か
ら
綿
を
か
ぶ
せ
た
。
「
菊
の
香
り
に

癒
や
さ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
た
。

作
品
を
仕
上
げ
た
鷲
塚
真
美
さ
ん
は

「
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
や

看
護
師
の
方
に
も
見
て
も
ら
い
、
少
し

で
も
癒
や
し
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
、
酒

井
千
明
さ
ん
は
づ
病
院
の
中
に
い
て
は

感
じ
に
く
い
季
節
の
移
り
変
わ
り
ゃ
自

然
の
美
し
さ
を
届
け
ら
れ
た
ら
い
い
」

と
話
し
た
。北

日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
8

日
(
土
)

鈴木賢ーさんウチm 事官 名古屋市立大

病院に満天の星を

す
ず
き
・
け
ん
い
ち
1
9
5
7

年
愛
知
県
生

ま
れ
。
名
古
屋
大
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
満
了
。
名
古
置
市
立
大
助
教
授
な
ど
を

経
て
同
大
教
授
。
専
攻
は
建
築
計
画
学
。

名古屋市立大病院小児病棟のエレベ

ーターホール天井には満天の星が描か

れ、 3分に l 回、光ファイパーで星座

が浮かび上がる。畏い入院で星を見た

ことのない子どもがいると聞き、デザ

インした。オリジナルのキャラクター

を設定し、物語性を持たせた空間は保

護者や看護師にも評判が良い。

学生とチームを組み、夏休みや春休

みを利用して制作する。医療スタッフ

から直接要望を聞き、形にしていく経

験は学生にとっても貴重だ。 I大人は

痛くても口に出さず我慢しがちですか

ら」といい、今後は大人向けにも活動

を広げてl) く。 【太田敦子】

心身の不調や不安を抱える人をアー

トの力で手助けする「ヘルスケア・ア

ート」を研究する。中でも子どものス

トレスを緩和しようとデザインした小

児病棟は全国に広がっている。 I子ど

もたちの喜々とした表情を売るのがう

れしいJ と話す。

もともと学校や教育施設の建築が専

門で、病院は「巨大で建築という気が

しなLリと距離を置いてきた。 20年ほ

ど前、後輩研究者から「子どもの空間

作りに参加してほししリと頼まれ、あ

いち小周保健医療総合センター(愛知

県大府市)の設計に関わったのが、こ

の道への契機となった。
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k i ra r i 

東
京
都
立
村
山
特
別
支
援
学
校
(
璽
京

都
武
蔵
村
山
市
)
の
体
育
館
に
8

月
釘
目
、

7
M
四
方
の
大
き
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が

設
置
さ
れ
た
。
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て
い

る
子
ど
も
た
ち
ゃ
家
族
が
、
今
か
今
か
と

上
映
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
。
エ
ア
ド

ー
ム
の
中
に
空
気
を
入
れ
る
と
、
ふ
ん
わ

り
と
丸
い
形
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
完

成
。
芙
井
に
満
天
の
星
が
映
し
出
さ
れ
る

と
歓
声
が
上
が
っ
た
。
「
本
当
は
み
ん
な

の
頭
の
上
に
は
、
毎
日
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
里
が
輝
い
て
い
て
、
み
ん
な
の
こ
と

を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

た
く
さ
ん
願
い
ご
と
を
し
て
も
大
丈
夫
」
。

そ
う
優
し
く
語
り
か
け
る
。
誕
生
日
の
星

座
を
探
し
た
り
、
地
球
を
飛
び
出
し
て
火

星
や
土
星
な
ど
の
惑
星
を
訪
ね
た
り
。
加

分
間
の
「
宇
宙
旅
行
」
を
終
え
る
と
、
子

ど
も
た
ち
に
は
笑
顔
が
浮
か
ん
で
い
た
。

「
実
際
の
星
を
見
ら
れ
れ
ば
、
な
ん
と

な
く
宇
宙
を
感
じ
る
と
と
は
で
き
る
。
で

も
、
外
に
出
ら
れ
な
い
人
は
星
空
を
見
ら

れ
な
い
。
そ
ん
な
人
に
と
そ
プ
ラ
ネ
タ
リ

病
室
の
子
に
星
を
届
け
て

『宙先』案内人

高橋真理子さん

たかはし・まりと

1970年埼玉県生まれ。名古

屋大大学院修了。山梨県立科

学館・天文担当として勤務

し、 20日年に独立。一般社団

法人「星つむぎの村」代表理

事。全国の小児病棟や東日本

大震災の被災地などに「星空j

を届けている。

ウ
ム
が
必
要
だ
と
気
付
い
た
ん
で
す
。
私

た
ち
は
広
大
な
宇
宙
の
中
で
生
き
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
」
。
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
携
え
、
長
期
入
院
し
て
い

る
子
ど
も
や
重
い
障
害
で
外
出
で
き
な
い

子
ど
も
が
い
る
病
院
、
学
校
に
足
を
運
ん

で
い
る
。

高
校
生
の
時
に
オ
ー
ロ
ラ
に
つ
い
て
語

る
写
真
家
、
星
野
道
夫
さ
ん
の
記
事
を
読

ん
で
オ
ー
ロ
ラ
の
研
究
者
に
な
ろ
う
と
決

意
し
、
北
海
道
大
へ
進
学
。
名
古
屋
大
大

学
院
へ
進
み
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ア
メ
リ
カ

に
滞
在
。
世
界
中
の
科
学
者
と
と
も
に
研

究
を
重
ね
た
。
研
究
者
に
な
る
夢
に
向
か

っ
て
着
実
に
進
む
高
橋
さ
ん
だ
っ
た
が
、

大
学
院
に
入
っ
て3
年
目
で
初
め
て
大
き

な
挫
折
を
味
わ
っ
た
。
「
自
分
の
手
で
謎

を
解
き
明
か
し
た
い
」
と
思
え
る
研
究
テ

ー
マ
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
思

い
悩
ん
だ
末
、
米
国
・
ア
ラ
ス
カ
へ
出
か

7

た
。

自
分
の
こ
と
を
好
き
だ
と
感
じ
る
の
は

ど
ん
な
と
き
だ
ろ
う
。
本
当
に
好
き
な
と

と
は
冊
以ιろ
う
:
:
:
。
ノ
ー
ト
に
思
い
つ

く
ま
ま
書
き
出
し
て
い
く
う
ち
に
「
ミ
ユ

l

ジ
ア
ム
を
作
り
た
い
」
と
い
う
、
か
つ

て
の
夢
を
思
い
出
し
た
。
ミ
ュl
ジ
ア
ム

癒
や
し
の
病
院
空
間
へ

を
作
る
に
は
、
ま
ず
は
科
学
館
や
博
物
館

で
経
験
を
積
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
帰

国
後
は
科
学
館
と
名
の
つ
く
施
設
に
片
っ

端
か
ら
手
紙
を
書
い
た
。
「
仕
事
を
さ
せ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

だ
が
「
職
員
の
募
集
は
し
て
い
な
い
」

と
い
う
返
事
ば
か
り
。
大
学
院
生
活
が
あ

と
1

カ
月
を
切
り
、
「
フ
リl
タ
ー
に
な

る
の
か
」
と
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
と
き
、

「
山
梨
県
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
職
員
を

1

人
募
集
し
て
い
る
」
と
の
手
紙
を
も
ら

い
、
試
験
に
合
格
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
し
た
い
と
1
9
9
7

年
、
翌
年
に
開
館

予
定
だ
っ
た
山
梨
県
立
科
学
館
で
働
き
始

め
た
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
上
映
す
る
番
組
を

作
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
と

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
。
そ
ん
な
中
、

科
学
館
で
星
空
を
見
た
く
て
も
、
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
が
気
に
な
っ

た
。
山
梨
大
付
属
病
院
の
小
児
科
医
に
「
病

院
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
や
り
た
い
」
と

申
し
出
て
、
快
諾
し
て
も
ら
い
実
現
。
後

日
、
普
段
あ
ま
り
笑
わ
な
か
っ
た
子
ど
も

が
「
星
を
見
た
よ
」
と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い

た
と
の
話
を
聞
き
、
自
分
で
「
出
張
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
」
を
始
め
よ
う
と
決
意
し
た
。

ha,
FFBF? 

4
a
a曹
、

2
0
1
3

年
に
科
学
館
を
退
職
し
、
魚

座
に
あ
る
星
か
ら
名
付
け
た
「
星
空
工
房

ア
ル
リ
シ
ャ
」
を
設
立
。
小
児
科
医
が
2

0
0
0

人
近
く
集
ま
る
日
本
小
児
血
液
・

が
ん
学
会
に
赴
き
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

設
置
し
て
星
空
を
投
影
し
て
売
り
込
ん
だ

と
こ
ろ
、
体
験
し
た
多
く
の
医
師
ら
が
驚

き
、
涙
を
流
し
た
。
口
コ
ミ
は
年
々
広
が

り
、
今
年
は
全
国
的
カ
所
以
上
を
訪
れ
る
。

長
期
間
入
院
し
て
い
る
病
室
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
太

陽
を
投
影
し
、
「
昼
間
に
光
っ
て
い
る
も

の
は
何
?
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
電
気
」

と
答
え
た
子
ど
も
が
い
た
こ
と
を
、
今
も

鮮
明
に
賞
え
て
い
る
。
「
天
井
の
外
に
は

広
い
空
が
あ
っ
て
、
宇
慣
が
あ
る
。
広
大

な
宇
宙
の
中
の
点
の
よ
う
な
存
在
の
地
球

に
、
私
た
ち
は
ジ
タ
パ
タ
し
な
が
ら
生
き

て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
一
番
伝
え
た
い
の

で
す
。
狭
い
病
室
の
中
で
、
宇
宙
は
広
い
、

人
聞
は
宇
宙
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
気
づ

い
て
ほ
し
い
」

人
は
星
を
眺
め
る
と
、
見
守
色
れ
て
い

る
よ
う
で
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
り
、
自

分
の
過
去
や
現
在
を
振
り
返
っ
て
み
た

り
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
思
い

出
し
た
り
す
る
。
「
星
に
は
人
を
励
ま
し

た
り
癒
や
し
た
り
す
る
力
が
あ
る
」
。
そ

う
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
星
と
子
ど
も
た

ち
を
つ
な
い
で
い
く
。
【
坂
根
真
理
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
白
日
(
月
)
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を
手
に
演
奏
を
盛
り
上
げ
た

り
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
と
キ

ー
ボ
ー
ド
を
弾
い
た
り
す
る
ひ

と
と
き
も
あ
り
、
利
用
者
は
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
楽
し
ん
だ
。

利
用
者
代
表
で
感
謝
の
花
束

を
事
長
板
橋
、
時
静
毅
勝
さ

ん
(
M山
)
は
「
中
学
生
の
頃
の

歌
も
あ
り
懐
か
し
く
て
若
返
っ

た
よ
う
だ
。
活
力
に
な
る
の
で
、

ま
た
来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
つ
な
げ
た

い
と
年3
1
4

回
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
口
カ
所

を
訪
問
し
た
。
一
緒
に
歌
う
こ

と
や
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
た
た
く

こ
と
な
ど
が
「
リ
ハ
ビ
リ
に
も

な
る
」
と
好
評
だ
と
い
う
。

7

日
は
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ

ー
ら
却
人
が
キ
ー
ボ
ー
ド
9

台

を
持
ち
込
み
、
「
ど
ん
ぐ
り
こ

ろ
こ
ろ
」
な
ど
秋
を
感
じ
さ
せ

る
童
謡
な
ど
口
曲
を
披
露
。
施

設
利
用
者
約ω
人
は
、
配
ら
れ

た
歌
調
を
見
な
が
ら
大
き
な
声

で
合
唱
し
た
。
日
光
観
光
大
使

2

塁
禿
墜
勢
さ
ん
も
バ

イ
オ
リ
ン
で
「
ふ
る
さ
と
」
と

「
北
上
夜
曲
」
を
演
奏
し
た
。

ま
た
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
や
鈴

緒
に
演
奏
、
リ
ハ
ビ
リ
効
果

【
日
光
】
市
内
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
「
大
嶋
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
」

(
E除
機
→
部
会

長
)
に
よ
る
病
院
な
ど
で
の
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
が

7

日
、
木
和
田
島
の
介
護
老
人
保
健

施
設
「
見
龍
堂
メ
デ
ィ
ケ
ア
木
和
田
島
」
で
聞
か
れ
切
回
目
を
迎
え
た
。
「
普
段
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
へ
行
け
な
い
人
に
も
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
」
と

2
0
0
7

年
ロ
月

か
ら
始
め
た
取
り
組
み
は
、
演
奏
の
披
露
だ
け
で
な
く
、
患
者
や
利
用
者
と
一
緒
に
歌

い
、
奏
で
る
こ
と
が
特
徴
。
判
叫
興
野
副
会
長
は
「
音
楽
の
力
で
利
用
者
に
元
気
を
分

け
ら
れ
る
な
ら
、
今
後
も
ど
ん
ど
ん
開
催
し
た
い
」
と
さ
ら
な
る

H

共
演
H
に
意
欲
を

見
せ
た
。
(
島
井
苅
酷
)

サ
ー
ク
ル
は1
9
9
6
年
か
臨
時
宇
宙
講
師
の
下
で
ピ
ア
ノ
を
習
に
励
ん
で
い
る
。

ら
市
が
行
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ
教
続
け
た
い
と
引
年
に
結
成
。
グ
尉
簡
コ
ン
サ
ー
ト
は
普
段
の

室
の
卒
業
生
が
、
卒
業
後
も
対
ル

1
プ
や
個
人
レ
ッ
ス
ン
で
練
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
ボ
ラ

ーーーーーー..Á

日光のピアノサークル

下
野
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
9

日
(
日
)

‘
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

ι
ロ
目
と
明
か
し
た
。

ピ
C

同
N
P
O

の
吉
村
規
男
理
事
長

E
U
P
(町
)
は
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
展

弔
1
ι
望
に
つ
い
て
講
演
し
、
会
員
数
の

日
臣
、
減
少
や
高
齢
化
な
ど
が
課
題
だ
と

日
E
hド
指
摘
。
「
各
団
体
の
状
況
は
千
差

ヨ
ベ
院
万
別
で
そ
れ
ぞ
れ
が
現
状
を
把
握

会
で
は
、
い
き
い
き
会
と
高
知

医
療
セ
ン
タ
ー
(
高
知
市
)
の
「
ハ

ー
モ
ニ
ー
こ
う
ち
」
が
活
動
内
容

を
報
告
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!

を
務
め
る
中
村
由
紀
さ
ん
(
幻
)

は
、
2
0
0
4

年
に
結
成
さ
れ
た

ハ
ー
モ
ニ
ー
こ
う
ち
に
は
約
1
3

研修交流会|

患
者
の
目
線
で

病
院
づ
く
り
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海
外
の
医
療

精
神
科
病
院
の
な
い
国
は
今

イ
タ
リ
ア
に
は
精
神
判
明
病
院
が
な

い
。
ω
年
前
に
全
廃
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
た
か
ら
だ
。
一
人
の
精
神
税
医

が
、
強
制
入
院
か
ら
地
域
で
支
え
る
住

組
み
に
変
え
よ
う
と
奔
走
し
た
。
そ
の

理
念
と
実
践
は
世
界
に
先
駆
け
た
取
り

組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(
ト
リ
エ
ス
テH河
原
田
慎
一
)

法
の
施
行
か
ら
幼
年

地
域
で
の
生
活
支
援

1
9
7
8

年
に
施
行
さ
れ
た

法
律
は
「
パ
ザl
リ
ア
法
」
と

呼
ば
れ
る
。
閉
鎖
病
棟
で
の
強

制
入
院
が
当
た
り
前
だ
っ
た
精

神
医
療
現
場
を
改
革
し
た
ブ
ラ

ン
コ
・
パ
ザl
リ
ア

(
1
9
2

4
s
m
)に
ち
な
む
。

パ
ザ
l

リ
ア
は
「
危
険
な
存

在
」
と
し
て
隔
離
さ
れ
て
き
た

患
者
と
対
等
に
向
き
合
わ
な
い

限
り
病
気
は
治
ら
な
い
と
考
え

た
。
病
院
を
開
放
し
、
患
者
の

自
由
意
思
に
よ
る
医
療
を
導

入
。
精
神
税
病
院
長
と
し
て
赴

イタリア
バザーリア法 I
-司 憲法で保障された市
白・民権に基づき、精神税
の患者は自分の意思で医療を
選ぶ権利があると規定。精神
税病院の新設を禁止し、 「治
安維持」のための強制入院か
ら、地域サービスによる医療
に移行した。 2000年に政府
は、精神和病院の完全閉鎖を
宣言。罪を犯した精神障害者
らを収容する司法省の施設も
15年に廃止、各地域の精神保
健局が所管する一時居住施設
に移行した。

暴
れ
た
と
き
の
対
応
は

短
期
入
院
掬
束
は
制
限

薬
物
の
影
響
で
症
状
が
重
か

っ
た
り
、
暴
れ
た
り
す
る
緊
急

時
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
同

法
は
、
一
般
病
院
に
割
り
当
て

た
精
神
判
明
病
棟
へ
の
入
院
を
認

め
る
。
だ
が
ベ
ッ
ド
数
は
日
床

ま
で
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ロ
l

ニ
ャ
に
あ
る
総
合
病

院
の
精
神
税
病
棟
で
は
、
入
院

は
平
均1
週
間
ほ
ど
。
同
病
院

の
精
神
税
医
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・

ム
ス
コ
リ
さ
ん
は
「
集
中
的
に

治
療
し
て
緊
急
状
態
を
過
ぎ
れ ば

、
す
ぐ
公
立
の
療
養
施
設
な

ど
に
移
れ
る
」
と
話
す
。

暴
れ
る
患
者
の
体
を
拘
束
す

る
こ
と
は
あ
る
が
、
患
者
が
起

き
て
い
る
聞
は
1

時
間
に
1

回
、
血
圧
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
拘
束
を
ロ
時
間
以
内
と
す

る
こ
と
が
州
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
。
ム
ス
コ
リ
さ
ん
は
「
暴

れ
る
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
薬
の

影
響
。
適
切
な
治
療
で
拘
束

の
必
要
は
な
く
な
る
」
と
い

v
つ
。

ボ
ロ
l

ニ
ャ
の
北
西
約
日J

に
あ
る
カ
ル
ピ
の
総
合
病
院
で

は
2

年
前
か
ら
拘
束
を
や
め

た
。
患
者
が
暴
れ
て
看
護
師
が

け
が
を
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、

精
神
和
医
の
グ
ラ
ツ
ィ
ア
・
ト

ン
デ
ッ
リ
さ
ん
は
「
拘
束
で
は 状

態
が
良
く
な
ら
ず
、
つ
ら
い

記
憶
だ
け
が
残
る
。
む
し
ろ
、

ほ
か
の
患
者
と
の
交
流
で
症
状

が
改
善
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
」
。
昨
年
ま
で
に
全
国
の

総
合
病
院
の
約5
%
で
拘
束
を

や
め
た
。

実
質
的
長
期
入
院
な
お

取
り
組
み
に
地
域
差
も

精
神
糾
病
院
の
全
麗
が
進

み
、
政
府
が
「
根
絶
」
を
宣
言

し
て
約
加
年
が
た
つ
た
が
、
取

り
組
み
に
は
地
域
差
が
あ
る
。

ト
リ
エ
ス
テ
地
域
を
管
轄
す

る
公
立
精
神
保
健
局
の
ロ
ベ
ル

ト
・
メ
ッ
ツ
ィ
l

ナ
局
長
に
よ

る
と
、
パ
ザl
リ
ア
の
理
念
を

実
践
す
る
精
神
判
明
医
は
「
全
体

か
ら
見
る
と
ま
だ
少
数
」
。
ま

ず
入
院
が
必
要
、
と
考
え
る
医

師
は
南
部
を
中
心
に
多
い
。
民

間
の
療
養
型
施
設
に
は
、
実
質

的
に
患
者
を
長
期
入
院
さ
せ
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
6

月
に
政
権

に
つ
い
た
右
派
「
同
盟
」
党
首

の
サ
ル
ビ
l

ニ
副
首
相
は
、
病

院
か
ら
地
域
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転

換
を
「
患
者
の
家
族
を
置
き
去

り
に
す
る
偽
の
改
革
だ
」
と
批 判

し
て
い
る
。

一
方
、
地
域
で
精
神
医
療
を

支
え
る
取
り
組
み
は
他
国
の
関

心
を
呼
び
、
研
修
や
視
察
で
専

門
家
を
派
遣
し
て
き
た
国
は
米

園
、
イ
ラ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
な

ど
却
カ
国
・
地
域
に
上
る
。

メ
ッ
ツ
ィ
l

ナ
氏
自
身
、
パ

ザ
l

リ
ア
か
ら
「
抑
圧
さ
れ
た

患
者
の
権
利
を
守
ら
な
い
と
医

療
は
で
き
な
い
」
と
学
ん
だ
。

「
隔
離
さ
れ
る
こ
と
で
患
者
は

尉
産
や
市
民
権
を
失
い
、
差
別

の
対
象
に
な
っ
た
。
人
と
し
て

の
権
利
を
失
わ
ず
、
住
ん
で
い

る
揚
所
で
治
療
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
第
一
。
パ
ザl
リ
ア
は

そ
れ
を
印
年
前
か
ら
実
践
し
て

き
た
」
と
話
す
。
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任
し
た
北
部
ト
リ
エ
ス
テ
で
病

院
の
廃
止
を
宣
言
し
た
。

同
法
で
は
パ
ザl
リ
ア
の
改

革
を
も
と
に
、
患
者
が
病
院
外

で
治
療
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
仕
組
み
が
定
め
ら
れ

た
ト
リ
エ
ス
テ
に
は
患
者
の
一

時
宿
泊
用
施
設
が
4

カ
所
あ

る
。
そ
の
一
つ
、
海
岸
に
近
い

高
級
ホ
テ
ル
に
隣
接
す
る
施
設

は
一
軒
家
を
改
装
し
た
つ
く
り

で
、
個
室
が6
部
屋
。
施
錠
さ

日
本
人
将
校
に
つ
い
て
話
す
男

性
。
状
態
は
様
々
だ
。

平
均
2

週
間
ほ
ど
滞
在
す

る
。
患
者
が
地
域
に
戻
る
た
め

の
試
行
期
間
の
位
置
づ
け
だ
。

精
神
判
明
医
と
ソ
i

シ
ャ
ル
ワI

ヵ
ー
ら
が
各
患
者
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
つ
く
り
、
地
域
で
生
活
す

る
た
め
の
支
援
を
検
討
す
る
。

各
地
域
に
あ
る
社
会
協
同
組
合

が
、
就
労
支
援
な
ど
に
か
か
わ

る
。

日本からも視察

ア
マ
ゾ
ン
川
支
流
の
ネ
グ
ロ
川
か

ら
立
ち
上
る
湿
気
と
、
熱
帯
特
有

の
初
度
を
超
え
る
暑
さ
が
気
だ
る

さ
を
誘
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
マ
ナ

ウ
ス
市
内
の
小
さ
な
診
療
所
の
一

室
で
先
住
民
ト
ゥ
カ
ノ
の
オ
ビ
デ
ィ

オ
・
パ
レ
ト
(
市
)
が
、
コ
ッ
プ
に
入

山年8月山木o

日本でも入院患者を早期に退院させ地
域につなぐ取り組みが始まっているが、
厚生労働省の2016年の調査によると精神
和病床の平均在院日数は270日に上る。
日本の精神糾医らが 5 月、ボローニャ

の精神税病棟を視察した。 I必ず短期間
で病院から出さないといけないのか」と
の質問に担当医は「退院後も療養施設や
社会協同組合と情報を共有する。医療機
関にいると患者が仕事に復帰しにくい。

地域での生活を取り戻すのが重要だJ と
答えた。

視察に参加した精神税医の青木勉さん
が院長補佐を務める総合病院「国保旭中

央病院J(千葉県)では、05年に237床あっ
た精神税の入院べ、ツド数が、現在は救急

病棟のみの42床に。青木さんは「入院が
収入の多くを占める病院が多いが、入院
に頼らない精神医療サービスを進めたこ
とが経営改善にもつながった」という。
一方、医療スタッフの不足から、拘束

せざるを得ないことがある。青木さんは
「認知症の高齢者など、拘束をしないと
安全が守れない場合もある」と話す。

入院減らす取り組みも
敬
わ
れ
る
祈
稽
(
き
と
う
)
師
。

2

0
1
7

年
6

月
6

日
に
開
所
し
た

「
ア
マ
ゾ
ン
先
住
民
医
学
セ
ン
タ
ー
」

の
医
師
と
し
て
働
く
3

人
の
ク
ム
の

1

人
だ
。
セ
ン
タ
ー
は
ア
マ
ゾ
ン
地

方
に
長
年
伝
わ
る
伝
統
的
な
医
療
と

薬
草
な
ど
を
用
い
、
壇
丸
の
人
た
ち

先
住
民
の
知
恵

っ
た
水
に
小
声
で
祈
り
続
け
て
い

た
。5

分
く
ら
い
し
て
、
朗
代
の
女
性

患
者
の
足
に
水
を
塗
り
始
め
る
。
薬

を
処
方
す
る
前
に
も
、
薬
瓶
に
向
か

っ
て
「
パ
セ
セ
」
と
呼
ば
れ
る
祈
り

を
さ
さ
げ
た
。

オ
ピ
デ
ィ
オ
は
「
ク
ム
」
と
し
て

海
外
の
医
療

た
。
こ
こ
は
自
然
の
薬
を
使
っ
て
い

る
し
、
病
院
の
薬
よ
り
い
い
と
思
つ

わ
」
と
話
し
た
。

口
毒
蛇
の
傷

「
ほ
と
ん
ど
の
患
者
が
西
洋
医
学

を
試
し
て
み
て
治
癒
せ
ず
、
最
後
の

選
択
肢
と
し
て
こ
こ
を
訪
れ
る
」
。

命
救
う

伝
統
医
学
の
診
療
所

を
助
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。治

療
を
終
え
た
女
性
は
「
足
に
シ

ミ
が
で
き
て
、
普
通
の
病
院
に
行
っ

た
け
ど
治b
な
か
っ
た
か
り
来
て
み オ

ピ
デ
ィ
オ
の
五
男
で
、
セ
ン
タ
ー

開
所
に
奔
走
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
パ
ウ

ロ
(
必
)
が
説
明
す
る
。

き
っ
か
け
はω
年
1

月
。
マ
ナ
ウ

ス
の
北
西
約7
0
0
J
、
船
で7
日

日(東京)・斬D[! 

か
か
る
と
い
う
ア
マ
ゾ
ン
川
源
流
地

帯
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
境
に
近
い
ト
ゥ

カ
ノ
の
集
落
サ
ン
ド
ミ
ン
ゴ
ス
サ
ピ

オ
で
、
ジ
ョ
ア
ン
・
パ
ウ
ロ
の
当
時

ロ
歳
の
め
い
ル
シ
ア
ネ
が
毒
蛇
に
右

足
を
か
ま
れ
た
。

ボ
ー
ト
で
近
隣
の
都
市
の
病
院
に

運
ば
れ
た
が
、
医
師
ら
は
マ
ナ
ウ
ス

で
の
治
療
を
提
案
。
転
院
先
の
マ
ナ

ウ
ス
の
子
ど
も
病
院
で
は
「
右
足
が

壊
死
(
え
し
)
し
て
お
り
、
も
も
か

ら
下
を
切
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
害
さ
れ
た
。
ハ
義
や
オ
ピ

デ
ィ
オ
ら
ク
ム
は
そ
の
必
要
は
な
い

と
し
て
、
手
術
の
同
意
書
へ
の
サ
イ

ン
を
拒
否
し
た
。

オ
ピ
デ
ィ
オ
は
当
時
の
判
断
を

〔
次
ぺl
ジ
に
つ
づ
く
〕
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〔
前
ペ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

海
外
の
医
療

を
思
い
出
す
と
、
今
も
目
に
涙
が
あ

ふ
れ
る
。
「
家
族
に
ク
ム
が
い
た
お

か
げ
で
足
を
切
ら
ず
に
済
ん
だ
」
。
約

9

カ
月
間
は
寝
た
き
り
で
歩
け
な
か

っ
た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
良
く
な

っ
た
。
マ
ナ
ウ
ス
の
大
学
で
看
護
師

の
勉
強
を
し
な
が
ら
、
友
達
と
走
り

回
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

口
二
つ
の
医
療

ジ
ョ
ア
ン
・
パ
ウ
ロ
は
こ
の
出
来

事
を
契
機
に
「
ど
う
や
っ
た
ら
先
住

民
の
医
療
知
識
が
役
に
立
つ
こ
と

を
、
医
師
ら
だ
け
で
は
な
く
、
一
般

の
人
に
も
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
初
の
病
院
の
医
師
が
父
に
「
私

は
8

年
間
か
け
て
医
学
を
修
め
た
。

あ
な
た
は1
日
も
勉
強
し
て
い
な

い
」
と
言
い
放
っ
た
の
が
気
に
な
っ

て
い
た
。
先
住
民
の
医
学
を
理
論
的

に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
連
邦
大
で
人
類
学
の

博
士
号
を
取
得
し
た
。

仲
間
の
学
者
や
先
住
民
運
動
に
関

わ
る
専
門
寒b
と
話
し
合
い
、
セ
ン

タ
ー
の
創
撃
セ
決
め
た
。
名
称
に
は

わ
ざ
と
「
医
学
」
の
一
宮
暴
を
入
れ
た
。

「
議
論
を
巻
き
起
こ
す
た
め
、
世
間

を
挑
発
し
た
か
っ
た
ん
だ
」
と
い
た

ず
ら
っ
ぽ
く
笑
う
。

モ
ン
テ
イ
ロ
は
「
ル
シ
ア
ネ
の
治

療
に
薬
草
茶
が
役
に
立
っ
た
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
先
住
民
の

医
療
は
長
年
の
経
験
に
基
づ
い
て
い

る
。
医
者
の
卵
た
ち
に
は
人
へ
の
敬

意
、
繊
細
さ
を
持
つ
よ
う
教
え
て
い

る
。
誰
か
が
あ
る
治
療
に
つ
い
て
間

違
っ
て
い
る
と
言
え
ば
、
後
戻
り
す

る
こ
と
も
必
要
だ
」
と
言
う
。

「
西
洋
医
学
を
否
定
し
た
い
訳
で

は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
不
得
意
な
分

野
も
あ
る
し
、
西
洋
医
学
が
知
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
。
二
つ
の
医
療
を
結

び
つ
け
、
患
者
は
自
分
が
受
け
た
い

医
療
を
選
べ
る
。
そ
れ
を
望
ん
で
い

る
ん
だ
」
と
語
る
ジ
ョ
ア
ン
・
パ
ウ

ロ
。
そ
の
表
情
は
穏
や
か
だ
っ
た
。

(
敬
称
略
、
文
・
小
西
大
輔
)

(
共
同
通
信
〉

多民族国家ならでは

ルシアネを巡る「事件」でアマ

ゾナス州連邦検察は、常に先住民
家族の権利擁護を貫いた。検察官

フェルナンド・ソアベは「家族と

少女にはより良い治療法を選ぶ権
利があった。検察は先住民の文化

を尊重する立場から介入した」と

話す。

2010年に家族が州などに損害賠

償を求めて起こした訴訟で、検察
はルシアネか精神的苦痛を被った
との意見を提出。 14年に 5 万レア

ル(約150万円)の支払いを命じ

る一審判決が下され、上級審で係

争中だ。ブラジルには白人や黒人、

混血、先住民に加え、日系移民ら

さまざまな人種が共存する。多民

族国家ならではの寛容な対応だと

感じたo (敬称略)

埼玉新聞・朝刊

2018年7月 17 日(火)

な
決
断
が
必
要
だ
っ
た
。
家
族
に
少

女
を
病
院
で
受
け
入
れ
る
と
伝
え

「
毒
素
が
足
に
集
中
し
、
そ
れ
に
血
『
足
は
切
ら
な
い
。
私
は
自
分
の
仕

液
が
反
応
し
て
黒
っ
ぽ
い
紫
に
変
色
事
を
す
る
が
、
皆
さ
ん
の
治
療
を
邪

し
て
い
た
だ
け
だ
。
バ
セ
セ
で
時
開
魔
す
る
こ
と
は
一
切
し
な
い
』
と
約

を
か
け
て
体
か
ら
毒
を
追
い
出
せ
東
し
た
」

ば
、
足
を
切
り
な
く
て
も
治
る
と
思
モ
ン
テ
イ
ロ
は
ル
シ
ア
ネ
の
足
に

っ
た
」
と
説
明
す
る
。
し
か
し
医
師
外
科
手
術
を
施
す
一
方
、
ク
ム
ら
に

ら
は
、
切
断
し
な
け
れ
ば
命
が
危
な
パ
セ
セ
や
薬
草
茶
に
よ
る
治
療
を
認

い
と
譲
ら
な
か
っ
た
。
め
、
先
住
民
の
お
き
て
に
従
い
、
月

刑
事
告
発
も
辞
さ
な
い
な
ど
の
脅
経
中
の
看
護
師
を
病
人
に
近
づ
け
な

し
を
受
け
た
家
擦
り
は
、
ア
マ
ゾ
ナ
い
な
ど
の
要
宰
セ
受
け
入
れ
た
。
「
二

ス
州
連
邦
検
察
に
相
談
し
た
。
検
察
つ
の
医
学
が
一
緒
に
な
っ
た
結
果
、

は
「
ル
シ
ア
ネ
の
治
療
に
際
し
て
は
少
女
の
回
復
が
早
ま
っ
た
と
思
う
」

先
住
民
の
知
識
と
伝
統
を
尊
重
す
る
と
振
り
返
る
。

よ
う
に
」
と
勧
告
し
た
が
、
病
院
側
辺
歳
に
な
っ
た
ル
シ
ア
ネ
は
当
時

は
そ
れ
も
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。

口
救
い
の
手

家
族
は
ル
シ
ア
ネ
を
退
院
さ
せ
、

先
住
民
団
体
の
医
療
施
設
で
独
自
の

治
療
を
続
け
た
。
マ
ナ
ウ
ス
の
ジ
ェ

ト
ゥ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
大
学
病
院
の

院
長
だ
っ
た
医
師
ラ
イ
ミ
ソ
ン
・
モ

ン
テ
イ
ロ
(
邸
)
は
検
察
な
ど
の
仲
介

で
施
設
を
訪
ね
、
ク
ム
ら
と
話
し
合

っ
た
。

「
少
女
の
容
体
は
重
く
、
速
や
か
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かなえたい最後の願い
l オランダ末期患者 1 万人の外出付き添い 1

あ
と
数
カ
月
で
自
分
が
死
ぬ
と
知
っ
た
ら
、
何
が
し
た
い
で
す
か

1
1
0

末
期
患
者
の
希
望

を
実
現
さ
せ
る
団
体
が
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
。
そ
の
名
は
「
願
い
を
か
な
え
る
救
急
車
問
団
」
。

海
に
行
き
た
い
。
孫
の
笑
顔
が
見
た
い
。
家
に
帰
り
た
い
。
思
い
を
形
に
し
た
人
は

1

万
人
を

超
え
た
。
(
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

H

樟
阪
直
樹
)

移
動
式
ベ
ッ
ド
で
博
物
館
訪
問

「
死
ぬ
前
に
息
子
と
こ
の
博

物
館
に
来
た
か
っ
た
。
と
て
も

満
足
で
す
」

6

月
下
旬
、
余
命
数
カ
月
と

宣
告
さ
れ
た
エ
ミ
l

ル
さ
ん

(
叩
)
は
長
男
の
マ
イ
ク
さ
ん

(
お
)
、
義
弟
の
ロ
ブ
さ
ん
(
関
)

と
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

の
「
ミ
ニ
ワ
ー
ル
ド
」
を
訪
れ

た
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
町
並
み

を
模
型
で
再
現
し
た
博
物
館

で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
鉄
道
模

型
が
好
き
だ
っ
た
エ
ミl
ル
さ

ん
お
気
に
入
り
の
場
所
。
い
つ

か
マ
イ
ク
さ
ん
と
一
緒
に
、
と

の
思
い
を
後
押
し
し
た
の
は
3

カ
月
前
の
出
来
事
だ
。

突
然
、
背
中
に
激
し
い
痛
み

を
感
じ
、
駆
け
込
ん
だ
病
院
で

医
師
に
末
期
の
肺
が
ん
と
伝
え

ら
れ
た
。
入
院
し
て
寝
た
き
り

の
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
6

月

上
旬
、
体
調
が
良
く
な
り
退
院

を
認
め
ら
れ
た
。
妻
が
救
急
車

周
囲
に
連
絡
を
と
っ
た
。

こ
の
目
、
尉
団
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
付
き
添
っ
た
の
は

運
転
手
役
の
醤
察
官
エ
ド
さ
ん

(
但
)
と
看
護
師
の
サ
ネ
さ
ん

だ
。
医
療
設
備
を
備
え
た
ワ
ゴ

救
急
車
の
運
転
手

こ
の
活
動
を
始
め
た
の
は
ロ

ッ
テ
ル
ダ
ム
で
救
急
車
の
運
転

43  
世界発

ン
車
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
郊

外
の
エ
ミl
ル
さ
ん
宅
か
ら1

時
間
か
け
て
博
物
館
ま
で
。
途

中
、
サ
ネ
さ
ん
は
エ
ミi
ル
さ

ん
に
薬
を
飲
ま
せ
、
体
調
を
確

認
し
た
。

一
人
で
歩
け
な
い
エ
ミ
l

ル

さ
ん
は
移
動
式
ベ
ッ
ド
に
乗

り
、
2

時
間
か
け
て
館
内
を
回

り
、
マ
イ
ク
さ
ん
と
時
折
笑
顔

で
話
し
た
。
マ
イ
ク
さ
ん
に
よ

る
と
、
エ
ミ
l

ル
さ
ん
は
自
信

を
つ
け
、
以
前
よ
り
元
気
に
み

え
る
と
い
う
。

活
動
始
め
る

手
を
却
年
務
め
た
ケl
ス
・
フ

ェ
ル
ド
プ
ー
ル
さ
ん
(
邸
)
。
2

0
0
6

年
秋
、
あ
る
末
期
が
ん

の
男
性
と
の
出
会
い
が
き
っ
か

け
に
な
っ
た
。

入
院
中
の
男
性
を
治
療
の
た

め
別
の
病
院
に
運
ん
で
い
た
と

き
の
こ
と
。
男
性
が
航
海
士
だ

っ
た
と
知
り
、
も
う
一
度
海
に

出
た
い
か
と
聞
い
た
。
男
性
は

海
外
の
医
療

「
寝
た
き
り
な
の
で
無
理
だ
。

そ
れ
に
自
分
は
ク
リ
ス
マ
ス
ま

で
に
死
ぬ
」
。
フ
ェ
ル
ド
プ
ー

ル
さ
ん
は
、
寝
た
き
り
で
も
船

に
乗
れ
る
か
ツ
アl
会
社
に
尋

ね
、
非
番
の
日
に
救
急
車
を
借

り
ら
れ
る
よ
う
上
司
に
頼
ん

だ
。
3

日
後
、
同
僚
と
と
も
に

男
性
の
願
い
を
か
な
え
た
。

フ
ェ
ル
ド
プ
ー
ル
さ
ん
は

「
小
さ
な
努
力
で
た
く
さ
ん
の

末
期
患
者
の
助
け
に
な
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
」
。
男
性
は
そ
の

後
、
「
力
を
も
ら
い
、
長
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感
謝

し
、
翌
年
春
に
亡
く
な
っ
た
。

フ
ェ
ル
ド
プ
ー
ル
さ
ん
は
肝

年
、
同
僚
や
妻
と
と
も
に
末
期

患
者
の
希
望
を
無
料
で
か
な
え

る
た
め
の
尉
団
を
設
立
。
自
分 で

「
救
急
車
」
を
買
う
ま
で
、

上
司
か
市
の
救
急
車
を
使
え
る

よ
う
特
別
に
手
配
し
て
く
れ
た

た
め
、
休
み
の
日
に
限
っ
て
活

動
を
始
め
た
。
依
頼
が
多
く
な

っ
た
た
め
ω
年
、
退
職
し
て
専

念
す
る
こ
と
に
し
た
。
「
活
動

を
続
け
て
人
々
を
助
け
て
ほ
し

い
」
と
い
う
上
司
の
言
葉
も
背

中
を
押
し
た
。

医
師
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援

活
動
の
鍵
は
、
医
療
の
専
門

知
識
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

存
在
だ
。
問
団
に
は
医
師
や
看

護
師
、
救
急
隊
員
ら
約27
0

人
が
登
録
。
集
中
治
療
室
の
患

者
に
も
対
応
で
き
る
。

最
近
は1
日
5
3
6

件
、
年

2

千
件
前
後
を
引
き
受
け
、
こ

れ
ま
で
に1
万
1

千
件
を
超
え

た
。
最
高
齢
は1
1
1

歳
。
最

年
少
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と

ホ
ス
ピ
ス
に
い
た
8

カ
月
の
女

児
で
、
両
親
が
一
時
帰
宅
を
望

ん
だ
。
途
中
で
亡
く
な
っ
た
例

は
7

件
。
う
ち6
件
は
依
頼
者

の
希
望
の
揚
所
に
い
る
と
き
だ

っ
た
。

希
望
の
大
半
は
海
に
行
く
こ

と
と
自
宅
に
帰
る
こ
と
だ
。
孫

の
笑
顔
を
見
る
た
め
、
遊
間
地

に
行
く
こ
と
を
望
む
人
も
少
な

く
な
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く

願
い
を
か
な
え
た
高
校
生
も
い

た
。
オ
ラ
ン
ダ
を
車
で
出
発
、

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
法
王
に
会
い
に

い
き
、
手
を
握
っ
て
も
ら
っ
た

患
者
も
い
る
。
フ
ェ
ル
ド
プ
ー

ル
さ
ん
は
「
小
さ
い
と
思
え
る

願
い
こ
そ
美
し
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
」
。

年
2

千
件
の
仕
事
に
必
要
な

約
必
万
咋
(
約5
9
0
0

万

円
)
は
、
企
業
や
患
者
の
家
族

な
ど
か
ら
の
寄
付
金
で
賄
う
。

知
名
度
が
上
が
る
に
つ
れ
、
協

力
を
申
し
出
る
遊
園
地
や
美

術
館
が
増
加
。
無
料
で
利
用

で
き
た
り
、
営
業
時
間
外
に
入

揚
で
き
た
り
す
る
施
設
も
多

フ
ェ
ル
ド
プ
ー
ル
さ
ん
自
身

の
願
い
は
、
海
の
近
く
に
患
者

が
宿
泊
で
き
る
施
設
を
つ
く
る

こ
と
だ
。朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
四
日
(
火
)

49 



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2018 年 12号

海
外
の
医
療

介
護
や
保
育
容
易
に
転
職

北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
、

ラ
ヒ
ホ
イ
タ
ヤ
固
と
い
う
高
齢

者
介
護
や
保
育
な
ど
に
携
わ
る

人
の
共
通
基
礎
資
格
が
あ
る
。

幅
広
い
領
域
の
知
識
や
技
能
を

身
に
つ
け
た
上
で
職
種
を
決
め

る
仕
組
み
で
、
異
な
る
職
種
へ

の
転
職
も
比
較
的
容
易
だ
。
介

護
、
保
育
と
も
人
手
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
日
本
で
も
人

材
育
成
の
考
え
方
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
(
滝
沢
康
弘
)

圏ラヒホイタヤ フインラ
ンド語で「日常的に寄り

添う人」を意味する、同国独

自の共通基礎資格制度。ホー
ムヘルパーや保育士、准看護
師、歯科助手といった福祉や
保健医療分野の10種類の資格
を統合し、 1990年代初めから
育成が始まった。

フィンランド医療・福祉職に共通資格

「
お
昼
の
お
薬
を
飲
み
ま
し

ょ
う
ね
」
。
首
都
・
ヘ
ル
シ
ン
キ

近
郊
の
ポ
ル
ボl
市
に
あ
る
老

夫
婦
宅
を
訪
れ
た
テl
リ
カ
ン

ガ
ス
里
佳
さ
ん
(
特
)
が
、
女
性

(
部
)
に
優
し
く
話
し
か
け
た
。

在
宅
介
護
の
担
い
手
と
し
て
服

薬
管
理
や
食
事
、
シ
ャ
ワ
ー
の

介
助
の
ほ
か
、
糖
尿
病
患
者
の

血
糖
値
測
定
、
イ
ン
ス
リ
ン
投

与
の
注
射
も
担
当
し
て
い
る
。

訪
問
は
多
い
日
だ
と
初
か
所
を

超
え
る
。
「
一
人
で
回
る
た
め
責

任
は
重
い
が
、
裁
量
も
あ
っ
て
、

や
り
が
い
が
あ
る
」
と
話
す
。

結
婚
を
機
に
夫
の
母
国
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
住
ん
で
約
初
年
。

失
業
中
に2
年
間
の
ラ
ヒ
ホ
イ

タ
ヤ
養
成
講
座
を
受
け
、20

1
4

年
に
資
格
を
取
得
し
た
。

里
佳
さ
ん
は
初
め
か
ら
介
護

職
で
働
く
予
定
だ
っ
た
が
、
保

育
の
実
習
も
受
け
た
。
「
戸
惑

い
も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
や
っ

て
み
る
と
恐
れ
て
い
た
ほ
ど
で

は
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

同
じ
ラ
ヒ
ホ
イ
タ
ヤ
で
も
、

選
ぶ
職
種
に
よ
っ
て
業
務
内
容

に
違
い
が
あ
る
た
め
、
基
礎
的

な
こ
と
を
学
ん
だ
後
、
追
加
で

専
門
実
習
を
受
け
る
の
が
一
般

的
。
た
だ
、
基
本
的
に
は
職
種

聞
を
自
由
に
移
動
で
き
る
。
「
選

ん
だ
仕
事
に
満
足
で
き
な
け
れ

ば
他
の
分
野
に
挑
戦
で
き
る
」
。

里
佳
さ
ん
の
元
同
僚
も
、
試
し

に
移
っ
た
保
育
園
で
そ
の
ま
ま

人材不足の日本も注目

働
き
続
け
て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
仕
組
み
は
日
本
で

も
注
目
さ
れ
、
政
府
内
で
も
検

討
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き

た
。
高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
で

保
育
士
が
介
護
職
に
転
向
し
た

り
、
保
育
所
の
新
設
が
相
次
ぐ

都
市
部
で
介
護
職
か
ら
保
育
士

に
転
じ
た
り
し
や
す
く
な
る
な

ど
、
人
材
の
流
動
性
が
高
ま
る

か
ら
だ
。

ラ
ヒ
ホ
イ
タ
ヤ
に
詳
し
い
津

田
塾
大
の
森
川
美
絵
教
授
(
福

祉
政
策
論
)
は
「
地
域
に
住
み

続
け
た
い
が
、
自
分
の
職
種
の

人
材
は
足
り
て
い
る
場
合
や
、

子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
共
に
過

ご
せ
る
よ
う
な
ケ
ア
拠
点
が
増

え
て
い
く
時
に
、
働
き
手
の
選

訳
肢
が
広
が
る
。
家
事
か
ら
医

療
的
な
行
為
ま
で
、
利
用
者
の

生
活
に
寄
り
添
っ
て
行
う
た

め
、
多
職
種
の
連
携
を
支
え
る

役
割
も
期
待
で
き
る
」
と
話
す
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
4

日
(
火
)
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女
性
医
師
率
1

位
刊
%
超

ビアf差別なLト-
フ

東
京
医
科
大
の
入
試
で
、
女
子
の
合
格
を
抑
制
す
る
な
ど
の

不
正
が
発
覚
し
、
性
差
別
と
の
批
判
が
広
が
る
日
本
は
、
女
性

医
師
の
割
合
が
経
済
協
力
開
発
機
構(
O
E
C
D
)加
盟
三
十

四
カ
国
中
、
最
下
位
だ
。
ト
ッ
プ
は
北
欧
バ
ル
ト
三
国
の
一

つ
、
ラ
ト
ピ
ア
で
女
医
の
割
合
は
七
割
を
超
え
る
。
そ
れ
で

も
、
男
性
を
増
や
す
べ
き
だ
と
の
議
論
は
起
き
ず
、
外
科
医
不

足
な
ど
の
問
題
も
な
い
と
い
う
。
現
地
で
背
景
を
探
っ
た
。

(
ラ
ト
ピ
ア
の
首
都
リ
ガ
で
、
栗
田
晃
)

旧
ソ
連
構
成
国
で
、
人
口
約

二
百
万
人
の
ラ
ト
ピ
ア
。
「
学

生
時
代
も
医
師
に
な
っ
て
か
ら

も
、
女
性
だ
か
ら
と
い
っ
て
差

別
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い
」
。

リ
ガ
に
あ
る
総
合
医
院
に
勤
め

る
内
科
医
ユ
リ
ヤ
・
カ
タ
シ
エ

ワ
さ
ん
(
四
六
)
は
言
う
。

医
師
だ
っ
た
祖
母
に
憧
れ
、

同
じ
道
を
志
し
た
。
長
男
(
一
六
)

出
産
の
と
き
は
産
休
、
育
休
合

わ
せ
て
三
年
、
長
女
合
一
)
の
と き

は
二
年
、
現
場
を
離
れ
た
が
、

復
帰
に
は
支
障
は
な
か
っ
た
。

「
医
師
は
社
会
に
求
め
ら
れ

て
い
る
仕
事
。
特
に
公
立
病
院

は
人
手
不
足
だ
か
ら
」
。
時
短

勤
務
や
夜
勤
の
な
い
職
場
な
ど

育
児
の
状
況
に
応
じ
て
、
働
き

方
も
多
様
に
選
べ
る
。
ベ
ル
ジ

ン
シ
ュ
前
大
統
領
の
妻
も
医
師

で
、
夫
の
在
任
中
も
仕
事
を
続

け
た
と
い
う
。

ラ
ト
ビ
ア
保
健
省
の
オ
ス
カ

口
シ
ア
ヘ

N
A
M
E

/
曽

B

，
削
何
回

j

ベ
ソ
凹
勺
ア
ペ

シ
エ
〆

4
r
J
r

一

パ
/
ト

J
d
v

一Y
J

に
/
ス
/
ア
♂
件
以

ゾ
ムh
J
工

f
M

」
r
L

一

万
九
バ
ル
・

ι

縁
切

/

/

 

ー
i
l

レ
ド
1
1
1
1
1
1
1

ル
ス
・
ス
ナ
イ
デ
ル
ス
報
道
官

に
よ
れ
ば
、
女
性
医
師
が
多
数

を
占
め
る
比
率
は
長
年
変
わ
っ

て
い
な
い
と
い
う
。
外
科
の
男

女
比
は
刀
%
、
幻
%
と
、
男
性

が
多
く
な
る
の
は
ラ
ト
ピ
ア
も

日
本
も
同
様
だ
が
、
男
性
の
外

科
医
を
増
や
そ
う
と
す
る
意
図

や
、
外
科
医
不
足
の
懸
念
は
特

に
な
い
。

女
性
医
師
が
多
い
理
由
に
つ

い
て
、
ス
ナ
イ
デ
ル
ス
氏
は

「
特
別
な
取
り
組
み
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
あ
ま
り
考
え
た

こ
と
が
な
い
」
と
首
を
ひ
ね

る
。
た
だ
医
学
部
進
学
の
段
階

か
ら
、
女
性
は
七
割
を
占
め

る
。
カ
タ
シ
ェ
ワ
さ
ん
の
家
で

海
外
の
医
療

「男性増やそう」の議論起きず、

日
本
は
却
%
泊
ヵ
国
中
最
下
位

品
河
川
河
川
L

O
E
C
D

各
国
の
女
性
医
師
の
割
合
(
%
)

62.4 

57.7 

45.9 英国

も
、
長
女
が
母
の
仕
事
に
興
味

を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

O
E
C
D

調
査
で
は
、
バ
ル

ト
三
国
の
一
つ
、
エ
ス
ト
ニ
ア

が
ラ
ト
ビ
ア
に
次
ぐ
二
位
。O

E
C
D

以
外
で
も
ロ
シ
ア
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
な
ど
はω
1
叩
%
台

と
高
く
、
比
較
的
、
女
性
が
進

学
し
や
す
か
っ
た
旧
共
産
圏
の

教
育
シ
ス
テ
ム
の
伝
統
が
関
係

し
て
い
る
よ
う
だ
。

O
E
C
D

の
デ
l

タ
な
ど
に

よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
国
で
は
西

欧
や
米
国
に
く
ら
べ
て
医
師
の

フランス

45.7 

44.3 

34.6 

34.0 

ドイツ

給
与
が
低
く
、
社
会
の
平
均
給

与
レ
ベ
ル
に
近
い
。
男
性
の
人

気
の
職
業
に
な
り
に
く
い
こ
と

も
、
女
性
の
数
を
押
し
上
げ
て

い
る
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
呂
田
(
火
)

※ 201 ア年発表資料より
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中国進むか遠隔地医療:711 
，河，

過
疎
地
対
策
診
断
に
ネ
ッ
ト
、
A
l

中
国
で
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
遠
隔
地
医
療
が
動
き
だ
し
た
。

強
み
は
政
府
の
後
押
し
と
十
四
億
人
の
ビ
ッ
グ
デ

l

タ
。
英
国

の
調
査
会
社
に
よ
る
「
二O
一
七
ス
マ
ー
ト
都
市
世
界
番
付
」

で
十
八
位
に
入
っ
た
遠
隔
医
療
モ
デ
ル
地
区
の
智
憂
回
族
自
治

区
銀
川
を
取
材
し
た
。
(
安
藤
淳
)

銀
川
市
第
一
人
民
病
院
の
寧

夏
遠
隔
影
像
診
断
セ
ン
タ
ー
。

オ
ノ、

総
合
受
付
近
く
の
部
屋
で
医
師

ら
が
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

(
C

T
)
画
像
を
見
詰
め
る
。

病
院
の
劉
豆
江
副
教
授
は

「
昨
年
八
月
か
ら
運
用
を
始

め
、
自
治
区
や
隣
の
内
モ
ン
ゴ

ル
自
治
区
に
あ
る
六
十
の
病
院

や
診
療
所
と
連
携
し
、
既
に
画

像
四
万
枚
を
診
断
し
た
」
と
成

果
を
強
調
し
た
。
医
師
二
十
六

人
が
働
き
、
最
高
で
一
日
壬
二

百
枚
を
診
断
。
心
電
図
や
超
音

波
も
遠
隔
診
断
で
き
る
。

中
国
政
府
は
今
夏
、
寧
夏
を

「
ネ
ッ
ト
+
医
療
健
康
」
モ
デ

ル
地
区
に
指
定
し
多
額
の
予
算

を
投
入
。
李
克
強
首
相
が
六
月

に
視
察
し
「
貧
困
地
区
の
大
衆

が
よ
り
良
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

強みは政府の後押しとビッグデ、ータ

切マ

ケ
ア
原
因
説

米
国
で
医
療
用
麻
薬
オ
ピ
オ
イ
ド

へ
の
依
存
症
が
社
会
問
題
化
し
て
い

が
あ
る
。
医
師
か
ら
痛
み
止
め

な
ど
で
処
方
さ
れ
た
こ
と
が
中

毒
へ
の
「
入
り
口
」
と
な
る
こ

米
保
健
福
祉
省
に
よ
る
と
、

薬
物
中
毒
に
よ
る
昨
年
の
死
者

数
は
過
去
最
悪
の
約7
万
2
0

を
得
ら
れ
る
よ
う
国
は
積
極
的

に
支
持
す
る
」
と
後
押
し
し

た
背
景
に
は
、
寧
夏
の
医
療
水

準
が
沿
海
部
に
比
べ
低
い
現
状

が
あ
る
。
良
い
医
療
を
求
め
る

患
者
が
大
都
市
に
集
中
し
、
貧

困
率
が
高
い
過
疎
地
へ
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
普
及
が
課
題
だ
。
医

療
格
差
解
消
に
向
け
、
銀
川
市

の
馬
暁
飛
衛
生
計
画
生
育
委
員

会
主
任
は
「
ネ
ッ
ト
回
線
を
利

用
し
た
大
都
市
の
専
門
医
と
過

疎
地
の
家
庭
医
の
双
方
に
対
す

る
遠
隔
問
診
の
整
備
が
重
要
」

と
指
摘
す
る
。

病
院
で
は
二
十
四
時
間
計
測

す
る
、
の
べ
十
九
万
人
分
の
血

圧
や
心
電
図
の
デl
タ
を
一
括

管
理
す
る
。
個
人
の
医
療
情
報

を
「
衛
生
ク
ラ
ウ
ド
」
化
し
、

論
争

図
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
人
、
シ
ェ
リ

ル
・
ベ
ー
カ
ー
さ
ん
(
日
)
は
日 人

工
知
能
(
A
I
)も
診
断
に

活
用
中
。
「
日
本
のA
I

の
先

進
性
を
利
用
し
て
い
る
。
中
国

は
患
者
数
が
多
い
の
で
短
時
間

で
一
定
規
模
の
デl
タ
を
収
集

で
き
る
」
(
馬
主
任
)

中
国
ネ
ッ
ト
大
手
の
ア
リ
パ

パ
や
テ
ン
セ
ン
ト
な
ど
十
三
社

と
共
同
で
「
ネ
ッ
ト
応
用
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
病
院
内
に
設

立
。
馬
主
任
は
「
医
師
と
ハ
イ

テ
ク
企
業
が
密
接
に
連
携
し
た

ビ
ッ
グ
デl
タ
活
用
に
よ
り
、

新
し
い
医
療
製
品
が
生
ま
れ

る
」
と
期
待
し
た
。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
お
日
(
水
)

理
由
の
一
つ
と
し
て
オ
ピ
オ
イ

ド
問
題
を
挙
げ
る
。

共
和
党
の
ロ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
上
院
議
員
(
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
州
選
出
)
は
今
年1
月
、
「
オ

バ
マ
ケ
ア
が
オ
ピ
オ
イ
ド
問
題

の
深
刻
化
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
」
と
す
る
報
告
書
を
公
表
し

た
。
オ
パ
マ
ケ
ア
に
よ
っ
て
生
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I実
る
。
国
や
社
会
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ

て
真
っ
二
つ
に
割
れ
た
米
世
論
は
、

そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
も
一
致
点
を

見
い
だ
せ
な
い
で
い
る
。
(
米
オ
ハ

イ
オ
州
ウ
ォ
l

レ
ン
黒
見
周
平
)

野
中
間
選
挙
肌

国
日
常
の
中
毒
死

「6

年
前
に
娘
、
昨
年
は
息

子
。
今
年2
月
に
は
別
の
息
子

を
亡
く
し
ま
し
た
」

オ
ハ
イ
オ
州
北
東
部
の
街
ウ

ォ
l

レ
ン
。
8

月
白
日
、
郡
庁

舎
前
で
聞
か
れ
た
集
会
で
女
性

が
す
す
り
泣
き
な
が
ら
こ
う
話

す
と
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
た

め
息
が
漏
れ
た
。
集
会
は
オ
ピ

オ
イ
ド
被
害
者
家
族
の
団
体
が

企
画
し
た
。
代
表
の
エ
リ
ザ
ベ

ス
・
ベ
ッ
ク
リ
ー
さ
ん
(
日
)
は

「
中
毒
死
は
私
た
ち
の
日
常
に

あ
る
」
と
訴
え
る
。

オ
ピ
オ
イ
ド
は
脳
や
脊
髄
な

ど
の
神
経
系
に
作
用
し
、
強
力

な
鎮
痛
作
用
を
発
揮
す
る
一

方
、
依
存
症
に
つ
な
が
る
恐
れ と

が
多
い
。

ベ
ッ
ク
リ
ー
さ
ん
の
娘
キ
ャ

シ
ー
さ
ん
(
却
)
に
と
っ
て
は
ロ

年
前
、
体
の
痛
み
や
睡
眠
障
害

で
服
用
し
た
こ
と
が
始
ま
り
だ

っ
た
。
キ
ャ
シ
ー
さ
ん
は
次
第

に
強
い
薬
を
使
う
よ
う
に
な

り
、
違
法
薬
物
の
ヘ
ロ
イ
ン
を

手
に
入
れ
て
自
分
で
注
射
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
2
0
1
6

年

1

月
に
は
乱
用
や
感
染
症
で
発

作
を
起
こ
し
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
を
心
臓
に
埋
め
込
む
手
術
を

受
け
た
。
し
か
し
、
中
毒
は
収

ま
ら
ず
、3
月
に
再
び
ヘ
ロ
イ

ン
を
摂
取
し
、
浴
室
で
意
識
を

失
っ
て
い
る
の
を
ベ
ッ
ク
リ
ー

さ
ん
が
見
つ
け
、
病
院
に
担
ぎ

込
ん
だ
。

一
命
を
取
り
留
め
た
キ
ャ
シ

ー
さ
ん
は
依
存
症
か
ら
の
離
脱

治
療
を
受
け
、
最
近
は
小
康
状

態
を
何
と
か
保
っ
て
い
る
と
い

}
つ
。

海
外
の
医
療

0
0

人
。
死
因
と
し
て
は
銃
犯

罪
や
交
通
事
故
を
上
回
る
。1

9
9
0

年
代
後
半
、
製
薬
会
社

が
危
険
性
を
知
ら
せ
ず
に
オ
ピ

オ
イ
ド
を
大
量
販
売
し
、
医
師

が
安
易
に
処
方
し
た
こ
と
が
原

因
と
み
ら
れ
て
い
る
。

2
0
1
6

年
に
急
死
し
た
人

気
ロ
ッ
ク
歌
手
、
プ
リ
ン
ス
さ

ん
の
死
因
も
オ
ピ
オ
イ
ド
の
過

剰
摂
取
で
、
医
師
の
処
方
に
問

題
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

-
家
族
崩
壊

オ
ピ
オ
イ
ド
な
ど
の
依
存
症

は
子
供
を
育
て
る
親
の
責
任
感

も
奪
い
去
る
。
ウ
ォl
レ
ン
で

は
、
里
親
や
孫
を
育
て
る
祖
父

母
ら
が
団
体
を
作
り
、
連
携
を

米国

。米国でオビオイド申書の
死者は急増している
※米疾病対策センター (CDC)調べ

語

n
o
 

n
u
 

r
o
 

n
U
 

A

斗n
u
 

「
4n

U
 

ハ
H
V

ハ
H
U

ハ
H
V

、
，ι

A
斗
、
，
L
n
u
n
o
r
O

凋
斗
ヲ
ゐ

n
u

人
口
叩
万
人
当
た
り
(
人
)

14 16年

年
9

月
、
リ
リ
l
(
9
)、
ヘ
イ

リ

l
(
8
)、
ケ
ン
リ
l
(
6
)の

3

姉
妹
を
引
き
取
っ
た
。
母
親

で
あ
る
義
理
の
娘
は
深
刻
な
依

存
症
で
、
3

姉
妹
の
育
児
を
放

棄
し
、
ベ
ー
カ
ー
さ
ん
宅
前
に

置
き
去
り
に
し
た
。

3

姉
妹
は
当
時
、
放
心
状
態

で
、
「
ま
る
で
『
抜
け
殻
』
の

よ
う
だ
つ
た
」
と
ベ
ー
カ
ー
さ

ん
は
振
り
返
る
。
長
く
入
浴
し

て
お
ら
ず
、
2

人
は
靴
も
履
い

て
い
な
か
っ
た
。

ベ
ー
カ
ー
さ
ん
は
平
日
の
夜

叩
時
か
ら
朝
の6
時
半
ま
で
、

近
く
の
自
動
車
工
場
で
働
き
、

わ
ず
か
な
睡
眠
を
と
っ
て
子
供

た
ち
の
面
倒
を
見
る
。
「
い
い

子
た
ち
で
私
は
幸
せ
だ
。
た
だ
、

私
の
元
気
が
い
つ
ま
で
も
つ
か

|
|
」
。
そ
う
不
安
を
口
に
し

た

12 

-
動
か
ぬ
政
治

10 

オ
ピ
オ
イ
ド
依
存
症
へ
の
対

処
は
、
中
間
選
挙
の
争
点
に
浮

上
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、
野
党
・
民
主
党
の
オ
バ

マ
前
政
権
が
臼
年
に
導
入
し
た

医
療
保
険
制
度
「
オ
パ
マ
ケ
ア
」

の
原
則
廃
止
を
公
約
に
掲
げ
て

お
り
、
そ
れ
を
支
持
す
る
与
党

・
共
和
党
は
、
廃
止
を
訴
え
る 活

困
窮
者
向
け
の
保
険
の
適
用

を
受
け
る
人
が
増
え
、
結
果
的

に
よ
り
多
く
の
人
々
が
オ
ピ
オ

イ
ド
を
手
に
入
れ
や
す
く
な
っ

た
と
い
う
主
張
だ
。

対
す
る
民
主
党
は
、
オ
バ
マ

ケ
ア
が
オ
ピ
オ
イ
ド
中
毒
の
治

療
で
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と

い
う
立
場
だ
。
米
議
会
は
議
論

の
入
り
口
で
す
れ
違
っ
た
ま

ま
、
薬
物
依
存
の
抜
本
的
な
対

策
を
打
ち
出
せ
て
い
な
い
。

「
い
ず
れ
に
せ
よ
オ
パ
マ
ケ

ア
を
今
、
廃
止
し
て
し
ま
う
の

は
大
き
な
間
違
い
だ
」

オ
ハ
イ
オ
州
ト
ラ
ン
プ
ル
郡

で
オ
ピ
オ
イ
ド
問
題
の
対
策
部

長
を
務
め
る
エ
イ
プ
リ
ル
・
キ

ャ
ラ
ウ
ェ
l

氏
は
専
門
家
の
立

場
か
ら
こ
う
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
郡
は
オ
パ
マ
ケ
ア
に
よ
っ

て
月
別
万
が
(
約3
7
0
0

万

円
)
の
予
算
を
精
神
医
療
、
中

毒
対
策
費
と
し
て
得
て
い
る
。

こ
れ
が
な
く
な
れ
ば
、
死
者
は

も
っ
と
増
え
て
し
ま
う
」

暑士

ii7i: 

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
9

日
(
臼
)

53 



医療と安全管理総集版 2018 年 12号

海
外
の
医
療

依
存
薬
物
の
危
険
性
を
医
学
的
に
評
価
す
る
世
界
保
健
機
関
(
W
H
O
)の
専
門
家
委
員
会

が
七
月
、
「
大
麻
の
規
制
が
妥
当
か
否
か
を
検
討
す
る
」
と
表
明
し
た
。
大
麻
を
「
最
も
悪
影

響
が
大
き
い
」
と
分
類
し
規
制
す
る
条
約
が
で
き
た
一
九
六
一
年
以
来
、
見
直
し
も
視
野
に
検

討
に
入
る
の
は
初
め
て
。
国
際
的
に
は
医
療
目
的
な
ど
で
規
制
緩
和
の
動
き
も
あ
る
中
で
、
日

本
の
関
係
者
は
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。
大
麻
規
制
の
今
を
追
っ
た
。
(
皆
川
剛
)

WHO専門家委が検討

大
麻
に
関
す
る
規
制
が
話
し

合
わ
れ
た
の
は
、
六
月
四l
七

日
に
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で

聞
か
れ
た
W
H
O
の
薬
物
依
存

専
門
家
委
員
会
。
議
論
の
結
果

を
ま
と
め
た
報
告
書
を
七
月
、

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
に

提
出
し
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
、W
H
O

は
こ
れ
ま
で
、
大
麻
を
公
式
に

科
学
的
に
評
価
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
六
月
の
会
合
で
大
麻

草
や
樹
脂
、
抽
出
物
に
加
え
、

大
麻
の
主
要
な
酷
町
成
分
で
あ

る
「
デ
ル
タ
9

テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ

カ
ン
ナ
ピ
ノ
l

ル

(
T
H

C
)
」
の
検
証
に
必
要
な
医
学

的
証
拠
が
集
ま
っ
た
と
結
論
付

け
、
今
年
十
一
月
の
会
合
で
科

学
的
検
証
を
行
う
と
し
て
い

る
。

専
門
家
委
は
ど
ん
な
組
織
な

の
か
。

二
O
O
二
年
か
ら
十
五
年
間

委
員
を
務
め
た
鈴
木
勉
・
星
薬

科
大
特
任
教
授
(
精
神
薬
理

学
)
に
よ
る
と
、
各
国
か
ら
選

ば
れ
た
医
師
や
薬
剤
師
約
十
人

で
構
成
さ
れ
る
。
鈴
木
氏
の
場

合
、
推
薦
や
自
薦
の
手
続
き
な

く
就
任
の
打
診
が
あ
り
、
「
本

人
に
も
選
ば
れ
た
理
由
は
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
。

専
門
家
委
は
、W
H
O
加
盟

各
国
の
政
治
判
断
を
挟
ま
ず
、

も
っ
ぱ
ら
医
学
的
見
地
か
ら
薬

物
が
精
神
や
身
体
に
及
ぼ
す
作

用
と
危
険
性
を
検
討
。
関
連
条

約
に
照
ら
し
て
ど
の
程
度
の
規

制
に
該
当
す
る
か
を
国
連
に
勧

告
す
る
。

大
麻
草
や
樹
脂
は
、一
九
六

緩和の動き医療目的
一
年
の
条
約
で
「
特
に
乱
用
さ

れ
、
悪
影
響
を
生
じ
や
す
い
」

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ヘ

ロ
イ
ン
な
ど
と
同
じ
く
「
最
も

危
険
」
な
分
類
だ
。

専
門
家
委
は
七
月
の
報
告
書

で
、
「
大
麻
を
慢
性
的
に
使
う

と
不
安
や
抑
う
つ
な
ど
の
危
険

性
が
高
ま
る
。
特
に
若
者
が
定

期
的
に
使
う
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
」
と
注
意
を
促
し
て
い

る
。
他
方
で
、
医
療
目
的
の
応

用
研
究
な
ど
の
情
報
を
集
め
た

結
果
、
「
最
も
悪
影
響
が
大
き

い
と
分
類
さ
れ
る
他
の
物
質
と

同
程
度
の
悪
影
響
を
、
大
麻
草

や
樹
脂
が
生
じ
さ
せ
る
と
は
示

し
て
い
な
い
」
と
し
、
規
制
緩

和
の
勧
告
も
示
唆
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
で
は
、
こ
の
報
告
書

を
引
用
し
て
「
国
連
で
大
麻
規

制
見
直
し
へ
」
「
国
連
が
規
制

を
変
え
れ
ば
日
本
で
も
解
禁
さ

れ
る
」
な
ど
と
す
る
記
事
や
、

著
名
人
の
投
稿
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
鈴
木
氏
は
「
時
期
尚

早
だ
ろ
う
」
と
く
ぎ
を
刺
す
。

十
一
月
の
会
合
で
仮
に
規
制

見
直
し
の
勧
告
が
決
議
さ
れ
れ

ば
、
来
春
に
日
本
を
含
む
五
十

カ
国
以
上
が
参
加
し
て
聞
か
れ

る
国
連
麻
薬
委
員
会
へ
諮
ら
れ

腕は「最も危険」に分類国連勧告を11月に議論

「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
た
薬
物
の
名

を
、
国
が
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」

に
統
一
し
た
の
は2
0
1
4

年
。
悲
惨
な
事
件
事
故
を
引

き
起
こ
す
幻
覚
が
、
社
会
に

衝
撃
を
与
え
て
い
た
。
今
は

規
制
が
強
化
さ
れ
た
が
、
依

存
症
患
者
の
更
生
支
援
も
進

ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
薬
物
の

呪
縛
か
ら
抜
け
出
す
の
は
容

易
で
は
な
い
。
(
本
)

る
。
専
門
家
委
と
異
な
り
、
麻

薬
委
の
議
論
に
は
各
国
の
政
治

的
思
惑
が
反
映
さ
れ
る
。

専
門
家
委
は
鈴
木
氏
が
在
任

中
の
二
O
一
四
年
、
抗
が
ん
剤

に
よ
る
吐
き
気
を
抑
え
る
効
果

が
認
め
ら
れ
、
米
国
で
医
薬
品

と
し
て
使
わ
れ
るT
H
C

の
合

成
物
質
の
規
制
緩
和
を
壁
亡

た
。
し
か
し
、
麻
薬
委
は
否
決

し
た
。「

医
学
的
な
有
用
性
が
確
認

さ
れ
て
も
、
規
制
緩
和
に
よ
る

乱
用
の
助
長
と
い
っ
た
弊
害
の

お
そ
れ
が
あ
る
限
り
、
規
制
を

緩
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
判
断

す
る
国
は
相
当
あ
る
だ
ろ
う
」

と
鈴
木
氏
は
み
る
。

園
内
に
目
を
転
じ
る
と
、
大

麻
の
乱
用
を
巡
る
事
態
は
深
刻

化
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
で

乱
用
敵
性老

ど
う
判
断

ん
か
ん
発
作
へ
の
治
宙
開
効
果
が

あ
る
と
判
断
し
、
医
師
の
処
方

を
義
務
付
け
る
。
米
国
の
食
品

医
薬
品
局
も
六
月
、
て
ん
か
ん

54 



Klrinukl Sokuhou 

;庫銀と安全管理総集版 2018 年 12 号

は
、
昨
年
の
大
麻
事
件
の
摘
発

者
は
三
千
二
百
十
八
人
と
過
去

最
多
と
な
っ
た
。
四
年
連
続
で

増
え
て
お
り
、
二
十
代
以
下
が

四
割
以
上
を
占
め
る
。
「
今
年

の
摘
発
は
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー

ス
だ
」
(
捜
査
関
係
者
)
と
い

『
つ
。

か
つ
て
大
麻
は
「
ゲl
ト
ウ

ェ
l

ド
ラ
ッ
グ
」
と
呼
ば
れ

た
。
覚
醒
剤
な
ど
に
比
べ
て
安

価
で
入
手
し
や
す
く
、
心
理
的

な
抵
抗
も
小
さ
い
た
め
、
薬
物

依
存
の
入
り
口
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
二O
二
ハ
年
ご

ろ
か
ら
「
大
麻
リ
キ
ッ
ド
」

「
大
麻
ワ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ

る
T
H
C
を
濃
縮
し
た
加
工
品

が
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
介
し
て
出

回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

リ
キ
ッ
ド
は
カ
プ
セ
ル
に
詰

め
て
電
子
た
ば
こ
に
取
り
付

け
、
成
分
を
加
熱
蒸
発
さ
せ
て

吸
う
。
見
た
目
で
は
大
麻
だ
と

分
か
ら
ず
、
乾
燥
大
麻
を
燃
や

し
た
よ
う
な
独
特
の
に
お
い
も

大麻事件の摘発者数
※厚生労働省

まとめ

3,,()(J 

30m 

25<見)

20m 

1500 
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17年摘発最多、若年層で深刻
な
い
た
め
発
覚
し
づ
ら
い
。

入
手
や
使
用
が
手
軽
に
な
る

一
方
で
、T
H
C

濃
度
が
大
幅

に
高
め
ら
れ
た
加
工
品
の
悪
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。
大
阪
大

の
木
村
文
隆
准
教
授
(
神
経
科

学
)
は
「
き
わ
め
て
危
険
だ
」

と
指
摘
す
る
。

T
H
C

は
大
麻
の
成
分
「
カ

ン
ナ
ピ
ノ
イ
ド
」
の
一
種
。
木

村
氏
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
一

六
年
、
こ
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド

が
脳
に
与
え
る
影
響
を
マ
ウ
ス

実
験
で
証
明
し
た
。

木
村
氏
に
よ
る
と
、
人
間
の

脳
の
神
経
細
胞
は
接
続
の
際

に
、
必
ず
少
し
余
分
に
伸
び
る

性
質
が
あ
る
。
カ
ン
ナ
ピ
ノ
イ

ド
は
こ
の
余
っ
た
細
胞
を
刈
り

取
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
人

閣
の
脳
内
に
も
と
も
と
備
わ
っ

て
い
る
。

そ
こ
へ
、
外
部
か
ら
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
を
摂
取
す
れ
ば
、
脳

全
体
に
広
が
り
、
本
来
作
用
す

べ
き
で
な
い
神
経
の
突
起
に
ま

で
作
用
し
短
く
し
て
し
ま
う
と

い
う
。
「
間
違
っ
た
部
分
だ
け

消
し
ゴ
ム
で
消
そ
う
と
し
て
、

全
体
を
消
し
て
し
ま
う
よ
う
な

も
の
。
濃
度
が
高
い
ほ
ど
危
険

性
は
増
す
」

一
四
年
、
墓
京
・
池
袋
で
危

険
ド
ラ
ッ
グ
を
吸
っ
た
男
が
運

転
す
る
車
が
暴
定
し
、
七
人
が

死
傷
し
た
事
故
が
あ
っ
た
。
男

が
使
っ
た
ド
ラ
ッ
グ
に
含
ま
れ

て
い
た
の
が
、
合
成
カ
ン
ナ
ビ

ノ
イ
ド
だ
。
実
は
、
前
出
の
鈴

木
氏
が
W
H
O
の
専
門
家
委
で

最
も
多
く
扱
っ
た
の
も
、
カ
ン

ナ
ピ
ノ
イ
ド
を
成
分
に
含
む
危

険
ド
ラ
ッ
グ
だ
っ
た
。

乱
用
の
危
険
性
が
高
ま
る

中
、
国
際
的
に
見
る
と
条
約
を

批
准
す
る
国
の
一
部
で
大
麻
を

合
法
化
す
る
動
き
守
合
め
る
。

カ
ナ
ダ
は
来
月
、
大
麻
を
娯

楽
用
も
含
め
て
全
面
解
禁
す

る
。
国
と
し
て
大
麻
を
合
法
化

す
る
の
は
昨
年
の
ウ
ル
グ
ア
イ

に
続
き
二
例
目
で
、
先
進
七
カ

国
(
G
7
)で
は
初
め
て
。
ト

ル
ド
l

首
相
は
、
国
の
関
与
を

強
め
、
犯
罪
組
織
に
よ
る
密
売

を
防
ぐ
狙
い
が
あ
る
と
説
明
す

る
。英

国
は
、
医
療
目
的
に
限

り
、
大
麻
の
使
用
を
年
内
に
合

法
化
す
る
見
通
し
だ
。
重
い
て

厚
労
省
麻
療
取
締
部
が
押
収
し
た

大
麻
草
@
と
「
大
麻
ワ
ッ
ク
ス
」

e
Hい
ず
れ
も
佐
野
年
6

丹
、
東
京

都
千
代
田
区
で

高
濃
縮
品
、
ネ
ッ
ト
介
し
出
回
る

E園

海
外
の
医
療

国「条約より重い規制は可能」
の
治
療
薬
と
し
て
大
麻
に
含
ま

れ
る
成
分
「
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー

ル
」
を
承
認
し
た
。

W
H
O
の
専
門
家
委
が
条
約

制
定
か
ら
半
世
紀
を
経
て
初
め

て
大
麻
の
科
学
的
検
証
に
乗
り

出
す
の
は
、
こ
う
し
た
解
禁
の

流
れ
を
前
に
専
門
的
知
見
を
示

す
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

事
情
が
あ
り
そ
う
だ
。
前
出
の

報
告
書
で
は
、
純
粋
な
カ
ン
ナ

ピ
ジ
オ
1

ル
に
関
し
て
は
「
大

麻
や
T
H
C

と
異
な
り
、
依
存

や
乱
用
の
証
拠
は
な
い
」
と
し

て
「
条
約
で
規
制
す
べ
き
で
な

い
」
と
結
論
付
け
、
各
国
の
動

き
を
追
認
す
る
形
と
な
っ
た
。

W
H
O
の
動
き
は
、
日
本
国

内
に
も
影
響
す
る
の
か
。
厚
労

省
は
「
各
国
が
よ
り
重
い
規
制

を
設
け
る
こ
と
は
条
約
で
認
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の
こ

と
は
現
段
階
で
は
申
し
上
げ
ら

れ
な
い
」
と
す
る
。
鈴
木
氏
は

「
仮
に
大
麻
の
成
分
で
し
か
救

え
な
い
患
者
が
い
る
と
証
明
さ

れ
た
な
ら
ば
、
乱
用
を
防
ぐ
制

度
を
き
ち
ん
と
整
え
た
上
で
、

国
民
的
な
議
論
と
理
解
が
最
低

限
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
話

し
て
い
る
。

東
京
新
聞
・
朝
刊
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向者3ぞう「
す
て
き
な
あ
な
た
の
笑
顔
を
見

た
い
か
ら
」
を
心
の
支
え
に
ス
ト
!

マ
を
つ
く
っ
た
ス
トl
マ
保
有
者
に

向
き
合
い
、
お
年
が
過
ぎ
た
。

ス
ト
l

マ
は
、
消
化
管
や
尿
路
を

人
為
的
に
体
外
に
誘
導
し
て
つ
く
っ

皮膚・排池ケア認定看護師熊谷英子さん①

た
開
放
口
で
、
前
者
を
「
消
化
管
ス

ト

l

マ
」
、
後
者
を
「
尿
路
ス
ト
l

マ
」
と
い
う
。

広
い
意
昧
で
は
、
胃
癌
(
ろ
う
)

や
腸
壊
、
気
管
孔
、
塵
孔
な
ど
も
含

む
。
「
人
工
旺
門
」
「
人
工
腸
脱
(
ぼ

う
こ
う
)
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
人
工
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
避
け

る
意
昧
で
現
在
は
「
ス
ト
1

マ
」
が

定
着
し
つ
つ
あ
る
。

ス
ト
l

マ
は
、
消
化
管
や
尿
路
に

で
き
た
病
変
を
外
糾
手
術
で
切
除
し

た
結
果
つ
く
ら
れ
る
。
代
表
的
な
疾

患
に
は
直
腸
が
ん
、
勝
脱
が
ん
、
女

性
性
器
が
ん
、
炎
症
性
腸
疾
患
、
小

児
先
天
性
疾
患
な
ど
が
あ
る
。

直
腸
・
旺
門
や
勝
脱
・
尿
道
に
はストーマ保有者に笑顔を

意
識
的
に
動
か
せ
る
括
約
筋
が
あ

り
、
自
分
の
意
思
で
排
便
や
排
尿
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
が
、
ス
ト
l

マ
を
つ
く
る
と
排
池
(
は
い
せ
つ
)

の
経
路
が
変
更
さ
れ
、
匹
門
や
尿
道

か
ら
出
し
て
い
た
便
や
尿
が
腹
部
の

ス
ト
l

マ
か
ら
本
人
の
意
思
と
無
関

係
に
排
池
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
排

世
さ
れ
た
便
や
尿
は
専
用
の
ス
ト
ー

マ
袋
に
た
め
ら
れ
、
適
切
に
管
理
す

る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。

ス
ト
1

マ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
目
的
は
「
ス
ト1
マ
を
持
つ
ゆ
え

の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
最
小
限
に

し
て
通
常
の
生
活
を
営
む
よ
う
に
な

る
こ
と
」
で
あ
り
、
ス
トl
マ
ケ
ア

に
は
、
術
前
か
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て 身

体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
支
え

る
全
人
的
な
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
る
。

私
は1
9
8
6

年
、
東
北
大
学
病

院
第
一
外
糾
が
全
国
に
先
駆
け
て
開

設
し
た
ス
ト1
マ
外
来
の
担
当
に
な

っ
た
。
患
者
の
多
く
は
、
排
池
経
路

の
変
更
に
よ
る
身
体
イ
メ
ー
ジ
の
変

化
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
「
こ
ん

な
も
の
が
つ
い
て
い
る
な
ら
死
ん
だ

方
が
ま
し
」
と
生
き
る
希
望
を
失
っ

た
人
ま
で
い
た
。
適
切
な
ス
ト
l

マ

ケ
ア
を
受
け
ら
れ
ず
、
使
漏
れ
と
そ

れ
に
伴
う
皮
膚
障
害
や
臭
い
に
苦
悩

し
て
閉
鎖
的
な
生
活
を
送
る
患
者
も

少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
こ
で2
0
0
0

年
、
ス
ト1
マ

ケ
ア
の
質
向
上
を
目
的
に
、
日
本
看 護

協
会
の
「
皮
薗
・
排
池
ケ
ア
認
定

看
護
師
」
資
格
を
取
得
し
、
ス
ト
l

マ
ケ
ア
の
道
に
入
っ
て
い
っ
た
。

く
ま
が
い
・
え
い
こ
1
9
5
8

年

生
ま
れ
。
剖
年
東
北
大
学
病
院
勤
務
、

2
0
0
0

年
皮
膚
・
排
出
ケ
ア
認
定
看

護
師
。
叩
年
同
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
糾
に
入
学
し
障
害
糾
学
修
士
。
日
年

同
病
院
看
護
師
長
を
経
て
は
年
よ
り

「
む
ら
た
日
帰
り
外
制
手
術
・
W
O
C

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
勤
務
、
統
括
看
護
部
長
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
7

月
2

日
(
月
)
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・ . 
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・ . 
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・ . 

. 
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・ 0

・.

0 ・

0 ・

. 
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向者3fラ
2
0
0
0

年
に
皮
膚
・
排
出
(
は

い
せ
つ
)
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
資
格

を
取
得
す
る
と
東
北
地
区
の
ス
ト

l

マ
ケ
ア
の
質
向
上
を
目
指
す
活
動
を

始
め
た
。
質
の
高
い
ス
卜
l

マ
ケ
ア

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
全
国
初
の

皮膚・排池ケア認定看護師熊谷英子さん②

W
O
C
(創
傷
・
オ
ス
ト
ミl
・
失

禁
)
セ
ン
タ
ー
開
設
や
セ
ミ
ナ
ー
、

公
開
講
座
の
開
催
、
患
者
会
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
の
活
動
を
経
て
故
郷

の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
、
大
学
病

院
を
退
職
し
て
は
年
か
ら
現
職
の
W

O
C

ク
リ
ニ
ッ
ク
でW
O
C
外
来
と

訪
問
看
護
を
担
当
し
て
い
る
。

日
年
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
叩
歳
代

の
男
性S
さ
ん
は
羽
年
前
に
直
腸
が

ん
で
直
腸
の
切
断
手
術
を
受
け
、
左

下
腹
部
に
ス
卜i
マ
を
つ
く
っ
た
。

3

カ
月
前
に
転
倒
し
た
こ
と
で
自
分

で
ス
トl
マ
装
具
の
交
換
が
難
し
く

な
り
、
妻
に
装
具
交
換
を
し
て
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
た
。

とが生む苦労「知らない」こ

妻
も
高
齢
の
た
め
負
担
が
大
き

く
、
ケ
ア
の
簡
便
化
を
希
望
し
て
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
紹
介
で
W
O
C
外

来
に
来
ら
れ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
S

さ
ん
は
、
皮
膚
保
護
性
や
防
臭
性
の

な
い
装
具
を
使
っ
て
お
り
、
排
便
ご

と
に
交
換
し
て
い
た
。

私
が
ス
ト1
マ
ケ
ア
を
始
め
た
お

年
前
も
同
様
の
装
具
を
使
い
、
臭
い

や
皮
膚
障
害
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
が

い
た
が
、
装
具
が
進
化
し
、
現
在
で

は
皮
膚
保
護
性
、
防
臭
性
、
耐
久
性

の
い
ず
れ
も
優
れ
た
装
具
を
使
う
の

が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。
幼
年
間
、

旧
来
の
装
具
を
使
っ
て
い
た
S

さ
ん

の
苦
労
と
、
彼
に
新
し
い
情
報
を
伝

え
る
場
や
人
が
い
な
か
っ
た
事
実
に 四

円
然
(
が
く
ぜ
ん
)
と
し
た
。

s

さ
ん
に
は
週2
回
の
へ
ル
パ
ー

に
よ
る
入
浴
介
助
後
に
交
換
で
き
る

装
具
を
選
択
。
私
と
、
講
習
会
を
受

講
し
た
へ
ル
パl
が
連
携
し
て
ス
ト

l

マ
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
安
心
し

て
生
活
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。s

さ
ん
は
「
ス
ト1
マ
は
い
や
だ

っ
た
け
ど
病
気
を
治
す
た
め
だ
か
ら

仕
方
が
な
か
っ
た
」
「
一
番
辛
か
っ

た
の
は
東
京
へ
の
出
張
。
電
車
の
中

で
、
便
が
漏
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、

周
り
の
人
に
臭
い
と
思
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
」

と
振
り
返
る
。

妻
も
「
本
当
に
苦
労
し
た
」

ん
な
い
い
装
具
が
あ
る
の
に
誰
も
教

え
て
く
れ
な
か
っ
た
」
「
早
く
あ
な

た
に
出
会
い
た
か
っ
た
」
と
涙
ぐ
む
。

私
も
「
早
く
出
会
っ
て
役
立
ち
た
か

っ
た
」
と
心
か
ら
思
う
。

S

さ
ん
は
漢
字
の
知
識
が
豊
富

で
、
ケ
ア
後
に
「O
O
は
漢
字
で
ど

う
書
く
と
思
う
?
」
と
尋
ね
る
な
ど
、

，
漢
字
の
勉
強uが
訪
問
時
の
互
い
の

大
き
な
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
。

ー
、ー，

2
0
1
8

年
7

月
時
日
(
月
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊
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ト

l

マ
保
有
者
が
、
装
具
を
求
め
て
マ
保
有
者
に
情
報
や
装
具
な
ど
を
提

来
院
し
た
。
大
規
模
災
害
の
際
、
い
供
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

か
に
情
報
・
物
流
ル
l

卜
を
確
保
し
ス
ト

l

マ
保
有
者
に
は
、
災
害
拠

て
ス
ト1
マ
保
有
者
を
支
え
る
か
。
点
・
基
幹
病
院
な
ど
を
記
し
た
「
ス

大
き
な
課
題
が
残
っ
た
。
ト

l

マ
保
有
者
の
た
め
の
災
害
対
策

こ
の
た
め
多
く
の
関
係
者
が
協
力
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
配
布
。
災
害
拠
点

し
て
M
年
1

月
、
「
宮
城
県
に
お
け
・
基
幹
病
院
に
は
災
害
発
生
時
に
汎

る
ス
ト
1

マ
ケ
ア
に
関
す
る
災
害
対
用
装
具
と
ス
キ
ン
ケ
ア
セ
ッ
ト
を
送

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
。
地
り
、
装
具
5

枚
と
ス
キ
ン
ケ
ア
セ
ッ

震
や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
ト
5

回
分
を1
組
と
し
て
、
来
院
し

時
、
特
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し
た
ス
トl
マ
保
有
者
に
手
渡
し
て
も

た
事
態
に
な
っ
た
と
き
の
ス
ト
1

マ
ら
う
こ
と
に
し
た
。

保
有
者
の
支
援
が
目
的
で
、
県
内
2

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
近
年

カ
所
の
拠
点
病
院
と
同
カ
所
の
基
幹
起
き
た
水
害
や
火
山
噴
火
に
よ
る
避

病
院
が
補
完
体
制
を
取
り
な
が
ら
近
難
勧
告
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
す
る

隣
の
病
院
や
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
こ
と
が
で
き
た
。

ー
シ
ョ
ン
、
避
難
所
な
ど
の
ス
ト
!
日
本
ス
トl
マ
・
排
世
リ
ハ
ビ
リ

局当3fラ
2
0
1
1

年
3

月
日
日
の
東
日
本

大
震
災
で
東
北
地
方
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
今
年6
月
8

日
現
在
の

震
災
に
よ
る
犠
牲
者
は
1

万
5
8
9

6

人
で
、2
5
3
7

人
が
い
ま
だ
行

方
不
明
だ
。
テ
レ
ビ
に
映
る
西
日
本

向当3fう印
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は20

2
5

年
に
は
3
6
5
7

万
人
に
達

し
、
高
齢
化
率
は
加
%
を
超
え
る
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。
叩
年
に
社
団
法

人
日
本
オ
ス
卜
ミl
協
会
が
ス
トl

マ
保
有
者
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査

皮膚・排池ケア認定看護飾熊谷英子さん③

豪
雨
の
被
災
地
の
光
景
が
、
あ
の
日

の
記
憶
と
重
な
る
。

当
時
、
私
は
東
北
大
学
病
院
W
O

C

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
東
北
地
区

の
拠
点
病
院
の
皮
膚
・
排
池
(
は
い

せ
つ
)
ケ
ア
認
定
看
護
師
と
し
て
、

被
災
し
た
患
者
の
受
け
入
れ
や
被
災

地
の
医
療
者
、
皮
膚
・
排
池
ケ
ア
認

定
看
護
師
の
支
援
な
ど
に
追
わ
れ

た
。
被
災
地
に
通
じ
る
道
路
は
寸
断

さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
も
深
刻
だ
っ

た
。
さ
ら
に
、
停
電
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
途
絶
が
支
援
を
困
難
に
し
た
。

全
国
か
ら
送
ら
れ
た
ス
ト
l

マ
装

具
が
避
難
所
な
ど
に
い
る
ス
ト
l

マ

保
有
者
の
も
と
に
届
か
ず
、
装
具
を

津
波
で
流
さ
れ
て
失
っ
た
多
く
の
ス

皮膚・排池ケア認定看護師熊谷英子さん④

で
は
、
生
活
上
抱
え
て
い
る
問
題
や

悩
み
と
し
て
「
ス
トl
マ
管
理
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
の
不
安
」
が
上

位
を
占
め
、
高
齢
化
に
伴
い
ス
ト
l

マ
管
理
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

在
宅
の
ス
トl
マ
保
有
者
に
と
っ

て
は
、
ス
トl
マ
手
術
後
の
病
院
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
が
不
十
分
な

た
め
相
談
先
が
な
い
ケ
l

ス
が
目
立

つ
。
在
宅
で
の
医
療
や
介
護
の
担
い

手
の
知
識
・
技
術
の
不
足
か
ら
十
分

な
ス
ト
l

マ
ケ
ア
が
提
供
で
き
て
い

な
い
現
状
も
あ
る
。

早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
は
多

い
。
病
院
に
お
け
る
ス
ト
l

マ
ケ
ア

の
質
の
確
保
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体

災害支援、備えが大切高齢化で在宅ケア注力
制
の
見
直
し
、
地
域
の
医
療
者
・
介

護
職
の
教
育
体
制
の
整
備
、
病
院
医

療
者
と
在
宅
医
療
者
・
介
護
職
と
の

連
携
強
化
な
ど
だ
。

そ
こ
で
、
地
域
に
活
動
の
軸
足
を

移
し
た
は
年
か
ら
、
在
宅
に
お
け
る

ス
ト
l

マ
ケ
ア
の
質
を
高
め
る
取
り

組
み
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
年
間
延

べ
約1
2
0
0

人
の
患
者
に
質
の
高

い
ケ
ア
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
患

者
を
取
り
巻
く
家
族
、
訪
問
看
護
師
、

介
護
職
へ
の
指
導
、
相
談
業
務
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
病
院
・
在
宅
医
療

者
、
介
護
職
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
多
職
種
を
対
象
と
し
た
「
在
宅
W

O
C

サ
ロ
ン
」
を2
カ
月
に
1

回
開

医
療
従
事
者

催
。
講
義
と
実
技
指
導
で
ケ
ア
の
力

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
茶

話
会
で
親
睦
を
深
め
て
い
る
。
同
年

に
は
宮
城
県
皮
膚
・
排
出
(
せ
つ
)

ケ
ア
認
定
看
護
師
会
を
設
立
し
、
県

内
町
人
の
会
員
が
ス
ト
l

マ
保
有
者

の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
。

特
に
日
本
ス
ト1
マ
・
排
池
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
が
開
催
し
て

い
る
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
の
た

め
の
ス
ト
l

マ
ケ
ア
講
習
会
」
を
県

内
7

ブ
ロ
ッ
ク
で
聞
き
、
地
域
で
の

ケ
ア
の
向
上
と
連
携
を
図
っ
て
い

る
。
患
者
会
の
支
援
、
訪
問
看
護
師

.
介
護
職
を
対
象
と
し
た
講
演
会
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
施
設
へ

の
出
張
講
義
な
ど
も
重
ね
て
い
る
。 テ

l

シ
ョ
ン
学
会
は
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
、
災
害
対
策
委
員
会
を
設

け
て
、
ス
トl
マ
装
具
の
供
給
支
援

や
情
報
提
供
、
ケ
ア
支
援
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
今
回
の
西
日
本
豪
雨
で

も
、
す
で
に
支
援
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
支
援
が
必
要
な
方
は
、
近
隣
の

ス
ト
l

マ
装
具
販
売
店
ま
た
は
ス
ト

l

マ
を
つ
く
っ
た
病
院
に
相
談
し
て

ほ
し
い
。日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
7

月
呂
田
(
月
)

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
病
院
と

在
宅
と
患
者
会
と
の
連
携
、
在
宅
医

療
者
・
介
護
職
の
知
識
・
技
術
の
向

上
、
長
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体

制
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
実

感
し
て
い
る
。
活
動
が
全
国
に
広
が

り
、
多
く
の
ス
トl
マ
保
有
者
が
生

涯
に
わ
た
り
、
す
て
き
な
笑
顔
で
過

ご
せ
る
よ
う
願
っ
て
や
ま
な
い
。

(
こ
の
項
お
わ
り
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
7

月
初
日
(
月
)

57 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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愛
知
県
の
知
多
半
島
の
先
端
に
あ

る
師
崎
港
か
ら
船
で
十
分
。
三
河
湾

に
浮
か
ぶ
篠
島
は
、
人
口
千
六
百
人

の
小
さ
な
島
だ
。
港
近
く
の
診
療
所

は
、
日
に
焼
け
た
高
齢
者
た
ち
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
。

週
二
回
、
各
二
時
間
の
外
来
担
当

日
。
船
で
来
て
、
診
療
衣
に
着
替
え

る
と
、
手
際
よ
く
問
診
を
進
め
て
い

く
。
高
血
圧
、
ひ
ざ
の
関
節
炎
な
ど

慢
性
疾
患
の
患
者
が
多
い
。
通
販
の

健
康
食
品
で
ひ
ど
い
下
痢
を
し
た
と

い
う
女
性
に
は
「
あ
あ
い
う
の
、
信

じ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
」
と
諭
し
た
。

「
島
と
言
っ
て
も
交
通
の
便
が
い

;た

だ
~ 
7 

千
射
万
箭
ー
。
千
本
万
本
の
矢
を

射
る
時
で
も
、
今
、
射
る
矢
を
お
ろ

そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
、
一
つ
一

つ
の
こ
と
に
手
を
抜
い
て
は
い
け
な 知多厚生病院篠島診療所(愛知県南知多町〉

保E 恵ーさん (64)所長

い
か
ら
、
み
ん
な
船
で
通
院
す
る
ん

で
す
よ
。
診
療
所
を
使
う
の
は
主
に

高
齢
者
」
。
本
院
の
知
多
厚
生
病
院

(
同
県
美
浜
町
)
の
同
僚
や
、
へ
き

地
医
療
研
修
の
若
手
医
師
ら
で
外
来

診
療
を
分
担
す
る
。
寝
た
き
り
患
者

の
往
診
に
出
掛
け
る
こ
と
も
あ
る
。

子
ど
も
世
代
が
島
を
離
れ
て
も
、
独

居
に
な
っ
て
も
「
こ
こ
で
一
生
を
終

え
た
い
」
と
願
う
人
た
ち
だ
。

本
院
の
す
ぐ
近
く
で
生
ま
れ
育
っ

た
。
父
親
は
地
元
の
病
院
の
事
務
職

員
、
親
族
に
も
医
療
関
係
者
が
多

く
、
医
療
は
身
近
だ
っ
た
。
名
古
屋

重
斗
大
医
学
部
を
卒
業
。
東
海
各
地

の
病
院
で
外
科
医
と
し
て
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
、
乳
腺
外
科
に
も
領
域
を
広

げ
た
。
知
多
厚
生
病
院
は
二
度
目
の 赴

任
。
院
長
か
ら
「
故
郷
だ
し
、
医

師
人
生
の
締
め
く
く
り
に
」
と
八
年

前
に
誘
わ
れ
た
。
地
域
医
療
福
祉
連

携
部
長
、
乳
腺
外
科
部
長
を
兼
ね

る
。
「
医
療
連
携
の
仕
事
を
す
る
う

え
で
、
医
師
会
や
行
政
に
は
同
じ

小
、
中
、
高
校
の
出
身
者
が
多
く

て
、
や
り
や
す
い
」
と
笑
う
。

高
齢
化
が
進
む
故
郷
。
夏
に
な
る

と
泳
い
だ
浜
に
も
、
子
ど
も
の
歓
声

は
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
地
域
医
療

を
支
え
て
き
た
本
院
は
医
師
不
足
に

あ
え
ぐ
。
そ
ん
な
中
、
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
(
岡
県
大
府
市
)

が
主
導
す
る
「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」(
A
C
P
)の

研
究
会
に
参
加
し
て
い
る
。
患
者
の

思
い
が
尊
重
さ
れ
、
遺
族
の
心
の
痛

高
齢
化
の
島
を
支
え
る

除
さ
れ
、
そ
の9
年
間
は
「
義
務
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

高
知
市
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
西
原

さ
ん
に
と
っ
て
、
地
域
医
療
は
「
好

き
な
高
知
で
、
患
者
さ
ん
の
そ
ば
で

働
け
る
と
い
う
程
度
の
拐
、
議
」
。
し
か

し
、
卒
業
後
に
研
修
医
と
し
て
一
歩

を
踏
み
出
し
、
他
の
医
師
か
ら
掛
け

ら
れ
た
言
葉
は
「
か
わ
い
そ
う
に
」

西京
原管

支える

を
経
て
、
内
科
や
外
科
な
ど
の
専
門

分
野
に
進
む
の
が
一
般
的
。
症
例
の

そ
ろ
う
都
市
部
の
病
院
で
経
験
を
積

み
、
数
年
で
専
門
医
の
資
格
を
取

る
。だ

が
、
自
治
医
大
の
卒
業
生
に
は

義
務
が
あ
り
、
選
ん
だ
診
療
科
に
よ

っ
て
は
地
域
で
働
く
期
間
だ
け
資
格

を
取
る
の
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。 み

が
小
さ
く
な
る
よ
う
な
終
末
期
ケ

ア
を
実
現
し
て
い
く
活
動
で
、
知
多

半
島
な
ど
の
七
つ
の
病
院
が
連
携

し
、
患
者
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る

人
材
の
養
成
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

「
私
も
、
自
分
や
妻
の
両
親
を
み

と
る
中
で
い
ろ
ん
な
体
験
を
し
た
。

気
管
切
開
を
す
べ
き
か
、
ど
こ
ま
で

治
療
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
、
医
師
と し

て
知
識
が
あ
っ
た
分
、
迷
う
こ
と

も
多
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
患
者

さ
ん
の
尊
厳
、
家
族
の
思
い
を
ど
う

守
っ
て
い
く
か
は
、
一
律
に
答
え
を

出
し
に
く
い
問
題
だ
。
だ
か
ら
こ
そ

「
住
民
た
ち
が
死
に
つ
い
て
考
え
、

話
し
合
え
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

(
編
集
委
員
・
安
藤
明
夫
)

a ・都世猶』幽儲

・世誠治
輔、--ぷ

J 岬\

マ警除

桜
子
さ
ん
(
却
)

門
医
を
目
指
す
同
期
の
姿
に
焦
り
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

3

年
目
で
梼
原
病
院
(
官
闇
郡
梼

原
町
)
へ
。
初
め
て
主
治
医
を
務
め

た
の
が
難
病
の
男
性
患
者
だ
っ
た
。

誤
喋
性
肺
炎
を
繰
り
返
し
て
い
た

が
、
「
最
期
ま
で
食
べ
た
い
」
と
胃
ろ

う
を
拒
ん
だ
。
「
本
人
の
希
望
と
は
い

え
、
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
を
認
め

週2回の外来で、患者に笑
顔を向ける保里恵ーさん

中日新聞・朝刊

宿
毛
市
山
奈
町
芳
奈

男
性
は
誤
嚇
し
な
が
ら
も
ゼ
リ
ー

を
食
べ
た
。
最
期
は
ガ
l

ゼ
で
口
を

湿
ら
せ
る
く
ら
い
に
な
っ
た
が
、
満

足
そ
う
だ
つ
た
。
「
静
か
な
看
取
り
」

を
経
験
し
、
「
治
す
だ
け
が
医
療
じ
ゃ

な
い
」
と
知
っ
た
。

梼
原
の
人
々
の
顔
を
覚
え
る
に
つ

れ
て
「
楽
し
そ
う
に
外
来
診
療
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ 58 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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い
、
と
い
う
弓
道
の
教
え
。

西
原
桜
子
さ
ん(
m
m
)
は
、
弓
道
部

で
出
合
っ
た
こ
の
教
え
を
胸
に
、
医

師
と
し
て
歩
ん
で
き
た
。
今
春
か
ら

は
「
総
合
診
療
専
門
医
」
を
目
指

し
、
宿
毛
市
の
県
立
幡
多
け
ん
み
ん

病
院
で
患
者
に
向
き
合
っ
て
い
る
。

レ
文
台

子
ど
も
の
頃
、
貧
し
い
人
々
を
救

う
マ
ザl

・
テ
レ
サ
に
憧
れ
た
。
「
困

っ
て
い
る
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

考
え
て
医
師
を
里
担
し
、
栃
木
県
の

自
治
医
科
大
学
に
進
ん
だ
。

自
治
医
大
は
、
へ
き
地
の
医
療
確

保
や
住
思
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

に
設
立
さ
れ
た
大
学
だ
。
都
道
府
県

ご
と
に
学
生
を
選
抜
し
、
修
学
資
金

を
貸
与
す
る
。
卒
業
後
、
出
身
県
で

地
域
医
療
に
従
事
す
れ
ば
返
還
を
免

(好
!き
j な

;JI! 長乃

γ 

患者のそばで
だ
っ
た
。

医
師
は2
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
だ
か
ら
「
か
わ
い
そ
う
」
。
「
そ
ん
な

こ
と
思
っ
て
も
な
か
っ
た
」
が
、
専て
い
い
の
か
」
。
悩
み
な
が
ら
意
思
を

尊
重
し
た
。

医
療
従
事
者

スタッフとミーティングを行う西原桜子さん=左端。多職種連携を進めること
も総合診療医の大事な役割だ(宿毛市山奈町芳奈の県立幡多けんみん病院)

う
に
な
っ
た
。
「
元
気
だ
っ
た
頃
の
患

者
さ
ん
を
知
っ
て
る
か
ら
、
『
元
に
戻

し
て
あ
げ
な
き
ゃ
』
と
や
る
気
が
出

る
。
『
患
者
の
背
景
を
知
る
』
と
い
う

こ
と
が
、
少
し
分
か
っ
た
か
な
と
」

迷
い
は
消
え
た
。
地
域
の
医
師
と

し
て
学
び
と
経
験
を
深
め
る
た
め
、

総
合
診
療
専
門
医
の
資
栢
を
取
ろ
う

と
決
め
た
。レ

や
迎
合

総
合
診
療
専
門
医
は
今
春
始
ま
っ

た
新
し
い
専
門
分
野
。
診
療
科
の
枠

を
超
え
て
治
療
や
予
防
、
介
護
と
の

連
携
に
取
り
組
み
、
住
民
の
生
活
を

支
え
る
。
郡
部
の
医
師
が
特
に
不
足

す
る
本
県
は
、
ロ
の
医
療
機
関
が
一

体
と
な
っ
て5
人
を
養
成
す
る
。

大
き
な
期
待
が
か
か
る
が
、
気
負

い
は
な
い
。
「
大
病
院
の
先
生
に
診
て

も
ら
っ
た
ら
大
丈
夫
と
い
う
思
い
が

高
知
の
人
は
特
に
強
い
で
す
が
、
患

者
の
生
活
や
既
往
歴
を
把
握
し
て
い

る
か
か
り
つ
け
医
も
大
切
」
「
串
著
の

身
近
で
、
患
者
が
欲
す
る
医
療
を
提

供
で
き
る
医
師
に
な
り
た
い
」

凶
年
後
、
ど
こ
で
働
い
て
い
る
か

は
分
か
ら
な
い
。
一
人
一
人
の
患
者

に
丁
寧
に
向
き
合
い
、
そ
ば
で
支
え

る
。
そ
れ
だ
け
は
変
わ
ら
な
い
。

写
真
・
島
本
正
人

文
・
門
田
朋
三

高
知
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
2

日
(
木
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。59 
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ファイザー医学
記事賞優秀賞に

徳
島
新
聞
が
朝
刊
1

面

で
連
載
し
て
い
る
「
と
も

に
生
き
るi
認
知
症7
0

0
万
人
の
時
代
」
が
、
優

れ
た
医
学
・
医
療
記
事
を

表
彰
す
る
第
釘
回
フ
ァ
イ

ザ
ー
医
学
記
事
賞
の
優
秀

賞
に
選
ば
れ
、
お
日
、
都
内

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。 受

賞
し
た
の
は
、
認
知

症
を
テI
マ
に
今
年1
月

か
ら
朝
刊1
面
に
掲
載
し

て
い
る
連
載
記
事
。
認
知

症
患
者
を
介
護
す
る
家
族

の
思
い
を
つ
づ
っ
た
第
1

部
と
、
当
事
者
の
願
い
を

描
い
た
第2
部
の
計
時
回

が
選
ば
れ
た
。

医
学
記
事
賞
は
、
製
薬

会
社
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
(
東

京
)
が1
9
8
1

年
に
創

設
。
今
回
は2
0
1
7

年

4
月
か
ら
同
年3
月
ま
で

に
全
国
で
掲
載
さ
れ
た
医

学
・
医
壁
記
事17
5

点

を
対
象
に
、
高
久
史
磨
地

域
医
療
振
興
協
会
会
長
ら

• 由|
町|
凶|
民(
t銅|
民ヨl
t ゴ|

悶|

昼
夜
を
問
わ
な
い
長
時
間
勤
務
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
医
療
現
場
。
医
師
だ

け
で
な
く
、
と
も
に
患
者
を
支
え
る
看
護
師
の
仕
事
も
激
務
だ
。
特
に
夜
勤
の

担
い
手
が
不
足
し
、
業
務
の
安
全
性
に
も
支
障
が
出
か
ね
な
い
。
日
本
看
護
協

会
(
日
看
協
)
は
、
政
府
の
「
働
き
方
改
革
」
に
合
わ
せ
て
夜
勤
回
数
の
制
限

な
ど
を
求
め
て
動
き
出
し
て
い
る
。
【
酒
井
雅
浩
】

プ
ル
ル
ル
ル
、
プ
ル
ル

ル
ル
、
プ
ル
ル
ル
ル11
0

聖
隷
浜
松
病
院
(
浜
松
市

中
区
)
の
新
生
児
集
中
治

療
室
(
N
I
C
U
)。
あ

ち
ら
こ
ち
ら
の
モ
ニ
タ
ー

し
、
「
こ
の
子
た
ち
が
懸

命
に
生
き
よ
う
と
し
て
い

る
印
で
す
」
と
保
育
器
に

そ
っ
と
手
を
ふ
れ
た
。

松
井
さ
ん
は2
0
0
8

年
に
看
護
師
に
な
っ
て
以 る

。夜
勤
は
ロ
時
間
勤
務

で
、
月
に8
回
入
る
。
眠

く
な
っ
て
は
い
け
な
い
の

で
、
前
日
は
休
み
で
も
遊

ぶ
の
を
控
え
て
、
睡
眠
を

き合い緊張

勤務で疲弊
医
療
従
事
者

6
人
の
審
査
員
が
大
賞
1

点
と
、
優
秀
賞5
点
を
選

ん
だ
。

都
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
っ

た
表
彰
式
で
は
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
の
原
田
明
久
社
長
が

連
載
を
担
当
し
た
社
会
部

の
山
口
和
也
記
者
に
表
彰

状
や
記
念
品
を
渡
し
た
。

高
久
会
長
ら
は
「
極
め
て

臨
場
感
が
あ
り
、
画
面
を

見
て
い
る
か
の
よ
う
に
分

回
復
期
治
療
室(
G
C

U
)
で
は
、
夜
勤
明
け
の

看
護
師
、
阿
部
久
美
子
さ

ん
(
却
)
が
看
護
方
針
の
打

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
D

勤
務
時
間
中
は
患
者
の
対

応
に
追
わ
れ
て
、
同
僚
と

話
す
の
は
ど
う
し
て
も

「
残
業
」
に
な
る
。

月
6
5
7

回
の
夜
勤
明

け
は
日
中
の
時
闘
が
自
由

に
使
え
る
と
前
向
き
に
捉

え
て
い
る
。
た
だ
、
「
年

を
重
ね
る
ご
と
に
、
だ
ん

だ
ん
体
が
つ
ら
く
な
っ
て

き
た
の
は
確
か
で
す
ね
」 か

り
や
す
く
構
成
さ
れ
て

い
る
。
事
例
の
み
に
寄
り

か
か
ら
ず
、
メ
モ
や
コ
ラ

ム
が
あ
っ
て
読
者
が
整
理

で
き
る
と
こ
ろ
が
良
い
」

な
ど
と
護
許
し
た
。

(
高
木
竜
一
郎
)

「
と
も
に
生
き
る
」
以

外
の
受
賞
は
次
の
通
り
。

【
大
賞
】
信
濃
毎
日
新

聞
社
「
つ
な
が
り
な
お
す

依
存
症
社
会
」
【
優
秀 賞

】
神
奈
川
新
聞
社
「
時

代
の
正
体
『
障
害
者
殺
傷

事
件
考
』
『
学
校
は
い

ま
』
」
マ
高
知
新
聞
社

「
共
助
の
地
図
障
害
者

と
考
え
る
震
災
ハ
ザ
ー

ド
」
マ
毎
日
新
聞
大
阪
本

社
「
認
知
症
と
司
法
」
マ

南
日
本
新
聞
社
「
精
神
障

害
と
と
も
に
」

徳
島
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
四
日
(
土
)

院
に
顔
を
出
し
て
、
元
気
境
作
り
に
取
り
組
ん
で

な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
親
き
た
。

子
も
お
り
、
「
こ
ん
な
に
そ
れ
で
も
、
森
本
俊
子

う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。
・
総
看
護
部
長
(
町
)
は

そ
の
子
や
両
親
の
表
情
「
配
置
が
足
り
て
い
る
と

は
、
本
当
に
生
き
生
き
し
は
思
っ
て
い
な
い
」
と
話

て
い
る
」
と
励
み
に
し
て
す
。
看
護
師
の
仕
事
は
、

い
る
。
相
手
の
事
情
を
把
握
し
て

医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
患
者
や
家
族
に
共
感
す
る

る
診
療
報
酬
を
受
け
取
る
「
感
情
労
働
」
で
も
あ
る

た
め
の
基
準
は
、N
I
C

か
ら
だ
。
特
にNI
C
U
、

U
は
患
者3
人
に
対
し
て
G
C
U

で
は
「
元
気
に
産

看
護
師1
人
、
G
C
U

は
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
く
て
ご

患
者6
人
に
看
護
師1
人
め
ん
ね
」
と
自
身
を
責
め

だ
。
聖
隷
浜
松
病
院
で
は
る
両
親
と
日
々
向
き
合

計
算
上
、N
I
C
U

は
鈎
う
。
通
常
は
赤
ち
ゃ
ん
を

60 
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か
ら
高
い
ア
ラ
ー
ム
音
が

鳴
り
響
き
、
体
重5
0
0

M
7の
未
熟
児
が
、
酸
素
飽

和
度
や
脈
拍
が
下
が
っ
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
。

看
護
師
の
松
井
貴
子
さ

ん
(
詑
)
は
手
早
く
対
処 来

、
ず
っ
と
新
生
児
医
療

に
携
わ
っ
て
い
る
。N
I

C
U

に
入
っ
た
新
生
兜

は
、
常
に
死
と
隣
り
合
わ

せ
。
勤
務
中
は
、
少
し
の

変
化
も
見
逃
せ
な
い
と
い

う
緊
強
を
強
い
ら
れ
続
け 十

分
に
取
っ
て
臨
む
。
「
も

ち
ろ
ん
、
す
ご
く
疲
れ
る
。

で
も
、
私
の
看
護
が
赤
ち

ゃ
ん
と
、
そ
の
家
族
の
人

生
の
始
ま
り
を
支
え
て
い

る
。
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
」
と
言
い
切
る
。

命と向

長時間
と
疲
れ
は
隠
せ
な
い
。

も
っ
と
じ
っ
く
り
患
者

や
家
族
と
向
き
合
う
時
間

を
作
り
た
い
と
も
思
う

が
、
仕
事
に
追
わ
れ
て
難

し
い
の
が
実
情
で
も
あ

る
。
た
だ
、
退
院
後
に
病 人

、
G
C
U

は
弘
人
の
看

護
師
が
い
れ
ば
足
り
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
人
、
羽

人
を
充
て
て
い
る
。
ロ
年

に
は
夜
勤
を
同
時
間
勤

務
か
ら
ロ
時
間
に
改
善
す

る
な
ど
、
働
き
や
す
い
環 抱

く
こ
と
で
自
然
に
親
子

関
係
を
築
け
る
が
、
そ
れ

も
で
き
な
い
。
森
本
さ
ん

は
「
精
神
的
に
充
実
し
て

い
な
け
れ
ば
、
心
か
ら
寄

り
添
っ
た
ケ
ア
に
は
な
ら

な
い
」
と
考
え
て
い
る
。

均
入
院
日
数
は
羽
田
程
度
だ
っ
行
に
向
け
、
国
の
指
針
に
「
夜
勤

た
。
同
年
の
調
査
で
は
、
一
般
病
は3受
代
で
月8
回
以
内
」
「
日

床
は
平
均
時
・2
目
。
入
退
院
に
時
間
以
上
の
勤
務
間
隔
を
確
保
」

伴
う
手
続
き
が2
倍
に
壇
え
た
計
を
明
記
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

算
だ
。
指
針
を
厳
守
す
る
に
は
人
手
の

昨
年
の
勤
務
実
態
調
査
で
は
、
確
保
が
必
要
だ
。
日
看
協
の
調
査

勤
務
の
過
酷
さ
を
理
由
に
、
新
た
で
は
、
病
院
勤
務
看
護
職
の

2

割

に
資
格
を
得
た
新
卒
看
護
職
の
8

が
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
た
め

物
が
離
職
す
る
と
い
う
結
果
が
出
夜
勤
が
で
き
て
い
な
い
。
仕
事
に

た
。
看
護
職
の
平
均
年
齢
は
必
・
就
い
て
い
る
看
護
職
は

1
7
0

万

1

歳
(
同
年
)
で
、
凶
年
前
よ
り
人
だ
が
、
資
格
を
持
ち
な
が
ち
働

3

歳
高
く
な
っ
て
い
る
。
い
て
い
な
い
看
護
職
が
叩
万
人
い

日
看
協
は
働
き
方
改
革
の
機
運
る
と
い
う
推
計
も
あ
る
。
日
看
協

を
捉
え
、
来
年4
月
の
関
連
法
施
は
「
環
境
を
変
え
れ
ば
、
事
情
を

.. u 
DIi寸.

・..."司F・・

~~LJ ‘・・・

ほ引.
一

-

.-.，・・1・・・
E・U;;JI・・

且~・

一-
k竺J・

聖
隷
浜
松
病
院
は
働
き
方
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
一
般
的

な
看
護
師
の
勤
務
状
祝
は
よ
り
厳

し
い
。
「
看
護
師
の
働
き
方
を
今
、

変
え
な
け
れ
ば
、
将
来
的
に
国
民

の
健
康
を
守
れ
な
く
な
る
」
。
日
看

協
で
労
働
問
題
を
担
当
す
る
熊
谷

雅
美
・
常
任
理
事
は
強
調
す
る
口

日
看
協
は2
0
0
8

年
に
初
代

の
看
護
師2
人
が
過
労
死
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
勤
務
環

境
の
改
善
に
取
り
組
み
、
日
年
に

「
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
に
関
す
る
指

針
」
を
策
定
し
た
。
「
夜
勤
は

3

交

代
制
で
月8
回
以
内
」
「
勤
務
の
間

隔
を
最
低
日
時
間
空
け
る
」
が
柱

だ
。
夜
勤
回
数
は
、
厚
生
労
働
省
も

同
様
の
考
え
方
を
取
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
態
は
深
刻
だ
。
日

看
協
の
昨
年
の
助
産
師
や
保
健
師

ら
も
含
め
た
看
護
職
勤
務
実
態
調

査
で
、3
受
代
制
の
出
物
、
2

突

代
制
の
羽
必
が
目
安
を
超
え
る
夜夜勤回数削減など急務

勤
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

勤
務
間
隔
も
、
厚
労
省
の
昨
年

の
調
査
で
、3
突
代
制
の
竹
物
、

2

突
代
制
の
品
物
の
看
護
職
が
日

時
間
以
下
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と

回
答
し
た
。
連
続
日
時
間
超
働
い

て
い
る
計
算
に
な
る
。

看
護
師
の
事
務
作
業
も
増
'
え
て

い
る
。
熊
谷
さ
ん
が
就
職
し
た

1

9
8
0

年
代
前
半
は
、
患
者
の
平

20代

看護職の年齢4賛成':2 016年:

60代以上

40代

3 交代制

2交代制の夜勤回数 (2017年)
50 ,(%) 

1~t艶 B 層構
月2回以下 3"'4 5"'6 7"'8 9 屈以上

3交代制の夜勤回数 (2017年)

5of) 

月 4田以下 5"'7 8 9"'10 11 回以上

※いずれも日本看議協会の資料より作成

医
療
従
事
者

抱
え
る
看
護
師
も
職
場
に
戻
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

熊
谷
さ
ん
は
「
看
護
師
は
過
労

死
が
懸
念
さ
れ
る
状
態
で
働
い
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
看
護
師
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
患
者
の

安
全
に
も
つ
な
が
る
」
と
理
解
を

求
め
る
。
高
齢
化
の
進
展
で
「
多

死
社
会
」
を
迎
え
、
死
を
間
近
に

し
た
患
者
が
人
生
を
全
う
す
る
手

助
け
を
す
る
の
も
看
護
師
の
大
切

な
役
割
だ
。
「
患
者
や
そ
の
家
族

の
人
生
と
向
き
合
う
看
護
師
と
い

う
仕
事
の
本
質
を
守
り
た
い
」
と

熊
谷
さ
ん
は
訴
え
る
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

3分の2が夜勤・交代制勤務あり (2017年)

無回答・利月 1 I一一職場ζ夜勤はない

その他.，1紘一職場に夜勤はあるが
、難事日現在はしていない

/ 判事返合(自動のみ)
2 交代制
(16時間以上
の夜勤)\43

2
0
1
8

年
9

月
お
日
(
目
)
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JL区、 1

病
気
発
症
直
後
(
急
性
期
)

の
対
応
や
、
そ
の
後
の
治
療
、

ケ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
話
し

合
う
日
本
看
護
学
会
急
性
期
看

護
学
術
集
会
(
集
会
会
長
・
竹

中
愛
子
大
分
県
看
護
協
会
長
)

が
、
別
府
市
の
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ

ザ
で
あ
っ
た
。
全
国
か
ら
約2

千
人
が
参
加
し
た
。

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
の
山
勢
博
彰
教
授
が
「
命

を
紳
ぐ
急
性
期
看
護
の
未
来
」

と
題
し
て
講
演
。
「
今
後
高
齢

者
の
患
者
が
増
え
て
い
く
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
や
介
護

が
受
け
ら
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

の
導
入
が
進
ん
で
い
て
、
患
者

に
一
番
近
い
存
在
の
一
看
護
師
は

よ
り
実
践
的
な
ス
キ
ル
や
役
割

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」

と
話
し
た
。

小
児
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
2
0
0

9

年
か
ら
訪
問
看
護
師
や
学
校

教
員
ら
が
連
携
し
て
対
象
小
児

や
家
族
の
支
援
に
取
り
組
む
大

分
県
立
病
院
の
事
例
を
紹
介
。

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
他
院

か
ら
在
宅
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
強

調
。
「
自
宅
で
漫
」
し
て
い
る

と
家
族
の
表
情
が
豊
か
に
な

る
」
な
ど
と
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

を
説
明
し
た
。

導入進む地域包括ケア

「より実践的な役割を」

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
在
宅

へ
の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

る
に
は
入
院
時
か
ら
親
子
の
関

係
性
を
育
み
、
医
療
者
が
親
の

不
安
に
寄
り
添
い
、
一
つ
一
つ

解
消
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
る
」
「
小
児
は
成
長
し
、
就

学
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に

合
わ
せ
て
ケ
ア
の
方
法
や
必
要

と
な
る
医
療
機
器
も
変
わ
っ
て

い
く
。
学
校
な
ど
教
育
現
場
の

理
解
も
求
め
ら
れ
る
」
「
災
害

時
の
受
け
入
れ
態
勢
の
確
立
な

ど
も
課
題
。
現
在
、
情
報
共
有

に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
た
。

急
性
期
で
搬
送
さ
れ
て
意
思

確
認
で
き
な
い
患
者
に
対
し

て
、
治
療
方
針
を
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
く
か
を
テl
マ
に
し

た
集
会
も
聞
か
れ
た
。
参
加
者

が
「
串
著
本
人
の
意
思
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
家
族
が
代

わ
っ
て
意
思
決
定
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
回
復
の
見

込
み
が
小
さ
い
場
合
の
延
命
処

置
が
本
当
に
患
者
の
た
め
に
な

っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と

き
が
あ
る
」
と
、
現
場
で
の
対

応
に
つ
い
て
複
雑
な
心
情
を
話

す
場
面
が
あ
っ
た
。

座
長
を
務
め
た
長
野
県
看
護

大
学
の
小
西
恵
美
子
名
誉
教
授

が
「
さ
っ
き
ま
で
元
気
だ
っ
た

人
が
急
に
倒
れ
た
場
合
な
ど
は

家
族
も
動
揺
し
て
判
断
が
で
き

な
い
状
況
に
陥
り
が
ち
。
落
ち

着
い
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

な
が
ら
、
聞
き
出
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
白
日
(
月
)

県
看
護
大
(
駒
ケ
根
市
)
の
北
山
秋
雄
学
長
は
日
目
、

2
0

2
0

年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
病
院
で
門
主
の
看
護
実
習
を
行
う

と
明
ら
か
に
し
た
。
経
済
成
長
が
続
く
東
南
ア
ジ
ア
で
の
研
修

を
通
じ
て
人
材
を
育
成
す
る
狙
い
。
同
年

2

月
に
初
の
実
習
生

を
叩
人
以
上
派
遣
。
患
者
や
看
護
師
と
接
し
な
が
ら
、
国
際
的

な
看
護
の
在
り
方
を
学
ぷ
。

県看護大
20年から看護実習カンボジアで

実
習
先
と
な
る
の
は
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
あ
る
サ
ン

ラ
イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
病
院
。
北
原
国
際
病
院
(
墓
京
都
八

王
子
市
)
を
運
営
す
る
医
療
法
人
な
ど
が
出
資
し
、
同

年
に
開
設
し
た
。
北
原
国
際
の
グ
ル
ー
プ
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
人
医
療
者
ら
を
研
修
さ
せ
て
人
材
交
流
を
進
め
て
い

る
。
北
山
学
長
に
よ
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
医
療
分
野

の
規
制
が
比
較
的
緩
や
か
と
い
い
、
I
o
T
(モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
)
や
人
工
知
能
(
A
I
)で
急
速
に

変
化
し
つ
つ
あ
る
医
療
・
看
護
の
現
場
を
学
ぶ
目
的
も

あ
る
。

今
年4
月
に
就
任
し
た
北
山
学
畏
が
、
北
原
国
際
の

医
療
法
人
理
事
長
北
原
茂
実
氏
と
知
人
と
い
う
縁
で
実

習
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
看
護
大
は
今
後
、
同

法
人
と
連
携
し
な
が
ら
ベ
ト
ナ
ム
や
ラ
オ
ス
な
ど
と
も

学
生
や
教
員
の
交
流
を
進
め
る
構
想
だ
。

一
方
、
一
看
護
大
は

ω
年
か
ら
続
く
サ
モ
ア
国
立
大
と

の
学
生
の
相
互
派
遣
を
本
年
度
で
取
り
や
め
る
。
派
遣

人
数
が
限
ら
れ
、
費
用
が
か
さ
む
こ
と
な
ど
が
理
由
。
両

大
学
に
よ
る
共
同
研
究
な
ど
教
員
の
交
流
は
続
け
る
。

費
護
大
は6
月
、
中
国
の
揚
州
大
と
も
学
術
交
流
の

覚
書
を
交
わ
し
、
学
生
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
駒
ケ
根

市
が
国
炉
説
明
バ
友
好
都
市
協
定
を
結
ぶ
ネ
パ

l

ル
の
ポ

カ
ラ
・
レ
ク
ナ
i

ト
市
の
大
学
や
病
院
と
の
連
携
も
模

索
す
る
な
ど
海
外
と
の
究
流
を
強
化
し
て
い
る
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
ゆ
日
(
水
)
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チ
ー
ム
で
医
療
と
福
祉

連
携
学
ぶ
ゼ
ミ
海
外
の
学
生
も
議
論

北

区

保
健
や
医
療
、
福
祉
な
ど
の

分
野
を
学
ぶ
国
内
外
の
学
生
が

集
ま
り
、
症
例
に
合
わ
せ
た
治

療
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
「
連
携
総
合
ゼ
ミ
」
が
、
新

潟
市
北
区
の
新
潟
医
療
福
祉
大

で
聞
か
れ
た
。
同
大
の
ほ
か
、

海
外
の
学
生
も
参
加
し
、
チ
ー

ム
を
組
ん
で
発
表
し
た
。

連
携
総
合
ゼ
、
ミ
は
実
践
的
な

医
療
ケ
ア
に
つ
い
て
、
介
護
上

や
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど

の
専
門
分
野
を
目
指
す
学
生
に

協
力
し
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と

毎
年
聞
か
れ
て
い
る
。
今
年
は

3
1
7

日
に
聞
か
れ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
台
湾
の
学
生
も
含
め
、

約
1
7
0

人
が
参
加
し
た
。
一

部
の
ゼ
ミ
で
は
英
語
を
使
っ
て

発
表
し
た
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農
村
で
暮

ら
す
、
障
害
の
あ
る
人
の
事
例
」

を
テ
l

マ
に
し
た
ゼ
ミ
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
台
湾
の
学
生
が 加

わ
っ
た
。

糖
尿
病
の
疾
患
が
あ
り
、
け

が
を
し
た
こ
と
か
ら
足
を
切
断

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
女
性
を

テ
i

マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門

分
野
の
学
生
が
支
援
策
を
検

討
、
英
語
で
発
表
を
行
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ン
ヘ
レ
ス

大
5

年
の
ジ
ェ
ニ
エ
ル
・
ロ
リ

ア
さ
ん
(
初
)
は
「
専
門
家
の
協

力
で
、
-
人
の
患
者
さ
ん
に
さ

ま
ざ
ま
な
ケ
ア
が
で
き
る
と
分

か
っ
た
」
と
話
し
た
。

新
潟
医
福
大
の
山
本
正
治
学

長
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
、
医
療
福
祉
の
現
場
で
患
者

さ
ん
が
外
国
人
で
あ
る
場
合
も

増
え
て
き
た
。
専
門
職
の
横
断

的
な
連
携
授
業
を
今
後
も
進
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
四
日
(
土
)

学生S

文
化
の
違
い

鳥
取
大
医
学
部
の
「
出
る

杭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
看

護
師
や
医
師
を
志
す
学
生
3

人
が
8

月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

貧
困
地
域
を
訪
れ
、
糖
尿
病

患
者
を
対
象
に
病
気
の
進
展

予
防
を
目
的
と
し
た
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
運
動
を
指
導
し

た
。
文
化
の
違
い
に
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
も
「
患
者
教
育

に
お
け
る
重
要
な
こ
と
を
学

べ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

(
渡
部
ち
ぐ
み
)

現
地
で
活
動
し
た
の
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
案
し
た
横

田
絵
梨
香
完
(
辺)
H保
健

学
制
4

年
H

と
図
司
真
澄
さ

ん
(
幻
)
日
向
、
佐
竹
果
奈
さ

ん
(
れ)
H医
学
糾4
年
。
甘

辛
い
物
を
好
み
、
間
食
が
多

い
食
習
慣
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
糖
尿
病
患
者
が
増
加
。

外
で
運
動
し
に
く
い
環
境
か

ら
生
じ
る
運
動
不
足
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

横
田
べ
瓦
は
日
本
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

養
成
・
研
修

「
い
い
経
験
」

鳥大医学部プロジェクト

の
海
外
で
の
宥
効
性
の
検
証

ゃ
、
国
際
交
流
活
動
を
通
し

た
患
者
教
育
ス
キ
ル
向
上
を

目
的
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ

テ
ロ
ス
地
区
の
病
院
で
屋
内

で
も
で
き
る
運
動
を
4

日
間

に
わ
た
っ
て
指
導
し
た
。

初
日
は
糖
尿
病
患
者
会
の

患
者
リ
ー
ダ
ー
十
数
人
を
対

象
に
、
バ
ラ
ン
ス
や
歩
行
能

力
を
向
上
さ
せ
る
「
ラ
ダ
l

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
や
、
椅
子

に
座
っ
て
有
酸
素
運
動
が
で

考
》
匂
「
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
な
ど
を
実
施
。
2

日
目
か
ら
は
患
者
リ
ー
ダ
ー

に
よ
る
一
般
患
者
へ
の
指
導

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

患
者
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

中
の
動
き
を
「
も
っ
と
セ
ク

シ
ー
に
」
な
ど
の
注
文
が
あ

り
、
患
者
が
受
け
入
れ
や
す

い
よ
う
に
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
内
容
を
ア
レ
ン
ジ
。

横
田
さ
ん
は
「
患
者
『
瓦
と

一
緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り

上
げ
る
の
は
初
め
て
で
、
い

い
経
験
に
な
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

「
海
外
の
医
療
に
関
わ
る

こ
と
で
、
自
分
が
ど
う
い
う

医
療
を
日
本
で
や
っ
て
い
け

ば
い
い
の
か
学
べ
る
い
い
機

会
に
な
っ
た
」
と
図
司
完
。

指
導
・
同
行
し
た
医
学
部
保

健
学
糾
の
谷
村
千
華
准
教
授

は
「
他
国
を
知
る
こ
と
で
自

国
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
当
」
る
。
対
象
理
解
の
大
切

『
淳
}
感
じ
て
も
ら
え
た
」
と

意
義
を
語
っ
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
鳥

大
の
卒
業
生
が
経
営
す
る
東

金
た
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
千
葉

県
)
の
寄
付
で
本
年
度
か
ら

実
施
。
医
学
生
の
人
間
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
る
。

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
泣
日
(
土
)
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ト iPSで卵原細砲ヒ
京大が成功発生過程の謎解明ヘ

-E国語~::lir~ß~mJ股1!日記f.ill闘志iL"1I品E~

吟国ゅi命事
ご鱗欄瞬々モ『\

今回できた細胞

始原生殖総胞

ヒ
ト
の
i
p
S

細
胞
(
人
工

多
能
性
幹
細
胞
)
か
ら
卵
子
の

元
と
な
る
「
卵
原
細
胞
」
を
作

る
の
に
成
功
し
た
と
、
京
都
大

の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
。
不

妊
症
の
原
因
や
ヒ
ト
の
生
殖
細

胞
が
で
き
て
い
く
過
程
の
解
明

に
つ
な
が
る
。
米
科
学
誌
サ
イ

エ
ン
ス
に
剖
日
、
掲
載
す
る
。

グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
ま
で
、
卵

子
と
精
子
の
元
と
な
る
「
始
原

生
殖
細
胞
」
をip
S

細
胞
か

ら
作
る
こ
と
に
成
功
し
て
お

り
、
次
の
段
階
に
あ
る
細
胞
の

作
製
を
目
指
し
て
い
た
。

医
学
研
究
科
の
斎
藤
通
紀
教

授
と
大
学
院
生
の
山
城
知
佳
さ

ん
は
、
女
性
のip
S

細
胞
か

-E 

町市
EE 

技
術
・
療
法

ら
で
き
た
始
原
生
殖
細
胞
を
、

マ
ウ
ス
の
卵
巣
組
織
と
と
も
に

培
養
し
た
。

そ
の
結
果
、
培
養
し
始
め
て

か
ら
2

カ
月
半
ま
で
に
、
卵
子

の
元
と
な
る
卵
原
細
胞
に
特
徴

的
な
遺
伝
子
が
発
現
し
た
。
ま

た
生
殖
細
胞
に
は
不
必
要
な
D

N
A
に
く
っ
つ
い
た
分
子
が
除

去
さ
れ
る
「
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
・
リ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
現
象

が
起
き
た
こ
と
も
確
認
し
た
。

卵
原
細
胞
は
胎
児
の
こ
ろ
か

ら
す
で
に
形
成
さ
れ
る
。
今
回

で
き
た
卵
原
細
胞
は
、
妊
娠
9

1
H
週
の
胎
児
の
も
の
と
よ
く

似
て
い
る
と
い
う
。

グ
ル
ー
プ
は
今
後
、
卵
原
細

回司

厚
労
省
部
会
了
承
血
液
の
難
病
治
療

出
血
を
止
め
る
働
き
を
す
る
血
小
板
を
i
p
S

細
胞
か
ら
つ

く
り
、
血
液
の
難
病
「
再
生
不
良
性
貧
血
」
の
患
者
に
輸
血
す

る
京
都
大
の
臨
床
研
究
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
部
会
は
幻

目
、
計
画
を
了
承
し
た
。
血
液
の
病
気
で
は
i
p
S

細
胞
か
ら

つ
く
っ
た
細
胞
を
実
際
の
患
者
に
使
う
の
は
、
世
界
で
初
め

て
。
1

年
以
内
に
は
輸
血
を
始
め
た
い
と
い
う
。

血
小
板
製
剤
を
含
む
血
液
製

剤
は
献
血
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化
な
ど

の
影
響
で
献
血
す
る
人
が
減
っ

て
い
る
。i
p
S

細
胞
か
ら
血

液
製
剤
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
将
来
の
血
液
製
剤
の
供
給

再
生
不
良
性
貧
血
は
、
免
疫

の
異
常
な
ど
で
、
体
内
で
白
血

球
や
血
小
板
な
ど
の
血
液
成
分

が
十
分
に
つ
く
れ
な
く
な
る
難

病
。
園
内
の
患
者
数
は
約
1

万

人
と
さ
れ
る
。
京
大
の
江
藤
浩

之
教
授
ら
の
チ
!
ム
が
進
め
る

胞
の
次
の
段
階
で
あ
る
卵
母
細

胞
の
作
製
を
目
指
す
。
斎
藤
教

授
は
「
ヒ
ト
の
生
殖
細
胞
が
で

き
る
過
程
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ

て
い
な
い
。i
p
S

細
胞
を
使

っ
て
発
生
の
謎
を
解
明
し
た

い
」
と
話
す
。

政
府
の
指
針
で
は
、
i
p
s

細
胞
か
ら
で
き
た
卵
子
や
精
子

で
受
精
卵
を
作
る
こ
と
は
生
命

倫
理
上
の
課
題
が
あ
る
と
し
て

禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
広
瀬
一
隆
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
幻
自
(
金
)

イ
プ
の
患
者
1

人
に
実
施
す

る
。
す
で
に
患
者
は
決
ま
っ
て

お
り
、
募
集
は
し
な
い
。

患
者
自
身
の
血
液
を
も
と
に

し
た
i
p
S

細
胞
か
ら
血
小

板
を
作
製
。
半
年
ほ
ど
の
聞

に
3

回
輸
血
し
、
-
年
か
け
て

安
全
性
や
有
効
性
を
確
か
め

る
。血

液
の
病
気
に
詳
し
い
金
沢

大
の
中
尾
真
二
教
授
(
血
液
内

耕
)
は
「
血
小
板
が
つ
く
れ
な

い
病
気
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
応

用
範
囲
は
広
い
。
現
状
は
、

(
拒
絶
反
応
が
起
き
な
い
よ
う

に
)
免
疫
の
型
が
合
う
献
血
者

に
個
別
に
依
頼
し
、
血
小
板
を

i
p
S

細
胞
を
使
っ
た
再
生

医
療
は
、2
0
1
4

年
に
目
の

難
病
患
者
に
対
す
る
網
膜
組
織

の
移
植
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
年

に
入
り
、
心
不
全
や
パ
l

キ
ン

ソ
ン
病
で
も
計
画
が
進
展
。
ほ

か
に
、
角
膜
の
病
気
や
脊
髄
損

傷
な
ど
で
も
計
画
が
進
み
、
臨

床
応
用
へ
の
動
き
が
加
速
し
て

い
る
。
(
野
中
良
祐
)
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献
血
頼
み
解
消
に
道

血
液
製
剤

に
も
役
立
ち
、
献
血
に
依
存
し

て
い
る
医
療
現
場
に
与
え
る
影

響
は
大
き
い
。

計
画
で
は
、
献
血
に
よ
る
血
小

板
製
剤
で
は
拒
絶
反
応
が
起
き

て
効
果
が
出
な
い
、
特
殊
な
タ

安
定
供
給
な
る
か

i
p
S
血
小
板
臨
床
研
究

i
p
S

細
胞
を
実
際
の
患
者
に
使
う
臨
床
応
用
が
、
目
、
心

臓
、
脳
神
経
に
続
き
、
血
液
に
も
広
が
る
。
血
液
製
剤
は
現

在
、
献
血
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
な
ど
で

将
来
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
京
都
大
チ

i

ム
に
よ
る
今

回
の
研
究
は
、
「
献
血
頼
り
」
の
現
状
を
変
え
る
可
能
性
を
秘

め
、
医
療
現
場
の
期
待
は
大
き
い
。

製
品
化

「
安
全
性
が
確
認
で
き
れ
ば

一
歩
前
進
。
(
従
来
の
献
血
シ

ス
テ
ム
を
補
う
)
選
択
肢
を
増

や
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
。

京
都
大
の
江
藤
潜
之
教
授
は
泊

目
、
i
p
S

細
胞
か
ら
止
血
作

用
の
あ
る
血
小
板
を
つ
く
っ
て

輸
血
す
る
、
今
回
の
臨
床
研
究

が
了
承
さ
れ
た
の
を
受
け
、
将

来
の
展
望
を
こ
う
語
っ
た
。

計
画
と
並
行
し
、
チl
ム
と

連
携
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

メ
ガ
カ
リ
オ
ン
(
京
都
市
)

は
、
年
内
に
も
米
国
で
、
そ
の J¥ 

第
ー一一一」色

歩

後
に
園
内
で
、i
p
S

細
胞
に

よ
る
血
小
板
製
剤
の
製
品
化
を

め
ざ
し
て
治
験
を
実
施
す
る
計

画
を
進
め
て
い
る
。2
3
3

年

後
の
製
造
販
売
承
認
を
目
標
に

し
て
い
る
。
臨
床
研
究
は
、
そ

の
「
第
一
歩
」
と
も
い
え
る
。

現
在
は
、
輸
血
で
便
わ
れ
る

血
液
製
剤
は
、
献
血
を
も
と
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

血
小
板
製
剤
は
使
用
期
限
が
探

血
か
ら
4

日
間
と
短
く
、
長
期

間
の
保
存
が
難
し
い
。

一
方
、
献
血
者
数
は
減
少
傾 向

に
あ
る
。
厚
生
労
働
省
や
日

本
赤
土
子
社
に
よ
る
と
、
1
9

9
0

年
代
に
は
年
間6
0
0

万

人
以
上
い
た
が
、20
1
7

年

度
は
約4
7
3

万
人
。
日
年
度

か
ら
も
、
m
万
人
減
っ
た
。

将
来
に
わ
た
っ
て
血
液
製
剤

を
安
定
供
給
す
る
た
め
に
は
、

日
赤
は
沼
年
度
に
約4
8
5

万

人
、
幻
年
度
に4
7
7

万
人
の

献
血
者
が
必
要
だ
と
試
算
す

る
。
血
小
板
製
剤
を
含
む
血
液

iPS細胞からつくった血小板による臨床研究のイメージ

目患者の血液……ーみ(サ}自 iPS細胞作製
を採耳E ¥J  

f 一+"
d盈ギ\包血小板のもと

!ζ1:T } になる巨綴球
\…/ を作製 ! 

口動伽IJJ板
、)":;J~ぜ J を作製

iQ: /' 

製
剤
の
不
足
は
、
多
量
の
出
血

を
伴
う
手
術
な
ど
を
担
う
救
急

医
療
に
も
影
響
し
か
ね
な
い
。

厚
労
省
の
担
当
者
は
「
献
血
の

重
要
性
は
今
後
も
変
わ
ら
な

い
」
と
し
た
う
え
で
「i
p
s

細
胞
由
来
の
血
小
板
が
実
用
他

す
れ
ば
、
不
足
分
を
補
う
の
に

期
待
で
き
る
」
と
話
す
。

探
る
ケl
ス
も
あ
る
。
献
血
者

の
負
担
軽
減
の
面
で
も
、
意
義

は
大
き
い
」
と
話
す
。

尽赤の資料かう

謹
聾
聾
橿
聾
華
麗
覇
軍

難
聴
聾
聾
B
E
B
E
E
-
-
E
n
h
v

ー

蜘
叫H
"
"
"
"
"
は

櫨
E
・
E
・
-
E
E
-
-
-
-
-
-

竃
聾
聾
量
量

E
E
Z

ロ

艦
砲
華
麗
E
E

・
E
・
-
E
E

機
嫌
蝿
輔
醜
醐
麓
瞳
濁
華
麗
重
量
。

-

轟
轟
轟
聾
値
観
鑑
E
g
-
-
-量

品g
g
E
S
E
E
S
E
S
E
-
E
M

凶

』
唱
団
唱
団
唱
団
川m叩

Z
E
E
-
Z
M
 

E
S
S
E
g
g
-
E
B但

田
B
E
B
E
E
-
-
E
E
S氾

-
E・
・
・
・
・
・
・
E
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

i
1

・
E
園
田
園
田
園
E
E
-
-
E・E・
-
E
E
S
8

ハ
ヨ

趨
轟
轟
撞
績
醤
露
軍
E
E
-
-
冨

聾
聾
艦
砲
趨
輯
聾
g
a
g
-
-
s
・g
・
車
6n
ヨ

聾
轟
轟
襲
轟
轟
聾
重
量

E
EE

度
一
七
一
年

nuaJ 

献血者数の推移
800r(万人)

600 

400 

200 

課
題
は
安
全
性
・

自患者に輸血

た
だ
し
、
課
題
も
あ
る
。

第
一
に
、
安
全
性
だ
。
今
回

の
研
究
で
は
、1
回
の
輸
血
に

必
要
な
血
小
板
は10
0

億
5

1

千
億
個
。
血
小
板
そ
の
も
の

は
遺
伝
子
を
含
む
核
を
も
た
な

い
た
め
、
腫
虜
化
の
危
険
性
は

な
い
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
・
1
P

S

細
胞
か
ら
血
小
板
製
剤
を
つ

く
る
過
程
で
、
血
小
板
に
変
化

で
き
ず
に
残
っ
た
細
胞
な
ど
が

混
じ
れ
ば
、
腫
蕩
化
の
お
そ
れ

は
あ
る
。
製
剤
他
す
る
前
に
放

射
線
を
照
射
し
、
仮
に
混
入
し

技
術
・
療
法

コ
ス
ト

て
い
て
も
死
滅
さ
せ
る
こ
と

で
、
安
全
性
を
高
め
る
と
い
う
。

i
p
S

細
胞
を
も
と
に
し
た

血
小
板
に
つ
い
て
は
、
品
質
の

目
安
と
な
る
成
分
の
量
な
ど
、

献
血
に
よ
る
も
の
と
同
じ
水
準

に
達
し
て
い
て
、
ウ
サ
ギ
を
使

っ
た
実
験
で
は
安
全
性
や
止
血

効
果
も
確
認
し
て
い
る
と
い

う
。
と
は
い
え
、
実
際
に
人
に

輸
血
し
た
と
き
の
安
全
性
や
効

果
は
未
知
数
だ
。

第
二
に
、
コ
ス
ト
の
問
題
も

あ
る
。
チ
ー
ム
に
よ
る
と
、
臨

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
2
日
(
土
)

床
研
究
に
か
か
る
費
用
は
、
i

p
S

細
胞
の
作
製
な
ど
で
約
5

千
万
円
。
将
来
的
に
は
、
第
三

者
の
・1P
S

細
胞
か
ら
血
小
板

の
も
と
と
な
る
細
胞
を
大
量
に

つ
く
っ
て
備
蓄
す
る
こ
と
な
ど

で
、
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
き
た

い
と
い
う
。

ヒ
ト
の
i
p
S

細
胞
が
で
き

て
叩
年
。
今
年
に
入
り
、
心
不

全
、
パl
キ
ン
ソ
ン
病
と
、ip

S

細
胞
に
よ
る
臨
床
応
用
へ
の

動
き
が
相
次
ぎ
、
期
待
が
高
ま

る
。
た
だ
し
、
現
時
点
で
は
「
安

全
性
」
を
確
認
す
る
段
階
で
、

「
有
効
性
」
の
確
認
が
で
き
る

ま
で
に
は
、
ま
だ
距
離
が
あ
る
。

一
方
、
ほ
か
の
幹
細
胞
を
利

用
し
た
製
品
が
国
内
で
も
承
認

さ
れ
て
い
る
。
海
外
で
は
、

i
p

S

細
胞
と
同
様
に
体
の
あ
ら
ゆ

る
組
織
に
変
化
で
き
る
「
万
能

細
胞
」
の
一
種
で
あ
る
E
S

細

胞
(
底
性
幹
細
胞
)
を
使
っ
た
臨

床
応
用
が
進
む
な
ど
、
競
争
も

激
化
し
て
い
る
。
(
野
中
良
祐
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
泣
日
(
土
)
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患者の血液で血管再生
リウn ス、圏内で治，験:米カラド

重症ltJ!
状宋
緩エ
現存
品壁
弱百

米
国
の
製
薬
企
業
カ
ラ
ド
リ
ウ
ス
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
シ
ズ
(
ニ
2

1

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
)
は
、
患
者
の
血
液
か
ら
採
り
だ
し
た
細
胞
を
壊
死

(
え
し
)
し
た
患
部
に
投
与
し
て
血
管
を
つ
く
る
再
生
医
療
の
臨
床
試

験
(
治
験
)
を
日
本
で
始
め
た
。
早
期
に
承
認
が
得
ら
れ
る
国
の
「
先

駆
け
審
査
指
定
制
度
」
に
も
選
ば
れ
た
。
血
行
障
害
で
あ
る
重
症
下
肢

虚
血
(
C
L
I
)の
治
療
法
と
し
て
承
認
申
請
を
目
指
す
。

カ
ラ
ド
リ
ウ
ス
が
こ
の
ほ

ど
治
験
に
入
っ
た
治
療
法

「C
L
B
S

ロ
」
は
、
公
益

財
団
法
人
神
戸
医
療
産
業
都

市
推
進
機
構
(
F
B
R
I
)

が
進
め
て
い
た
取
り
組
み
を

引
き
継
い
だ
も
の
だ
。

人
の
骨
髄
内
に
合
ま
れ
る

「C
D
M
陽
性
細
胞
」
と
い

う
幹
細
胞
に
注
目
。
骨
髄
の

中
に
あ
る
C
D
M
は
、
け
が

な
ど
で
血
管
が
傷
つ
い
た
と

き
に
発
せ
ら
れ
る
信
号
を
受

け
る
と
、
血
液
中
に
移
動
。 C

D
M
が
自
ら
血
管
の
細
胞

に
な
っ
た
り
、C
D
M
が
発

す
る
物
質
が
血
管
細
胞
の
増

殖
を
促
し
た
り
す
る
。

C
L
B
S
U
は
こ
の
機
能

を
利
用
し
、C
L
I

患
者
の

血
液
か
ら
採
り
だ
し
たCD 技

術
・
療
法

却
を
患
部
の
筋
肉
に
注
射

し
、
血
管
の
再
生
を
促
す
。

患
者
本
人
の
細
胞
を
使
う
た

め
、
拒
絶
反
応
な
ど
は
起
こ

ら
な
い
。

従
来
の
治
療
法
で
は
治
療

後
1

年
で
症
状
が
緩
和
す
る

例
は
お
%
で
、
死
亡
例
も
お

%
あ
っ
た
と
い
う
。C
D
M

を
投
与
す
る
医
師
主
導
の
治

験
で
は
、
打
例
の
う
ち1
年

で
関
%
が
血
管
が
再
生
し
症

状
が
緩
和
。
さ
ら
に
投
与
後

4

年
で
も
こ
の
割
合
を
保
っ

て
い
た
。

カ
ラ
ド
リ
ウ
ス
が
主
導
す

る
今
回
の
治
験
は
、
医
師
主

導
の
治
験
で
効
果
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
で
、
今
年3
月
に

厚
生
労
働
省
の
先
駆
け
審
査 指

定
制
度
に
登
録
さ
れ
た
。

釜
城
宏
副
社
長
は
「20
2

0

年
後
半
に
は
承
認
申
請
し

た
い
」
と
意
気
込
む
。

カ
ラ
ド
リ
ウ
ス
は
侃
年
に

設
立
。
再
生
医
療
な
ど
に
関

わ
る
製
品
開
発
が
主
力
事
業

で
、
米
ナ
ス
ダ
ッ
ク
市
場
に

上
場
し
て
い
る
。

C
L
I

は
動
脈
の
血
流
が

悪
化
し
、
足
の
末
端
に
酸
素

や
栄
養
素
が
送
ら
れ
な
く
な

る
血
行
障
害
の
一
種
。
重
症

化
す
る
と
刺
す
よ
う
な
痛
み

に
襲
わ
れ
、
悪
化
す
る
と
患

部
が
壊
死
す
る
。
軽
症
の
患

者
は
日
本
国
内
に1
0
0

万

人
、
重
症
の
患
者
は
却
万
人

い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

C
L
I

の
治
療
法
は
主
に

先
駆
け
審
査
指
定
制
度
は
厚
生

労
働
省
が2
0
1
5

年
か
ら
始
め

た
医
薬
品
や
医
療
機
器
な
ど
の
早

期
承
認
制
度
だ
。
最
先
端
の
治
療
←
'

薬
を
世
界
に
先
駆
け
て
日
本
の
患f
・

者
に
届
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ヤ
山

る
。
指
定
を
受
け
る
と
、
薬
事
承
川
い

認
の
実
務
を
担
う
医
薬
品
医
療
機
汀
は

器
総
合
機
構
(
P
M
D
A
)か
ら
同
日

優
先
的
に
審
査
を
受
け
ら
れ
る
た
且
ハ

め
、
通
常
な
ら1
年
か
か
る
審
査
E
寸

が
6

カ
月
に
短
縮
で
き
る
。
こ
の
喜
一
一

ほ
か
P
M
D
A
が
指
名
し
た
審
査
自
制

パ
ー
ト
ナ
ー
が
つ
い
た
り
、
事
前
同
け

評
価
を
得
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
町

様
々
な
優
遇
が
受
け
ら
れ
る
。
直
川

こ
の
制
度
で
指
定
を
受
け
る
基aノ

発
や
承
認
申
請
に
か
か
る
費
用
を

抑
え
ら
れ
る
。
早
く
市
場
に
出
せ

ば
収
益
を
上
げ
や
す
く
な
る
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
指
定
件
数
は
、
医

薬
品
で
問
、
医
療
機
器
で
6

、
体

外
診
断
用
薬
で1
、
再
生
医
療
の

製
品
で
は9
件
に
上
る
。

海
外
勢
で
は
こ
の
ほ
か
再
生
医

療
で
米
ア
ベ
ク
シ
ス
が
脊
髄
性
筋

萎
縮
症
で
指
定
を
受
け
た
。
医
薬

品
で
は
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
、
米
バ
イ

オ
ジ
ェ
ン
、
仏
サ
ノ
フ
ィ
も
指
定

を
受
け
て
お
り
、
新
し
い
薬
や
治

療
法
の
市
場
投
入
を
狙
う
動
き
が

日
本
発
の
枠
組
み
か
ら
広
が
り
つ

つ
あ
る
。
(
桜
井
豪
)

指
定
的
ω件
外
資
も
活
用

とな準
②いは
対画
象期①
疾的ま
患なだ
が仕実
重組用
篤み化
でがさ
ああれ
るるて

再生医療製品で

先駆け審査指定を受けた企業

とでと
i 早③
!期有
だ開効
。発性

指すが
定る高
を意い
受志こ

米カラドリウス l 慢性重症下肢虚血|けがと
れあ④
ばる日
開こ本

対象疾患

脊髄損傷

悪性脳腫蕩

!機能的単心室症日本再生医療

企業名

第一三共

ニプロ

食道がんセルシード

l 脳梗塞
←一一一一ー一一一

滑膜肉腫

大日本住友製薬(パーキンソン病

へリオス

タカラノ fイオ

脊髄性筋萎縮症米アベクシス

2

つ
。1
つ
は
詰
ま
っ
た
血

管
に
カ
テ
l

テ
ル
を
挿
入

し
、
バ
ル
ー
ン
で
膨
ら
ま
せ

た
り
、
金
属
で
で
き
た
簡
を

置
い
た
り
し
て
強
制
的
に
血

液
が
流
れ
る
よ
う
に
す
る
方

法
。
も
う1
つ
は
詰
ま
っ
た

血
管
を
回
避
す
る
バ
イ
パ
ス

手
術
で
末
端
に
血
液
が
流
れ

る
よ
う
に
す
る
方
法
だ
。

た
だ
、
こ
れ
ら
は
動
脈
硬

化
で
血
管
が
極
度
に
硬
く
な

っ
て
い
る
と
対
処
で
き
な

い
。
バ
イ
パ
ス
手
術
も
膝
か

ら
下
で
は6
1
7

割
の
患
者

で
狭
窄
(
き
ょ
う
さ
く
)
が

再
発
す
る
と
さ
れ
、
新
た
な

治
療
法
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。再

生
医
療
を
巡
る
動
き
は

圏
内
の
大
手
企
業
で
も
広
が

っ
て
い
る
。
ロ
ー
ト
製
薬
は

他
人
の
脂
肪
か
ら
取
り
出
し

た
細
胞
を
肝
硬
変
の
治
療
に

役
立
て
る
研
究
を
進
め
て
い

る
。
テ
ル
モ
は
患
者
本
人
の

大
腿
部
か
ら
採
取
し
た
細
胞

を
培
養
し
、
心
不
全
治
療
に

役
立
て
る
「
ハ
ー
ト
シ
l

卜
」

を
販
売
し
て
い
る
。

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
お
日
(
火
)
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肌に貼り付けられる心電計
理研・東大チーム開発

の表面に、規則正しいナノスケー

ルの凹凸構造を施した。その結
果、柔軟性のある有機太陽電池と

しては世界最高となる発電効率を

記録。入射角が45度に変化して

も、表面の凹凸のために光の反射

が減り、発電効率が下がるのを抑
えた。

この電池とセンサーをつなぎ、

厚さ 1Z4メートルのポリマー製シ

ートに載せた。人の皮膚に貼る

と、外部電源なしで、心電の測定が

できたという。実用化ヘ向けて、

福田さんは「取得データを保存、

伝送する仕組みづくりの研究も検

討したい」と話している。
(小林舞子)

超
薄
型
の
太
陽
電
池
搭
載
外
部
電
源
不
要

皮膚に貼って変形しても効率よ

く発電できる超薄型の太陽電池を

搭載した心電計測装置を、理イ己学

研究所と東京大のチームが開発し

た。外部電源を使わずに心電図を

連続して得ることができるとい

い、医療、スポーツ分野での実用

化が期待できるという。 27日付の

英和学誌ネイチャーで発表する。

理研の福田憲二郎専任研究員ら

はこれまでに耐水、耐熱性に優

れ、光をエネルギ}に変える効率

が高い、厚さ 3Z4メートル(マイ

クロは100万分の 1 )のシート型

有機太陽電池を開発した。ただ皮

膚や衣服の上で変形すると電池の

出力が不安定になるのが課題だっ
7こ。

柔軟性を高めるためにこの電池
を形成する有機化合物などの 2 層

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
幻
自
(
木
)

間
柄
駄
全
国
初
の
セ
ン
タ
ー

富
山
大
附
属
病
院
(
富
山
市
杉
谷
)
は
、
治
り
に
く
い
が
ん
の
代
表
格
で
あ
る
騨
臓
が
ん
な

ど
、
勝
臓
や
胆
道
疾
患
の
診
断
と
治
療
を
専
門
と
す
る
「
騨
臓
・
胆
道
セ
ン
タ
ー
」
を
院
内
に
開

設
し
た
。
勝
臓
と
胆
道
だ
け
に
特
化
し
た
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
の
は
、
全
国
の
医
療
機
関
で
初
め

て
と
い
う
。
内
糾
や
外
税
、
放
射
線
治
療
制
な
ど
の
専
門
家
が
連
携
し
、
患
者
に
高
度
な
医
療
を

提
供
す
る
。
(
社
会
部
次
長
・
荒
木
佑
子
)

6

部
門
連
携
し
高
度
医
療

膳
臓
が
ん
や
胆
道
が
ん
と
い
っ

た
膳
臓
や
胆
道
の
疾
患
は
、
胃
の

裏
の
奥
ま
っ
た
所
に
あ
り
、
初
期

症
状
が
出
に
く
く
進
行
が
早
い
こ

と
な
ど
か
ら
診
断
・
治
療
が
難
し

い
。
診
断
や
手
術
に
は
高
度
な
技

術
が
必
要
で
、
一
般
病
院
の
通
常

の
検
査
で
は
早
期
発
見
は
難
し

く
、
発
見
時
に
は
進
行
し
て
手
術

不
可
能
と
さ
れ
る
ケl
ス
は
多

富
山
大
附
属
病
院
に
は
、
昨
年

か
ら
今
年
に
か
け
て
、
第
二
外
糾

に
騨
臓
が
ん
治
療
と
騨
臓
・
胆
道

手
術
が
専
門
の
藤
井
努
教
授
、
第

三
内
制
に
超
音
波
内
視
鏡
に
よ
る

豚
臓
・
胆
道
疾
患
の
診
断
治
療
が

技
術
・
療
法

専
門
の
安
田
一
朗
教
授
が
着
任
し

た
。
同
大
に
よ
る
と
、
こ
の
分
野

の
内
税
と
外
糾
の
専
門
家
が
そ
ろ

う
病
院
は
全
国
に
ほ
と
ん
ど
な

く
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
幅
広

い
地
域
か
ら
患
者
が
訪
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
内
斜
、
外
税
、
放

射
線
診
断
、
放
射
線
治
療
、
化
学

療
法
、
病
理
の6部
門
で
構
成
す

る
組
織
で
、
今
月
か
ら
始
動
。
が

ん
に
限
ら
ず
、
騨
炎
、
胆
石
症
な

ど
も
専
門
的
に
診
る
。
各
部
門
が

定
期
的
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

(
症
例
検
討
会
)
を
行
い
、
患
者
に

最
適
な
医
療
を
提
供
す
る
。
新
し

い
治
療
法
や
薬
の
治
験
参
加
の
機

会
を
提
供
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
化
に
よ
っ
て
、
連
携

を
一
一
層
強
化
し
、
充
実
し
た
診
療

体
制
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
セ
ン
タ

ー
長
の
藤
井
教
授
は
「
大
学
病
院

な
ら
で
は
の
高
度
な
診
断
と
治
療

を
行
っ
て
い
る
。
関
東
や
関
西
へ

行
か
な
く
て
も
、
富
山
で
日
本
一

の
治
療
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

来
年2
月
に
は
、
富
山
市
の
富

山
国
際
会
議
場
で
セ
ン
タ
ー
の
市

民
公
開
講
座
を
開
く
。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
剖
日
(
月
)
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音
更
地
域
枠
や
病
後
児
対
応
も

【
音
更
】
医
療
法
人
一
志
会
(
章
更
・
豊
川

洋
市
理
事
長
)
が
運
営
す
る
豊
川
小
児
科
内
科

医
院
(
町
木
野
西
通8)
が
、
同
医
院
に
勤
務

す
る
従
業
員
の
就
労
支
援
を
目
的
に
し
た
企
業

主
導
型
保
育
園
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。
通

常
の
保
育
に
加
え
、
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
児

童
を
預
か
る
病
後
児
保
育
も
行
う
。
従
業
員
以

外
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
「
地
域
枠
」
も
設

け
る
。
来
年4
月
の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。

地
域
主
導
型
保
育
事
業
は
管
内
で
も
多
様
な
業

種
で
設
置
が
進
ん
で
い
る
が
、
医
療
法
人
が
設

置
す
る
事
例
は
珍
し
い
。

保
育
園
は
鈴
蘭
通
を
挟
ん
だ

同
医
院
の
北
側
(
町
木
野
西
通

9
)
に
建
設
す
る
。
鉄
骨
2

階

建
て
で
、
敷
地
面
積
は
約
3
5

4

平
方
が
。
乳
児
室
、
保
育
室

(
3室
)
、
遊
戯
室
、
病
後
児

保
育
室
、
調
理
室
、
職
員
室
な

ど
を
配
置
す
る
。
定
員
は
従
業

員
枠
と
地
域
枠
を
合
わ
せ
て
犯

人
。
内
訳
は0
1
3

歳
が
各5

人
、
4
、

5

歳
が
各6
人
。
他

企
業
と
の
共
同
利
用
も
検
討
し

て
い
る
。
施
設
の
名
称
は
保
育

園
に
じ
の
わ
っ
か
(
仮
称
)
。

建
設
費
は
約1
億
4
0
0
0

万
円
。
保
育
園
の
建
設
・
運
営

費
は
内
閣
府
の
企
業
主
導
型
保

育
事
業
助
成
金
の
活
用
を
想
定

し
て
い
る
。
着
工
は
採
択
が
決

ま
る
叩
月
以
降
の
見
込
み
。

企業主導型で来年4月開設

同
医
院
は2
0
1
6

年
4

月

に
、
病
院
併
設
型
の
病
児
保
育

室
「
わ
っ
か
」
を
開
設
し
て
い

る
。
「
わ
っ
か
」
と
の
連
携
に

よ
り
、
病
児
、
病
後
児
、
通
常

保
育
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
豊
川

理
事
長
(
叫
)
は
「
病
児
保
育

に
携
わ
っ
て
い
る
保
育
士
が
子

ど
も
た
ち
に
関
わ
る
こ
と
で
、

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
に
も

つ
な
が
り
、
保
育
土
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
も
望
め
る
」
と
強
調
。

「
小
児
科
医
と
し
て
普
段
か
ら

保
育
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
と
し
っ
か
り

向
き
合
い
、
小
児
科
の
強
み
や

特
徴
を
生
か
し
た
質
の
高
い
保

育
を
実
践
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
る
。
(
鈴
木
裕
之
)

十
勝
毎
日
新
聞

2
0
1
8

年
9

月
3

日
(
月
)

病
院
運
営徳

島
病
院
の
良
さ
体
感
を

日
月
日
日
周
辺
ウ
オl
キ
ン
グ

移
蓉
計
画
が
あ
る
独
立
一
益
法
人
国
立
病
院
機
構
徳
島
病
院
(
吉
野
川

市
鴨
島
町
敷
地
)
の
存
続
に
向
け
、
住
民
有
志
で
つ
く
る
「
徳
島
病
院
を

守
る
会
」
が
日
月
日
日
、
病
院
周
辺
で
ウ
オ

l

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

く
。
自
然
に
固
ま
れ
た
立
地
条
件
な
ど
病
院
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら

い
、
存
続
へ
の
機
運
を
高
め
る
。

イ
ベ
ン
ト
は
午
前9
時

ス
タ
ー
ト
。
高
台
に
あ
る

病
院
を
発
着
点
に
、
守
る

会
の
世
話
人
が
活
動
の
趣

旨
や
病
院
の
特
徴
に
つ
い

て
説
明
し
な
が
ら
1

時
間

ほ
ど
歩
く
。

徳
島
病
院
は
、
災
害
医

療
支
援
病
院
の
指
定
を
受

け
て
お
り
、
守
る
会
は
防

災
面
も
充
実
し
て
い
る
と

訴
え
て
い
る
。
世
話
人
の

一
人
、
同
盟
国
さ
ん
(
臼
)

リ
同
市
鴨
島
町
西
麻
植
、

農
業H
は
「
地
域
に
必
要

な
病
院
だ
と
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

守
る
会
は7
月
下
旬
か

ら
存
続
を
求
め
る
署
名
活

動
を
行
っ
て
お
り
、9月

時
日
時
点
で
約2
万
3
5

0
0

人
分
が
集
ま
っ
た
。

「守る会」が企画

立地条件などPR 存続の機運醸成ヘ

ロ
月
末
ま
で
続
け
、
国
立

病
院
機
構
に
提
出
す
る
。

病
院
は1
9
3
9

年
に

開
院
。
全
身
の
筋
肉
が
徐

々
に
萎
縮
す
る
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
難
病
治

療
を
行
っ
て
い
る
。
機
構

は
、
病
院
を
閉
鎖
し
て
2

0
2
2

年
度
に
東
徳
島
医

療
セ
ン
タ
ー
(
板
野
町
大

寺
)
に
統
合
さ
せ
る
構
想

を
示
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
は
参
加
無
料

で
小
雨
津
付
。
問
い
合
わ

せ
は
岡
田
さ
ん
〈
電
0
9

0
(
8
9
7
2
)
8
1
5
 

9

〉
。

(
矢
田
諭
史
)

徳
島
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
初
日
(
木
)
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病
院
に
対
し
て
満
足
し
て
い
る
外

来
患
者
の
割
合
が
印
・
1

物
と
な

り
、
調
事
住
始
め
た
一
九
九
六
年
以

降
で
塁
局
と
な
っ
た
こ
と
が
四
目
、

厚
生
労
働
省
の
二
O
一
七
年
受
療
行

動
調
査
で
分
か
っ
た
。

診
察
調
査
は
三
年
に
一

回
実
施
。
今
回
は
昨
年
十

月
、
無
作
為
抽
出
し
た
全

国
四
百
九
十
病
院
を
対
象

に
行
い
、
外
来
・
入
院
患

者
約
十
四
万
六
千
人
か
ら

有
効
回
答
を
得
た
。

外
来
患
者
で
全
体
的
に

満
足
と
答
え
た
割
合
は
、

前
回
の
一
四
年
よ
り
0
・

8
m
喝
未
満
」
は
0

I<l!inukl Sokuhou 
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過去最高
厚労省調べ

-
5
m減
の4
・
3

物
だ

っ
た
。

項
目
別
で
満
足
度
が
高

か
っ
た
の
は
「
医
師
以
外

の
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
対

応
」
が
回
・8物
、
「
医

師
と
の
対
話
」
が
町
・
0

俗
、
「
医
師
に
よ
る
診
療

・
治
療
内
容
」
が
日
・

3

必
な
ど
。
不
満
の
割
合
が

最
も
高
か
っ
た
の
は
「
診 察

ま
で
の
待
ち
時
間
」
の

お
・3
物
で
突
出
し
て
い

た
が
、
前
回
よ
り
は
1

・

3

間
減
少
し
た
。

外
来
患
者
の
診
察
や
検

査
ま
で
の
待
ち
時
間
は
、

「
十
五
分
未
満
」
が
お
・

1

物
、
「
十
五
分
s

一
一
一
十

分
未
満
」
が
お
・
1

物
、

「
三
十
分
ら
一
時
間
未
満
」

が
却
・4
物
の
順
で
多

く
、
一
時
間
未
満
が
約
七

割
と
な
っ
た
。
一
時
間
以

上
は
合
計
で
辺
・8
物

で
、
前
回
よ
り
1

・

9
m

減
っ
た
。

入
院
患
者
で
全
体
的
に

満
足
と
答
え
た
割
合
は
船

-
9

物
で
、
過
去
最
高
だ

っ
た
前
回
(
前
・
5

物
)

に
次
い
で
高
か
っ
た
。
「
不

満
」
は0
・
7

湾
増
の4

・
9

物
。
項
目
別
で
満
足

度
が
最
高
だ
っ
た
の
は
医

師
の
診
療
・
治
療
内
容
で

叩
・1
俗
、
不
満
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
「
食
事
の
内

容
」
で
日
・
9

俗
だ
っ
た
。

入
院
患
者
に
今
後
の
希

望
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
完

治
ま
で
乙
の
病
院
に
入
院

し
た
い
」
が
釘
・
3

物
で

最
多
だ
っ
た
が
、
前
回
よ

り
3

・
9

湾
減
少
。
「
自

宅
か
ら
病
院
や
診
療
所
に

通
院
し
な
が
ら
治
療
・
療

養
し
た
い
」
が
4

・

9
m

増
の
初
・2
物
と
な
り
、

O
五
年
の
質
問
開
始
以

来
、
初
め
て
三
割
を
超
え

た
。

福
島
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
5

日
(
水
)

病
院
運
営

眼
腫
湯
治
療
可

臼
病
院
を
公
開

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は

釘
目
、
患
者
が
極
め
て
少
な
い

希
少
が
ん
の
一
つ
の
眼
腫
療
に

つ
い
て
、
専
門
的
な
治
療
が
で

き
る
臼
の
医
療
機
関
名
と
診
療

実
績
を
ホl
ム
ペ
l

ジ
に
公
開

し
た
。
希
少
が
ん
は
治
療
に
関

す
る
情
報
も
少
な
く
、
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
患
者
の
速
や
か
な
受
診

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。眼

腫
腐
は
、
網
膜
や
角
膜
、

ま
ぶ
た
な
ど
目
に
で
き
る
様
々

な
が
ん
の
総
称
。
こ
れ
ら
の
が

ん
に
な
る
割
合
は
、
圏
内
で
は

叩
万
人
あ
た
り3
・
1

人
と
、

ま
れ
だ
。
同
セ
ン
タ
ー
は
今
回
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
を
中

心
に
臼
病
院
を
リ
ス
ト
化
。
が

ん
の
種
類
別
に
、
診
断
や
治
療

の
可
否
、
治
療
件
数
の
ほ
か
、

治
療
内
容
や
診
療
連
携
し
て
い

る
病
院
も
掲
載
し
た
。

例
え
ば
、
子
ど
も
に
み
ら
れ

る
網
膜
芽
細
胞
腫
で
は
、
診
断

や
治
療
し
た
患
者
数(
2
0
1

3
1

日
年
の
年
平
均
)
が
多
か

っ
た
の
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
中
央
病
院
(
東
京
都
中

央
区
)
河
人
、
名
古
屋
医
療
セ

ン
タ
ー
(
名
古
屋
市
中
区
)
四

人
、
兵
庫
県
立
こ
ど
も
病
院
(
神

戸
市
中
央
区
)
日
人
な
ど
だ
っ

た
。国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
手
足
な
ど
の
筋
肉
や
皮
下

組
織
に
で
き
る
軟
部
肉
腫
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
情
報
公
開
し

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペl
ジ
「
が

ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」(
Z
G目
・

ミ
げ
。
∞u
a
σ・m
m
wロ
]
O
F
0・
]
円
)
\
H
1

2

の
\
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

読

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
訂
日
(
木
)
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「地域医療」転換の時
団
塊
の
世
代
が
全
員
百
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
医
療
と
介
護
の
需
要
が
大
き
く
な
る
「

2
0
2
5

年
問
題
」
に

向
け
、
在
宅
医
療
の
普
及
な
ど
に
比
重
を
置
く
「
地
域
医
療
」
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
。
最
前
線
で
訪
問
診
療
な
ど
を
担

当
す
る
若
手
医
師
の
姿
を
通
し
、
高
齢
化
社
会
へ
の
向
き
合
い
方
を
考
え
る
。
(
鈴
木
雅
人
〉

血
圧
計
や
採
血
道
具
と
い
っ
た
最
小

限
の
機
器
と
薬
を
車
に
積
み
、
早
朝
に

診
療
所
を
出
発
し
た
。
「
崩
土
注
意
」

の
看
板
が
立
つ
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道

を
上
り
、
中
腹
の
集
会
所
に
到
着
。
京

都
府
南
山
城
村
で
唯
一
の
診
療
所
医

師
、
竹
津
健
さ
ん
(
剖
)
は
机
に
機
器

を
置
き
、
待
ち
わ
び
た
初
代
の
女
性

5

人
に
声
を
掛
け
た
。
「
お
は
よ
う
。
変

わ
り
な
い
か
?
」

聴
診
器
を
当
て
、
雑
談
で
健
康
状
態

を
探
る
。
「
も
う
畑
は
や
っ
て
へ
ん
の

か
?
」
「
や
め
た
。
体
が
か
な
ん
わ
」
。

週
4
日
、
集
会
所
で
の
出
張
診
察
と
歩 い

て
行
け
な
い
人
へ
の
訪
問
診
療
を
行

う
。
出
張
診
察
は
別
人
、
訪
問
で
叩
人

を
2

週
間
で
一
巡
す
る
。
住
民
の
2

人

に
1

人
が
邸
歳
以
上
の
村
だ
け
に
、
患

者
の
大
半
は
初
代
だ
。

病
気
の
完
治
を
追
究
す
る
研
究
室
か

ら
、
高
齢
の
在
宅
患
者
の
健
康
状
態
に

目
を
配
る
地
域
医
療
に
転
身
し
て
、

6

年
に
な
る
。
米
国
の
大
学
で
肺
が
ん
研

究
の
第
一
人
者
の
下
で
研
究
に
没
頭
し

て
い
た
さ
な
か
、
父
の
病
態
が
急
変
。

村
の
医
師
は2
0
0
0

年
代
に
は
父
だ

け
に
な
っ
て
い
た
。
電
話
で
切
々
と
後

を
継
ぐ
よV
2替
え
た
村
長
を
は
じ
め
、

「
無
医
村
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う

住
民
の
危
機
感
も
転
身
を
後
押
し
し

た
。医

療
機
器
に
恵
ま
れ
た
大
病
院
の
経

験
し
か
な
く
、
当
初
は
「
診
療
所
で
で

き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
戸
惑

っ
た
。
し
か
し
地
域
を
回
る
う
ち
、
患

者
と
語
り
合
う
こ
と
の
方
が
意
味
が
あ

る
と
強
く
思
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
「
顔

の
見
え
る
」
関
係
を
築
き
、
患
者
の
変 化

を
い
ち
早
く
と
ら
え
て
専
門
医
へ
つ

な
ぐ
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
に
徹
し
て

い
る
。

耳
の
聞
こ
え
に
く
い
患
者
に
は
隣
に

座
っ
て
肩
を
抱
き
、
耳
元
に
顔
を
近
つ

け
て
診
る
。
文
字
通
り
、
患
者
に
寄
り

添
お
う
と
す
る
。
膝
が
痛
い
と
外
出
を

嫌
が
る
人
を
、
「
寝
た
き
り
に
な
っ
た

ら
嫌
や
ろ
」
と
診
察
中
に
外
ヘ
連
れ
出

し
、
散
歩
を
と
も
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。

国
は
病
院
の
療
養
用
の
ベ
ッ
ド
数
を

減
ら
し
、
高
齢
者
が
自
宅
で
簡
易
な
治

療
を
受
け
な
が
ら
、
や
が
て
家
族
に
み

と
ら
れ
て
一
生
を
終
え
る
医
療
の
姿
を

描
く
。
し
か
し
、
多
く
の
患
者
は
完
治

を
求
め
、
病
院
の
高
度
な
専
門
医
療
を

望
む
。

自
宅
で
勃
黍
を
受
け
た
伊
藤
ミ
サ
子

さ
ん
(
鈎
)
は
、
腹
部
を
さ
す
り
、
「
手

術
を
し
た
っ
て
治
ら
へ
ん
。
こ
の
年
に

な
っ
て
心
残
り
は
何
も
な
い
」
と
つ
ぶ

や
い
た
。
竹
揮
さ
ん
は
「
そ
う
や
な
。

治
ら
へ
ん
な
」
と
優
し
く
う
な
ず
い
た
。

医
師
な
ら
「
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

「顔の見える関係」に比重南山城村唯一の医師

励
ま
す
と
想
像
し
た
記
者
に
、
帰
路
の

車
中
で
竹
津
さ
ん
が
答
え
た
。
「
年
を

取
れ
ば
身
体
と
内
臓
の
機
能
は
衰
え
、

誰
も
が
い
つ
か
死
ぬ
。
患
者
を
納
得
さ

せ
ず
、
注
文
通
り
に
医
療
や
投
薬
を
行

う
の
は
、
医
師
が
楽
を
し
て
い
る
だ
け

だ
」多

く
の
患
者
が
望
む
自
宅
で
の
み
と

り
も
広
が
ら
な
い
。
症
状
の
厳
し
さ
や

家
族
の
事
情
で
自
宅
が
難
し
い
ケ

l

ス

は
あ
る
が
、
国
の
意
識
調
査
で
は
半
数

が
、
そ
も
そ
も
ど
こ
で
最
期
を
迎
え
た

い
か
を
家
族
と
話
し
合
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。

「
希
望
を
家
族
と
共
有
し
て
い
な
け

れ
ば
死
後
に
か
な
う
は
ず
が
な
く
、

『
死
』
を
タ
ブ
l

に
し
て
は
い
け
な
い
」
。

患
者
と
常
に
寄
り
添
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
最
期
に
向
け
た
話
は
本
人
や
家
族

に
重
み
を
持
つ
。
竹
津
さ
ん
は
「
少
子

高
齢
化
の
先
進
地
」
と
言
え
る
南
山
城

村
で
、
老
い
と
向
き
合
う
覚
悟
を
問
い

掛
け
る
。

京
都
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
包
日
(
土
)
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都
市
部
若
手
医
師
ら
模
索

医
療
機
関
や
医
師
の
数
が
人
口
あ
た
り
で
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
京
整
巾
に
あ
っ
て
も
、
地
域
医
療
の
役
割

は
今
後
重
み
を
増
す
。
都
市
部
な
ら
で
は
の
高
齢
化
の

現
状
に
向
き
合
い
、
若
手
医
師
が
模
索
し
て
い
る
。

(
鈴
木
雅
人
)

上
さ
ん
や
非
常
勤
医
師
打
人
が
夜

間
や
休
日
の
急
な
往
診
を
す
る

際
、
診
た
こ
と
の
な
い
患
者
の
診

療
経
過
や
生
活
状
況
を
伝
え
る
。

医
師
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
一
般

的
な
中
で
、
「
裏
亙
と
さ
れ
が

ち
な
職
種
が
主
導
す
る
。
守
上
さ

ん
は
M
時
間
対
応
が
可
能
な
地
域

医
療
の
新
し
い
か
た
ち
を
模
索
す

る
。
「
高
齢
化
で
患
者
が
壇
え
る

中
で
、
-
人
の
ド
ク
タ
ー
と
い
う

よ
り
は
チ
l

ム
で
臨
ま
な
い
と
、

対
応
は
難
し
く
な
る
」
と
み
る
。

都
市
部
で
あ
る
京
都
市
の
高
齢

化
率
は
お
%
。5
割
に
迫
る
京
都

府
南
山
城
村
の
よ
う
な
過
疎
地
と

比
べ
、
撃
L

↓
は
進
展
は
緩
や
か

だ
。
た
だ
、
団
塊
世
代
が
全
員
句

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る

2

「3
カ
所
の
腫
揚
が
か
な
り
痛

む
の
で
は
な
い
か
」
。
京
都
市
西

京
区
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
訪
問
診
療

を
終
え
て
戻
っ
て
き
た
院
長
で
医

師
の
守
上
住
樹
さ
ん
(
犯
)
や
看

護
師
ら
が
、
こ
の
日
診
た
日
人
に

つ
い
て
報
告
す
る
会
議
に
臨
ん

だ
。
症
状
や
薬
の
処
方
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
「
右
手
が
し
び
れ
て
家

の
鍵
を
開
け
ら
れ
な
か
っ
た
」
な

ど
と
、
暮
ら
し
ぶ
り
の
細
部
に
お

よ
ん
だ
。

昨
年
4
月
に
開
業
し
た
「
よ
し

き
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
、
看
護

師
や
薬
剤
師
、
事
務
担
当
者
ら
医

師
以
外
の
常
勤
ス
タ
ッ
フ
が
中
心

と
な
り
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
珍
し

い
朝
夕2
回
の
会
議
を
聞
き
、
患

者
情
報
の
共
有
を
徹
底
す
る
。
守

0
2
5

年
、
推
計
で
は
岡
市
の
後

期
高
齢
者
は
釘
万5
千
人
に
も
上

る
。却

代
とω
代
の
女
性
が2
人
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い5
階
で
暮

ら
す
。
入
居
開
始
か
ら
羽
年
を
超

え
、
都
市
部
の
高
齢
化
を
先
取
り

し
た
よ
う
な
同
区
の
洛
西
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
を
訪
れ
る
た
び
、
「
通
院

が
難
し
く
、
医
師
が
自
宅
ま
で
行

く
こ
と
を
必
要
と
さ
れ
る
時
代
が

来
た
」
と
守
上
さ
ん
は
実
感
す
る
。

自
宅
で
老
衰
な
ど
で
亡
く
な
っ

て
も
警
察
が
異
状
死
と
し
て
事
件

性
の
有
無
を
調
べ
ざ
る
を
得
な
い

問
題
が
、
と
く
に
在
宅
医
の
手
薄

な
都
市
部
で
略
式
芯
さ
れ
て
い
る
。

遺
体
は
検
視
さ
れ
、
近
所
に
聞
き

込
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

在
宅
医
ら
が
駆
け
付
け
、
死
亡
診

断
書
を
書
け
ば
避
け
ら
れ
る
。
「
悲

し
い
扱
い
を
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぎ

た
い
」
。
守
上
さ
ん
は
病
院
勤
務

医
の
こ
ろ
、
家
族
か
ら
連
絡
を
受

け
て
も
物
理
的
に
行
け
ず
、
歯
が

高齢化も在宅医手薄職種超え勉強会

ゆ
い
思
い
を
し
た
。

病
院
や
大
学
医
学
部
の
中
に

は
、
地
域
医
療
に
身
を
投
じ
た
医

師
を
「
キ
ャ
リ
ア
を
終
え
、
野
に

下
っ
た
」
と
、
低
く
み
る
人
も
い

ま
だ
に
い
る
と
い
う
。
し
か
し
病

院
で
「
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
」
と

伝
え
て
も
、
自
宅
は
段
差
が
多
く

危
険
で
あ
っ
た
り
、
薬
を
処
方
し

て
も
実
際
は
自
宅
に
大
量
に
余
っ

て
い
る
。
診
察
室
か
ら
見
え
な
い

患
者
の
生
活
に
、
医
療
が
高
齢
化

と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
の
ヒ
ン

ト
が
あ
る
。
守
上
さ
ん
と
同
世
代

の
医
師
た
ち
は
そ
う
考
え
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
参
加
し
た
。

京
都
府
立
医
科
大
の
救
急
専
門

医
、
宮
本
雄
気
さ
ん
(
剖
)
は
高

齢
者
の
救
急
搬
送
が
増
加
す
る
中

で
、
同
じ
患
者
が
再
び
け
が
や
病

状
を
悪
化
さ
せ
て
搬
送
さ
れ
る
ケ

ー
ス
を
何
度
も
経
験
し
た
。
ク
リ

ニ
ッ
ク
開
業
か
ら
週1
回
勤
務

し
、
「
適
切
に
在
宅
医
療
が
介
入

す
る
こ
と
で
、
患
者
に
と
っ
て
介

地
域
医
療
を
支
え
る

護
も
含
め
た
多
職
種
に
よ
る
支
援

が
必
要
だ
と
分
か
り
、
再
発
を
防

げ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
思
い

を
強
く
し
た
。

若
手
医
師
ら
が
地
域
医
療
の
あ

り
方
を
探
る
動
き
は
京
滋
に
広
が

り
、
守
上
さ
ん
ら
は
来
月
に
勉
強

会
を
立
ち
上
げ
る
。
西
京
区
で
は

薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
ら
と
病
院

や
診
療
所
、
介
護
施
設
、
薬
局
の

枠
を
事
え
た
連
携
も
始
め
た
。
「
在

宅
で
医
療
を
受
け
る
高
齢
者
に
ど

ん
な
支
え
が
必
要
か
、
誰
も
ま
だ

正
解
は
分
か
ら
な
い
。
多
く
の
人

と
一
緒
に
考
え
た
い
」
と
語
る
。

京
都
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
泣
日
(
土
)
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で『共同体』第二の人生は
「C
C
R
C

」
。
定
年
退
職
な
ど
で
第
一
線
を
退
い
た
中

高
年
た
ち
が
第
二
の
人
生
を
楽
し
む
共
同
体
を
意
味
す
る

米
国
発
の
言
葉
で
、
近
年
は
国
内
で
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

独
自
に
構
想
を
進
め
て
き
た
茨
城
県
笠
間
市
を
訪
ね
た
。

J
R

上
野
駅
(
璽
京
都
台
東
区
)

か
ら
特
急
列
車
に
揺
ら
れ
て
1

時

間
あ
ま
り
。
茨
城
県
の
中
央
に
位

置
す
る
笠
間
市
は
、
緑
豊
か
な
丘

陵
地
帯
に
広
が
る
人
口
約
7

万
5

0
0
0

人
の
地
方
都
市
だ
。

市
内
に
は
、
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
も
可
能
な
急
性
期
型
の
県
立

中
央
病
院
や
、
医
療
、
福
祉
、
保

健
の
総
合
拠
点
で
あ
る
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
か
さ
ま
、
精
神
科
医
療

を
担
う
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
。
市
企
画
政
策
課
の

北
野
高
史
課
長
に
よ
る
と
、
「
生

建
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
」
と

い
う
市
のC
C
R
C

構
想
に
と
っ

て
、
充
実
し
た
医
療
・
福
祉
イ
ン

フ
ラ
は
大
き
な
強
み
だ
。
た
だ
そ

れ
だ
け
で
は
、
東
京
を
は
じ
め
大

都
市
圏
の
中
高
年
に
「
第
二
の
人

生
」
の
場
所
と
し
て
移
住
を
決
意

さ
せ
る
ほ
ど
の
魅
力
と
し
て
は
弱

い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
補
っ
て
く

れ
た
の
が
、
自
然
豊
か
な
環
境
を

生
か
し
て2
0
0
1

年
に
開
設
さ

れ
た
宿
泊
型
市
民
農
園
「
笠
間
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
(
市
麗
業
公

社
運
営
)
だ
っ
た
。

-
茨
城
・
笠
聞
に
農
園

菜
園
付
き
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
宿

泊
施
設
が
約
印
棟
並
ぶ
ガ
ル
テ
ン

を
訪
ね
る
と
、
石
塚
和
子
さ
ん

(
団
)
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
ご
ち

そ
う
に
な
っ
た
の
は
、
鮮
や
か
な

赤
紫
色
の
冷
た
い
飲
み
物
。
こ
こ

で
栽
培
し
た
シ
ソ
を
使
っ
た
手
作

り
ジ
ュ
ー
ス
だ
と
い
う
。

石
塚
さ
ん
は
、
東
京
・
浅
草
で

夫
と
2

人
暮
ら
し
。
家
庭
菜
園
が

趣
味
だ
っ
た
母
親
の
彫
響
で
、
も

と
も
と
農
作
業
に
興
味
は
あ
っ

た
。
勤
め
て
い
た
大
手
百
貨
店
を

退
職
後
、
自
宅
で
テ
レ
ビ
ば
か
り

見
る
日
々
に
「
こ
れ
で
い
い
の
か

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
の
が
、

今
年
で5
年
目
に
な
る
ガ
ル
テ
ン

と
の
縁
の
き
っ
か
け
だ
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
当
て
た
ガ
ル
テ

ン
が
気
に
入
り
、
今
は
週
7

日
の

う
ち
3

日
は
こ
こ
で
過
ご
す
。

「
た
ま
に
夫
も
一
緒
に
来
る
け

ど
、
私1
人
で
来
る
の
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
に
な
る
じ
ゃ
な
い
?
」
と

冗
談
め
か
す
石
塚
さ
ん
。
畑
作
業 を

通
じ
て
他
の
ガ
ル
テ
ン
利
用
者

や
地
域
住
民
と
受
流
が
深
ま
り
、

笠
間
市
内
を
自
由
に
移
動
す
る
た

め
に
長
年
の
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
を
卒
業
し
て
中
古
車
も
買
っ

た
。
「
今
、
『
青
春
』
を
し
て
い

る
」
と
実
感
す
る
日
々
だ
。

-
体
験
を
機
に
移
住
も

近
年
は
ガ
ル
テ
ン
で
の
体
験
を

機
に
、
笠
間
市
や
近
隣
市
町
村
に

移
住
し
た
り
、
「
別
宅
」
を
構
え

た
り
す
る
人
も
い
る
。
市
に
よ
る

と
、
こ
う
し
た
「
第
二
の
人
生
」

を
選
ん
だ
夫
妻
は
約
却
組
に
上
る

と
い
う
。
笠
間
市
の
東
隣
、
水
戸

市
で
菜
園
付
き
の
別
宅
を
借
り
、

東
京
都
足
立
区
の
自
宅
と
の
「
2

地
域
居
住
」
を
続
け
る
三
宅
正
高

さ
ん
(
口
)
、
真
純
さ
ん
(
槌
)
夫
妻

は
、
そ
の
一
例
だ
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
正
高
さ

ん
の
定
年
退
職
を
控
え
た
閃
年
、

ガ
ル
テ
ン
に
入
会
。
「
退
職
後
に

『
毎
日
で
さ
る
こ
と
』
を
探
し
て

い
た
。
旅
行
や
ゴ
ル
フ
は
た
ま
に

は
い
い
け
ど
、
毎
日
は
無
理
。
畑

作
業
な
ら
と
思
っ
た
」
と
正
高
さ

ん
は
振
り
返
る
。
と
も
に
神
戸
市

で
育
っ
た
夫
妻
に
と
っ
て
、
「
野

菜
の
種
を
ま
い
た
ら
翌
週
や
翌
々

週
に
は
芽
が
出
て
い
る
と
か
、
地 元

住
民
に
教
わ
り
な
が
ら
手
作
り

み
そ
に
挑
戦
す
る
と
い
っ
た
さ
さ

や
か
な
こ
と
も
、
初
め
て
昧
わ
う

感
動
だ
っ
た
」
。

2

地
域
居
住
は
ガ
ル
テ
ン
を
退

会
し
た
叩
年
か
ら
続
け
て
い
る
。

ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
大

根
、
枝
一
旦
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
。
菜
園

で
は
す
べ
て
手
が
か
か
る
無
農
薬

で
栽
培
し
て
い
る
た
め
、
-
年
の

半
分
は
別
宅
暮
ら
し
だ
。
「
都
会

暮
ら
し
を
完
全
に
捨
て
る
自
信
は

ま
だ
な
い
け
ど
、
田
舎
暮
ら
し
が

な
い
生
活
も
考
え
ら
れ
な
い
。
し

ば
ら
く
は
両
方
を
楽
し
み
た
い
」

と
真
純
さ
ん
は
声
を
弾
ま
せ
る
。

-
地
元
シ
ニ
ア
も
奮
起

一
方
、
笠
間
市
で
生
ま
れ
育
っ

た
高
撃
事
負
け
て
い
な
い
。
地

元
の
シ
ニ
ア
で
つ
く
るNP
O

法

人
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワl
ク
笠
間
」

理
事
長
の
塙
茂
さ
ん
(
布
)
は
、
半

世
紀
に
わ
た
る
会
社
員
生
活
を
終

え
た
後
、
「
し
ば
ら
く
は
ゴ
ル
フ

と
酒
と
旅
行
ざ
ん
ま
い
だ
っ
た
」
。

だ
が
次
第
に
、
そ
ん
な
毎
日
に
疑

問
が
募
り
始
め
た
。

「
額
の
多
少
は
あ
れ
、
高
齢
者

は
皆
、
年
金
生
活
者
。
年
金
と
い

う
の
は
自
分
が
払
っ
て
き
た
か
ら

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
若
い
人
が
支
え

CCRC 
嗣 iContinuing Care Retirement 

CommunityJ の略で、 「継続的なケ

ア付きの高齢者たちの共同体」を意味する米国

で生まれた言葉。高齢化しでも医療や介護のケ

アを受けられる所へ元気なうちに移り住み、第

二の人生を楽しむのを目的lこしている点が、有

料老人ホームなど従来の高齢者施設と異なる。

て
く
れ
て
い
る
か
ら
も
ら
え
る
も

の
。
だ
っ
た
ら
高
齢
者
だ
っ
て
、

元
気
な
う
ち
は
自
分
以
外
の
人
の

た
め
に
汗
を
流
す
こ
と
で
、
も
ら

っ
た
年
金
の1
婦
で
も5
物
で
も

世
の
中
に
役
立
て
な
き
ゃ
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

ロ
年
に
同
法
人
を
設
立
し
、
市

中
心
部
の
観
光
施
設
「
笠
間
民
芸

の
里
」
の
中
に
、
地
元
食
材
を
使

っ
た
家
庭
料
理
を
楽
し
め
る
飲
食

店
「
グ
ラ
ン
パ
と
グ
ラ
ン
マ
の
お

店
」
を
オ
ー
プ
ン
。
店
員
は
み
ん

な
閃
歳
以
上
だ
。
来
春
に
は
、
同

施
設
内
で
学
童
保
育
と
子
ど
も
食

堂
の
両
方
の
役
割
を
担
当
つ
取
り
組

み
も
新
た
に
始
め
る
と
い
う
。
「
夢

や
目
標
に
年
齢
は
関
係
な
い
で
す よ

」
と
話
す
塙
さ
ん
の
表
情
は
誇

ら
し
げ
だ
。

C
C
R
C

は
近
年
、
国
内
で
も

地
方
移
住
推
進
や
首
都
圏
で
の
介

護
施
設
不
足
の
解
消
な
ど
に
つ
な

が
る
構
想
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
政
府
の
調
査
(
日
年
)

で
は
、
全
国
で2
0
2

自
治
体
が

C
C
R
C

推
進
の
意
向
が
「
あ
る
」

と
回
答
。
そ
の
半
面
、
「
高
齢
化

の
し
わ
寄
せ
が
地
方
に
行
く
だ
け

で
は
」
と
い
う
疑
問
の
声
や
、
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
付
き
の
高
齢

者
向
け
住
宅
(
サ
高
住
)
な
ど
ハ

ー
ド
面
で
の
拠
点
整
備
を
優
先
す

る
取
り
組
み
も
少
な
く
な
い
。

「
笠
間
に
は
今
の
と
こ
ろ
、
『
C

C
R
C

の
拠
点
施
設
だ
』
と
言
え

る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
」
と
笑
う

北
野
課
長
。
「
病
院
や
ガ
ル
テ
ン

な
ど
既
に
あ
る
も
の
を
生
か
し
な

が
ら
、
外
か
ら
来
て
く
れ
る
人
も

笠
間
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
活
躍

で
き
る
。
そ
ん
な
土
壌
と
そ
C
C

R
C
に
は
一
番
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

毎

【
夫
彰
子
】

2
0
1
8

年
9

月
お
B
(
水
)

日
(
東
京
)
・
朝
刊
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沖縄で働く薬剤師w~~r9D 

人
口
問
万
人
当
た
り
全
国
最
少

薬
剤
師
が
地
方
で
不
足
し
て
い
る
。
超
高

齢
社
会
を
控
え
る
今
、
薬
局
薬
剤
師
は
地
域

医
療
の
重
要
な
担
い
手
な
の
に
、
人
手
が
足

り
ず
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
薬
局
も
珍
し
く
な

い
。
中
で
も
、
人
口
十
万
人
当
た
り
の
薬
剤

師
が
全
国
で
最
も
少
な
い
沖
縄
県
の
状
況

は
、
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。(

中
沢
佳
子
)

「
人
口
八
千
人
の
島
で
唯
一

の
調
剤
薬
局
。
へ
き
地
医
療
に

興
味
が
あ
れ
ば
来
て
ほ
し
い
」

都
内
で
今
月
半
ば
に
聞
か
れ

た
薬
局
を
運
営
す
る
企
業
と
薬

学
生
の
集
い
。
沖
縄
の
離
島
・

久
米
島
の
「
た
い
よ
う
薬
局
」

を
営
む
薬
剤
師
山
城
品
さ
ん

は
、
集
ま
っ
た
学
生
約
五
十
人

に
訴
え
た
。
参
加
し
た
十
四
社

の
ほ
と
ん
ど
は
、
い
く
つ
も
の

薬
局
を
展
開
す
る
首
都
圏
の
企

業
だ
っ
た
。

沖
縄
か
ら
出
向
い
た
山
城
さ

ん
は
会
場
の
個
別
プ
l

ス
で

も
、
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
離
島

で
働
く
魅
力
を
粘
り
強
く
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
「
薬
剤
師
が
全
く

足
り
ず
、
県
内
で
も
取
り
合
い

に
な
っ
て
い
る
」
か
ら
だ
。

久
米
島
は
沖
縄
本
島
か
ら
船

で
三
時
間
、
飛
行
機
な
ら
三
十

五
分
。
た
い
よ
う
薬
局
は
島
に

二
店
あ
る
。
五
人
の
薬
剤
師
の

う
ち
、
山
城
さ
ん
以
外
は
関
東

か
ら
の
移
住
者
と
派
遣
パ
ー

ト
。
「
高
齢
者
が
多
い
島
で
、

日
々
の
調
剤
を
こ
な
す
の
に
精

い
っ
ぱ
い
。
数
年
で
出
て
行
っ

て
し
ま
い
、
定
着
し
な
い
。
長

期
的
め
ど
が
立
た
ず
、
即
戦
力

を
常
に
探
し
て
い
る
状
態
」
と

た
め
息
を
つ
く
。

今
回
は
新
卒
採
用
を
目
指
し

て
参
加
し
た
。
反
応
は
は
か
ぽ

か
し
く
な
い
。
日
本
薬
科
大
三

年
生
の
竹
之
木
進
一
真
さ
ん

(
こ
る
は
「
単
身
で
一
時
的
な
ら

薬学生「生涯定住は厳しい…J

い
い
け
れ
ど
、
ず
っ
と
住
む
の

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
と
話

す
。久

米
島
で
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
経
験
が
あ
る
静
岡
県
立
大

五
年
生
の
女
子
学
生
(
二
七
)
は

「
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
い
い

な
、
と
思
う
。
機
会
が
あ
れ
ば

行
き
た
い
」
と
前
向
き
だ
が
、

生
涯
定
住
は
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

も
考
え
な
い
と
:
・
」
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
二

O
一
六
年
末
時
点
で
薬
剤
師
は

約
三
十
万
一
千
人
。
人
口
十
万

人
当
た
り
の
数
は
全
国
平
均
が

一
八
一
・
三
人
で
、
都
道
府
県

別
で
は
沖
縄
が
=
二
四
・
七
人

と
最
も
少
な
い
。
対
し
て
、
最

多
の
徳
島
は
二
二0
・
九
人
、

次
い
で
東
京
一
一
一
八
・
三
人
と

地
域
で
の
偏
り
が
目
立
つ
。

沖
縄
は
な
ぜ
少
な
い
の
か
。

山
城
さ
ん
は
「
原
因
の
一
つ

は
、
薬
学
部
が
な
い
こ
と
」
と

言
う
。
文
部
科
学
省
に
よ
る

と
、
薬
学
部
が
な
い
の
は
沖
縄

を
含
め
秋
田
、
茨
城
、
奈
良
、

鹿
児
島
な
ど
十
五
県
。
人
口
当

た
り
の
薬
剤
師
数
も
、
薬
学
部

の
な
い
県
は
、
福
井
一
四
五
・

一
人
、
山
形
一
四
九
・
八
人
な

ど
、
少
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

県
外
で
学
ぶ
に
し
て
も
、
沖

縄
は
隣
県
と
海
を
は
さ
む
。
沖

縄
か
ら
名
古
屋
市
の
大
学
に
進

学
し
た
山
城
さ
ん
は
「
金
銭
面

で
親
に
負
担
を
か
け
た
。
お
金

を
か
け
て
本
土
に
行
く
と
な
る

と
、
薬
剤
師
の
道
を
諦
め
る
家

庭
も
あ
る
の
で
は
」
と
語
る
。

沖
縄
県
薬
剤
師
会
は
こ
れ
ま

で
、
文
科
省
や
県
内
の
大
学
に

薬
学
部
設
置
を
求
め
、
今
年
も

地
域
医
療
を
支
え
る

国は新設に慎重姿勢「薬学部ないが背景

県
医
師
会
な
ど
と
署
名
を
集
め

た
。
少
子
化
で
学
生
数
が
減

り
、
大
学
は
新
学
部
を
設
け
る

こ
と
に
慎
重
だ
。
文
科
省
の
担

当
者
も
「
ま
ず
は
大
学
の
判
断
。

開
設
の
申
請
が
あ
れ
ば
、
全
体

の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
」
と
答
え
る
に
と
ど
め
る
。

厚
労
省
の
担
当
者
は
過
不
足

の
背
景
は
さ
ま
ざ
ま
だ
と
し
な

が
ら
も
「
薬
学
部
が
あ
る
か
ど

う
か
は
大
き
い
」
と
認
め
つ
つ
、

「
長
期
的
に
見
れ
ば
全
体
の
薬

剤
師
数
は
過
剰
に
な
る
予
想

だ
」
と
語
る
。
や
は
り
新
設
に

慎
重
な
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。

山
城
さ
ん
は
「
厚
労
省
の
す

る
こ
と
は
都
市
部
を
前
提
に
し

て
い
る
。
地
方
、
ま
し
て
や
離

島
に
目
を
向
け
て
い
な
い
」
と

嘆
息
す
る
。
交
流
会
を
開
い
た

「C
B

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」

(
東
京
)
の
佐
藤
文
洋
さ
ん
は

「
資
格
業
は
一
極
集
中
し
や
す

い
。
全
体
で
足
り
た
と
し
て

も
、
地
域
偏
在
の
解
消
が
課
題

に
な
る
」
と
指
摘
す
る
。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
お
目
(
火
)
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質
高
め
医
療
費
抑
制

厚
生
労
働
省
は
複
数
の
集
中
治
療
室
(
I
C
U
)と中
核
と
な
る
病
院
を
つ
な
げ
、
遠
隔
で
診
療
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ

く
り
に
乗
り
出
す
。
電
子
カ
ル
テ
や
血
圧
な
ど
患
者
の
状
態
が
分
か
る
デ
ー
タ
を
中
核
施
設
に
送
り
、
専
門
の
医
師
が
そ

れ
ぞ
れ
のI
C
U

に
助
言
す
る
。
先
行
す
る
米
国
で
は
医
療
の
質
が
向
上
し
、
在
院
日
数
が

3

割
程
度
減
っ
た
と
さ
れ
る
。

国
内
で
導
入
が
進
め
ば
、
判
兆
円
を
超
す
国
民
医
療
費
の
伸
び
抑
制
に
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

C
U

に
入
っ
て
い
る
患
者
の

状
態
を
把
握
で
き
る
よ
う
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
。

I
C
U

で
患
者
の
容
体
が

急
変
す
る
兆
候
を
と
ら
え
、

現
場
に
い
る
医
師
に
対
し
て

適
切
な
対
処
法
を
素
早
く
助

言
す
る
。
中
核
施
設
と
I
C

U
を
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
で
つ
な

ぎ
、
患
者
の
状
態
を
見
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

普
及
を
目
指
す
の
は
「
T

e
l
e
-
-
c
U

」
と
呼
ぶ

壮
組
み
で
、
遠
隔
医
療
の
一

つ
。
現
在
は
昭
和
大
学
病
院

が
導
入
し
て
い
る
。
厚
労
省

中
核
病
院
か
ら
助
言

I
C
U

は
急
性
心
不
全
な

ど
の
重
症
患
者
を
治
療
す
る

た
め
、
医
師
や
看
護
師
の
負

担
が
重
い
。
医
療
費
も
か
さ

み
、
治
療
の
質
を
維
持
し
な

が
ら
ど
う
効
率
化
す
る
か
が 課

題
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
取
り
組
み
で
は
、

主
要
な
大
学
病
院
や
総
合
病

院
な
ど
の
施
設
を
中
核
と
し

て
位
置
づ
け
る
。
中
核
施
設

に
い
る
専
門
医
が
、
他
の
I

スワンネット

厚労省

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

必
要
な
施
設
整
備
費
な
ど
で

2
0
1
9

年
度
に
助
成
制
度

を
設
け
る
方
針
。
凶
年
度
予

算
で5
億
5
0
0
0

万
円
を

要
求
し
て
お
り
、
初
年
度
の

助
成
は
大
学
病
院
な
ど
数
カ

所
に
な
る
見
通
し
だ
。

厚
労
省
の
調
査
に
よ
る
と

I
C
U

の
病
床
数
は
は
年
時

点
で
国
内
に
約65
0
0

床

あ
る
。
一
方
、
日
本
集
中
治

療
医
学
会
が
認
定
す
る
専
門

医
は
同
年
時
点
で1
4
0
0

人
余
り
と
み
ら
れ
る
。
今
後

協
力
で
運
営
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

情
報
通
信
技
術
シ
ス
テ
ム
を
通

じ
て
、
「
参
加
の
登
録
を
し
た

住
民
の
医
療
・
保
健
情
報
」
な
ど

を
共
有
で
き
る
。

市
医
師
会
に
よ
る
と
、
9
月
凶

日
現
在
の
加
盟
施
設
は
計
1
6
8

施
設
(
参
泊
率
幻
・
9
%
)
。
参
加

ユ

ー
ザ
!
会
」
設
立

一寸

効
果
的
活
用
ヘ
初
会
合

西
胆
振
管
内
の
病
院
や
診
療

所
(
か
か
り
つ
け
医
)
、
歯
科
、

薬
局
、
介
護
事
業
所
な
ど
を
結

ん
だ
情
報
連
携
基
盤
の
構
築
を

目
指
し
、
今
年4
月
に
本
稼
働

れ
た
初
会
合
で
は
、
各
施
設
の

利
用
状
況
な
ど
を
報
告
。
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
に
向
け
た
効
果
的
な
活
用
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

ICUを中犠病院とつなぎ、
医療の質を高める

も
高
齢
化
で
重
症
患
者
は
増

え
る
見
込
み
だ
が
、
豊
富
な

経
験
を
も
っ
医
師
を
す
べ
て

の
I
C
U

に
十
分
に
配
置
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
仕
組
み
が

普
及
す
れ
ば
、
医
師
の
数
を

大
幅
に
増
や
さ
な
く
て
も
医

療
の
質
向
上
が
見
込
め
る
。

米
国
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
導
入
後
、
夜
間
帯

の
入
院
患
者
の
在
院
死
亡
率

が
日
・1
%
か
ら
ロ
・
7
%

に
下
が
っ
た
と
い
う
。
医
師

の
少
な
い
夜
間
帯
で
も
昼
間

と
同
じ
よ
う
な
処
置
が
で
き

る
た
め
だ
。
在
院
日
数
も
は

・
3

日
か
ら9
・
6

日
に
短

く
な
っ
た
。
日
本
で
は
入
院

に
か
か
る
費
用
が
医
療
費
全

体
の4
割
弱
を
占
め
る
。
入

院
す
る
期
間
が
短
く
な
れ

ば
、
そ
の
分
医
療
費
が
減
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
げ
日
(
月
)

れ
た
初
会
合
に
は
、
関
係
者
約

加
人
が
出
席
。
検
査
画
像
の
や

り
と
り
な
ど
が
可
能
と
な
る

「
本
格
稼
働
」
が
来
月
と
な
る

見
通
し
ゃ
、
現
在
の
参
加
登
録

者
数
が
西
胆
振
全
人
口
の
叩
・

お
%
と
な
っ
て
い
る
現
状
ー
な

ど
が
示
さ
れ
た
。

加
盟
施
設
か
ら
は
「
入
院
患

者
の
参
加
で
、
こ
れ
ま
で
(
他

で
き
る
」
(
い
な
川
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
)
と
使
用
状
況
を
報
告
。

室
蘭
歯
科
医
師
会
か
ら
は

「
現
状
で
は
参
加
登
録
者
が
分

か
り
に
く
い
。
保
険
証
へ
の
シ

ー
ル
貼
付
な
ど
、
参
加
登
録
者

が
一
日
で
分
か
る
と
さ
ら
に
活

用
で
き
る
」
な
ど
の
意
見
も
出

さ
れ
た
。
(
松
岡
秀
宜
)
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し
た
「
地
域
医
療
介
護
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
『
ス
ワ
ン
ネ

ッ
ト
』
」
で
、
加
盟
施
設
に
よ

る
「
ユ
ー
ザ
ー
会
」
が
却
日
に

設
立
さ
れ
た
。
同
日
夜
に
開
か

「
ス
ワ
ン
ネ
ッ
ト
」
は
、
室

蘭
市
医
師
会
(
野
尻
秀
一
会
長
)

が
、
胆
振
西
部
医
師
会
、
室
蘭

歯
科
医
師
会
、
道
薬
剤
師
会
室

蘭
支
部
、
西
胆
振3
市
3

町
の

登
録
者
数
は
l

万
9
0
2
3

人
。
本
稼
働
か
ら
の
デ
ー
タ
取

り
込
み
件
数
は27
9

万
8
6

7
5

件
。

市
立
室
蘭
総
合
病
院
で
聞
か 病

院
で
行
わ
れ
た
)
処
方
や
処

置
が
確
認
可
能
」
(
登
別
す
ず
ら

ん
病
院
)
、
「
(
製
鉄
記
念
室
蘭

病
院
や
日
鋼
記A盈
病
院
の
)
救

急
外
来
受
診
時
の
処
置
も
確
認

同|
自|
困|
悶|
因|

オーブンハウス

住
宅
大
手
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
9

月
か
ら
、
従
業
員
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
産
業
医
と
面
談
で
き
る
仕
組
み
を
本
格
導
入
す
る
。
専
用
サ

イ
ト
を
通
じ
て
医
師
と
連
絡
を
と
り
、
ビ
デ
オ
会
議
の
仕
組
み
で
体

調
な
ど
を
相
談
す
る
。
同
社
は
営
業
拠
点
や
従
業
員
を
急
速
に
増
や

し
て
お
り
、
従
来
の
対
面
型
の
面
談
だ
け
で
は
従
業
員
の
不
調
に
気

づ
き
に
く
く
な
る
恐
れ
が
出
て
い
た
。
よ
り
手
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
に
し
て
、
健
康
経
営
を
推
進
す
る
。

異なる拠点にいても面談ができる

お-〆AX-

!ZJ9 ビデオ会議
で面談

-・・・

医
療
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
メ

ド
ピ
ア
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
。
利
用
す
る

従
業
員
は
人
事
部
か
ら
専
用

サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
を
受
け

取
り
、
産
業
医
と
面
談
し
た

い
日
時
を
選
ん
で
予
約
。
時

間
に
な
っ
た
ら
会
議
室
の
よ

う
な
個
室
ス
ペ
ー
ス
に
移
動

し
て
ビ
デ
オ
会
議
を
始
め
る

と
い
っ
た
利
用
方
法
を
想
定

し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
社
内

基
準
に
照
ら
し
て
勤
務
時
間

拠点拡大、人員増に対応

早期発見社員の不調
が
長
く
な
っ
て
い
る
従
業
員

な
ど
に
産
業
医
と
の
面
談
を

促
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

こ
れ
ま
で
は
産
業
医
が
実
際

に
従
業
員
と
会
っ
て
相
談
に

応
じ
て
き
た
。

し
か
し
、
同
社
は
す
で
に

連
結
べl
ス
で1
5
0
0

人

以
上
の
従
業
員
が
い
る
う

え
、
事
業
拡
大
に
合
わ
せ
て

新
車
の
大
量
採
用
も
続
け
て

い
る
。
東
京
以
外
の
地
域
で

も
拠
点
を
増
や
し
て
お
り
、

産
業
医
と
気
軽
に
面
談
す
る

こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
増

え
て
い
る
。
実
際
に
「
忙
し

い
社
員
ほ
ど
面
談
の
た
め
時

間
を
と
る
の
を
敬
遠
す
る
傾

向
が
あ
る
」
(
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
人
事
部
の
大
隣
和
人
部

長
)
と
い
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
談
の

仕
組
み
は7
月
か
ら
社
員
の

採
用
や
教
育
を
担
当
す
る
部

署
で
試
験
的
に
導
入
。
東
京

や
大
阪
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
の

拠
点
な
ど
で
日
人
程
度
が
活

用
し
た
。
利
用
者
か
ら
は
「
対

面
の
面
談
と
変
わ
り
は
な

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

い
」
「
気
軽
に
受
診
で
き
る
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た

と
い
う
。
効
果
が
確
認
で
き

た
こ
と
か
ら
本
格
的
に
導
入

し
、
ま
ず
は
直
近
の
勤
務
時

聞
が
長
い
社
員
を
中
心
に
面

談
を
勧
め
る
。

ビ
デ
オ
会
議
形
式
の
面
談

に
必
要
な
機
材
も
そ
ろ
え

る
。
カ
メ
ラ
を
備
え
た
ビ
デ

オ
会
議
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
東

京
・
丸
の
内
と
渋
谷
の
拠
点

に
用
意
す
る
。
こ
れ
以
外
の

拠
点
で
も
外
付
け
の
カ
メ
ラ

を
購
入
し
、
社
員
が
使
う
パ

ソ
コ
ン
に
取
り
付
け
る
だ
け

で
面
談
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
。

同
社
は
年1
回
の
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、
四
半

期
に
一
度
、
従
業
員
向
け
の

簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
従
業
員
は
個
人
と
チ
ー

ム
の
調
子
を
「
絶
好
調
」
か

ら
「
絶
不
調
」
ま
で
の
5

段

階
で
回
答
し
、
必
要
が
あ
れ

ば
コ
メ
ン
ト
を
曹
き
加
え

る
。
結
果
は
部
署
ご
と
に
分

析
し
、
「
絶
不
調
」
の
社
員

室
蘭
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
辺
日
(
土
)

ら
に
は
人
事
と
の
面
談
の
時

間
を
設
け
て
い
る
。

メ
ド
ピ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
費
用
は
規
模
に
よ
り
異

な
る
。
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
で
メ

ド
ピ
ア
が
契
約
す
る
専
門
医

に
健
康
相
談
で
き
る
機
能
と

合
わ
せ
て
、2
0
0
i
3
0

0

人
規
模
で
月
叩
万
円
前
後

を
見
込
む
。
産
業
医
が
直
接

出
向
き
に
く
い
店
舗
な
ど
が

多
い
小
売
業
な
ど
で
も
需
要

が
あ
る
と
み
る
。

一
般
的
に
企
業
が
産
業
医

の
面
談
や
相
談
窓
口
の
設
置

と
い
っ
た
健
康
管
理
の
機
会

を
設
け
て
も
、
「
敷
居
が
高

い
」
な
ど
と
い
う
理
由
か
ら

利
用
し
な
い
従
業
員
は
少
な

く
な
い
。
ビ
デ
オ
会
議
は
対

面
で
の
面
談
と
比
べ
て
抵
抗

感
が
少
な
い
と
い
う
効
果
も

あ
り
そ
う
だ
。(

諸
富
聡
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
7

日
(
金
)
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低栄養の改善図る

システム開発着手

歯
科
・
集
中
治
療

I
T
(
情
報
技
術
)
を
使

う
遠
隔
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ス
タ
ー
卜
ア

ッ
プ
が
増
え
て
い
る
。
ノ
ー

ブ
ナ
イ
ン
(
大
阪
市
、
広
瀬

智
一
社
長
)
は
子
ど
も
向
け

起業

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

在
宅
患
者
の
デ
ー
タ

|松江のテクノプロジエク卜|

ーー圃圃圃畠

目
で

在
宅
療
養
中
の
高
齢
者
ち
の
体
力
低
下
や
合
併
症
を
招
く
低
栄
養
問
題
を
改
善
し
よ
う

と
、
テ
ク
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
松
江
市
学
園
南
2

丁
目
、
山
中
茂
社
長
)
がI
T

を
活
用
し

た
栄
養
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
実
用
化
を
目
指
し
、
出
雲
市
内

の
介
護
現
場
な
ど
で
ロ
月
に
実
証
実
験
を
開
始
。
家
族
ら
へ
の
聞
き
取
り
で
把
握
し
て
い
た

栄
養
状
態
が
、
測
定
デl
タ
に
基
づ
き
確
実
に
分
か
り
、
早
い
段
階
で
適
切
な
対
応
が
で
き

る
と
期
待
さ
れ
る
。
(
月
森
か
な
子
)

腕
時
計
型

計
測
機
器
使
い

食
べ
物
を
よ
く
か
ん
だ
り
の

み
込
ん
だ
り
で
き
ず
低
栄
養
状

態
に
な
る
と
、
免
疫
力
や
体
力

の
低
下
に
よ
り
病
気
に
か
か
り

ゃ
す
く
な
り
、
合
併
症
の
発
症

の
ほ
か
、
身
体
機
能
の
裏
え
に

よ
っ
て
要
介
護
状
態
と
な
る
リ

ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
、
厚
生

労
働
省
が
予
防
啓
発
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

ロ
月
に
実
証
実
験

た
だ
、
在
宅
医
療
の
現
場
で

は
主
に
家
族
ら
か
ら
の
聞
き
取

り
を
基
に
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
の

摂
取
量
を
算
出
し
て
い
る
た

め
、
患
者
の
栄
養
の
摂
取
量
や

口
腔
機
能
に
つ
い
て
の
正
確
な

把
握
は
難
し
く
、
時
間
も
か
か

る
の
が
課
題
。

同
社
が
開
発
す
る
シ
ス
テ
ム

は
こ
の
た
め
、
腕
時
計
型
の
機

器
を
使
っ
た
栄
養
摂
取
量
の
計

測
や
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
る

嚇
下
、
阻
閣
の
回
数
、
ス
マ
ー

ト
歯
ブ
ラ
シ
に
よ
る
歯
磨
き
時

間
の
測
定
デl
タ
を
デ
ジ
タ
ル

端
末
で
一
目
で
分
か
る
よ
う
可

視
化
。
よ
り
効
果
的
、
効
率
的

な
医
療
、
介
護
に
つ
な
げ
る
口

実
証
実
験
は
ロ
月
か
ら3
カ

月
間
、
出
雲
市
内
で
あ
り
、
患 者

の
状
態
把
握
と
と
も
に
デ
ー

タ
の
精
度
な
ど
を
検
証
。
低
栄

養
者
の
疑
い
が
あ
る
患
者
の
早

期
発
見
や
、
栄
養
指
導
な
ど
に

つ
な
げ
る
予
防
を
目
的
と
し
た

シ
ス
テ
ム
も
併
せ
て
開
発
し
、

検
証
す
る
。

地
域
課
題
の
解
決
にI
o
T

(
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
)

を
使
う
総
務
省
の
「I
o
T

サ

ー
ビ
ス
創
出
支
援
事
業
」
に
採

摂
さ
れ
、
島
根
県
立
大
や
、
医

療
従
事
者
ち
で
つ
く
る
出
雲
在

宅
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チl
ム
(
中

山
真
美
代
表
)
な
ど
と
共
同
で

着
手
。
同
社
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
部
の
作
野
周
介
部
長
は

「
高
齢
者
の
低
栄
養
は
ま
だ
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
今

後
身
近
な
問
題
に
な
る
。
健
康

寿
命
が
延
ば
せ
る
仕
組
み
を
生

み
出
し
た
い
」
と
話
し
た
。

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
お
日
(
水
)

遠
隔
医
療
ヘ
聴
診
器
開
発

ン
グ
な
ど
を
助
言
す
る
。

I
C
U

で
は
人
工
呼
吸
器

の
取
り
扱
い
な
ど
が
難
し
い

場
合
が
あ
る
。
同
社
の
サ
ー

ビ
ス
で
は
連
携
す
る
集
中
治

療
専
門
医
ら
が
電
話
な
ど
で

医
療
機
関
の
担
当
医
師
に
助

言
す
る
。
導
入
費
用
はm
m万

円
(
同
)
で
、
-
床
あ
た
り

心
音
や
呼
吸
音
な
ど
患
者

の
体
内
の
様
子
を
診
る
た

め
、
医
療
現
場
で
欠
か
せ
な

い
の
が
聴
診
器
だ
。
同
社
は 医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

被
災
地
入
り
し
た
。
現
地
で

は
夜
間
、
保
健
師
が
い
て
も

医
師
不
在
で
診
療
で
き
な
い

凶
年
度
は5
千
万
円
の
売
り

上
げ
を
目
指
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
新
興
企
業
を

支
援
す
る
県
や
国
の
補
助
金

76 
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遠
隔
歯
糾
相
談
サ
ー
ビ
ス

を
、
T
I
C
U
(
兵
庫
県

芦
屋
市
、
中
西
智
之
社
長
)

は
集
中
治
療
室
(
I
C
U
)

向
け
の
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
場
所

に
と
ら
わ
れ
ず
幅
広
い
利
用

者
が
活
用
で
き
、
医
師
ら
の

働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が

る
。ノ

l

プ
ナ
イ
ン
は
こ
の
ほ

ど
ビ
デ
オ
通
話
ア
プ
り
を
通

じ
た
小
児
歯
糾
相
談
サ
ー
ビ

ス
「
ブ
ラ
シ
る
」
を
始
め
た
。

子
ど
も
の
歯
や
歯
並
び
は
あ

ご
の
骨
の
成
長
に
関
係
す
る

た
め
小
児
歯
判
明
医
に
よ
る
定

期
健
診
が
重
要
だ
。
サ
ー
ビ

ス
で
は
診
断
は
で
き
な
い

が
、
口
腔
(
こ
う
く
う
)
管

理
や
治
療
に
つ
い
て
毎
月
助

言
し
、
健
康
な
口
内
づ
く
り

に
つ
な
げ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
l

ジ
で
時
間
を

予
約
し
、
相
談
前
に
口
腔
(
こ

う
く
う
)
内
の
写
真
と
問
診

票
を
医
師
に
送
信
す
る
。
歯

糾
医
がL
I
N
E

や
ビ
デ
オ

電
話
ソ
フ
ト
「
ス
カ
イ
プ
」

な
ど
を
通
じ
て
相
談
す
る
。

歯
料
医
は
自
身
が
働
く
歯
制

医
院
で
の
仕
事
の
合
間
の
空

き
時
間
を
活
用
し
て
相
談
に

乗
る
。
月1
回
の
利
用
で
月

額
9
8
0

円
(
税
別
)
、
相

談
回
数
が
無
制
限
の
プ
ラ
ン

も
用
意
し
た
。
歯
糾
で
の
同

遠隔相談、現役医師が

アプリ・電話で助言

様
の
サ
ー
ビ
ス
は
初
め
て
だ

と
い
う
。

T
ー
I
C
U
は
手
術
後
の

患
者
の
治
療
を
専
門
と
す
る

「
集
中
治
療
専
門
医
」
が
、

遠
隔
地
の
病
院
に
入
院
す
る

患
者
の
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
指
示
を
出
す
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
た
。
I
C
U
を
設

置
し
な
が
ら
専
門
医
が
い
な

い
医
療
機
関
も
少
な
く
な
い

と
い
う
。
同
社
は
血
圧
や
脈

拍
な
ど
の
情
報
を
も
と
に
、

人
工
呼
吸
器
を
外
す
タ
イ
ミ

の
利
用
料
金
は1
日
5
0
o

o
-
-

万
円
程
度
。6
月
か

ら
千
葉
県
柏
市
の
病
院
が
導

入
し
た
。

両
社
は
現
役
の
歯
斜
医
師

や
集
中
治
療
専
門
医
ら
が
起

業
し
た
。
医
療
現
場
で
働
く

中
で
直
面
し
た
、
現
場
や
社

会
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を

目
指
し
て
い
る
。
遠
隔
診
療

の
法
整
備
が
進
む
に
つ
れ

て
、
今
後
も
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
の
登
場
が
見
込
め
る
。

歯
糾
で
は
現
在
、
遠
隔
診

療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
未
整

備
だ
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
通
し
て
診
断
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
患
者
と
医

師
の
双
方
が
時
聞
を
有
効
活

用
で
き
る
。
例
え
ば
歯
糾
矯

正
の
進
捗
確
認
は
「
診
察
が

一
瞬
で
終
わ
る
こ
と
も
あ

る
」
(
ノl
ブ
ナ
イ
ン
の
竹

山
旭
歯
糾
医
師
)
と
い
う
。

歯
糾
医
院
は
診
療
時
聞
が

予
約
で
い
っ
ぱ
い
の
こ
と
も

多
く
、
残
業
や
カ
ル
テ
整
理

の
た
め
の
休
日
出
動
も
少
な

く
な
い
。
I
T
の
活
用
で
医

師
の
働
き
方
改
革
や
予
約
が

取
り
に
く
い
患
者
の
不
都
合

を
解
消
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
。
(
宮
住
達
朗
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
刊
は
臼
(
水
)

(水俣市)AMI M A 
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

次
世
代
型
の
聴
診
器
開
発
に

挑
む
医
療
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
。

小
川
晋
平
社
長
(
お
)
は
心
臓

病
を
専
門
と
す
る
循
環
器
内

糾
医
で
、
過
疎
地
の
医
師
不

足
な
ど
か
ら
今
後
拡
大
す
る

と
み
ら
れ
る
遠
隔
医
療
市
場

へ
の
参
入
を
見
据
え
て
い

る
。開

発
の
き
っ
か
け
は
、
突

然
死
の
リ
ス
ク
が
あ
る
大
動

脈
弁
狭
窄
症
と
い
う
心
臓

の
病
気
。
「
進
行
す
る
ま
で

症
状
が
な
く
、
早
期
発
見
で

き
る
か
が
重
要
。
病
気
の
兆

候
を
自
動
的
に
と
ら
え
ら
れ

る
よ
う
な
聴
診
器
が
あ
れ
ば

救
え
る
命
が
増
え
る
」
と
の

思
い
だ
っ
た
。

熊
本
市
出
身
。
当
初
は
「
普

通
の
医
者
」
と
し
て
熊
本
大

病
院
な
ど
に
勤
務
し
て
い
た

が
、
新
た
な
堕
診
器
の
開
発

や
事
業
化
を
目
指
そ
う
と
、

京
都
大
大
学
院
で
起
業
家
精

神
や
医
療
経
済
を
勉
強
。2

0
1
5

年
、
京
都
市
内
に
現

在
の
会
社
を
設
立
し
た
。

貯
金
を
つ
ぎ
込
み
な
が
ら

単
独
で
開
発
を
続
け
て
い
た

さ
な
か
、
熊
本
地
震
が
発
生
。

避
難
所
も
多
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
医
師
と
つ
な
が
る

遠
隔
医
療
の
必
要
性
を
実
感

し
た
と
い
う
。

開
発
を
進
め
て
い
る
聴
診

器
は
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
大

き
さ
。
遠
隔
地
に
い
る
患
者

が
自
ら
当
て
る
か
、
現
地
の

保
健
師
ら
に
当
て
て
も
ら
う

状
況
を
想
定
し
て
お
り
、
独

自
に
開
発
し
た
テ
レ
ビ
電
話

機
能
を
用
い
て
聴
き
取
っ
た

心
音
や
、
そ
れ
を
可
視
化
し

た
デ
l

タ
が
医
師
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
送
ら
れ
る
仕

組
み
だ
。

熊
本
大
工
学
部
の
山
川
俊

貴
助
教
(
幻)
H医
用
工
学H

を
取
締
役
最
高
技
壁
貝
任
者

(
C
T
O
)に
迎
え
入
れ
、

既
に
技
術
的
な
課
題
は
ク
リ

ア
。
同
C
T
O

は
「
遠
開
医

療
の
技
術
で
深
刻
化
す
る
地

方
の
医
師
不
足
の
解
決
に
少

し
で
も
貢
献
し
た
い
」
と
意

気
込
む
。

現
在
、
社
員
は8
人
。
会
社

と
し
て
の
売
り
上
げ
は
ゼ
ロ

に
等
し
い
が
、
凶
年
度
中
に

自
治
体
や
医
療
機
関
向
け
に

実
用
化
で
主
苦
心
見
通
し
で
、

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地方の医師不足に対応情報通信技術

な
ど
を
活
用
し
て
開
発
費
や

人
件
費
な
ど
に
充
当
。
肥
後
、

鹿
児
島
両
銀
行
が
中
心
に
な

っ
て
設
立
し
たK
F
G

地
域

企
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
や
大
手

バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ユ
l

グ
レ
ナ
(
東
京
)
が
組
成
し

た
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
計
5

千
万
円
の
投
資
を
受
け
た
ば

か
り
で
、
肥
後
銀
は
「
社
会

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
テ
ー

マ
。
し
っ
か
り
実
現
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
す
る
。

熊
本
地
震
を
契
機
に
同
年

刊
月
、
帰
熊
を
決
断
。
水
俣

市
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
に
本
社
を
移
転
し
た
。

社
名
の
A
M
I
は
「
医
療

革
新
を
迅
速
に
進
め
た
い
」

と
い
っ
た
意
味
を
持
つ
英
文

の
頭
文
字
で
、
小
川
社
長
は

「
聴
診
器
を
つ
く
る
こ
と
が

ゴ
l

ル
で
は
な
い
」
と
強
調
。

「
革
新
に
向
げ
、
会
社
を
着

実
に
成
長
さ
せ
た
い
」
と
意

気
込
む
。
(
宮
崎
達
也
)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
M
日
(
金
)
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しい情報提供詳でよA
1

4
b
1
 

7
え

百
口
勺

立
女

『

T
d
J

直

診
療
科
や
所
在
地
な
ど
の
条
件
か
ら
医
療
機
関
を
探
す
検
索
サ
イ

ト
。
数
多
く
あ
る
中
で
異
色
の
存
在
な
の
が
、
医
療
情
報
提
供
会
社

「
ギ
ミ
ッ
ク
」
(
東
京
)
が
運
営
す
る
「
ド
ク
タ
ー
ズ
・
フ
ァ
イ
ル
」

だ
。
治
療
方
針
な
ど
詳
し
い
情
報
を
医
師
へ
の
直
接
取
材
で
把
握
し
、

紹
介
し
て
い
る
。
患
者
に
と
っ
て
か
か
り
つ
け
医
を
探
す
手
掛
か
り
に

な
る
一
方
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
も
、
六
月
か
ら
規
制
の
対
象
に

な
っ
た
各
医
院
の
ホl
ム
ペ
l

ジ
の
表
現
に
つ
い
て
、
相
談
で
き
る
相

手
に
な
っ
て
い
る
。
(
小
中
寿
美
)

異
色
の
医
療
検
索
サ
イ
ト

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
紹
介
す
る
文
面

は
、
医
師
を
志
し
た
理
由
や
開
業

の
経
緯
、
治
療
に
対
す
る
考
え
方

や
患
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
幅

広
く
、
医
師
の
人
と
な
り
も
記
さ

れ
て
い
る
。
ど
ん
な
取
材
を
し
て

い
る
の
か
。
現
場
に
同
行
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

行
き
先
は
愛
知
県
一
宮
市
の
は

し
も
と
耳
鼻
咽
喉
科
。
ラ
イ
タ
ー

の
伊
藤
成
美
さ
ん
(
三
ニ
)
が
カ
メ
ラ

マ
ン
、
営
業
担
当
者
と
訪
れ
た
。

外
観
や
待
合
室
の
雰
囲
気
を
見
た

後
、
橋
本
彩
恵
院
長
官
巴
か
ら
話

を
聞
く
。
「
糖
尿
病
が
原
因
で
め

ま
い
や
轟
血
が
出
る
こ
と
も
珍
し

く
な
い
」
と
橋
本
さ
ん
。
お
薬
手

帳
を
必
ず
確
認
し
、
経
過
の
把
握

に
努
め
て
い
る
と
説
明
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
一
時
間
。
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
は
、 患

者
が
話
し
や
す
い
よ
う
に
目
を

見
な
が
ら
聞
く
橋
本
さ
ん
の
人
柄

患
者
・
家
族
支
援

か
か
り
つ
け
医

探
し
や
す
く

も
に
じ
み
出
て
い
た
。
伊
藤
さ
ん

は
「
疑
問
や
不
安
を
持
っ
て
い
る

患
者
の
立
場
で
質
問
す
る
よ
う
心

掛
け
て
い
る
」
と
話
す
。

ド
ク
タ
ー
ズ
・
フ
ァ
イ
ル
は
二

0
0
七
年
に
都
内
の
ご
く
一
部
の

地
域
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
「
当
時

は
ま
だ
ホ
l

ム
ペ
1

ジ
を
持
つ
医

療
機
関
は
少
な
か
っ
た
」
と
編
集

長
の
牧
綾
子
さ
ん
(
四
る
。
看
板
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
基
本
情 報

だ
け
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
医

師
が
自
分
に
合
う
か
ど
う
か
は
判

断
し
づ
ら
い
。
患
者
に
代
わ
っ
て

医
師
に
会
い
、
情
報
を
入
手
し
て

届
け
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
対
象

を
徐
々
に
広
げ
て
一
六
年
に
東
海

地
方
へ
も
進
出
。
今
は
一
都
一
府

六
県
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
取
材

に
基
づ
い
た
情
報
を
掲
載
し
て
い

る
。名

古
屋
市
内
の
支
社
に
は
、
伊 藤

さ
ん
の
ほ
か
二
十
人
の
ラ
イ
タ

ー
が
在
籍
。
取
材
し
た
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
東
海
三
県
で
千
八
百
件
に
上

る
。
本
社
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

選
択
基
準
や
受
診
満
足
度
な
ど
患

者
対
象
の
調
査
も
た
び
た
び
行

い
、
検
索
の
条
件
に
症
状
を
加
え

る
な
ど
サ
イ
ト
の
改
善
に
生
か
し

た
り
、
調
査
結
果
を
ク
リ
ニ
ッ
ク

向
け
に
提
供
し
た
り
し
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー
ズ
・
フ
ァ
イ
ル
が
他

の
サ
イ
ト
と
ひ
と
味
違
う
の
は
中

身
だ
け
で
は
な
い
。
紹
介
記
事
を

広
告
と
捉
え
、
条
件
に
よ
っ
て
は

有
料
と
し
て
い
る
点
だ
。
医
療
機

関
の
ホ
l

ム
ペ
l

ジ
上
に
、
こ
の

サ
イ
ト
ヘ
移
動
す
る
パ
ナl
を
置

く
な
ど
す
る
と
有
料
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
サ
イ
ト
を
運
営
す

る
ギ
ミ
ッ
ク
は
、
す
べ
て
の
医
療

情
報
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の

定
め
る
「
医
療
広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
沿
っ
て
掲
載
す
る
よ
う
努

め
て
き
た
。
疑
問
が
出
る
た
び
に

行
政
に
問
い
合
わ
せ
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
作
っ
て
全
社
員
で
共
有
し て

き
た
。

一
方
、
医
療
機
関
の
ホ
l

ム
ペ

ー
ジ
は
こ
れ
ま
で
広
告
規
制
の
対

象
外
。
美
容
医
療
の
ホl
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
受
診
し
た
患
者
の
ト
ラ

ブ
ル
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
ホ

ー
ム
ペi
ジ
も
広
告
と
み
な
し
、

虚
偽
・
誇
大
宣
伝
を
禁
止
す
る
改

正
医
療
法
が
六
月
に
施
行
さ
れ

た
改
正
に
合
わ
せ
、
具
体
例l図

U

な
ど
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
改
訂
版
が
策
定
さ
れ
た
が
、

「
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
内
容
を
読
み
解

き
、
ホ
ー
ム
ペl
ジ
が
抵
触
し
て

い
な
い
か
判
断
す
る
の
は
難
し

医
療
広
告
の
規
制
に
も
対
応

い
」
と
牧
さ
ん
。
各
医
療
機
関
の

ホ
l

ム
ぺ
l

ジ
に
は
「
術
前
と
術

後
の
写
真
な
ど
、
違
反
の
ケ
l

ス

X治療を受けた患者の体験談..'
X手術前と後の写寅 ..,. .. 咽...
(治療内容や費用、郵作照 1 ..1].1. 司
主主どの説明があれば0) ‘..

xr絶対安部手術ですuG _ 
xr日本有数の実績を有する病院J"'"

xfただいまキャンペーン模施中J l]

は
今
も
散
見
さ
れ
る
」
と
言
う
。

ホ
ー
ム
ペ
l

ジ
づ
く
り
に
手
探

り
状
態
の
医
療
機
関
に
と
っ
て
、

相
談
相
手
と
な
っ
て
い
る
の
が
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
熟
知
し
て
い
る
ギ

ミ
ッ
ク
だ
。
厚
労
省
は
、
相
談
窓

口
と
し
て
保
健
所
な
ど
を
紹
介
し

て
い
る
が
、
ギ
ミ
ッ
ク
に
は
取
引

先
の
医
療
機
関
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
相
次
い
で
い
る
。
強
み
を
生
か

し
、
ギ
ミ
ッ
ク
は
十
月
末
か
ら
、

こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

ホ
l

ム
ペ
l

ジ
作
成
も
請
け
負
う

考
え
だ
。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
沼
目
(
火
)
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ラ
ピ
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テ
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」
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ぐすケア心ほ
fよか》
\;まれj
ー、巨吋〆〆

太宰府

高
齢
者
・
患
者
に
癒
や
し

手
の
ひ
ら
で
相
手
の
体
を
な
で
て
心
身
を
癒
や
す
英
国
発
禅
の
セ
ラ
ピ
ュ

l
テ
ィ
ッ

ク
・
ケ
ア
の
普
及
を
図
る
認
定
N
P
O

法
人
が
太
宰
府
市
に
あ
る
。
「
日
本
セ
ラ
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ア
協
会
」
(
秋
吉
美
千
代
理
事
長
)
。
高
齢
者
や
病
気
の
人
の
ほ

か
、
災
害
被
災
者
に
癒
や
し
を
届
け
て
い
る
。

昧
で
、
英
国
赤
十
字
社
が
開
発
し
た

手
法
。
道
具
類
を
使
わ
ず
肩
や
背

中
、
手
足
を
両
手
で
な
で
た
り
軽
く

こ
ね
た
り
し
て
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
さ
せ
る
。
手
軽
に
ど
こ
で
も
誰

に
で
も
で
き
る
の
が
特
長
。

八
女
市
の
城
戸
医
院
で
は
月
に
1

回
、
秋
吉
さ
ん
た
ち
が
乳
が
ん
患
者

ら
を
対
象
に
セ
ラ
ピ
ュl
テ
ィ
ッ
ク

・
ケ
ア
を
施
し
て
い
る
。
今
月
7

日

は
ロ
人
が
ケ
ア
を
受
け
た
。

最
初
に
首
や
肩
、
上
腕
な
ど
の
ケ

ア
を
叩
分
。
秋
吉
さ
ん
は
ま
ず
、
椅

子
に
座
っ
た
女
性
の
背
後
か
ら
両
肩

に
手
を
置
い
た
。
手
の
ぬ
く
も
り
を

伝
え
る
か
の
よ
う
に
さ
す
り
、
ほ
ぐ

す
よ
う
に
指
で
押
す
。
そ
れ
か
ら
ひ

じ
か
ら
先
の
ケ
ア
。
向
か
い
合
っ
て

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
肌
に
な
じ
ま
せ

な
が
ら
つ
ぼ
の
あ
る
部
分
を
軽
く
押

す
。
「
私
も
必
歳
の
と
き
、
甲
状
腺

が
ん
が
見
つ
か
っ
た
の
。
で
も
こ
う

や
っ
て
生
き
て
る
か
ら
ね
」
と
話
し

な
が
ら
施
術
を
続
け
た
。

八
女
市
の
化
粧
品
販
売
業
の
女
性

(
花
)
は
昨
年
8

月
か
ら
ケ
ア
を
受
け

て
い
る
。
「
背
中
や
首
の
あ
た
り
が

ぽ
か
ぽ
か
し
て
、
ス
ト
レ
ス
が
消
え

て
い
く
感
じ
」
と
話
す
。
広
川
町
の

主
婦
(
印
)
は
「
ケ
ア
を
受
け
る
と
力

が
按
け
て
膜
想
し
て
い
る
よ
う
な
気

分
に
な
る
」
と
い
う
。

秋
吉
さ
ん
は
辺
歳
で
結
婚
し
て
か

ら
お
年
問
、
目
が
不
自
由
な
し
ゅ
う

と
め
を
介
護
し
た
。
亡
く
な
る
2
S

3

年
前
は
認
知
症
も
発
症
し
た
。
施

設
に
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
続
け
、
や

っ
と
筑
紫
野
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
が
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

そ
の
施
設
へ
の
思
返
し
の
意
味
で

町
年
に
始
め
た
の
が
、
英
国
発
禅
の

「
ビ
ュl
テ
ィ
l

・
ケ
ア
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
女
性
入
所
者
に
化
粧
を

施
す
と
、
表
情
が
生
き
生
き
し
て
く

る
。
伸
聞
を
増
や
し
、
ほ
か
の
施
設

も
回
っ
た
。
相
手
が
喜
ぶ
姿
に
や
り

が
い
を
感
じ
た
。

た
だ
、
男
性
は
対
象
外
。
ぬ
れ
タ

オ
ル
の
用
意
な
ど
で
も
施
設
に
負
担

を
か
け
る
。
悩
ん
で
い
る
と
き
長
女

か
ら
ご
度
、
本
場
の
ケ
ア
を
見
で

き
た
ら
」
と
勧
め
ら
れ
た
。

患
者
・
家
族
支
援

被災地も訪問ンティアらボラ認定NPO

ω
年
に
英
国
を
訪
れ
、
赤
十
字
社

の
研
修
で
セ
ラ
ピ
ュ1
テ
ィ
ッ
ク
・

ケ
ア
を
学
ん
だ
。
そ
の3
年
前
、
英

国
赤
十
字
社
は
ビ
ュl
テ
ィ
l

・
ケ

ア
を
見
直
し
、
セ
ラ
ピ
ュ
l

テ
ィ
ッ

ク
・
ケ
ア
に
切
り
替
え
て
い
た
の

だ
。
こ
れ
だ
と
男
性
も
対
象
で
、
ぬ

れ
タ
オ
ル
も
要
ら
な
い
。
悩
み
は
解

決
し
た
。

桜
美
林
大
学
の
山
口
創
教
授
(
身

体
心
理
学
)
に
よ
る
と
、
「
幸
せ
ホ

ル
モ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
オ
キ
シ
ト

シ
ン
の
血
中
濃
度
に
つ
い
て
、
セ
ラ

ピ
ュ
1

テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ア
の
施
術
前

後
の
変
化
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ケ
ア

な
し
の
人
は
値
が
低
下
し
た
の
に
対

し
、
ケ
ア
を
受
け
た
人
は
1

げ
上
昇

し
、
有
意
な
差
が
出
た
と
い
う
。

協
会
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
や
学
校

に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
り
出
す
ほ

か
、
2
0
0
5

年
の
福
岡
沖
地
震
以

後
、
災
害
被
災
者
の
ケ
ア
に
も
取
り

組
む
。
か
け
る
言
葉
が
見
つ
か
ら
な

く
て
も
、
手
の
ぬ
く
も
り
は
相
手
に

伝
わ
る
か
ら
だ
。
「
そ
れ
が
セ
ラ
ピ

ュ
l

テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ア
の
良
さ
の
一

つ
」
と
秋
吉
さ
ん
。
セ
ラ
ピ
ス
ト
養

成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
は
同
協
会(
0
9
2・
9
2
8

・

1
5
4
6
)
ヘ
。

(
富
田
富
士
男
)

朝

日
(
福
岡
)
・
朝
刊

セ
ラ
ピ
ュ
i

テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ア
は

「
治
療
力
の
あ
る
介
護
」
と
い
う
意

2
0
1
8

年
9

月
沼
田
(
火
)
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患
者
・
家
族
支
援

「
残
念
な
が
ら
、
余
命
は
半
年
で
す
:
:
:
:
」
。
映

画
や
ド
ラ
マ
で
よ
く
見
る
余
命
宣
告
の
場
面
だ
。
も

し
自
分
が
こ
う
言
わ
れ
た
ら
「
あ
と
半
年
し
か
生
き

ら
れ
な
い
」
な
ど
と
思
っ
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
際
に
医
師
が
告
げ
る
余
命
の
数
字
を
「
残
り
の
寿

命
」
と
誤
解
す
る
人
は
多
い
。
高
齢
化
が
進
み
「
多

死
社
会
」
と
言
わ
れ
る
今
、
余
命
に
つ
い
て
考
え
た
。

【
庄
司
哲
也
】

「
余
命
は1
カ
月
で
す
。
来
年
の

桜
を
見
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ

ん
。
年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
と
も
無

理
で
す
。
こ
こ
は
積
極
的
な
治
療
を

行
う
病
院
な
の
で
、
治
療
不
可
能
な

方
に
い
て
も
ら
っ
て
は
困
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
く
ベ
ッ
ド
を
空
け
て

く
だ
さ
い
」

東
京
都
在
住
の
フ
リ
l

ラ
イ
タ

ー
、
戸
田
梨
恵
さ
ん
(
剖
)
が
関
東
の

大
学
病
院
の
医
師
か
ら
こ
ん
な
余
命

宣
告
を
受
け
た
の
は2
0
0
8

年

秋
、
出
歳
の
時
だ
。
急
性
リ
ン
パ
性

白
血
病
(
A
L
L
)を再
々
発
し
た
。

9

歳
の
時
に
擢
患
し
、3
年
間
に
わ

た
る
治
療
に
耐
え
て
完
治
し
た
と
思

っ
て
い
た
。
極
め
て
珍
し
い
ケ
l

ス

だ
が
、
最
初
の
発
症
か
ら
初
年
後
に

再
発
。
抗
が
ん
剤
治
療
で
抑
え
込
め

た
と
思
っ
た
が
、2
年
後
に
再
び
病

魔
か
襲
っ
て
き
た
。
こ
の
病
院
で
2

カ
月
間
の
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
っ
た

が
効
果
は
な
か
っ
た
。

宣
告
し
た
の
は
、
主
治
医
で
は
な

く
、
そ
の
下
に
い
た
若
手
の
医
師
だ

」ではなし、
さ
ん
の
知
る
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
時

聞
を
ど
う
す
る
か
は
、
人
生
を
ど
う

過
ご
す
か
と
同
程
度
の
重
要
さ
が
あ

る
。
人
生
の
決
定
権
は
患
者
さ
ん
に

あ
る
は
ず
で
す
」
。

林
さ
ん
が
そ
う
考
え
る
の
は
、
1

9
7
0

年
代
に
父
を
胃
が
ん
で
亡
く

し
た
経
験
か
ら
だ
。
当
時
、
中
学
3

年
。
余
命
宣
告
ど
こ
ろ
か
、
本
人
へ

の
が
ん
告
知
も
行
わ
れ
な
い
時
代
。

父
自
身
が
胃
が
ん
を
知
っ
た
の
は
亡

く
な
る
6

日
前
。
突
然
の
宣
告
に
苦

悩
し
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
父
の
姿
が

自
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

林
さ
ん
に
よ
る
と
、
一
般
的
に
医

師
が
告
げ
る
余
命
は
、
「
生
存
期
間

中
央
値
」
と
い
う
指
標
だ
と
い
う
。

あ
る
治
療
を
行
っ
た
患
者
が
1
0
1

人
い
た
と
す
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
真
ん

中
の
日
人
目
の
人
が
生
存
し
て
い
た

期
闘
が
そ
の
値
と
な
る
。
言
い
換
え

れ
ば
半
数
が
死
亡
す
る
ま
で
の
期
間

だ
。
あ
く
ま
で
中
央
値
な
の
で
、
期

聞
が
短
い
人
も
、
反
対
に
畏
い
人
も

極的な目標を
現
実
面
の
問
題
か
ら
余
命
宣
告
を

捉
え
る
の
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
(
F
P
)の
黒
田
尚
子

さ
ん
だ
。
「
あ
る
患
者
が
生
き
て
い

る
聞
は
医
療
費
の
問
題
だ
っ
た
も
の

が
、
亡
く
な
っ
た
時
か
ら
は
相
続
の

え
・
清
田
万
作

大
阪
医
科
大
医
療
統
計
室
の
伊
藤

ゆ
り
准
教
授
は
、
が
ん
と
診
断
後
、

年
月
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
後
の
長

期
生
存
の
割
合
が
高
ま
る
こ
と
に
着

目
し
た
「
サ
バ
イ
バl
生
存
率
」
と
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っ
た
。
「
後
に
知
っ
た
の
で
す
が
、

両
親
は
医
師
に
、
私1
人
だ
け
に
『
勝

手
に
余
命
宣
告
は
し
な
い
で
ほ
し

い
』
と
頼
ん
で
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

無
視
さ
れ
ま
し
た
」
。
一
戸
田
さ
ん
は

残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
と
考
え
、

貯
金
を
下
ろ
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ

イ
ン
へ
の
旅
行
を
決
め
、
現
地
で
輸

血
を
し
な
が
ち
「
最
後
の
旅
」
を
楽

し
ん
だ
。
追
い
詰
め
ら
れ
る
中
、
一
戸

田
さ
ん
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は

当
時
、
弟
が
医
大
の
学
生
だ
っ
た
こ

と
だ
。
弟
は
教
わ
っ
て
い
る
教
授
に

姉
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
病
院
を
探

し
て
も
ら
っ
た
。

受
け
入
れ
先
と
な
っ
た
関
西
の
医

大
の
教
授
は
、
前
の
病
院
で
は
無
理

と
言
わ
れ
た
骨
髄
移
植
を
す
る
と
い

う
。
移
植
は
成
功
し
、
そ
の
後
は
再

発
も
な
い
。
戸
田
さ
ん
は
「
二
つ
の

病
院
で
全
く
違
う
こ
と
を
言
わ
れ
、

関
西
の
病
院
で
移
植
が
可
能
と
言
わ

れ
た
時
、
最
初
は
だ
ま
さ
れ
て
い
る

と
さ
え
思
い
ま
し
た
。
ま
る
で
別
の

国
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
の
で
す
」
。
戸
田
さ
ん
は
、
「
余

命
1

カ
月
」
の
宣
告
か
ら
叩
年
の
時

間
を
過
ご
し
、
そ
う
振
り
返
る
。

戸
田
さ
ん
の
場
合
、
家
族
の
意
向

を
無
視
し
て
余
命
が
一
方
的
に
告
げ

ら
れ
た
。
で
は
、
余
命
に
つ
い
て
質

問
さ
れ
た
医
師
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。

東
京
女
子
医
科
大
が
ん
セ
ン
タ
ー

長
の
林
和
彦
教
授
(
化
学
療
法
・
緩

和
ケ
ア
)
は
「
答
え
な
い
の
は
患
者

の寿命り余命は「残
い
る
。「

で
す
か
ら
そ
の
集
団
の
中
の
ど

こ
に
入
る
の
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な

い
。
告
げ
る
場
合
、
『
あ
く
ま
で
も

集
団
の
デl
タ
で
あ
っ
て
、
個
別
の

デ
l

タ
で
は
な
く
、
あ
な
た
が
ど
こ

に
入
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
治
療

の
取
り
組
み
ゃ
効
果
で
変
わ
る
の
で

す
。
今
か
ら
余
命
を
気
に
し
て
い
て

も
し
ょ
う
が
な
い
と
思
い
ま
す
』
と

伝
え
て
い
ま
す
」
と
、
林
さ
ん
は
説

明
す
る
。

こ
う
し
た
余
命
の
指
標
は
、
約
叩

年
前
に
擢
串
屈
し
た
人
の
デ
ー
タ
が
基

に
な
っ
て
お
り
、
古
い
数
字
だ
。
例

え
ば
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
が
治
療
に
よ

っ
て
ど
の
程
度
助
か
る
か
を
示
す

「5
年
相
対
生
存
率
」
を
公
表
し
て

い
る
が
、
そ
の
数
字
は
切
らω
年
に

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
の
デ
l

タ

だ
。
現
在
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
が

ん
細
胞
を
攻
撃
す
る
「
分
子
標
的
薬
」

や
自
己
の
免
疫
力
を
引
き
出
し
て
が

ん
細
胞
を
た
た
く
「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
」
な
ど
を
使
う
治

療
に
よ
り
、
生
存
率
は
さ
ら
に
上
昇

し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

林
さ
ん
は
こ
う
強
調
す
る
。
「
医

師
が
言
う
余
命
と
、
個
人
が
生
存
す

る
期
間
は
違
う
の
で
す
。
私
も
『
あ

な
た
の
余
命
は
半
年
で
す
』
と
い
う

よ
う
な
言
い
方
を
し
ま
せ
ん
し
、
本

来
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
分

か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

「サパイパ一生存率」で、積
問
題
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
余
命
の

宣
告
は
、
人
生
の
し
ま
い
方
の
準
備

期
間
の
目
安
に
な
る
の
で
す
」

一
例
と
し
て
挙
げ
る
の
が
生
命
保

険
の
リ
ビ
ン
グ
・
ニ
ー
ズ
特
約
。
被

保
険
者
が
医
師
の
診
断
に
よ
っ
て
余

命
6

カ
月
以
内
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
生
存
中
に
死
亡
保
険
金
の
一
部

ま
た
は
全
額
(
上
限
3
0
0
0

万
円
)

の
前
払
い
請
求
が
で
き
る
特
約
だ
。

受
け
取
っ
た
保
険
金
は
延
命
や
緩
和

の
た
め
の
治
療
費
に
充
て
た
り
、
残

さ
れ
た
時
間
を
大
切
な
人
と
過
ご
す

た
め
に
使
っ
た
り
で
き
る
。
多
く
の

生
命
保
険
に
無
料
で
付
加
す
る
こ
と

が
で
き
、
受
け
取
っ
た
保
険
金
は
非

課
税
だ
。
治
療
に
よ
っ
て
診
断
の
余

命
6

カ
月
を
過
ぎ
て
も
返
金
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

黒
田
さ
ん
も9
年
前
に
乳
が
ん
と

診
断
さ
れ
た
。
医
師
に
ど
の
ぐ
ら
い

生
き
ら
れ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「5
年
生
存
率
は
印
私W」
と
言
わ
れ

た
と
い
う
。
が
ん
サ
パ
イ
パl
の
経

験
と
F
P

の
ス
キ
ル
を
生
か
し
、
病

気
に
対
す
る
経
済
的
な
備
、
え
の
重
要

性
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
る
。
「
医

師
が
告
知
や
診
断
を
し
た
が
ら
な
い

と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。
今
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
患
者
も
い
ろ
い
ろ

な
情
報
が
得
ら
れ
る
時
代
で
す
。
医

師
か
ら
告
知
さ
れ
ず
、
患
者
が
不
安

を
感
じ
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
真
偽
不
明

な
情
報
を
信
じ
て
し
ま
う
可
能
性
だ

つ
で
あ
る
は
ず
で
す
」
と
言
う
。

患
者
・
家
族
支
援

い
う
新
た
な
指
標
の
研
究
を
行
っ
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
広
く
使
わ
れ
て
き
た5

年
相
対
生
存
率
で
は
、
ー
ら
2

年
以

内
に
死
亡
す
る
病
状
の
悪
い
人
も
含

ま
れ
る
。
ま
た
、
診
断
さ
れ
た
時
点

の
数
字
が
「
固
定
」
さ
れ
、
医
療
の

進
歩
が
反
映
さ
れ
な
い
。
一
方
、
サ

パ
イ
パ
l

生
存
率
は
、
診
断
か
ら
一

定
の
年
数
を
生
存
し
た
人
の
そ
の
後

の
相
対
生
存
率
を
算
出
し
た
。
例
え

ば
、
肺
が
ん
の
叩
年
相
対
生
存
率
は

男
性
の
場
合
同
・l
φ
。
だ
が
、
サ

パ
イ
バ
l

生
存
率
は
、
「1
年
サ
バ

イ
パ
1

」
の
場
合
、5
年
相
対
生
存

率
は
羽
・7
物
。
「2
年
」
で
は
町

偽
に
な
る
。
「
3

年
」
は
関
・5
俗
、

「4
年
」
は
市
・5
俗
、
「5
年
」

は
乃
・4
物
と
年
を
追
う
ご
と
に
上

昇
し
て
い
く
。

伊
藤
さ
ん
は
こ
の
デ
ー
タ
が
持
つ

意
味
を
こ
う
話
す
。
「
サ
パ
イ
パ

l

生

存
率
は1
年
ご
と
の
病
状
の
方
向
性

が
つ
か
め
、
仕
事
と
治
療
の
両
立
や

治
療
の
選
択
な
ど
計
画
が
立
て
や
す

く
な
り
、
患
者
が
積
極
的
に
目
標
を

立
て
ち
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
デl
タ

を
一
般
化
し
て
い
き
た
い
の
で
す
」

「
命
を
測
る
」
と
さ
れ
る
デ
l

タ

は
見
方
に
よ
っ
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
も

積
極
的
に
も
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
お
き
た
い
。

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
6

日
(
木
)
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妊
産
婦
は
子
育
て
へ
の
不
安

や
生
活
環
境
の
変
化
か
ら
、
精

神
的
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い

と
さ
れ
る
。
研
究
班
は
「
産
後

う
つ
」
な
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
悪
化
で
自
殺
に
至
る
ケ
l

ス

も
多
い
と
み
て
、
産
税
施
設
や

行
政
の
連
携
と
い
っ
た
支
援
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

研
究
班
(
代
表H
国
立
成
育

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の

森
臨
太
郎
部
長
)
が
、
国
の
人

口
動
態
統
計
を
も
と
に
、
日
s

E
男
二
-
ニ
占a
u

ヨ

E川
a
y
v
a
件
司
刊
削
'
'
J
h
a
zコ

患
者
・
家
族
支
援

周
囲
国

厚
労
省
研
究
班

2

年
間
で
間
人

2
0
1
6

年
ま
で
の2
年
間
で
、
産
後1
年
ま
で
に
自
殺
し

た
妊
産
婦
は
全
国
で
少
な
く
と
も
1
0
2

人
い
た
と
、
厚
生
労

働
省
研
究
班
が5
日
発
表
し
た
。
全
国
規
模
の
こ
う
し
た
調
査

は
初
め
て
。
こ
の
期
間
の
妊
産
婦
の
死
因
で
は
、
が
ん
や
心
疾

患
な
ど
を
上
回
り
、
自
殺
が
最
も
多
か
っ
た
。

「
う
つ
」
悪
化
も一一~畠
因

同
年
に
妊
娠
中
や
産
後1
年
未

満
に
死
亡
し
た
妊
産
婦35
7

人
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
自
殺
は

1
0
2

人
だ
っ
た
。

自
殺
し
た
時
期
は
妊
娠
中3

人
、
出
産
後
が
犯
人
、
死
産
後

7

人
。
出
産
後
に
自
殺
し
た
白

人
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、m
万

人
あ
た
り
の
自
殺
者
数
を
示
す

「
自
殺
死
亡
率
」
は
、
無
職
の

世
帯
の
女
性
が
必
・3
と
最
も

高
か
っ
た
。
圏
内
の
女
性
の
自

殺
率
叩
・0
(
口
年
)
を
大
き

く
上
回
っ
た
。
年
齢
別
だ
と
お

歳
以
上
の
自
殺
率
が
ほ
か
の
年

代
よ
り
高
か
っ
た
。
初
産
婦
は

2

人
目
出
産
の
約2
倍
だ
っ

た
今
回
の
調
査
方
法
だ
と
離
婚

な
ど
で
姓
が
変
わ
っ
た
人
ら
を

見
逃
す
恐
れ
が
あ
り
、
自
殺
者-[白点一 一寸F とう候型店とは
妊産卜 一十一一寸話こを連品、も
産後 Lが台 1751 しと見房娩iうつ
婦 1 い心疾患 |281 てがっし施。と
の年 H函面雇瓦蚕 24 I い必けて設研多

差苓画一 一日訂売春一暴示室旬
死に F手元記事栓弓記せん). 13 I は域の児包欝
因死ト l なで異耕森性
と亡証堕重男J手症候空 I 11 I い支変 、千七 tfi
人し |厚生労働省研究班の| かえの行表あ
数た |資料をもとに作製L-合兆政はる

「
初
産
婦
家
族
も
注
意
」

別
の
厚
生
労
働
省
研
究
班
に

よ
る
、
東
京
都
世
田
谷
区
の
妊

産
婦
約1
3
0
0

人
を
対
象
に

し
た
心
の
状
態
の
調
査(
2
0

1
4

年
度
)
で
は
、
産
後2
週

時
点
で
初
産
婦
の
お
%
は
「
う

つ
病
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
判

定
さ
れ
た
。

調
査
し
た
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
竹
原
健

二
室
長
は
「
初
産
婦
に
と
っ
て の

産
後2
週
目
は
、
退
院
し
て

自
分
で
子
育
て
が
で
き
る
の
か

不
安
な
時
期
。
本
人
も
家
族
も

注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

産
後
う
つ
を
早
期
に
発
見

し
、
治
療
や
支
援
に
つ
な
げ
る

た
め
、
厚
労
省
は
口
年
度
か
ら

自
治
体
に
よ
る
産
後
健
診
へ
の

助
成
を
始
め
た
。
産
後2
週
目

と
1

カ
月
に
、
う
つ
病
の
検
査

な
ど
を
行
う
。
大
阪
府
は
妊
娠

82 

口急にイライラする
口なぜか漢が出てしまう
口気分が重い
。食欲がない
。体がだるい
口眠れ忽い
。不安がいっぱい
Q何もする気に怒れ忽い
。子どもがかわいいと思え砿い

(
大
阪
府
の
資
料
を
も
と
に
作
製
)

当
て
は
ま
る
症
状
が
あ
れ
ば
、

地
蝿
の
保
健
所
骨
格
ど
に
相
観
を

や
子
育
て
中
の
女
性
や
家
族
向

け
に
電
話
相
談
窓
口
を
設
け
て

い
る
。
担
当
者
は
「
急
に
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
、
な
ぜ
か
涙
が
出

た
り
と
い
っ
た
症
状
が
あ
れ

ば
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
地
域

の
保
健
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
ほ
し
い
」
。

日
本
助
産
師
会
は
都
道
府
県

支
部
ご
と
に
相
談
に
応
じ
て
い

る
。
各
支
部
の
連
絡
先
と
対
応

時
間
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

で
き
る
。

(
福
地
慶
太
郎
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
6

日
(
木
)
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妊産婦に優しい一杯を
西
宮
市
苦
楽
園
地
区
の
産
婦
人
科
医
院
と
コ
ー
ヒ
ー
店
が
共

同
で
、
妊
産
婦
も
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
イ
ン
の
少
な
い
「
デ
カ
フ

ェ
」
の
コ
ー
ヒ
ー
を
開
発
し
、
9

月
か
ら
堅
元
し
て
い
る
。
水

で
カ
フ
ェ
イ
ン
を
除
去
す
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
セ
ス
方
式
」

を
採
用
し
、
妊
娠
中
や
授
乳
中
の
人
も
気
兼
ね
な
く
楽
し
め
る

一
杯
。
産
婦
人
科
の
院
長
は
「
デ
カ
フ
ェ
を
飲
ん
で
ホ
ッ
と
落

ち
着
く
時
間
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

(
斉
藤
詮
実
)

独
自
守
フ
レ
ン
ド
販
売

共
同
開
発
し
た
の
は
、
産
婦

人
科
「
宮
本
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
(
岡
市
樋
之
池
町
)

と
、
歩
い
て
約
叩
分
の
距
離
に

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
店
「
パ
ン
デ
ィ

i

ビ
1

ン
ズ
」
(
岡
市
石
刻
町
)
。

コ
ー
ヒ
ー
好
き
の
同
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
宮
本
博
之
院
長
(
的
)
が
コ

ー
ヒ
ー
店
を
飲
み
歩
い
て
、
気

に
入
っ
た
同
店
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
デ
カ
フ
ェ
商
品
の
開
発
を
持

ち
か
け
た
。

宮
本
院
長
に
よ
る
と
、
妊
娠

中
や
授
乳
中
の
カ
フ
ェ
イ
ン
の

摂
取
は
少
量
な
ら
影
響
な
い

西宮の産婦人科医と専門店

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

情
報
を
見
て
無
理
に
我
慢
し
た

り
、
周
り
の
人
か
ら
「
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
ん
で
い
い
の
?
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
に
な

っ
た
り
す
る
人
が
い
る
と
い

う
。オ

リ
ジ
ナ
ル
の
デ
カ
フ
ェ
は

ブ
ラ
ジ
ル
の
豆
を
中
心
に
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
や
エ
チ
オ
ピ
ア
、
グ

ア
テ
マ
ラ
の
豆
を
ブ
レ
ン
ド
。

化
学
薬
品
を
使
用
し
な
い
安
全

性
が
高
い
と
さ
れ
る
ウ
ォ
ー
タ

ー
プ
ロ
セ
ス
方
式
を
採
用
し

た
。

同
店
オ
ー
ナ
ー
の
名
越
干
人

さ
ん
(
お
)
は
「
苦
み
が
あ
り
、

コ
ー
ヒ
ー
の
昧
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
で
も
ミ
ル

ク
を
入
れ
て
も
お
い
し
い
」
と

お
勧
め
す
る
。

宮
本
院
長
は
「
昧
も
普
通
の

コ
ー
ヒ
ー
と
大
差
な
い
の
に
、

カ
フ
ェ
イ
ン
を
気
に
せ
ず
飲
め

る
の
が
一
番
。
妊
婦
や
子
育
て

中
の
母
親
だ
け
で
な
く
、
病
気

な
ど
で
カ
フ
ェ
イ
ン
を
制
限
し

て
い
る
人
に
も
、
し
好
品
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

9

月
か
ら
産
前
産
後
の
入
院

患
者
に
も
配
布
中
。
院
内
で
ド

リ
ッ
プ
バ
ッ
グ
を
一
つ
1
6
2

円
(
七
つ
入
り1
0
8
0

円
)

で
堅
冗
し
て
お
り
、
誰
で
も
購

入
で
き
る
。
宮
本
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
宮0
7
9
8

・
7

5

・

1
1
0
3

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
泣
日
(
土
)

オメガ3脂肪酸患者の不安軽減

患
者
・
家
族
支
援

な患者を含んでいる。その結果、オメガ

3 脂肪酸を 1 日 2 1:''7♀人土とった人はとら

なかった人に比べて、不安症状が和らい
でいた。

オメガ 3H旨肪酸は、体内でつくること
ができない必須指肪酸の一つで、育魚に
多いDHAやEPAなど。 2 1:''''はサンマ
1. 5匹ほどに相当するという。分析した
国立がん研究センターの松岡豊・健康支
援研究部長によると、不安を軽減する仕
組みはわかっていない。 I今後、大規模
な臨床試験などで詳しく調べ、患者が抱
える不安を薬を使わずに和らげられるよ
うにしたいJ と話す。(土肥修一)

サンマなど青魚に含有
サンマやイワシなどの青魚に多く含ま

れるオメガ 3 脂肪酸をとると、患者の不目

安を和らげる効果があると国立がん研究豆
センターなどのチ」ムが発表した。 14日が
付の米医師会雑誌の関連誌に掲載され会
7こ。

チームは、サプりなどでオメガ 3 脂肪ぎ
酸をとった人ととらなかった人を比べ l
た、日本を含む11カ国の19研究、計2240 金
人分のデータを分析した。うつ病やJ[; 的引

外傷後ストレス障害、心筋梗塞なと、様々

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
間
日
(
日
)
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京北病院「安楽死」事件

終
末
期
医
療

在
り
方
で
論
議

京
都
市
と
合
併
す
る
前
の
京
都
府
京
北
町
。
静
か
な
山
里
は

1
9
9
6

年
6

月
か
ら
、
テ
レ
ビ
局
中
継

車
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
何
台
も
翼
ひ
、
大
勢
の
報
道
陣
が
詰
め
か
け
た
。
国
保
京
北
病
院
(
現
在
は

右
京
区
、
市
立
京
北
病
院
)
の
院
長
が
京
北
町
役
場
で
会
見
し
、
が
ん
患
者
へ
の
筋
弛
緩
剤
投
与
と
「
安

楽
死
」
を
口
に
し
た
。
翌
年
に
京
都
府
警
が
院
長
を
殺
人
罪
で
書
類
送
検
し
、
京
北
病
院
「
安
楽
死
」
事

件
は
連
日
、
大
き
く
報
道
さ
れ
、
終
末
期
医
療
と
殺
人
罪
を
巡
る
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。

院
長
「
安
楽
死
」
発
言

筋
弛
緩
剤
は
、
大
量
に
投
与
す

れ
ば
呼
吸
困
難
な
ど
を
引
き
起
こ

す
。
院
長
は
同
年4月
釘
日
、
末

期
か
ん
で
昏
睡
状
態
の
却
代
男
性

患
者
に
対
し
、
筋
弛
緩
剤
「
レ
ラ

キ
シ
ン
」
を
持
っ
て
く
る
よ
う
看

護
師
に
指
示
。
看
護
師
が
「
こ
ん

な
こ
と
し
て
い
い
の
か
」
と
尋
ね

た
が
、
医
師
は
約20
0

戸
停
を

点
滴
に
セ
ッ
ト
し
、
直
後
に
患
者

は
死
亡
し
た
。

「
突
然
、
白
目
を
む
く
す
さ
ま

じ
い
形
相
と
、
け
い
れ
ん
よ
う
の

呼
吸
困
難
と
い
う
、
官
惨
よ
光
景

が
発
生
し
た
。
モ
ル
ヒ
ネ
、
鎮
静

剤
で
は
形
相
が
お
さ
ま
ら
な
か
っ た

。
私
は
、
安
楽
死
と
い
う
の
は

あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
」

(
6

月
6

日
、
院
長
の
記
者
会
見
)

カ
ル
テ
に
筋
弛
緩
剤
を
投
与
し

た
と
の
記
録
は
な
く
、
患
者
を

担
当
し
て
い
た
外
科
医
は
医
局

で
待
機
中
に
臨
終
の
連
絡
を
受
け

た
。事

件
発
覚
後
、
こ
の
外
科
医
は

取
材
に
「
自
然
死
を
待
つ
状
態

だ
っ
た
。
事
前
に
相
談
は
な
く
、

筋
弛
緩
剤
は
絶
対
に
使
う
べ
き

で
は
な
い
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

立
場
上
『
何
で
そ
ん
な
こ
と
を

し
た
ん
で
す
か
』
と
は
言
え
な
か

っ
た
」
と
い
い
、
看
護
師
た
ち
は

「
止
め
な
く
て
は
、
と
思
っ
た
が
、

間
に
合
わ
な
か
っ
た
」
「
院
長
に な

ぜ
と
聞
い
て
み
た
い
」
と
話
し

た
。発

言
は
変
遷

記
者
会
見
を
何
度
も
聞
き
、
終

末
期
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
自

説
を
報
道
陣
に
語
る
院
長
。
「
生

か
ら
死
へ
の
グ
レ1
ゾ
l

ン
」
と

も
説
明
し
た
。
京
都
府
警
特
捜
班

は
捜
査
員
延
べ3
千
人
を
投
入
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

.1苦悶表情取るため」主張
・殺人罪不起訴解明されず

ぎ

点完
末病

震空
療安

倍
は事
変件
わか
っら

宍建
重の
い歳
障月
害が
の過

カ
ル
テ
な
ど
を
押
収
し
た
。
町
議

会
は
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
。

過
熱
す
る
報
道
に
、
町
は
院
長
を

役
場
の
主
査
に
配
転
し
た
。

や
が
て
同
医
師
は
「
(
記
者
会

見
で
)
舞
い
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

慣
れ
な
い
中
で
、
安
楽
死
と
い
う

言
葉
が
一
人
歩
き
し
て
し
ま
っ

た
」
と
発
言
を
訂
正
。
代
理
人
の

弁
護
士
は
マ
苦
闘
の
表
情
を
取
る

た
め
の
医
療
行
為V
余
命
は
数
分

で
自
然
死
!
と
主
張
し
、
殺
意
も

投
与
と
死
亡
の
因
果
関
係
も
否
定

し
た
。

遺
体
は
埋
葬
さ
れ
、
捜
査
は
難

航
し
た
。

捜
査
の
壁
高
く

患
者
の
一
周
忌
を
前
に
し
た
釘

年
4
月
、
府
警
は
前
院
長
を
殺
人

容
疑
で
書
類
送
検
し
た
。
日
カ
月

を
費
や
し
た
捜
査
。
記
者
会
見
し

た
外
岩
戸
敏
法
刑
事
部
長
(
当
時
)

は
「
安
楽
死
事
件
を
捜
査
し
た
の

で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
殺
人
罪

に
当
た
る
か
ど
う
か
の
捜
査
を
進

め
て
き
た
」
「
治
療
行
為
と
は
判 断

し
て
い
な
い
。
死
因
は
筋
弛
緩

剤
投
与
」
と
述
べ
た
。

府
警
は
科
学
捜
査
研
究
所
に
実

験
装
置
を
作
っ
て
検
証
を
繰
り
返

し
た
。
前
院
長
が
筋
弛
経
剤
を
点

滴
投
与
し
た
時
間
は
「
約
叩
分
間
、

初
i

却
、
♂
ザ
が
体
内
に
入
っ
た
」

と
算
出
し
た
。

同
年
ロ
月
日
日
、
京
都
地
検
は

前
院
長
を
嫌
疑
不
十
分
で
不
起

訴
と
し
た
。
地
検
は
独
自
に
実

祝
見
分
を
行
い
、
海
外
に
検
事
を

派
遣
し
安
楽
死
と
法
制
度
も
調

査
し
た
。
「
体
内
に
入
っ
た
筋
弛

緩
剤
は3
・

4
戸
ザ
で
死
因
は
が

ん
に
よ
る
多
臓
器
不
全
」
と
し
、

府
警
の
判
断
を
覆
し
た
。
当
時

の
京
都
地
検
次
席
検
事
は
「
筋
弛

緩
剤
投
与
は
正
当
な
医
療
行
為

と
は
い
え
な
い
が
、
殺
人
罪
で
起

訴
す
る
に
た
る
殺
意
は
明
確
に

認
め
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。
終

末
期
医
療
の
在
り
方
に
論
議
を

巻
き
起
こ
し
た
事
件
は
、
法
廷
で

解
明
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
幕
を
閉

じ
た
。

「
延
命
」
偏
見
と
誤
解
根
深
く

をも
見人
守工

q 震
旅器
をを

き蓄
むし
人 10
が年
増以

詰
た
。子

の
成
長

84 



I<i柑lukl Sokuhou 

ta擦と安全管理総集版 2018 年 12 号

3塁王歪 ~l!JIí忠宿泊困81/1蹴~I遅暗躍出iIIi羽田園

問
園
川
温E
・
聞
・
白
隠
・
晶
骨

E
M
撃
の
鯵
強
舗
網
注
射
を
病
院
が
公
表
。

園
主
治
医
は
途
繍
き
れ
畿
人
罪
で
有
野
槍
定

回
開
田
噌
カ
・
鴎
.
倖

国
阻
害
に
塩
化
市
リ
ウ
ム
役
与
。

園
医
"
を
血
事
人
容
疑
で
書
類
送
検
し
不
起
源

E
a
-
-
属
・
倖

国
人
工
時
吸
審
の
ス
イ
ッ
チ
切
る
.

園
短
"
を
歳
入
容
疑
で
書
類
送
検
し
不
鰭
訴

闇
鋪
*
捕
虜
舗
鵬
.
件

国

7

入
の
人
工
時
吸
S
を
外
す
.

罰
医
師
を
稜
人
容
疑
で
・
類
送
検
し
不
起
訴

議

輔副掴
411 la 京圏闘がん患者が園保京北病携に入院

27日院長が患者に筋鋤.鋼唱[11.与。
01ζ究亡

5月 11羽京郵府・1;:.名@遍銀、績董鏑鎗

々 ~1" 11嘗終第ヨEが機長唱E・取

pl 日開tIJ・舎が筒童特別侵員会館.

61f 6日院長が記者会見、
f安嫌売のa・あったj
f官障として.念を縛って待ったj
と鎗曾

15日京績蜘曹が凋隊司r_鐙竃

9月 8日町接欄膿を解任し~に配転

11月 2J:1 痢司置が繊人"置で.蔵、
' 院鹿島~憲司E否定

12月2fJ羽町鴎会絡調・が
f・伶敏鴎穣鍵@鎗煽』と鰻告

\10月3伽前開@代竃人絹士が会見.
九品、込 I死因鯵劃鍛死だったJと.
可溢a‘ : 錨猶・珊鎗与と死亡の霞県鶴係滋賀!.
可r\ 医瓶詰ま不当として町公平聾賃金!こ不服申し立て

醐蜘山罷霊前臥輔で向。見し、
『治・行渇であると lëI:判断してい1，;いj

i山崎一時間山

あ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
治
療
中
止
や
、
救
品
格
搬
送
で
の
治
療

差
し
控
え
を
病
院
が
行
2

う
に
な
り
、
障
害
者
や
難

病
団
体
は
「
生
き
て
い
て
も
無
駄
な
命
と
み
な
さ
れ
、

生
が
脅
か
さ
れ
る
」
と
懸
念
を
深
め
て
い
る
。

医
師
で
あ
れ
看
護
師
で
あ
れ
、
故
意
に
患
者
の
死
期

を
早
め
る
措
置
を
す
れ
ば
殺
人
罪
に
、
本
人
同
意
が
あ

っ
て
も
嘱
託
殺
人
罪
や
自
殺
ほ
う
助
罪
筒
わ
れ
る
。

判
例
で
は
、
医
師
が
が
ん
患
者
に
塩
化
カ
リ
ウ
ム
を
注

射
し
た
東
海
大
病
院
事
件
の
横
浜
地
裁
判
決

(
1
9
9

5
年
)
が
、
「
積
極
的
安
楽
死
」

4
要
件
で
マ
患
者
の

耐
え
が
た
い
肉
体
的
苦
痛
マ
生
命
の
短
縮
を
承
諾
す
る

患
者
の
明
確
な
意
思
春
一
?
な
ど
厳
格
な
要
件
を
示
し

た
。
川
崎
協
同
病
院
事
件
の
東
京
高
裁
判
決

(
2
0
0

7

年
)
は
、
治
療
停
止
に
つ
い
て
「
自
己
決
定
権
と
い

え
る
か
ど
う
か
や
、
ど
の
段
階
を
無
意
味
な
治
療
と
み

る
か
な
ど
、
い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
解
釈
上
の
限

界
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

京
北
病
院
事
件
以
降
、
富
山
県
で
患
者

7

人
が
死
亡

し
た
射
水
市
民
病
院
事
件
な
ど
、
地
検
が
医
師
を
嫌
疑

不
十
分
で
不
起
訴
に
す
る
例
が
相
次
ぎ
、
立
件
事
例
も

近
年
は
著
し
く
減
っ
た
。
終
末
期
の
措
置
と
死
亡
と
の

因
果
関
係
を
立
証
す
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
医
療
現
場

の
流
れ
へ
の
刑
事
司
法
の
存
在
感
は
薄
ま
っ
て
い
る
。

犯
罪
死
の
見
逃
し
を
防
ご
う
と
死
因
究
明
関
連
法
が
ロ

年
に
成
立
し
た
が
、
当
時
の
解
剖
実
施
率
は
京
都
約

6

%
、
滋
賀
約
5
%
に
す
ぎ
な
い
。
安
楽
死
が
法
制
化
さ

れ
た
オ
ラ
ン
ダ
で
は
認
知
症
や
精
神
障
害
か
ら
視
覚
障

害
者
へ
と
、
安
楽
死
の
対
象
が
な
し
崩
し
に
広
が
る
。

日
本
で
は
司
法
に
届
け
る
制
度
も
な
い
ま
ま
、
病
院
が

透
析
中
止
に
よ
る
死
や
人
工
呼
吸
器
外
し
を
公
表
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
で
こ
の
初
年
間
に
、
境
術
面
で
進
歩
し
た
経
管

栄
養
や
人
工
呼
吸
器
装
着
を
、
リ
ハ
ビ
リ
や
緩
和
ケ
ア

と
し
て
評
価
す
る
流
れ
も
あ
る
。
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
(
A
L
S
)患
者
が
、
「
終
末
期
」
と
告
知
さ
れ
て 機器・経管栄養 20年で進歩

リハビリ、緩和ケアの観点も
疾
病
名
を
無
視
し
て
一
律
に
「
終
末
期
」
と
は
言
え

ず
、
緩
和
ケ
ア
や
病
の
進
行
も
違
う
。
厚
生
労
働
省
が

今
年3
月
に
改
訂
し
た
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で

は
、
末
期
が
ん
の
よ
う
に
余
命
が
数
日
か
ら

2
1
3

カ

月
と
予
測
で
き
る
病
と
、
脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
な
ど

は
分
け
て
判
断
す
べ
き
と
し
た
。
本
人
と
医
療
ケ
ア
チ

ー
ム
の
合
意
形
成
を
強
調
、
生
命
を
短
縮
さ
せ
る
積
極

的
安
楽
死
は
対
象
外
と
し
、
「
苦
痛
は
緩
和
ケ
ア
で
解

決
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

京
北
病
院
事
件
を
振
り
返
る
と
、
チ
ー
ム
医
療
も
、

本
人
・
家
族
と
の
対
話
も
不
十
分
だ
っ
た
。
地
域
医
療

の
貧
し
さ
も
背
景
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
当
時
の
議
論
は

末
期
が
ん
や
緩
和
治
療
の
検
証
か
ら
離
れ
、
終
末
期
に

お
け
る
法
改
正
や
尊
厳
死
の
是
非
へ
と
拡
散
し
た
。
連

日
の
報
道
機
関
の
過
熱
取
材
が
遺
族
や
病
院
に
負
担
を

か
け
、
語
り
に
く
く
さ
せ
、
混
乱
を
生
ん
だ
こ
と
は
否

め
な
い
。

京
都
市
が
昨
年
、
延
命
治
療
を
受
け
た
い
か

O
×
を

付
け
る
事
前
指
示
書
を
添
え
「
終
活
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
3

万
部
配
布
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
京
都
府
保
険
医

協
会
が6
月
、
会
員
医
師
に
意
向
調
査
し
た
(
回
答
必

人
)
。
日
治
体
の
「
終
活
」
普
及
活
動
は
不
適
切
と
の

声
が
半
数
を
超
え
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
障
害
者
団

体
や
弁
護
士
か
ら
「
弱
い
立
場
の
人
が
生
き
ら
れ
な
い
」

「
差
別
だ
」
と
批
判
が
あ
っ
た
。
医
療
機
器
や
経
管
栄

養
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
を
「
延
命
治
療
」
と
み
な
す

偏
見
、
緩
和
医
療
や
「
終
末
期
」
定
義
へ
の
誤
解
は
、

い
ま
だ
社
会
に
根
深
い
。
(
岡
本
晃
明
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
呂
田
(
火
)

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア
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病
気
腎
移
植
「
情
報
公
開
徹
底
会

関
連
5

学
会
が
見
解
表
明

が
ん
患
者
か
ら
摘
出
し
た
腎

臓
を
別
の
患
者
に
移
植
す
る

病
気
腎
移
植
が
、7
月
に
国
の

先
進
医
療
と
し
て
認
め
ら
れ

た
こ
と
を
受
け
、
日
本
移
植

学
会
な
ど
関
連
5

学
会
は
、

移
植
を
実
施
す
る
際
に
適
切
な

記
録
を
残
し
、
情
報
公
開
を
徹

底
す
る
重
要
性
を
指
摘
す
る
見

解
を
表
明
し
た
。
宇
和
島
徳
洲

会
病
院
の
万
波
誠
副
院
長
や
患

者
、
国
会
議
員
ら
が
集
ま
る
報

告
会
が
回
目
、
東
京
都
内
で
開

か
れ
、
同
学
会
の
江
川
裕
人
理

事
長
が
見
解
を
伝
え
た
。

江
川
理
事
長
は
、
移
植
を
受

け
る
患
者
や
提
供
者
を
決
め
る

過
程
の
透
明
性
を
保
つ
た
め
、

手
術
を
実
施
す
る
病
院
の
委
員

会
に
参
加
す
る
専
門
家4
人
を

5

学
会
か
ら
推
薦
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
M
日
(
金
)

医
療
倫
理

体
外
受
精
沼
人
に

1

人

時
年
調
査

体
外
受
精
に
よ
っ
て
圏
内
で

2
0
1
6

年
に
5

万
4
1
1

0
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と

の
調
査
結
果
を
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
が
ロ
日
ま
と
め
た
。

同
年
に
比
べ
て3
1
0
9

人
増

え
、
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
統
計
で
は
凶
年

の
総
出
生
数
は
釘
万6
9
7

8
人
で
、
時
人
に1
人
が
体
外

受
精
で
生
ま
れ
た
計
算
に
な

子体τ宇|つMn体 1民生
ど舛刀創 瓦tc. ;ãAIと 1 人
も受コ J :主ZL:;ぉ
の精 ....197Ár~主人
数~ ~17/"- -n  .fios年
ま :I~ ì50人に1人

2dl?-一一婦門学~，:よ?
2∞0年 02 04 06 08 10 12 14 16 

5

万
4

千
人
、
最
多
更
新

る
。晩

婚
化
を
背
景
に
不
妊
に
悩

む
夫
婦
が
増
え
る
中
、
費
用
の

一
部
を
公
費
助
成
す
る
制
度
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
治
療

を
受
け
る
人
が
増
加
し
た
と
み

ら
れ
る
。

体
外
受
精
は
取
り
出
し
た

精
子
と
卵
子
を
体
外
で
受
精

さ
せ
て
子
宮
に
戻
す
不
妊
治

療
。
国
は
比
較
的
成
功
率
が

高
い
と
さ
れ
る
必
歳
ま
で
の

女
性
を
対
象
に
公
費
助
成
し

て
い
る
。

学
会
に
よ
る
と
、
同
年
は
過

去
最
多
の
叫
万7
7
9
0

件

の
体
外
受
精
が
行
わ
れ
、
妊
娠

後
に
5

万
4
1
1
0

人
の
子

が
生
ま
れ
た
。
体
外
受
精
で
生

ま
れ
る
子
の
割
合
は
、
∞
年

に
は
町
人
に1
人
だ
っ
た
が
、

十
数
年
間
で
急
速
に
増
え
た

こ
と
に
な
る
。1
9
8
3

年
に

東
北
大
で
圏
内
初
の
体
外
受

精
に
よ
る
子
が
生
ま
れ
て
か

ら
の
累
計
は
約
日
万
人
と
な

っ
た
。

体
外
受
精
で
は
、
女
性
の
体

調
に
合
わ
せ
て
移
植
す
る
た

め
に
受
精
卵
を
凍
結
保
存
す
る

場
合
が
多
い
。
が
ん
な
ど
の

病
気
に
な
っ
た
女
性
ら
が
将
来

の
妊
娠
の
た
め
に
未
受
精
卵
を

凍
結
保
存
す
る
こ
と
も
あ
る
。

凍
結
し
た
受
精
卵
や
未
受
精
卵

を
使
っ
た
体
外
受
精
で
生
ま
れ

た
の
は
、
全
体
の
約8割
に
当

た
る
4
万
4
6
7
8

人
だ
っ

た
。
〈
共
同
通
信
)

新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
木
)
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事見

司月

~ヒ

政
府
は
、
不
妊
治
療
で
夫
婦
以
外
の
第
三
者
の
精
子
・
卵
子
を
用
い
て
出
産
し
た
場
合
の
親

と
子
の
法
的
関
係
を
定
め
る
た
め
、
民
法
見
直
し
の
検
討
に
入
っ
た
。
明
治
時
代
に
制
定
さ
れ

た
民
法
は
、
第
三
者
が
関
わ
る
生
殖
補
助
医
療
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
ら

ず
、
法
整
備
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
出
産
し
た
女
性
を
「
母
」
、
第
三
者
の
精
子
提

供
に
同
意
し
た
夫
を
「
父
」
と
す
る
方
向
だ
。
【
横
田
愛
、
阿
部
亮
介
】

政
府
検
討

出
産
女
性
を
「
母
」

生
殖
補
助
医
療
を
巡
る
課
題

は
多
い
が
、
ま
ず
は
子
ど
も
の

法
的
地
位
の
確
定
を
目
指
す
。

叩
月
に
法
務
省
が
有
識
者
研
究

会
を
設
置
し
て
議
論
を
開
始
。

法
制
審
議
会
を
経
て
早
け
れ
ば

2
0
2
0

年
に
も
通
常
国
会
に

法
案
を
提
出
す
る
。

生
殖
補
助
医
療
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
子
ど
も
の
親
子
関
係
に

関
す
る
法
律
上
の
規
定
は
な

い
。
だ
が
、
圏
内
で
は
精
子
提
供

に
よ
っ
て
1

万
人
以
上
が
生
ま

れ
て
い
る
と
さ
れ
、
親
子
関
係

を
巡
る
訴
訟
も
起
き
て
い
る
。

国
内
で
の
卵
子
提
供
に
つ
い

第三者の精子・卵子
、セ t を用いた場合の

親子関係案

官+融)

白血孟晶品泌 弘一

弘~+事ヰ
て
は
、
従
来
は
親
族
に
よ
る
ケ

ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
当
事
者

同
士
の
話
し
合
い
で
親
子
関
係

を
決
め
て
い
た
。
し
か
し
、
昨

年
初
め
て
N
P
O

法
人
の
仲
介

で
匿
名
の
第
三
者
か
ら
卵
子
提

供
を
受
け
た
女
性
が
出
産
。
今

年
も
同
様
の
事
例
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
も

予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
も
法
制
化
の
動
き

は
あ
っ
た
。
旧
厚
生
省
の
専
門

委
員
会
は
∞
年
ロ
月
、
親
子
関

係
の
確
定
に
関
す
る
法
律
の
整

複
雑
な
事
案
課
題
残
す

ば
劃
生
殖
補
助
医
療
を

雨
空
巡
っ
て
は
、
規
制
の

あ
り
方
や
生
ま
れ
た
子
の
法
的

地
位
の
確
定
な
ど
論
点
が
多
岐

に
わ
た
り
、
生
命
倫
理
も
絡
ん

で
意
見
集
約
が
難
し
く
、
法
制

化
が
実
現
し
て
い
な
い
。
こ
の

-
2
q
親
子
関
係
の
法
的
規
定

に
つ
い
て
は
過
去
の
議
論
で
方

向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
政
府

は
比
較
的
合
意
が
得
や
す
い
と

み
て
法
整
備
に
踏
み
出
す
。

政
府
の
動
き
を
受
け
、
自
民

党
も
、
民
法
の
特
例
法
案
を
議

員
立
法
で
ま
と
め
た20
1
6

年
以
来
、
休
眠
し
て
い
た
「
生

殖
補
助
医
療
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チl
ム

(
P
T
)」
を

再
開
さ
せ
る
方
針
だ
。

法
整
備
が
進
ま
な
い
中
、
医

療
の
現
場
で
は
混
乱
も
起
き
始

め
て
い
る
。

匿
名
の
第
三
者
の
精
子
を
使

っ
て
長
年
不
妊
治
療
を
行
っ
て

医
療
倫
理

生
殖
補
助
医
療

寸
嗣
精
子
を
子
宮
内
に
注
入
す
る
人
工
授
精
や
、
体
外
で

「
民
卵
子
と
精
子
を
受
精
さ
せ
受
精
卵
を
女
性
の
子
宮
に
戻

し
て
妊
娠
さ
せ
る
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
に
よ
る
不
妊
治

療
法
。
卵
子
の
な
い
女
性
が
第
三
者
か
ら
卵
子
の
提
供
を
受
け

る
ケ
l

ス
の
ほ
か
、
別
の
女
性
に
妊
娠
、
出
産
し
て
も
ら
う
「
代

理
出
産
」
も
含
ま
れ
る
。
圏
内
で
は
代
理
出
産
は
事
実
上
、
禁
止

さ
れ
、
海
外
で
治
療
を
受
け
る
ケl
ス
が
後
を
絶
た
な
い
。

備
な
ど
を
条
件
に
、
第
三
者
の

精
子
、
卵
子
、
受
精
卵
の
提
供

に
よ
る
生
殖
補
助
医
療
を
認
め

る
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
た
。

こ
れ
を
受
け
て
法
務
省
の
法
制

審
部
会
は
閃
年7
月
、
親
子
関

係
を
整
理
す
る
民
法
の
特
例
に

関
す
る
中
間
試
案
を
ま
と
め
た

が
、
議
論
は
中
断
し
たo

m
年
5

月
に
は
自
民
、
公
明

両
党
が
議
員
立
法
で
親
子
関
係

を
定
め
る
民
法
の
特
例
法
案
を

ま
と
め
た
が
、
国
会
へ
の
提
出

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

過
去
の
検
討
で
は
い
ず
れ
も

第
三
者
の
卵
子
を
用
い
て
出
産

し
た
場
合
は
、
卵
子
の
提
供
者

で
は
な
く
産
ん
だ
女
性
を
「
母
」

と
規
定
。
夫
が
無
精
子
症
な
ど

の
た
め
第
三
者
の
精
子
を
用
い

て
妊
娠
し
た
場
合
、
夫
は
生
ま

れ
た
子
の
父
で
あ
る
こ
と
を
否

認
で
き
な
い
、
と
整
理
し
た
。

精
子
も
卵
子
も
提
供
を
受
け

る
こ
と
は
、
遺
伝
関
係
が
全
く

な
い
の
で
認
め
ら
れ
な
い
。

き
た
慶
応
大
病
院
が
、
今
年
8

月
か
ら
新
規
の
患
者
の
予
約
受

け
付
け
を
停
止
。
生
ま
れ
た
子

ど
も
が
遺
伝
上
の
親
を
知
る
権

利
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
き

て
い
る
こ
と
を
伝
え
始
め
た
と

こ
ろ
、
提
供
者
が
減
っ
た
と
し

て
い
る
。
精
子
提
供
者
が
、
将

来
、
自
身
の
遺
伝
子
を
持
つ
子

ど
も
か
ら
接
触
さ
れ
る
こ
と
を

懸
念
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

法
的
な
親
子
関
係
が
あ
い
ま

い
な
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の

「
出
自
を
知
る
権
利
」
に
つ
い

て
も
ル
l

ル
化
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
問
題
を
大
ぎ
く
し
て
い

る
。
「
代
理
出
産
」
を
認
め
る

か
ど
う
か
な
ど
も
課
題
だ
。

親
子
関
係
の
規
定
は
長
年
の

宿
題
に
対
す
る
最
低
限
の
回
答

と
見
る
べ
き
で
、
政
府
や
国
会

は
、
高
度
化
・
複
雑
化
す
る
生

殖
補
助
医
療
を
ど
こ
ま
で
認
め

る
か
な
ど
抜
本
的
に
検
討
し
、

答
え
を
出
す
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
。
【
横
田
愛
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
泊
日
(
土
)
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県ドクターヘリ55% った
県ドクターへリの導入による医療経済効果が、少なくとも年間約13

億2700万円に上るとする分析結果を、県厚生部参事の小倉憲ーさん

(50)とヘルスサービスR&Dセンタ一(東京)などがまとめた。年間

運航費用の約2億円を大きく上回り、 ドクターへリの有用性を示すー

っのデータになるとしている。(社会部次長・荒木佑子)

県
ド
ク
タ
ー
へ
リ
は
2
0
1
5

年
8

月
に
導
入
さ
れ
た
。
県
立
中

央
病
院
を
拠
点
と
し
、
出
動
要
請

か
ら
約
日
分
で
患
者
と
接
触
し

て
、
い
ち
早
く
初
期
治
療
を
施
す
。

医
療
経
済
効
果
は
、
医
療
行
為

の
費
用
対
効
果
を
評
価
す
る
指
標

に
な
る
値
。
日
年
9
月
5

汀
年3

タ
l

へ
リ
に
よ
っ
て
延
命
で
き
た

年
数
」
を
、
後
遺
症
の
有
無
な
ど

で
違
い
が
出
る
「
生
活
の
質
」
に

応
じ
て
調
整
し
、
「
1

年
の
延
命

の
た
め
に
社
会
が
か
け
て
も
よ
い

医
療
費
」
を50
0

万
円
と
し
て

掛
け
算
し
て
求
め
た
。

特
殊
事
例
を
除
く
重
症
患
者

2

運
航
費
2

億
円

大
き
く
上
回
る

月
に
ド
ク
タ
ー
へ
リ
で
搬
送
さ
れ

た
重
症
患
者
の
症
例
に
つ
い
て
、

救
急
車
搬
送
だ
っ
た
場
合
に
推
定

さ
れ
る
結
果
と
比
較
し
、
へ
リ
導

入
に
よ
る
改
善
で
経
済
的
な
効
果

が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
か
を
数
値
化

し
た
。

具
体
的
に
は
、
患
者
が
「
ド
ク

6
5

人
の
う
ち
、
救
急
車
だ
と
死

亡
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
へ
リ

で
命
が
助
か
っ
た
人
は
沼
人
。
へ

リ
が
な
け
れ
ば
障
害
が
残
っ
た
と

み
ら
れ
る
が
、
軽
快
し
た
人
は
必

人
だ
っ
た
。
立
山
か
ら
の
出
動
要

請
分
な
ど
特
殊
例
も
含
め
る
と
、

効
果
は
年
四
億
円
を
超
え
た
。 ヘ

リ
導
入
前
の
試
算
で
は
、
効

果
は
年
間
約3
億
7

千
万
円
と

さ
れ
て
い
た
が
、
大
幅
に
上
回
っ

た
。
県
単
位
の
重
症
患
者
を
対
象

に
し
た
ド
ク
タ
ー
へ
リ
の
医
療
経

済
効
果
の
算
出
は
全
国
初
と
い

う
。県

立
中
央
病
院
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
長
を
汀
年
3

月
ま
で
務
め

た
小
倉
さ
ん
は
「
1

人
で
も
救
命

で
き
れ
ば
導
入
効
果
は
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
今
回
の
結
果
も
効

果
を
示
す
一
つ
の
見
方
で
あ
り
、

参
考
に
な
る
」
と
説
明
。
引
き
続

き
ド
ク
タ
ー
へ
リ
を
適
切
に
運
用

し
て
い
く
た
め
に
「
い
ろ
ん
な
視

点
か
ら
効
果
を
評
価
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
」
と
し
て
い
る
。

分
析
結
果
は
7

月
発
行
の
日
本

航
空
医
療
学
会
雑
誌
に
掲
載
し

た
。m
月
下
旬
に
米
国
で
聞
か
れ

る
世
界
最
大
規
模
の
航
空
医
療
学

会
で
も
発
表
す
る
。

2
0
1
5

年
8

月
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
る

県
ド
ク
タ
ー
へ
リ
日
県
立
中
央
病
院

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
白
日
(
火
)

昨
年
全
国
の
消
防
本
部

対
応
方
針
を
策
定
結
%

最
期
は
蘇
生
望
ま
な
い
が
・
-
-
m番

救
急
現
場
で
終
末
期
の
患
者
側
か
ら
心
肺
蘇
生
…

を
拒
否
す
る
意
思
を
一
示
さ
れ
た
ケ

l

ス
が
昨
年
、

全
国
の7
2
8

消
防
本
部
の
う
ち
、
日
・4%
に
…

あ
た
る
4
0
3

消
防
本
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
総
務
…

省
消
防
庁
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。
在
宅
医
療
が
広
一 回

復
の
見
込
み
が
な
い
な
ら
ば
心
肺
蘇
生
は
受
け
ず
、

穏
や
か
な
最
期
を
迎
え
た
い
ー
ー
。
こ
ん
な
思
い
を
持
つ

人
が
増
え
る
中
、
昨
年
だ
け
で
全
国
の
5

割
超
の
消
防
本

部
の
救
急
隊
が
出
動
後
に
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼

吸
な
ど
の
中
止
を
家
族
ら
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
。
救
急

車
は
な
ぜ
、
呼
ば
れ
た
の
か
。

一K:'4.'. ...冒
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「心肺蘇生望まぬ」救急現場であ
が
る
中
、
救
急
隊
員
が
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
て
一

い
る
現
状
が
浮
か
ん
だ
。

消
防
庁
は5
月
、
心
肺
蘇
生
を
望
ま
な
い
と
伝
一

え
ら
れ
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
部
会
を
設
…

置
。
全
消
防
本
部
に
初
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
…

し
、
す
べ
て
か
ら
回
答
を
得
た
。
消
防
法
は
、
救
…

急
搬
送
や
心
肺
蘇
生
な
ど
を
救
急
隊
の
業
務
と
定
…

め
て
い
る
が
、
蘇
生
中
止
に
関
す
る
規
定
は
な
…

く
、
来
年1
月
ご
ろ
ま
で
に
部
会
の
意
見
を
ま
と
…

め
る
方
針
。
…

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
心
肺
蘇
生
を
拒
…

否
す
る
意
思
を
示
さ
れ
た
ケ
!
ス
は
昨
年
、
全
体
…

の
半
数
超
の4
0
3

消
防
本
部
で
あ
り
、
少
な
く
…

と
も
計2
0
1
5

件
に
上
っ
た
。

拒
否
の
意
思
が
示
さ
れ
た
揚
合
、
「
対
応
方
針
…

を
定
め
て
い
る
」
と
回
答
し
た
の
は
必
・
6
%
。

内
訳
は
「
心
肺
蘇
生
を
実
施
し
な
が
ら
医
療
機
関
口

に
搬
送
す
る
」
がω
・

5
%
、
「
医
師
か
ら
の
指
…

示
な
ど
一
定
の
条
件
の
下
、
蘇
生
を
実
施
し
な
一

い
、
ま
た
は
中
断
で
き
る
」
が
初
・
1
%
と
分
か
一
埼
玉
県
所
沢
市
な
ど5
市
を

れ
た
。
一
所
管
す
る
埼
玉
西
部
消
防
局
は

患
者
の
意
思
を
伝
え
た
の
は
家
族
、
介
護
施
設
…
昨
年
、
蘇
生
を
望
ま
な
い
患
者

の
職
員
、
医
師
の
順
で
多
く
、
本
人
の
意
思
を
示
一
の
意
思
が
示
さ
れ
た
際
の
手
順

し
た
書
面
で
把
撞
す
る
ケ
l

ス
も
あ
っ
た
。
…
書
を
ま
と
め
た
。
ま
ず
心
肺
蘇

部
会
長
を
務
め
る
樋
口
範
雄
・
武
蔵
野
大
特
任
…
生
を
始
め
、
か
か
り
つ
け
医
に

教
授
(
医
療
倫
理
)
は
「
延
命
治
療
が
難
し
い
人
…
連
絡
し
て
指
示
が
あ
れ
ば
蘇
生

生
の
最
終
段
階
で
、
自
分
の
死
を
ど
う
迎
え
た
い
…
を
や
め
る
。
今
年

8

月
ま
で
に

か
考
え
る
時
代
に
、
救
急
隊
員
が
困
惑
し
て
い
る
…

u
件
が
対
象
に
な
り
、
う
ち8

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
部
会
で
一
定
の
方
向
…
件
で
中
止
。
ト
ラ
ブ
ル
は
今
の

性
を
示
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
(
角
拓
哉
)
…
と
こ
ろ
な
い
と
い
う
。

担
当
者
は
、
家
族
が
本
人
や

…
か
か
り
つ
け
医
と
話
し
合
い
、

…
み
と
る
方
針
を
確
認
し
て
い
て

…
も
、
「
何
と
か
し
て
欲
し
い
」

患者の意思に沿い、心肺蘇生をやめた事例消防庁の資料から
050代女性
胃がんで自宅療養中 心肺蘇生を望まないとの家族の
に呼吸状態が悪化。ーへ申し出があり、救急隊がかかりつ
家族がかかりつけ医か".，.け医に確認。蘇生をせずにかか
ら病院に運ぶよう指示 りつけ医へ搬送
され、 119番通報

890代女性
高齢者施設入所中に 処置開始後に到着した家族から
意識がなくなり、職員がーへ蘇生を望まないと言われ、救急
119番通報 ".，.隊がかかりつけ医に確認。蘇生

を中止、かかりつけ医へ搬送

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
6

日
(
木
)

部品なり職員が =bj;君主52長ZSFFZF

闘を ず「

と
家
族
ら
が
救
急
車
を
呼
ぶ
ケ

ー
ス
も
あ
る
と
言
う
。
「
受
け

入
れ
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」

消
防
庁
の
調
査
で
も
、
本
人

が
蘇
生
拒
否
の
意
思
表
示
を
し

て
い
た
の
に
家
族
ら
が
救
急
車

を
呼
ん
だ
理
由
を
聞
く
と
、

「
気
が
動
転
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な

っ
た
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
が
1
7
6

件
で
最

多
。
か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
が

つ
か
な
か
っ
た
り
、
突
然
の
出

来
事
に
家
族
や
福
祉
施
設
職
員

が
慌
て
た
り
し
た
ケl
ス
が
あ

救
急
医
療

っ
た
。
次
い
で
「
家
族
間
の
情

報
共
有
不
足
や
意
見
の
不
一

致
」
が
礼
件
と
多
か
っ
た
。

会
田
薫
子
・
東
京
大
特
任
教

授
(
臨
床
倫
理
学
)
は
「
み
と

り
の
体
制
整
備
な
ど
救
急
車
を

呼
ぶ
前
の
段
階
で
解
決
す
る
べ

き
課
題
は
多
い
。
消
防
組
織
だ

け
で
な
く
、
地
域
医
療
全
体
の

中
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

厚
生
労
働
省
は3
月
、
終
末

期
医
療
の
指
針
を
改
定
し
、
最

終
段
階
で
受
け
た
い
治
療
や
ケ

ア
を
家
族
や
医
療
者
と
話
し
合

っ
て
記
録
に
残
す
「
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

(
A
C
P
)」
の
考
え
を
盛
り
込

ん
だ
。
自
身
の
考
え
を
周
囲
に

伝
え
る
こ
と
で
、
希
望
に
沿
わ

な
い
蘇
生
を
減
ら
す
こ
と
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
は
施
設
で
の
み

と
り
を
後
抑
し
す
る
た
め
、
深

夜
や
早
朝
で
も
医
師
が
往
診
で

き
る
体
制
を
整
え
た
特
別
養
護

老
人
ホ1
ム
の
報
酬
を
手
厚
く

し
た
。
た
だ
、
報
酬
の
増
額
で

は
解
決
し
な
い
課
題
も
多
い
。

島
根
県
出
雲
市
で
特
養
な
ど

を
営
む
社
会
福
祉
法
人
「
ひ
ま

わ
り
福
祉
会
」
の
常
陸
実
・
理

事
長
は
「
本
人
や
家
族
が
蘇
生 を

望
ん
で
い
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
速
い
親
戚
が
『
救
急
車
を

呼
ぶ
べ
き
だ
』
と
異
議
を
唱
え

る
こ
と
は
よ
く
あ
る
」
と
話
す
。

そ
も
そ
も
救
急
隊
に
は
患
者

を
助
け
る
責
務
が
あ
る
。
1
1

9

番
通
報
さ
れ
た
以
上
、
患
者

の
意
思
だ
か
ら
心
肺
蘇
生
を
や

め
て
ほ
し
い
と
一
言
わ
れ
で
も
、

法
令
上
不
明
確
な
点
も
多
く
、

現
場
は
対
応
に
悩
ん
で
き
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
蘇
生
中
止

を
求
め
ら
れ
た
際
の
対
応
が
消

防
本
部
ご
と
に
割
れ
て
い
る
状

混
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

た
だ
、
中
止
を
認
め
る
動
き

は
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
。
救

急
医
や
消
防
職
員
ら
が
参
加
す

る
日
本
臨
床
救
急
医
学
会
も
口

年
春
に
提
言
を
発
表
。
蘇
生
の

開
始
を
原
則
と
し
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
に
連
絡
し
て
医
師
の

指
示
が
あ
れ
ば
、
中
止
で
き
る

手
順
を
ま
と
め
た
。

厚
労
省
の
昨
年
度
の
意
識
調

査
で
は
、
末
期
が
ん
な
ど
で
心

肺
停
止
に
な
っ
た
際
、
心
肺
蘇

生
を
望
ま
な
い
人
は
約7
割
い

た
。
(
阿
部
彰
芳
、
水
戸
部
六
美
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
6

日
(
木
)
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が
ん
3

年
生
存
率
初
公
表

前
立
腺
川m
g
c騨
臓
は
日
g
m

。がんの部位別の
3年生存率と5年生存率(%)国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は

ロ
目
、
が
ん
の
3
年
生
存
率
を

初
め
て
公
表
し
た
。
部
位
別
で

は
、
早
期
発
見
が
難
し
い
伊
胸
膜

が
日
・
1
%
と
最
も
低
く
、
新

た
な
治
療
法
開
発
な
ど
、
難
治

性
が
ん
対
策
の
必
要
性
が
改
め

て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

が
ん
は
5
年
生
存
率
が
回
復

の
目
安
だ
が
、
デ
ー
タ
が
古
く

な
り
最
新
の
医
療
実
態
を
反
映

し
に
く
い
。
こ
の
た
め
、
よ
り

新
し
い
デl
タ
と
な
る
3
年
生

存
率
に
つ
い
て
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
な
ど
2
6
8
施
設

で
2
0
1
1
年
に
診
断
さ
れ
た

約
出
万
人
分
を
集
計
し
た
。

そ
の
結
果
、
が
ん
以
外
の
死

亡
の
影
響
を
除
い
た
生
存
率

は
、
全
て
の
が
ん
の
平
均
でn

.
3
%
だ
っ
た
。
部
位
別
で
は
、

前
立
腺
が
ω
・
0
%
、
乳
房
が

目
・
2
%
と
高
い
一
方
、
食
道

は
回
・
0
%
、
肺
は
羽
・
4
%

と
低
め
だ
っ
た
。

こ
れ
と
は
別
に
、
胃
な
ど
主

な
が
ん
5
部
位
の
5
年
生
存
率

が
、
全
国
2
3
0
の
病
院
名
と

と
も
に
病
期
(
ス
テ
ー
ジ
)
別

に
初
め
て
公
表
さ
れ
た
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
ロ
日
(
水
)

予
防
窪
療

が
ん
病
院
・
病
期
別
生
存
率

別
施
設
公
表

「
治
療
の
優
劣
示
さ
ず
」

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ロ
日
、
病
院
ご
と
に
病
期
(
ス

テ
ー
ジ
)
別
で
公
表
し
た
が
ん
の
5
年
生
存
率
。
患
者
団
体

の
要
望
が
強
か
っ
た
も
の
で
、
今
回
初
の
取
り
組
み
だ
。
数

値
に
は
病
院
に
よ
り
差
が
あ
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
は
「
治
療

の
優
劣
を
示
す
も
の
で
は
な
い
点
に
留
意
し
て
、
受
診
の
参

考
に
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

5
年
生
存
率
は
、
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
な
ど
2
5
1
施

設
で
、
2
0
0
8
1
ω
年
に
が

ん
と
診
断
さ
れ
た
約
切
万
人
分

を
集
計
し
た
。
病
院
別
の
デ
ー

タ
は
、
公
表
を
見
送
っ
た
病
院

を
除
く
2
3
0
施
設
に
つ
い

て
、
主
な
5
部
位
(
大
腸
、
胃
、

肺
、
乳
房
、
肝
臓
)
で
、
が
ん

の
進
行
度
に
応
じ
た
ス
テ
ー
ジ

1
5
4
の
数
値
を
公
表
し
た
。

例
え
ば
肺
が
ん
は
、
同
セ
ン

タ
ー
中
央
病
院
は
ス
テ
ー
ジ
ー

が
部
・
5
%
、
同
4
が
叩
・
3 %

、
全
体
で
印
・
6
%
。
が
ん

研
有
明
病
院
は
同
1
が
倒
・
2

%
、
同
4
が
4
・
5
%
、
全
体

で
臼
・
2
%
な
ど
と
な
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
東
尚
弘
・
が

ん
登
録
セ
ン
タ
ー
長
は
「
病
院

が
治
療
を
振
り
返
る
機
会
と
な

り
、
医
療
の
質
向
上
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
し
て
い
る
。

集
計
結
果
は
同
セ
ン
タ
ー
の

サ
イ
ト
「
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」

(
F
Z
Uに\
m
Rニ
。
げ
。
・
]
匂
\
同
。

肉
i
白
仲P
H
\印
けm砕
け
日
日
付
-
o∞
\
σ吋
。
。

U
C
『
の
\
げ
。
印U
O
l
『
の
拘
l
∞
己
円

病期(スァージ)
1 期 2 期 3 期 4 期 I全体

北海道がんセンター 69.2 34.0 26.2 2.4 37.4 
青森県立中央病院 72.0 16.2 2.3 37.5 
東北大学病院 75.8 17.0 2.2 39.0 
宮城県立がんセンター 71. 7 18.3 4.0 34.1 
福島県立医科大学病院 76.4 - :19.9 2.6 42.6 
茨城県立中央病院 75.6i29.2'15.8 2.9 32.6 
栃木県立がんセンター 69.9 ,43. 1:21. 2 4.2 31.4 
燭玉県立がんセンター 73.9154.8]26.1 4.5 33.2 
国立がん研究センター東病院 73.6 50.2 20.4 4:2 35.7 
国立がん研究センター中央病院 85.5 65.8 40.4 10.3 60.6 
都立駒込病院 65.9 40.6 18.0 3.0 36.5 
がん研有明病院 84.2 54.4 27.0 4.5 52.2 
神奈川県立がんセンター 84.1 42.1 24.3 7.2 52.6 
新潟県立がんセンタ一新潟病院 69.9 43.1 16.0 4.1 41.8 
富山県立中央病院 73.8 43.3i12.8 4.2 41.6 
静岡県立静岡がんセンター 71.7 38.0120.2 5.5 35.2 
愛知県がんセンター中央病院 80.9 63.5 38.4 6.9 49.9 
大阪国際がんセンター :72.4 49.2 35.1 5.8 52.9 
兵庫県立がんセンター 77.8 45.4 25.1 7.2 41.9 
奈良県立医科大学病院 69.8 24.5 22.8 8.6 38.6 
四国がんセンター 69.1155.4 24.0 6.1 44.4 
九州がんセンター 82.4 25.0 5.3142.2 
九州大学病院 68.3 23.4 1.8138.9 
直本大学病院 86.2 16.0 6.5161.2 

8主な病院別の肺がん 5 年生存率(%)

※都道府県拠点病院で350例以上と国立がん研究
センター 2 病院。 2008~09年の診断例を合算。

病期はがんの進行度を示す指標で、 4 期が最も
進んでいる段階。 は10例以下

〈
・
5
5
3
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

情
報
共
有
信
頼
の
一
歩

司
'
」
-
主
な
が
ん
の
ス
テ
ー
ジ

田
区
別
5
年
生
存
率
が
病
院

名
を
明
示
し
て
公
表
さ
れ
た
の

は
、
医
療
の
透
明
性
を
高
め
る

う
え
で
前
進
だ
。
生
存
率
の
情

報
は
病
院
選
び
の
重
要
な
参
考

に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も

治
療
成
績
の
優
劣
を
示
す
と
は

限
ら
な
い
。
患
者
に
と
っ
て
ま

ず
大
事
な
の
は
、
主
治
医
と
よ

く
話
し
合
う
こ
と
だ
。

病
院
に
よ
り
患
者
の
年
齢
構

成
や
状
態
は
異
な
る
。
が
ん
以

外
の
持
病
を
抱
え
て
い
る
な

ど
、
難
し
い
患
者
が
多
け
れ
ば
、

数
値
は
低
く
な
り
や
す
い
。
こ

う
し
た
背
景
は
、
患
者
も
理
解

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
患
者
に
し
て
み
れ

ば
、
最
も
知
り
た
い
情
報
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
医
療
側
と
患
者
側
の
情
報

共
有
は
、
信
頼
関
係
を
深
め
る

第
一
歩
だ
。
今
回
の
公
表
を
契

機
に
、
適
切
な
透
明
化
を
進
め

た
い
。
(
医
療
部
西
原
和
紀
)

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
吃
目
(
水
)
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新規がん患者急増1810万人
018年推計死者は960万人

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】
死
因
と
な
っ
て
い
る
。8人
に
1

人
、
女
性
の
日

世
界
保
健
機
関
(
W
H

報
告
書
は
、W
H
Oの
人
に
1

人
は
が
ん
で
死
亡

O
)
は
ロ
日
、2
0
1
8

外
部
機
関
「
国
際
が
ん
研
す
る
と
し
た
。

年
に
世
界
で
推
計
1
8
1

究
機
関
」
が1
8
5

カ
国
患
者
が
多
い
の
が
肺
が

O

万
人
か
新
た
に
が
ん
と
の
デ
ー
タ
を
基
に
ま
と
め
ん
(
2
0
9万
人
)
、
乳

診
断
さ
れ
、
死
亡
者
も
9

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
男
が
ん(
2
0
8万
人
)
、

6
0

万
人
に
上
る
と
の
報
性
の
5

人
に
1

人
、
女
性
大
腸
が
ん
(
1
8
0万

告
書
を
発
表
し
た
。
高
齢
の
6

人
に1
人
が
生
涯
に
人
)
の
順
で
、
前
立
腺
が

化
進
展
や
途
上
国
の
人
口
が
ん
に
か
か
り
、
男
性
の
ん
、
胃
が
ん
も

1
0
0

万

増
に
伴
い
急
増
し
「
平
均
人
超
。
途
上
国
で
食
生
活

寿
命
が
伸
び
る
上
で
最
大
な
ど
生
活
ス
タ
イ
ル
の

の
障
害
に
な
っ
て
い
る
」
「
西
洋
化
」
に
伴
う
が
ん

と
分
析
、
予
防
と
早
期
診
の
増
加
が
目
立
つ
と
し

断
の
普
及
が
重
要
だ
と
し
た
。

た
。
死
亡
者
が
最
も
多
い
の

ロ
年
は
新
規
患
者14

が
肺
が
ん
で
全
体
の
約
2

1
0

万
人
、
死
亡8
2
0

割
の
1
7
6

万
人
。
次
い

万
人
だ
っ
た
。
地
域
別
で
で
大
腸
が
ん
部
万
人
、
胃

は
ア
ジ
ア
が
最
も
多
く
、
が
ん
花
万
人
。
乳
が
ん
は

新
た
な
が
ん
患
者
の
必
・
位
万
人
と
患
者
数
に
比
べ

4
%
、
死
者
の
町
・3
%

る
と
比
較
的
少
な
く
「
先

を
占
め
た
。
国
別
の
デ
l

進
国
を
中
心
に
再
発
予
防

タ
は
公
表
し
て
い
な
い
。
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
」

が
ん
は
日
本
で
も
最
多
の
と
し
て
い
る
。
(
共
同
通
信
〉

徳
島
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
木
)

が
ん
新
患
者
削
万
人

日
年
予
測

最
多
の
大
腸
捌
人
増

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
日
日
、
2
0
1
8

年
に
新
た

に
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人
は
国
内
で10
1

万
3
6
0
0

人

と
い
う
予
測
を
発
表
し
た
。
前
年
に
比
べ
4
0
0

人
減
と
横

ば
い
だ
っ
た
。
た
だ
、
部
位
別
に
み
る
と
、
前
年
に
続
き
最

多
の
大
腸
が2
6
0
0

人
(
男
性1
7
0
0

人
、
女
性9
0

0

人
)
増
え
た
。2
位
以
下
は
胃
、
肺
、
乳
房
、
前
立
腺
の

順
で
変
わ
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
も
患
者
数
は
減
っ
た
。

予
測
に
よ
る
と
、
新
た
に
が

ん
に
な
る
人
は
男
性
白
万48

0
0

人
、
女
性
犯
万8
7
0
0

人
だ
っ
た
。

，.2018年に新たにがんと診断
される人の予測(上位 5 位)

予
防
医
療

部
位
別
で
は
、
最
多
の
大
腸

が
日
万2
1
0
0

人
。
高
齢
化

や
食
生
活
の
欧
米
化
の
影
響
と

み
ら
れ
る
。
次
に
多
い
胃
は
ロ

万
8
7
0
0

人
と
、
前
年
に
比

べ
4
1
0
0

人
減
っ
た
。
原
因

と
な
る
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
率
が

下
が
っ
て
い
る
た
め
と
い
う
。

続
い
て
、
肺
ロ
万5
1
0
0

人
(
前
年
比3
6
0
0

人
減
)
、

乳
房
8

万
6
5
0
0

人
(
同
2

6
0
0

人
減
)
、
前
立
腺7
万

8
4
0
0

人
(
同
7
7
0
0

人

減
)
と
な
っ
た
。

男
女
別
に
多
い
部
位
を
み
る

と
、
男
性
の
最
多
は
胃
で
前
年

と
同
じ
だ
が
、2
位
は
大
腸
で
、

前
年
の4
位
か
ら
上
昇
し
た
。

3

位
以
下
は
肺
(
前
年
2

位
)
、

前
立
腺
(
同3
位
)
、
肝
臓
(
同

5

位
)
。
女
性
は
乳
房
、
大
腸
、

胃
、
肺
、
子
宮
の
順
で
、
前
年

と
変
わ
ら
な
い
。

同
年
の
死
亡
者
数
予
測
は
、

男
性
辺
万3
0
0
0

人
、
女
性

日
万
7
0
0
0

人
の
計
幻
万9

9
0
0

人
だ
っ
た
。
前
年
よ
り

1
9
0
0

人
増
え
て
い
る
。
部

位
別
で
は
、
肺
、
大
腸
、
胃
、

駅
即
時
、
肝
臓
の
順
と
な
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
片
野
田
耕
太

.
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
部

長
は
「
大
腸
が
ん
は
内
視
鏡

検
査
に
よ
り
ポ
リl
プ
の
段
階

で
切
除
す
れ
ば
、
擢
患
数
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
検

診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た
対

策
を
進
め
る
べ
き
だ
」
と
し
て

い
る
。

読

官
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
土
)

国立センター
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ノ、

が
ん2
年
ぶ
り44撞F
孟2函F

M

年
新
患
者
全
部
位
総
万
人

2
0
1
4

年
に
全
国
で
新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
は
過
去
最
多
の
部

万
7
4
0
8

人
だ
っ
た
と
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
日
日
発
表
し
た
。
前

年
推
計
か
ら
約5
0
0
0

人
増
え
、
部
位
別
で
は
大
腸
が
胃
を
上
回
っ
て

2

年

ぶ
り
に
最
多
と
な
っ
た
。
日
本
人
に
多
い
胃
が
ん
は

2

年
連
続
で
患
者
数
が
減

り
、
衛
生
状
態
の
改
善
に
よ
り
原
因
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌
の
保
有
者
が
減
っ
た
影

響
と
考
え
ら
れ
る
。
【
五
味
香
織
】

例
年
の
が
ん
患
者
数
は

都
道
府
県
ご
と
の
が
ん
登録
デ
l

タ
か
ら
推
計
し
て

い
た
が
、
今
回
は
デ
l

タ

の
精
度
が
高
ま
っ
た
と
し

て
実
数
を
公
表
し
た
。

新
規
患
者
数
の
内
訳

は
、
男
性
別
万1
5
2
7

人
、
女
性
犯
万5
8
8
1

人
。
部
位
別
で
は
、
男
性

は
胃
、
肺
、
大
腸
、
前
立

腺
、
肝
臓
で
全
体
の
関
・

o
φ
、
女
性
は
乳
房
、
大

腸
、
胃
、
肺
、
子
宮
で
悦
・

1

物
を
占
め
た
。
近
年
は

特
に
、
男
性
の
前
立
腺
や

大
腸
、
女
性
の
乳
房
や
大

腸
の
増
加
が
目
立
つ
。
高

齢
人
口
の
増
加
で
、
国
年

の
患
者
数
は1
0
1

万
3

6
0
0

人
と
予
測
す
る
。

が
ん
統
計
・
総
合
解
析

研
究
部
の
片
野
田
耕
太
部

長
は
「
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
原
因
に
な
る
胃
や

肝
臓
の
が
ん
が
減
少
傾
向

に
あ
る
一
方
、
大
腸
が
ん

は
増
え
て
い
る
。
生
活
習

慣
の
影
響
が
大
き
い
の
で

は
な
い
か
」
と
話
す
。

一
方
、
人
口
叩
万
人
当

た
り
の
患
者
数
(
擢
患
率
)

は
、
3
5
4
・
6

人
(
男

性
4
2
9

・
4

人
、
女
性3

389.1 
374.3 
365.8 
380.2 
385.0 
361.5 
347.9 
338.0 
342.7 
347.4 
313.4 
303.3 
358.9 
327.5 
367.2 
442.2 
395.8 
353.5 
313.5 
362.8 
339.0 
308.7 
338.9 
343.8 
353.6 
380.5 
382.9 
368.0 
385.4 
378.8 
393.2 
390.0 
366.2 
415.1 
360.5 
332.8 
369.1 
397.4 
328.3 
381.6 
343.7 
357.4 
341.7 
339.3 
345.5 
334.0 
351.5 

道
森
手
城
由
形
島
城
木
馬
玉
糞
京
川
潟
山
川
井
梨
野
皐
悶
知
重
賞
都
阪
康
良
山
叡
根
山
島
口
島
川
媛
知
開
演
崎
本
分
崎
島
縄

海
奈
歌
児

北
青
岩
宮
秋
山
議
茨
栃
群
埼
千
東
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
問
広
山
徳
番
愛
高
嶺
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

都
道
府
県
別
が
ん
穣
患
率
(
人
口
問
万
人
当
た
り
人
数
)

精
度
管
理
に
地
域
格
差

が
ん
検
診
の
精
度
を
保
つ
た

め
、
厚
生
労
働
省
が
市
区
町
村

に
実
施
を
求
め
て
い
る
一
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
一
の
達
成
率
に
、

る
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
携
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
ケ
l

ス
を
重
く
見
た
厚

労
省
は
7

月
末
、
都
道
府
県
を

る
。
具
体
的
に
は
、
「
読
影
体

制
の
整
っ
た
検
診
機
関
を
選
ん

だ
か
」
の
ほ
か
、
精
密
検
査
を

受
け
て
い
な
い
人
に
受
診
を
勧

2014年に新規患者数が 従
多かったがんの順位 男
星空軍E璽璽・..  ・ lJL

一人
; ー圃 [時

8万6556;7方山7竺竺44竺京
締;大臆1 曹 企

7万6侃8乃;沼5万7刀73お511ロ2万6引14柑9 莞

3 大腸 j 胃 j 肺 : 
位 7万6718;3万949釘3:刊11 万2お618 � 

4ぱ前立醐蹟鴎| 肺Iiti賜 告
位 m

肝蹟 l 子宮 i 前立腺定

加

位

0
0

・
7

人
)
。
都
道
府
県

別
で
見
る
と
、
最
多
の
富

山
県
と
最
少
の
千
葉
県
で

約
1
4
0

人
の
差
が
あ

る
。
た
だ
し
、
デ
1

タ
の
精

度
や
検
診
の
普
及
の
度
合

い
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、

擢
患
率
の
高
い
地
域
の
住

人
が
が
ん
に
な
り
や
す
い

と
は
言
え
な
い
と
い
う
。

同
年
の
死
亡
数
も
公
表

さ
れ
、
計
万2
9
8
6

人

(
男
性
別
万
9
7
8
5

人
、

女
性
店
万3
2
0
1

人
)

ト
の
達
成
度
合
い
に
著
し
い
地

域
格
差
が
あ
る
こ
と
が
、
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
全
国
集

計
で
分
か
っ
た
。

全
国
の
市
区
町
村
が
日
項
目

を
ど
れ
だ
け
達
成
し
た
か
を
、

都
道
府
県
ご
と
に
集
計
し
た
の

が
グ
ラ
フ
だ
。
が
ん
検
診
に

は
、
検
診
車
両
な
ど
で
受
け
る

別
と
も
に
印
匁
台
。
中
に
は
、

い
ず
れ
も
則
前
加
台
に
達
し
た
区

ゃ
、
集
団
に
特
化
し
て
卯
均
台

を
達
成
し
た
区
も
あ
る
が
、
全

般
的
に
低
迷
。
都
の
担
当
者
は

「
受
診
者
も
医
療
機
関
も
多

く
、
徹
底
が
難
し
い
面
が
あ

る
c

夜
間
実
施
な
ど
で
受
診
機

会
を
増
や
す
努
力
を
し
た
が
、 2 

健

5 
位

で
過
去
最
多
だ
っ
た
。

詳
し
い
集
計
結
果
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト

「
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」

(
げ
け
庁
匂
伺

\
\
m
m
戸

]
o
u
o

」
り
)
で
閲
貰
で
き
る
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
土
)

二
重
読
影
の
態
勢
を
作
る
こ
と

は
、
医
師
が
不
足
す
る
中
山
間

地
の
自
治
体
で
は
容
易
で
な

達
成
率
の
高
い
地
域
に
共
通

す
る
の
は
、
県
や
県
医
師
会
の

市
町
村
へ
の
強
力
な
支
援
だ
。

体
制
を
組
み
き
れ
な
い
市
町
村

に
代
わ
っ
て
、
県
医
師
会
の
専
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地
域
格
差
が
あ
る
こ
と
が
、
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対

策
情
報
セ
ン
タ
ー
(
璽
尽
都
中

央
区
)
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

が
ん
死
亡
が
最
多
の
肺
が
ん
の

検
診
で
は
、
平
成
却
年
の
達
成

率
は
福
井
県
で
m
m
w
滑
に
上
る
一

方
、
東
京
都
や
神
奈
川
県
で
は

m
w
m台
に
と
ど
ま
る
。
東
京
都

杉
並
区
で
が
ん
検
診
の
見
落
と

し
が
明
ら
か
に
な
る
中
、
検
診

の
精
度
管
理
が
不
十
分
な
実
態

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

(
佐
藤
好
美
)

会
見
落
と
し

東
京
都
杉
並
区
で
今
年
7

月
、
肺
が
ん
検
診
を
受
け
た
初

代
の
女
性
が
、
が
ん
を
見
落
と

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
女
性
は
、
区
内
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
複
数
回
の
が
ん
検

診
を
受
け
て
「
異
常
な
し
一
と

判
定
さ
れ
た
が
、
検
診
か
ら5

カ
月
後
に
肺
が
ん
で
亡
く
な
っ

た
。
区
や
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ

る
と
、
最
後
に
受
け
た
自
治
体

の
検
診
は
、
厚
労
省
や
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
求
め

る
基
準
を
満
た
し
て
い
な
か
っ

た
。
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
画
像
の

読
影
は
本
来
、2
人
の
医
師
で

行
い
、
1

人
は
放
射
線
斜
医
か

肺
が
ん
治
療
に
携
わ
る
医
師
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

自治体の肺がん検診
通
し
て
、
市
区
町
村
、
検
診
機

関
に
、
が
ん
検
診
の
精
度
管
理

を
徹
底
す
る
よ
う
通
知
。
そ
の

中
で
、
改
め
て
「
事
業
評
価
の

た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

実
施
を
求
め
た
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
は
、
市

区
町
村
が
最
低
限
、
整
備
す
べ

き
が
ん
検
診
の
技
術
や
体
制
に

関
す
る
項
目
が
列
記
さ
れ
て
い

め
た
か
マ
が
ん
発
見
率
を
集
計

し
た
か
な
ど
、
肺
が
ん
検
診

で
は
日
項
目
に
及
ぶ
。

精
度
管
理
さ
れ
た
が
ん
検
診

を
進
め
た
欧
州
で
は
、
死
亡
率

の
低
下
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

「
集
団
検
診
(
集
団
)
」
と
、

住
民
が
医
療
機
関
を
選
ん
で
受

け
る
「
個
別
検
診
(
個
別
)
」

が
あ
る
。

全
国
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
福
井

県
は
集
団
、
個
別
と
も
にm
m匁

超
。
す
べ
て
の
市
町
村
が
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
精
度
管
理
の
指
標

を
満
た
し
て
い
る
。

一
方
、
東
京
都
は
集
団
、
個

会
達
成
率
は
低
迷

だ
が
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

達
成
率
福
井
鈎
%
超
、
東
京
印
%
台

山
川
典
一
同
夜
が
ん
研
究
セ
ン
亨
ー
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
一
が
ん
佼
録
・
紙
芝
山
山

-
n
U
 

一
円U

一n
H
U

一n
u

ス
O

一n
U一

一
山

予
防
医
療

質
が
伴
わ
な
か
っ
た
一
(
健
康

推
進
課
)
と
説
明
す
る
。

だ
が
、
夏
尽
同
様
に
人
口
規

模
の
大
き
い
大
阪
府
は
集
団
、

個
別
と
も
に
別
匁
前
後
を
達

成
。
全
国
値
を
大
き
く
上
回

る
。
政
令
市
の
仙
台
市
を
抱
え

る
宮
城
県
も
、
集
団
、
個
別
と

も
に
卯
勉
超
で
全
国3
位
に
つ

け
る
。

会
都
道
府
県
と
医
師
会

都
会
の
難
し
さ
が
強
調
さ
れ

る
が
、
地
方
都
市
こ
そ
困
難
な

点
も
あ
る
。
専
門
医
を
交
え
た

達成率i草、全市区町村が達成すべき項目のうち、実際に達成できた項目の劃合。
儒別機~のデータが忽い地望書l芯除いた。

門
医
ら
が
二
重
読
影
を
引
き
受

け
た
り
、
質
を
満
た
す
検
診
機

関
を
県
単
位
で
選
定
し
た
り
、

体
制
整
備
を
後
押
し
す
る
。

個
別
、
集
団
と
も
に
ト
ッ
プ

に
な
っ
た
福
井
県
の
担
当
者

は
、
「
精
度
管
理
を
き
ち
ん
と

し
な
い
と
、
住
民
に
『
受
診
し

て
く
だ
さ
い
』
と
言
え
な
い
。

が
ん
対
策
は
『
食
事
』
『
た
ば

こ
』
「
検
診
』
の3
つ
。
医
師

会
挙
げ
て
、
が
ん
の
死
亡
率
が

最
も
低
い
県
に
し
た
い
と
頑
張

っ
て
い
る
」
(
健
康
増
進
課
)

と
話
し
て
い
る
。

一一一一一一一ー がん検診の品質
チェックリスト
一一一一 管理(精度管理)

の指標。自治体の胃がん、肺がん、大

腸がん、乳がん、子宮頚がんの検診で

使われる。検診の実施主体である市区

町村用のほか、都道府県用、検診機関

用がある。都道府県用には、医師会や

検診機関などとの調整に関する項目、

検診機関用には、受診者への事前説明

や市区町村への報告などの項目があ

る。厚生労働省が平成20年に作成し、

国立がん研究センターが28年に改定し

た。市区町村の達成率は、同センター

が公開している「市区町村用チェック

リスト実施率」に記載があるc

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
四
日
(
木
)
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大
腸
内
視
鏡

人
々
を
笑
わ
せ
、
考
え
さ
せ
た
研
究
に
贈

ら
れ
る
今
年
の
イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
発
表

が
m
日
(
日
本
時
聞
は
日
)
、
米
ハ
ー
バ
ー

ド
大
(
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
)
で
あ
っ

た
。
座
っ
た
姿
勢
で
大
腸
の
内
視
鏡
検
査
を

受
け
る
と
苦
痛
か
少
な
い
こ
と
を
自
ら
試
し

た
昭
和
伊
南
総
合
病
院
(
長
野
県
駒
ケ
根

市
)
の
堀
内
朗
医
師
(
貯
)
が
、
医
学
教
育
賞

を
受
け
た
。
日
本
人
の
受
賞
は
こ
れ
で
ロ
年

連
続
と
な
っ
た
。

座
れ
ば
楽
だ
!

実践した堀内医師

イグ・ノーベル賞

で
も
恥
ず
か
し
い
・
:
病
院
で
は
不
採
用

聞
か
れ
た
授
賞
式
に
出
席
。

「
セ
ル
フ
内
視
鏡
の
方
法
を
お

見
せ
し
ま
し
ょ
う
」
と
語
っ
て

内
視
鏡
を
手
に
お
民
に
入
れ
る

し
ぐ
さ
を
し
て
笑
い
を
誘
っ

た
。
渡
米
前
、
「
地
域
か
ら
大

腸
が
ん
を
な
く
し
た
い
、
そ
の

試
行
錯
誤
を
評
価
し
て
も
ら
っ

た
と
思
う
」
と
語
っ
て
い
た
。

大
腸
が
ん
検
診
な
ど
で
受
け

る
内
視
鏡
検
査
は
、
通
常
は
横

に
寝
た
状
態
で
庇
門
か
ら
管
状

の
内
視
鏡
を
体
内
に
入
れ
て
い

く
。
堀
内
さ
ん
は
、
痛
み
や
不

快
感
を
減
ら
す
方
法
を
探
し
て

い
て
、
座
っ
た
姿
勢
の
ま
ま
で

受
賞
理
由
は
「
座
位
で
行
う

大
腸
内
視
鏡
検
査
|
|
自
ら
試

し
て
わ
か
っ
た
教
訓
」
。
内
視 鏡

の
専
門
医
で
同
病
院
消
化
器

病
セ
ン
タ
ー
畏
の
堀
内
さ
ん

は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
劇
場
で

F 受
け
る
方
法
を
思
い
つ
い
た
。

イ
ス
に
腰
掛
け
て
少
し
股
を
聞

き
、
口
径
の
小
さ
な
内
視
鏡
を 自

分
の
匹
門
に
ゆ
っ
く
り
入
れ

て
み
た
と
こ
ろ
、
「
驚
く
ほ
ど

容
易
に
で
き
た
」
と
い
う
。

e

無
精
子
症

「
詞
精
液
中
に
精
子
が
な
い
男
性
の
病
気
。

j

-

「
民
患
者
は
男
性
の10
0

人
に
1

人
と
さ
れ
…

.
る
。
そ
も
そ
も
精
子
が
で
き
な
い
「
非
閉
塞
性
」
が
・

全
体
の8
割
、
残
り
は
、
精
子
は
正
常
に
作
ら
れe

e

る
が
精
子
の
通
り
道
の
精
管
が
塞
が
っ
て
い
る
.

「
閉
塞
性
」
だ
。
非
閉
塞
性
は
、
遺
伝
的
要
因
の
.

ほ
か
、
薬
や
病
気
に
よ
る
精
巣
障
害
で
起
き
る
こ
，

e

と
も
あ
る
。
妊
娠
に
は
第
三
者
か
ら
の
精
子
提
供
…

・
に
頼
る
こ
と
も
多
い
。
…

院医の州九レL

細
胞
と
判
別
が
難
し
い
円

形
精
子
細
胞
を
効
率
的
に

見
分
け
る
手
法
を
開
発
。

2
0
1
1

年
9

月
ら
凶
年

ロ
凋
い
精
子
が
で
き
な
い

非
閉
塞
性
無
精
子
症
の
男

性
7
2
1

人
か
ら
こ
の
細

胞
を
取
り
出
し
、
顕
微
授

精
で
誕
生
し
た
伺
人
の
子

と
、
別
の
病
院
で
自
然
妊

娠
で
生
ま
れ
た
子1
8
1

2

歳
ま
で
発
達
に
差
な
し

無
精
子
症
円
形
精
子
細
胞
で
出
生

男
性
不
妊
の
一
因
の
無

精
子
症
の
患
者
か
ら
精
子

の
前
段
階
の
「
円
形
精
子

細
胞
」
を
取
り
出
し
、
顕

微
授
精
に
よ
っ
て
誕
生
し

た
子
の
発
達
を2
年
間
追

っ
た
調
査
結
果
を
、
セ
ン

ト
マ
ザl
産
婦
人
科
医
院

(
北
九
州
市
)
の
田
中
温

院
長
ら
の
研
究
チl
ム
が

米
生
殖
医
学
会
誌
に
報
告

し
た
。2
歳
時
点
で
は
「
自

然
妊
娠
で
生
ま
れ
た
子
ど

も
と
比
べ
、
身
体
や
認
知

機
能
の
発
達
に
大
差
は
な

か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

円
形
精
子
細
胞
は
精
子

の
も
と
に
な
る
精
祖
細
胞

が
2

回
、
減
数
分
裂
し
て

で
き
、
精
子
を
作
る
機
能

が
失
わ
れ
で
も
精
巣
内
に

存
在
す
る
。
同
院
は
他
の

8

人
の
デi
タ
を
比
較
し

た
。-

歳
半
ま
で
の
男
児
で

は
体
重
が
自
然
妊
娠
の
子

よ
り
軽
い
傾
向
が
あ
っ
た

が
、
2

歳
時
点
で
は
大
き

な
差
は
な
か
っ
た
。ω
人

に
染
色
体
異
常
は
な
か
っ

た
が
、3
人
(
3・
3

場
)

に
口
唇
裂
や
さ
い
帯
ヘ
ル

ニ
ア
な
ど
の
先
天
異
常
を

確
認
、
手
術
な
ど
で
治
療

し
た
。
日
本
産
科
婦
人
科

学
会
に
よ
る
と
、
同
年
に

圏
内
で
体
外
受
精
な
ど
で

誕
生
し
た
子5
万
4
1
1

0

人
の
、
っ
ち
先
天
異
常
の

割
合
は2
・
4

物
。

た
だ
、
発
達
障
害
な
ど

更
に
成
長
し
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
い
問
題
も
あ
り
、

田
中
院
長
は
「
成
人
に
な

る
ま
で
追
跡
調
査
を
続
け

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

こ
の
細
胞
を
使
う
方
法

は
1
9
9
0

年
代
に
海
外

で
実
施
さ
れ
た
が
、
成
功

率
が
低
く
子
ど
も
へ
の
影 堀

内
さ
ん
に
よ
る
と
、
内
視

鏡
検
査
で
見
つ
か
っ
た
大
腸
ポ

リ
l

プ
を
切
除
す
れ
ば
、
大
腸

が
ん
の
発
症
を9
割
抑
え
ら
れ

る
と
い
う
。
堀
内
さ
ん
た
ち
の

病
院
で
は
、
日
帰
り
で
手
軽
に

検
査
を
受
け
て
も
ら
お
う
と
覚

め
や
す
い
鎮
静
剤
を
用
い
る
な

ど
工
夫
。
検
査
数
は
地
方
の
病

院
と
し
て
は
異
例
の
年1
万
5

千
人
に
遣
し
、
全
国
的
に
注
目

さ
れ
る
。
た
だ
、
座
っ
た
姿
勢
で

医
師
が
内
視
鏡
を
入
れ
る
検
査

は
、
恥
ず
か
し
が
っ
て
受
け
た

が
ら
な
い
人
が
多
く
、
採
用
し

て
い
な
い
と
い
う
。
(
東
山
正
宜
)

朝

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
M
日
(
金
)

響
も
不
明
で
、
実
施
の
報

告
例
が
ほ
ぼ
な
く
な
っ

た
。
関
係
学
会
は
「
臨
床

応
用
は
時
期
尚
早
」
と
の

見
解
だ
が
、
同
医
院
が
日

年
か
ら
臨
床
研
究
と
し
て

実
施
、
今
年
ま
で
に16

0

人
が
誕
生
し
て
い
る
。

【
千
葉
紀
和
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
お
日
(
目
)
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心
不
全
で
入
院
毎
年
1

万
人
増

国
循
発
表
時
年
の
患
者
、
お
万
人

心
不
全
で
入
院
し
た
圏
内
の

患
者
数
が
、20
1
6

年
は
お

万
1
5
7

人
だ
っ
た
と
国
立
循

環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
が
四
日

発
表
し
た
。
ロ
年
の
約
幻
万
人

か
ら
毎
年1
万
人
の
ペl
ス
で

増
え
続
け
て
い
る
と
い
う
。

同
セ
ン
タ
ー
は
日
本
循
環
器

学
会
と
共
同
で
、
循
環
器
の
専

門
医
が
い
る
全
国13
5
3

の

施
設
を
調
査
し
て
い
る
。
循
環

器
の
病
気
で
入
院
す
る
患
者
の

ほ
ぼ
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
と
い

う
。増

加
の
主
な
原
因
は
高
齢
他

だ
。
だ
が
、
年
齢
別
の
人
口
比

を
も
と
に
調
整
し
、
高
齢
化
の

影
響
を
差
し
引
い
て
も
、
心
不

全
の
入
院
は
わ
ず
か
だ
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。

同
セ
ン
タ
ー
循
環
器
病
統
合

情
報
セ
ン
タ
ー
の
宮
本
恵
宏
セ

ン
タ
ー
長
は
「
急
性
心
筋
梗
蜜

の
治
療
態
勢
が
進
歩
し
、
命
を

落
と
す
患
者
が
減
っ
た
が
、
心 臓

に
後
遺
症
を
抱
え
て
暮
ら
す

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
心
不

全
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
分
析
す
る
。
高
血
圧
な

ど
が
増
え
、
却
代
な
ど
の
比
較

的
若
年
で
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
要
因

と
い
う
。

調
査
で
は
、
日
年
の
急
性
心

筋
梗
塞
で
の
入
院
は7
万
3
4

2
1

人
だ
っ
た
。

ま
た
、
過
去
の
デ
ー
タ
も
含

め
て
抽
出
し
た
心
不
全
患
者
約

日
万
人
で
は
、
男
性
の
平
均
年

齢
が
花
歳
、
女
性
が
但
歳
で
、

特
に
女
性
は
高
齢
の
患
者
が
多

か
っ
た
。
(
鍛
治
信
太
郎
)

朝

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
加
日
(
木
)

ト病理診断ソフ九大生発
ベンチャー設立

ー
分
程
度
画
像
で
判
断

九
州
大
学
の
学
生
が
設
立
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
「
M
e
d
m
a
i
n
(
メ
ド
メ
イ
ン
)
」

は
、
開
発
を
手
が
け
た
病
理
画
像
診
断
ソ
フ
ト

「p
i
d
p
o
r
t
(ピ
ッ
ド
ポl
ト
)
」
の

試
験
運
用
を
叩
月
に
も
国
内
外
の
医
療
機
関
で

始
め
る
。
同
社
の
社
長
で
医
学
部
4

年
の
飯
塚

械
さ
ん
(
釘
)
は
「
こ
の
ソ
フ
ト
で
世
界
の
医

療
現
場
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

(
大
久
保
和
哉
)

こ
と
も
あ
り
、
患
者
が
手
術
を

受
け
る
ま
で
に
時
間
を
要
す

る
。
ソ
フ
ト
を
活
用
す
る
と
、

世
界
中
の
ど
こ
で
も1
分
程
度

で
病
理
医
と
同
等
以
上
の
高
い

精
度
で
診
断
結
果
が
出
る
と
い

-
っ
。

同
社
は
九
州
大
学
病
院
と
共

同
で
開
発
し
て
お
り
、
ソ
フ
ト

開
発
に
必
要
な
大
量
の
病
理
画

像
な
ど
の
デl
タ
を
入
手
し
や

す
く
、
大
学
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
l

を
活
用
で
き
る
の

も
強
み
だ
。

飯
塚
さ
ん
は
昨
年
日
月
、
米

国
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
で
優
勝
し
、
医
学
部
と
工

学
部
の
学
生
計4
人
で
1

月
に

同
社
を
設
立
。
現
在
は
約
加
入

の
ス
タ
ッ
フ
で
開
発
に
当
た

メ
ド
メ
イ
ン
は
、
学
生
に
よ

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
創
出
を
目

的
に
昨
年
6

月
に
発
足
し
た

「
九
州
大
学
起
業
部
」
か
ら
誕

生
し
た
第1
号
企
業
。
起
業
部

で
は
年
平
均5
社
の
創
出
を
目

指
し
、
同
大
卒
業
生
の
起
業
家

や
弁
護
士
ら
が
経
営
戦
略
や
起

業
に
関
わ
る
法
務
な
ど
を
教
え

て
い
る
。

同
社
が
開
発
を
進
め
て
い
る

の
は
、
大
量
の
病
理
画
像
を
認

識
さ
せ
た
人
工
知
能(
A
I
)

を
使
い
、
短
時
間
で
病
気
の
有

無
を
判
定
す
る
ソ
フ
ト
。
患
者

の
細
胞
組
織
な
ど
か
ら
病
気
の

有
無
や
原
因
を
判
断
す
る
病
理

医
は
日
本
を
含
め
て
世
界
的
に

不
足
し
て
い
る
た
め
、
診
断
結

果
が
出
る
ま
で
数
週
間
か
か
る

予
防
医
療

来月にも国内外で試験運用
り
、
6

月
に
は
、
政
府
の
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会

議
」
で
、
議
長
を
務
め
る
安
倍

首
相
ら
を
前
に
地
方
創
生
の
優

良
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
の
子

会
社
で
、
A
I
分
野
の
若
手
起

業
家
育
成
を
目
指
す
デ
ィ
l

プ

コ
ア
な
ど
か
ら1
億
円
の
資
金

も
調
達
し
た
。

今
月
末
を
め
ど
に
、
す
で
に

提
携
し
て
い
る
却
の
医
療
機
関

を
中
心
に
、
ソ
フ
ト
の
試
験
運

用
を
希
望
す
る
病
院
を
募
り
、

タ
イ
や
エ
ス
ト
ニ
ア
で
の
試
験

運
用
も
計
画
し
て
い
る
。
試
験

運
用
を
経
て
、
来
年
に
も
本
格

的
に
運
用
を
始
め
る
計
画
で
、

飯
塚
さ
ん
は
「
ソ
フ
ト
に
よ
っ

て
病
理
診
断
に
か
か
る
時
間
を

大
幅
に
短
縮
で
き
、
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
。
九
大
発
の
企
業
と

し
て
世
界
展
開
を
目
指
す
」
と

話
し
て
い
る
。

吾士

ii7i: 

売
(
福
岡
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
お
日
(
日
)
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「世界の薬都」として知られるスイス・パーゼル地域と県
との友好協定締結から10年目を迎え、産学連携によって医薬
分野に新たな成果が生まれたc 救急薬品工業(射水市戸破・
小杉、稲田裕彦社長)がパーゼル大と凸桂内フィルム剤二図
=を使った診断技術を確立した。口から服用する大半の医薬
品に応用でき、副作用の軽減が見込まれる。同社は数年以内

に診断薬として製品化を目指す。(経済部・池亀慶輔)

影響?

娠率向上

世界の薬都と
産学連携成果

性
1
2
8

人
の
う
ち
初
人
に
内

膜
炎
が
あ
っ
た
が
、
抗
菌
薬
を

2

週
間
の
む
治
療
で9
割
は
治

っ
た
。
よ
く
な
っ
た
後
の
状
視

が
把
握
で
き
て
い
る
羽
人
中
却

人
(
印
%
)
が
妊
娠
し
た
。
同

様
の
結
果
は
、
圏
内
外
の
他
の

病
院
か
ら
も
報
告
さ
れ
て
い

救
急
薬
品
工
業
(
嚇
)

診
断
技
術
は
、
患
者
ご
と
に
異
な

る
代
謝
酵
素
の
薬
剤
を
分
解
す
る
働

き
の
強
弱
を
効
率
的
に
測
れ
る
。
人

に
よ
っ
て
違
う
薬
剤
の
毒
性
や
効
き

目
を
一
人
一
人
予
測
で
き
、
「
テ
ー

ラ
ー
メ
l

ド
医
療
」
へ
の
応
用
が
期

待
さ
れ
る
。

肝
臓
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
代

謝
酵
素
が
働
い
て
薬
剤
の
成

分
を
分
解
し
て
お
り
、
残
り

が
血
液
に
よ
っ
て
目
的
の
場

ロ
膿
肉
フ4
ル
ム
割
問

ﾗ 

ス
イ
ス
バ
l

ゼ
ル
大

所
に
運
ば
れ
て
効
果
を
出
す
。
薬
の

解
毒
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
肝
障
害

な
ど
の
副
作
用
を
起
こ
す
。

患
者
ご
と
に
違
う
代
謝
酵
素
の
働

き
を
調
べ
る
こ
と
で
副
作
用
を
軽
減

で
き
る
。
働
き
が
強
い
場
合
は
薬
の

効
き
目
を
出
す
た
め
に
多
く
、
弱
い

|口腔内フィルム剤活用 1 

場
合
は
分
解
で
き
ず
副
作
用
が
出
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
少
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
投
与
す
る
。
患
者
ご
と
に
投
与

量
を
調
節
し
効
き
目
を
維
持
し
な
が

ら
副
作
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。口

腔
内
フ
ィ
ル
ム
剤
を
口
に
含
む

診
断
薬
製
品
化
ヘ

口
館
内
フ
ィ
ル
ム
剤
救
愈

払
襲
品
工
一
繋
が
儲
り
擦
の
技
術
を

副
応
用
し
、
世
界
で
初
め
て
製
品

弱
化
し
た
纂
品
。
会
}
な
フ
ィ

川
村
ル
ム
状
で
、
口
の
中
に
入
れ
て

刃
撃
手
売
額
出
宝
で
す
ぐ
熔

廿
る
タ
イ
プ
や
、
粘
膜
に
鮎
り

付
砂
て
提
時
聞
に
わ
た
り
有
効
成
分
を

放
出
す
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。
錠
剤
を
飲

み
込
む
の
が
普
事
な
本
供
や
高
齢
者
も

機
用
し
や
す
い
。

心
不
全
薬
に
抗
が
ん
効
果

富
大
・
酒
井
教
授
ら
仕
組
み
解
明

富
大
大
学
院
医
学
薬
学
研
究

部
(
薬
学
)
の
酒
井
秀
紀
教
授

と
藤
井
拓
人
助
教
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
心
不
全
の
治
療
薬

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
強
心

配
糖
体
」
に
よ
る
抗
が
ん
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。
強

心
配
糖
体
が
、
が
ん
細
胞
の
一 部

に
発
生
す
る
組
織
に
だ
け
反

応
し
、
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
抑

制
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

が
ん
細
胞
に
的
を
絞
っ
た
新
薬

開
発
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。

強
心
配
糖
体
の
服
用
串
著
が

が
ん
に
な
っ
た
場
合
、
が
ん
の

と
舌
の
上
で
す
ぐ
溶
け
る
。
m
i
m

分
後
に
採
血
す
る
だ
け
で
検
査
が
で

き
、
患
者
の
負
担
も
少
な
い
。
救
急

薬
品
工
業
は
小
児
向
け
へ
の
応
用
も

検
討
す
る
。

同
社
は2
0
1
6

年
に
パl
ゼ
ル

大
薬
学
部
の
イ
ョ
ル
グ
・
フ
ヴ
ィ
ラ

l

教
授
と
共
同
研
究
を
始
め
た
。
同

大
付
属
病
院
で
臨
床
試
験
を
行
い
、

悪
性
度
や
再
発
率
の
低
下
、

5

年
生
存
率
が
高
く
な
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
仕
組
み

は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
が
ん
細

胞
の
細
胞
膜
に
「
膜
輸
送
タ
ン

パ
ク
質
複
合
体
」
が
存
在
す
る

こ
と
を
確
認
。
こ
の
複
合
体
に

強
心
配
糖
体
を
智
号
す
る
と
、

が
ん
細
胞
の
増
殖
に
歯
止
め
を

掛
け
る
「
抗
が
ん
シ
グ
ナ
ル
」

が
発
生
す
る
こ
と
が
分
か
つ ド

イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
が
診

断
薬
の
試
験
、
分
析
な
ど
を
担
当
し

た
。
フ
ヴ
ィ
ラl教
授
は
、
口
腔
内

フ
ィ
ル
ム
剤
が
診
断
薬
に
最
適
な
剤

形
だ
と
判
断
し
た
。

同
社
は
、
海
外
の
大
手
製
薬
企
業

か
ら
の
受
託
な
ど
を
視
野
に
入
れ
て

お
り
、
特
に
欧
米
の
医
療
機
関
の
需

要
を
見
込
む
。
稲
田
社
長
は
「
口
腔

内
フ
ィ
ル
ム
剤
の
新
た
な
価
値
を
見

い
だ
せ
た
。
海
外
市
場
で
ニ

ー
ズ
を
探
り
た
い
」
と
話
し

た
医
薬
品
産
業
の
先
進
地
で

あ
る
パl
ゼ
ル
地
域
と
は
県
が
ω
年

に
友
好
協
定
を
結
ん
だ
。
日
年
か
ら

は
2

年
ご
と
に
富
山
と
パ
l

ゼ
ル
で

交
互
に
医
薬
品
研
究
開
発
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
い
て
い
る
。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
9

日
(
日
)

た
。
複
合
体
は
が
ん
細
胞
の
み

に
存
在
す
る
こ
と
も
判
明
し
て

お
り
、
酒
井
教
授
は
「
通
常
の

細
胞
に
影
響
の
な
い
抗
が
ん
剤

の
開
発
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
話
し
た
。

研
究
成
果
は
日
目
、
国
際
税

学
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。

富
山
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
間
日
(
水
)

96 
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子宮内膜炎が不妊

東大など調査抗菌薬治療で妊

る
。同

外
来
の
患
者
は
他
の
不
妊

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
問
題
の
あ
り
か

が
判
明
し
な
か
っ
た
女
性
が
多

い
と
い
う
。
東
大
の
広
田
泰
講

師
(
女
性
診
療
制
・
産
税
)
は

「
内
膜
炎
は
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
原
因
不
明
の
不
妊

症
の
多
く
は
内
膜
炎
が
原
因
の

可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
す

る
。内

膜
炎
と
不
妊
を
め
ぐ
っ
て

は
、
滋
賀
医
耕
大
学
の
医
師

が
、
同
大
付
属
病
院
の
母
子
・

女
性
診
療
棋
をu
s
m
年
に
受

診
し
た
不
妊
症
の
女
性11
4

人
の
体
外
受
精
の
結
果
を
比
べ

た
。
内
膜
炎
の
無
い
女
性
の
妊

娠
率
が
7

割
弱
な
の
に
対
し
、

内
膜
炎
が
あ
る
女
性
は3
割
強

だ
っ
た
。
出
産
率
も
、
無
い
女

性
が
4

割
強
、
あ
る
女
性
が1

割
強
で
約
3

倍
の
差
が
あ
っ

た
。
内
膜
炎
の
女
性
は
不
妊
症

患
者
の
う
ち
必
%
い
た
。

同
大
の
木
村
文
則
准
教
授

(
産
婦
人
税
)
は
「
現
時
点
で

は
抗
菌
薬
が
最
も
有
効
な
治
療

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
治

ら
な
い
人
も
お
り
、
安
易
に
抗

菌
薬
治
療
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
話
す
。
(
大
岩
ゆ
り
)

朝

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
ロ
日
(
水
)

の粘膜から
脳ヘ薬剤送達

新
日
本
科
学
(
本
店
鹿
児

島
市
、
永
田
良
一
会
長
)
は

鼻
か
ら
薬
剤
を
吸
収
さ
せ
る

技
術
の
研
究
開
発
を
進
め
て

い
る
。
服
用
や
注
射
で
は
脳

ま
で
届
か
な
っ
た
薬
剤
を
、

漢
和
を
感
じ
取
る
鼻
粘
膜
の

嘆
部
か
ら
直
接
脳
に
送
る
仕

組
み
。
特
効
薬
が
な
か
っ
た

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ1
病
や
パl

キ
ン
ソ
ン
病
、
脳
腫
蕩
な
ど

の
新
薬
開
発
へ
の
応
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

同
社
が
開
発
し
た
投
与
基

盤
技
術
は
、
治
療
薬
と
混
ぜ 合

わ
せ
る
こ
と
で
鼻
の
粘
膜

に
長
く
と
ど
ま
り
吸
収
し
や

す
く
さ
せ
る
粉
末
薬
剤
と
、

高
性
能
の
経
鼻
噴
霧
器
の
二

つ
。脳

に
つ
な
が
る
全
て
の
血

管
に
は
有
害
物
質
の
侵
入
を

防
ぐ
血
液
脳
関
門
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
薬
剤
は
脳
に
入

る
前
に
遮
ら
れ
る
か
、
わ
ず

か
し
か
通
過
し
な
い
ケl
ス

が
多
い
。
嘆
部
は
嘆
神
経
を

通
じ
て
脳
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
嘆
部
か
ら
薬

剤
を
吸
収
さ
せ
る
手
法
に
着

治療薬

※
「
新
日
本
科
学
」
の

資
料
を
基
に
作
成

医
薬
品

目
し
た
。

前
臨
床
試
験
で
マ
ン
ガ
ン

を
配
A
P
レ
た
薬
剤
を
サ
ル
に

投
与
し
た
と
こ
ろ
、3
時
同

後
に
脳
に
届
い
た
こ
と
が
磁

気
共
鳴
画
像
装
置(
M
R
I
)

で
確
認
さ
れ
た
。7
月
に
米

国
で
開
催
さ
れ
た
薬
物
送
達

技
術
に
関
す
る
国
際
学
会
で

発
表
し
た
。
同
社
に
よ
る
と
、

昨
年
ロ
月
か
ら
日
本
の
大
手

製
薬
会
社
と
共
同
研
究
を
開

始
。
今
年3
月
に
も
別
の
製

薬
会
社
と
連
携
を
始
め
て
い

る
。研

究
開
発
を
統
括
す
る
治

田
俊
志
執
行
役
員
(
的
)
は

新日本科学ρ ズーム
主力は医薬品開発の試験受託。サ

ルを使った前臨床試験は世界最大
で、鹿児島を中心に研究施設を展開
する。経鼻技術は、基礎研究を創薬

に結び付けるトランスレーショナル
リサーチ CTR) 事業の一つ。 20年
ほど前から取り組み、近年、脳関連

技術に注力する。米国子会社を譲躍

するなど事業再編を進めており、 T

R事業を新たな柱に掲げている。

新薬開発への応用期待
「
薬
品
の
効
果
を
発
揮
さ
せ

る
土
台
の
技
術
。
新
薬
開
発

や
こ
れ
ま
で
効
果
の
な
か
っ

た
薬
の
再
活
用
に
つ
な
げ
、

脳
疾
患
の
治
療
薬
を
待
つ
人

々
の
期
待
に
応
え
ら
れ
れ
ば

い
い
」
と
話
し
た
。

鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯

学
総
合
研
究
科
の
宮
田
篤

郎
教
授
(
臼)H生
体
情
報
薬

理
学H
は
「
脳
神
経
系
の
病

気
に
対
す
る
新
薬
開
発
は
、

投
与
経
路
が
限
ら
れ
て
い
た

た
め
に
制
限
さ
れ
て
き
た
。

脳
へ
の
有
効
な
送
達
技
術

が
壁
り
さ
れ
た
こ
と
で
、
ペ

プ
チ
ド
や
核
酸
な
ど
多
種
多

様
な
創
薬
の
可
能
性
が
広
が

っ
た
」
と
評
価
す
る
。

(
犬
塚
政
志
)

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
沼
田
(
火
)
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子
宮
の
内
側
の
粘
膜
に
炎
症

が
続
く
慢
性
子
宮
内
膜
炎
(
内

膜
炎
)
の
女
性
に
つ
い
て
、
抗

菌
薬
で
の
治
療
に
よ
っ
て
妊
娠

率
が
向
上
す
る
こ
と
が
、
東
京

大
学
な
ど
の
調
査
で
分
か
っ

た
。
内
膜
炎
の
女
性
の
妊
娠
率

や
出
産
率
は
、
内
膜
炎
が
無
い

女
性
よ
り
大
幅
に
低
い
こ
と
も

判
明
し
た
。
原
因
不
明
の
不
妊

の
一
部
に
は
内
膜
炎
が
影
響
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
治
療

の
可
能
性
が
開
け
て
き
た
。

東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院

の
着
床
外
来
を2
0
0
6

年
6

月
S

侃
年
7

月
に
受
診
し
た
女
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漢
方
が
救
う
高
齢
者
治
療

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
日
本

で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
漢
方
剤

医
療
が
存
在
感
を
高
め
て
い
苅

る
。
認
知
症
や
歯
糾
・
口
腔
(
こ
漣

う
く
う
)
内
疾
患
の
治
療
に
取
療

り
入
れ
ら
れ
、
老
年
症
候
群
の
砥

治
療
で
も
研
究
が
進
む
。
安
価
れ

で
比
較
的
副
作
用
が
少
な
い
と
動

さ
れ
、
西
洋
医
学
が
不
得
意
な
一
泳

部
分
を
補
う
と
と
も
に
、
多
く
闘

の
疾
患
を
抱
え
る
高
齢
者
の
健
制

康
を
包
括
的
に
支
え
、
伸
び
が

著
し
い
医
療
費
の
節
減
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

V
循
環
器
疾
患

5

年
前
、
心
筋
檀
塞
で
神
戸

海
星
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
た

山
田
光
太
郎
さ
ん
(
仮
名
、
初
)

は
治
療
で
回
復
、
凶
日
余
り
で

退
院
し
た
が
、
胸
が
詰
ま
る
よ

う
な
感
覚
を
訴
え
て
再
び
来

院
。
内
制
の
北
村
順
部
長
が
問

診
や
腹
診
な
ど
を
し
、
半
夏
厚

朴
湯
(
は
ん
げ
こ
う
ぼ
く
と
う
)

を
処
方
し
た
と
こ
ろ
、
2

週
間

ほ
ど
で
症
状
が
消
え
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
標
準
治
療

が
主
流
の
循
環
器
分
野
で
も
漢

方
を
使
う
ケl
ス
が
あ
る
。

北
村
部
長
は
、
漢
方
薬
を
使

う
ケ
ー
ス
と
し
て
、
①
ガ
イ
ド

名称 効果など

認知症(アル‘ソハイマー型、レビ

抑2干散 一小体型、脳血管性〕に伴う行
動・心理症状(BPSD)の改善

誤勝、(ごえん)性肺炎を発症し

半夏厚朴湯 た患者の鴨下(えんげ)皮射など

を改善して肺炎発症を抑える

脳卒中後遺症の機能性便秘の改

大建中湯 善、腹部手術後早期の腸管ぜん

動運動を促進

麻子仁丸 高齢者の慢性便秘症の改善

慢性閉寒性肺疾患 (COPD)

補中益気湯 の自他党症状、炎症指標、栄養

状態の改善

症・循環器疾患・歯科・.. 
上
な
ど
の
効
果
が
あ
る
④
標
準

治
療
に
よ
る
副
作
用
の
回
避
や

緩
和
ー
ー
な
ど
を
挙
げ
る
。

北
村
部
長
に
よ
る
と
、
高
齢

者
に
多
い
慢
性
心
不
全
は
足
の

む
く
み
を
生
じ
や
す
い
。
牛
車

腎
気
丸
(
ご
し
や
じ
ん
き
が
ん
)

を
使
え
ば
、
腎
機
能
悪
化
や
血

圧
低
下
の
リ
ス
ク
が
あ
る
利
尿

剤
を
減
量
で
き
る
。
「
た
だ
し

麻
黄
や
甘
草
を
合
む
製
剤
は
心

不
全
を
悪
化
さ
せ
た
り
血
圧
を

上
げ
た
り
す
る
の
で
注
意
が
必

要
」
と
い
う
。

で副作用少なく

V
認
知
症

圏
内
で
患
者
が
お
年
に
は
7

0
0

万
人
を
超
え
る
と
み
ら
れ

る
認
知
症
。
記
憶
障
害
や
実
行

(注)高齢者の安全な薬物療法ガイドライン

2015( 日本老年医学会編)より

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

糾
の
康
永
秀
生
教
授
ら
は
包
括
支

払
制
度
に
参
加
す
る
医
療
機
関
の

入
院
診
療
に
関
す
る
デ
l

タ
を
使

い
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
の
手
術
後

に
五
苓
散
を
投
与
す
る
こ
と
で
血

腫
の
再
発
・
再
手
術
を
ど
れ
だ
け

減
ら
せ
る
か
を
調
査
し
た
。

脳
を
包
む
硬
膜
と
脳
表
面
と
の

聞
に
血
が
た
ま
る
慢
性
硬
膜
下
血

腫
は
高
齢
者
に
多
い
。
頭
骨
に
小

さ
な
穴
を
開
け
て
血
腫
を
吸
い
出

す
手
術
を
行
う
が
、
血
腫
の
再
発

再発・入院日数が減少
西洋薬から切り替えも

で
再
手
術
と
な
る
事
例
が
多
く
、

医
療
費
を
押
し
上
げ
る
。

日
i
m
年
に
全
国
約80
0

施

設
で
実
施
さ
れ
た
約
3
6
0
0
0

件
の
手
術
に
つ
い
て
、
五
苓
散
を

投
与
し
た
グ
ル
ー
プ
と
し
な
か
っ

た
グ
ル
ー
プ
に
患
者
を
分
け
て
調

べ
た
と
こ
ろ
、
再
手
術
率
は
投
与

グ
ル
ー
プ
(
4・
8
%
)が
非
投

与
グ
ル
ー
プ
(
6・
2
%
)
を
下

回
り
、
入
院
医
療
費
も
投
与
グ
ル

ー
プ
(
臼
・3
万
円
)
が
非
投
与

グ
ル
ー
プ
(
町
・1
万
円
)
よ
り

約
3

万
円
低
か
っ
た
。

大
腸
が
ん
手
術
後
に
腸
が
腹
壁

な
ど
に
癒
着
し
て
腸
管
が
詰
ま
る

イ
レ
ウ
ス
に
関
す
る
大
建
中
湯

(
だ
い
け
ん
ち
ゅ
う
と
う
)
の
効

果
に
つ
い
て
の
康
永
教
授
ら
の
調

査
で
は
、
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し
て

腸
の
内
容
物
を
取
り
出
す
期
闘

が
、
大
建
中
湯
を
使
っ
た
患
者
の

グ
ル
ー
プ
は
平
均8
日
と
、
使
わ

な
い
グ
ル
ー
プ
よ
り
2

日
短
縮
。

入
院
費
の
総
額
も23
1

万
円
と

犯
万
円
抑
え
て
い
た
。

康
永
教
授
は
「
漢
方
薬
は
一
部

の
西
洋
薬
か
ら
の
切
り
替
え
が
で

き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
複
数
の
丙

洋
薬
を
単
剤
の
漢
万
薬
に
切
り
替

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
す
れ

ば
多
剤
併
用
に
よ
る
副
作
用
を
避

け
る
だ
け
で
な
く
、
医
療
費
の
節

減
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
期
待
し
て
い
る
。

護
者
の
負
担
を
高
め
て
い
る
。

B
P
S
D

に
は
抗
精
神
病
薬
や

抗
不
安
薬
、
抗
う
つ
薬
な
ど
が

使
わ
れ
て
き
た
が
、
運
動
障
害

や
転
倒
、
日
常
生
活
動
作(
A

D
L
)低
下
な
ど
の
出
現
が
問

題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
副
作
用
を
生
じ
ず

に
B
P
S
D

を
改
善
す
る
薬
と

し
て
、
抑
肝
散
(
よ
く
か
ん
さ

ん
)
が2
0
0
0

年
代
か
ら
広

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
斜

学
研
究
糾
の
水
上
勝
義
教
授
に

よ
る
と
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
型

認
知
症
のB
P
S
D

に
対
し
て

は
ほ
か
に
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏

(
か
ち
ん
ぴ
は
ん
げ
)
や
釣
藤

散
(
ち
ょ
う
と
う
さ
ん
)
、
補 る

効
果
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
調

査
の
前
半4
週
間
服
用
し
た
グ

ル
ー
プ
と
後
半4
週
間
服
用
し

た
グ
ル
ー
プ
の
い
ず
れ
も
服
用

し
た
期
間
に
興
奮
な
ど
の
症
状

が
改
善
。
「
多
く
は11
2

週

間
と
い
う
早
期
に
効
果
が
現

れ
、
中
止
し
て
も
一
定
期
間
効

果
が
持
続
し
た
」
(
水
k

教
授
)

V
歯
科
・
口
腔
内
疾
患

四
年
の
歯
糾
の
診
療
報
酬
改

定
で
初
め
て
漢
方
薬
の
項
目
が

設
け
ら
れ
て
以
降
、
抜
歯
後
の

痛
み
な
ど
に
立
効
散
(
り
つ
こ

う
さ
ん
)
、
口
内
炎
に
半
夏
漏

心
湯
(
は
ん
げ
し
ゃ
し
ん
と

う
)
、
口
腔
乾
燥
症
に
五
苓
散

(
ご
れ
い
さ
ん
)
や
白
虎
加
人

参
湯
(
び
ゃ
っ
こ
か
に
ん
じ
ん 症

や
味
覚
障
害
、
顎
関
節
症
な

ど
幅
広
い
疾
患
に
対
し
て
、
麦

門
冬
湯
(
ば
く
も
ん
ど
う
と

う
)
、
加
昧
迫
遥
散
(
か
み
し
よ

う
よ
う
さ
ん
)
、
半
夏
厚
朴
湯
、

排
膿
散
及
湯
(
は
い
の
う
さ
ん

き
ゅ
う
と
う
)
な
ど
も
使
わ
れ

て
い
る
実
態
が
判
明
し
た
。

歯
学
教
育
の
指
針
、
歯
学
教

育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
は
「
薬
物
(
和
漢
薬
を

含
む
)
の
作
用
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
理
解
す
る
」
が
ロ
年

か
ら
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
「
利

用
す
る
歯
糾
医
は
さ
ら
に
増
え

る
」
と
同
教
授
は
み
る
。

V
老
年
症
候
群

加
齢
に
伴
い
運
動
機
能
や
活

力
が
低
下
す
る
「
フ
レ
イ
ル
」 は

牛
車
腎
気
丸
の
筋
肉
量
を
増

や
す
効
果
を
マ
ウ
ス
を
使
っ
た

実
験
で
確
か
め
た
う
え
、
患
者

に
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
歩
幅
の

大
き
さ
を
計
測
す
る
テ
ス
ト
結

果
が
約1
割
改
善
。
試
験
前
後

の
変
化
率
も
投
与
グ
ル
ー
プ
が

投
与
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
を

大
き
く
上
回
っ
た
と
い
う
。

高
齢
者
に
多
い
慢
性
便
秘
症

に
対
し
て
は
西
洋
医
学
の
薬
と

並
ん
で
麻
子
仁
丸
(
ま
し
に
ん

が
ん
)
な
ど
が
使
わ
れ
る
。
萩

原
特
任
教
授
は
「
身
体
の
バ
ラ

ン
ス
の
崩
れ
を
元
に
戻
し
、
高

齢
者
の
残
存
機
能
を
生
か
す
漢

方
は
長
寿
社
会
に
適
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る
。

(
編
集
委
員
木
村
彰
)
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ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
治
療
が
当
て

は
ま
り
に
く
い
②
標
準
治
療
で

症
状
が
取
り
切
れ
な
い
③
標
準

治
療
に
漢
方
を
追
加
す
る
こ
と

で
、
生
活
の
質(
Q
O
L
)向

糖
尿
病
や
認
知
症
で
薬
を
飲

み
た
い
の
に
忘
れ
て
し
ま
う
l

。
そ
ん
な
高
齢
者
や
家
族
の

心
配
を
取
り
除
く
服
薬
支
援
装

置
が
医
師
や
薬
剤
師
の
注
目
を

集
め
て
い
る
。
高
齢
者
の
治
療

の
手
助
け
に
な
っ
て
い
る
の
が

指
定
時
刻
に
薬
ケ
ー
ス
を
出
し

て
音
声
で
知
ら
せ
る
エ
ー
ザ
イ

の
「
e

お
薬
さ
ん
」
。9
月
か

ら
は
フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
が
一
般

向
け
の
レ
ン
タ
ル
を
開
始
。
普

及
を
後
押
し
す
る
。
医
療
の
地

域
連
携
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
存

在
感
が
高
ま
り
そ
う
だ
。

「
今
週
も
し
っ
か
り
飲
め
て

い
ま
す
ね
」
。
横
浜
市
が
地
盤

の
ひ
か
り
薬
局
は
現
在
、
4

台

の
e

お
薬
さ
ん
を
持
ち
、
同
薬

局
の
訪
問
薬
剤
師
と
の
連
携
を

条
件
に
患
者
に
装
置
を
貸
し
出

し
て
い
る
。
薬
剤
師
が
2

週
間

に
1

回
程
度
、
認
知
症
な
ど
の

患
者
宅
を
訪
れ
、
装
置
に
薬
を

セ
ッ
ト
。
ひ
か
り
(
横
浜
市
)

認知
機
能
障
害
な
ど
の
中
核
症
状
の

ほ
か
、
暴
一
吉
や
興
奮
、
不
眠
、

う
つ
、
俳
個
(
は
い
か
い
)
、

妄
想
と
い
っ
た
行
動
・
心
理
症

状
(
B
P
S
D
)が
現
れ
、
介

の
在
宅
支
援
室
の
長
門
明
祥
さ

ん
は
「
薬
局
と
し
て
も
訪
問
薬

剤
師
を
活
用
し
て
も
ら
う
良
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツl
ル

に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

e

お
薬
さ
ん
は
薬
を
セ
ッ
ト

す
る
と
、
朝
、
昼
、
夜
、
寝
る

前
の
最
大4
回
ま
で
、
薬
を
飲

む
時
間
に
な
る
と
音
声
で
知
ら

せ
、
薬
の
入
っ
た
ト
レ
ー
を
差

し
出
す
。
飲
み
忘
れ
を
抑
え
る

ほ
か
、
薬
を
な
く
す
心
配
も
な

い
。
一
日
の
服
用
回
数
に
応
じ

1
1
2

週
間
分
を
セ
ッ
ト
で
き

「
飲
み
忘
れ
な
ど
が
な
く
な
る

の
で
薬
の
血
中
濃
度
が
安
定
し

や
す
い
」
(
長
門
さ
ん
)
。
羽

音声で飲み忘れ防ぐ薬、
安価

中
益
気
湯
(
ほ
ち
ゅ
う
え
っ
き

と
う
)
な
ど
も
有
効
と
い
う
。

水
上
教
授
ら
が
関
東
地
区
の

認
知
症
患
者1
0
6

人
を
対
象

に
抑
肝
散
のB
P
S
D

に
対
す

と
う
)
な
ど
日
種
類
が
入
っ
た
。

王
宝
謹
・
大
阪
歯
糾
大
学
教

授
ら
が
ω
年
に
全
国
の
歯
糾
・

口
腔
外
制
計11
1

施
設
を
対

象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
舌
痛

や
筋
肉
量
が
減
少
す
る
「
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
」
へ
の
漢
方
の
利
用

を
模
索
す
る
動
き
も
あ
る
。

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
料
の
萩
原
圭
祐
・
特
任
教
授

エ
ー
ザ
イ
の
装
置
、
指
定
時
刻
に
通
知

分
た
っ
て
も
薬
を
と
ら
な
い
と

ケ
ー
ス
を
回
収
。
原
則
、
次
の

指
定
時
刻
ま
で
薬
を
取
り
出
せ

ず
、
過
剰
な
服
薬
も
防
ぐ
。

例
え
ば
認
知
症
な
ら
軽
度
や

中
等
度
ま
で
の
人
が
対
象
。
糖

尿
病
で
も
飲
み
忘
れ
が
合
併
症

を
招
い
た
り
、
て
ん
か
ん
な
ど

で
飲
み
忘
れ
に
よ
る
発
作
が
自

動
車
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
り

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
エ
ー
ザ

イ
の
ソ
リ
ュl
シ
ョ
ン
企
画
推

進
部
、
辻
本
道
彦
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
は
「
薬
局
が
少
な
い
地
域
で

患
者
の
服
薬
管
理
に
活
用
す
る

需
要
も
で
て
き
た
」
と
話
す
。

エ
ー
ザ
イ
がe
お
薬
さ
ん
を

薬
局
や
医
療
機
関
、
介
護
施
設

な
ど
向
け
に
発
売
し
た
の
は
打

年
。
そ
れ
ま
で
約10
0

カ
所

の
薬
日
や
医
療
機
関
で
試
験
導

入
を
実
施
。
「
薬
ケ
ー
ス
を
と

っ
た
ら
『
あ
り
が
と
う
』
と
い

う
声
を
入
れ
た
万
が
モ
チ
ベ
l

シ
ョ
ン
が
あ
が
る
よ
ね
」
と
い

っ
た
医
師
ら
の
言
葉
も
参
考
に

約
7

年
か
け
て
開
発
し
た
。
あ

る
地
域
で
は
服
薬
率
7
1
8

割

の
患
者
が
町
%
以
上
に
改
善
し

た
例
も
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
装
置
は
「
患
者
と

遠
方
に
暮
ら
す
家
族
が
必
要
性

を
感
じ
る
こ
と
も
多
い
」
(
エ

ー
ザ
イ
の
ア
ク
セ
ス
&
ア
ウ
ト

カ
ム
本
部
の
村
田
尚
美
担
当
課

長
)
。
同
装
置
に
は
見
守
り
機

能
が
あ
り
、
家
族
や
薬
剤
師
な

ど
5

件
ま
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
登
録
し
て
薬
を
取
り
出
し
た

都
度
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
た
り
、

取
り
出
さ
な
い
時
に
連
絡
し
た

り
、
自
由
に
設
定
で
き
る
。

ま
た
、
服
薬
履
歴
は1
年
間

保
存
で
き
、1
カ
月
単
位
で
折

医
薬
品

れ
線
グ
ラ
フ
な
ど
で
表
示
、
印

刷
で
き
る
。
医
師
な
ど
が
I
D

を
使
っ
て
服
薬
種
歴
を
確
認
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。

実
際
、
利
用
者
の
家
族
か
ら

は
「
時
間
通
り
に
服
薬
し
て
も

ら
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
放

さ
れ
た
」
「
使
用3
カ
月
後
に

取
り
出
し
時
闘
が
乱
れ
た
た
め

病
院
に
連
れ
て
行
け
た
。
生
活

リ
ズ
ム
の
変
化
の
気
づ
き
に
役

立
っ
た
」
と
の
声
が
あ
が
る
。

価
格
は
税
別8
万
5

千
円
だ

が
、
9

月
1

日
か
ら
は
フ
ラ
ン

ス
ベ
ッ
ド
が
一
般
向
け
の
レ
ン

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
本
体

の
月
額
レ
ン
タ
ル
価
格
は
税
込

み
3
7
8
0

円
で
、
購
入
前
の

お
試
し
用
と
し
て
の
需
要
も
見

込
む
。
全
国
展
開
の
大
手
と
の

初
め
て
の
コ
ラ
ボ
で
「
患
者
家

族
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
も
増
え

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
割
日
(
月
)

て
い
る
」
(
エ
ー
ザ
イ
)
。

製
薬
業
界
は
国
内
の
薬
価
引

き
下
げ
の
影
響
で
、
製
薬
以
外

の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

エ
ー
ザ
イ
は
認
知
症
治
療
の
効

果
を
高
め
る
医
師
や
看
護
師
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
家
族
な
ど

が
連
携
で
き
る
共
有
シ
ス
テ
ム

な
ど
も
提
供
し
て
お
り
、e
お

薬
さ
ん
は
こ
う
し
た
患
者
を
取

り
巻
く
人
々
を
つ
な
ぐ
基
盤
構

築
の
一
環
。
最
近
で
は
病
院
か

ら
在
宅
に
移
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
患
者
の
要
望
な
ど
も
出
て
き

て
お
り
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で

の
普
及
も
進
め
る
考
え
だ
。

(
丙
岡
杏
)

日
経
流
通
新
聞MJ
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
M
日
(
金
)
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医
療
行
政

社
会
保
障
給
付
最
高
山
兆
円

社
会
保
障
給
付
費
は
、
国
民

が
利
用
し
た
医
療
や
介
護
な
ど

に
対
し
、
国
や
地
方
自
治
体
が

支
払
っ
た
費
用
。
主
に
税
や
社

会
保
険
料
が
財
源
で
、
国
民

の
自
己
負
担
(
窓
口
負
担
)
は

含
ん
で
い
な
い
。
国
民l
人
あ

た
り
に
換
算
す
る
と
、
前
年
度

比
1
・
4
%
増
の
位
万
1
0
0

0
円
。
社
会
保
障
給
付
費
の
対

国
内
総
生
産
(
G
D
P
)比
は

前
年
度
比
0
・
問
問
増
の
幻
・

飽
%
で
、
4
年
ぶ
り
に
上
昇
し

た
。

げ
年
度
医
療
費

必
兆
2

千
億
円

2
・
3
%
増
、
過
去
最
高

厚
生
労
働
省
は
幻
日
、
2
0

1
7
年
度
に
病
気
や
け
が
の
治

療
で
全
国
の
医
療
機
関
に
支
払

わ
れ
た
医
療
費
の
概
算
が
前
年

度
比
2
・
3
%
増
の
必
兆
2
千

億
円
に
達
し
、
2
年
ぶ
り
に
過

去
最
高
を
更
新
し
た
と
発
表
し

た
。
前
年
度
か
ら
9
千
億
円
増

え
た
。
-
人
当
た
り
は
前
年
度

比
8
千
円
増
の
お
万
3
千
円
。

厚
労
省
は
「
高
齢
化
と
医
療

の
高
度
化
で
医
療
費
が
増
加
す

る
傾
向
は
当
面
変
わ
ら
な
い
」

と
分
析
し
て
い
る
。
時
年
度
は
、

C

型
肝
炎
治
療
薬
「
ソ
パ
ル
デ

イ
」
と
い
っ
た
高
額
薬
の
公
定

価
格
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ

同
年
度
国
民
1

人
あ
た
り
幻
万
円

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
は
白
日
、
2
0
1
6
年

度
の
年
金
や
医
療
、
介
護
な
ど

の
社
会
保
障
給
付
費
が
前
年
度

か
ら
1
兆
5
0
2
0
億
円
増

え
、
1
1
6
兆
9
0
2
7
億
円

と
過
去
最
高
を
更
新
し
た
と
発

表
し
た
。
増
加
率
は
1
・
3
%
。

高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
や
介
護

費
の
増
加
が
影
響
し
た
。

分
野
別
で
は
「
年
金
」
が
日

兆
3
7
7
0
億
円
(
前
年
度
比

0
・
5
%
増
)
で
全
体
の
必
・

5
%
を
占
め
た
。
「
医
療
」
は

お
兆
3
9
6
5
億
円
(
同
0
・

6
%
増
)
、
「
介
護
」
は
9
兆

6
0
4
5
億
円
(
同
2
・
1
%

増
)
だ
っ
た
。

概算医癒賓の推移(厚労省調べ)

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

::jEE 

た
影
響
で
医
療
費
が
減
っ
た

が
、
η
年
度
は
こ
う
し
た
特
殊

要
因
が
な
く
増
加
に
転
じ
た
。

診
療
種
類
別
は
入
院
が
η
兆

円
で
全
体
の
却
%
。
外
来
が
M

兆
4
千
億
円
(
M
%
)
、
調
剤
7

兆
7
千
億
円
(
回
%
)
、
歯
科
2

兆
9
千
億
円
(
7
%
)
。
1
人
当

た
り
は
%
歳
未
満
の
辺
万
1
千

円
に
対
し
、
百
歳
以
上
は
似
万

2
千
円
に
上
っ
た
。

都
道
府
県
別
で
見
る
と
、
東

厚
生
労
働
省
と
財
務
省
は
2
0
1
9
年
度
予
算
編
成
で
薬
の
公
定
価
一
は
流
通
の
値
下
が
り
が
大
き
い
と
み
て
、
異
例
と
な
る
2
年
連
続
の
下

格
と
な
る
薬
価
を
下
げ
る
方
針
だ
。
薬
価
は
2
年
に
1
度
、
流
通
価
格
一
げ
に
踏
み
切
る
。
薬
価
の
下
げ
で
捻
出
さ
れ
る
財
源
の
使
途
が
、
年
末

の
下
落
を
反
映
さ
せ
る
目
的
で
改
定
さ
れ
る
ル

l

ル
。
だ
が
、
同
年
度
一
の
予
算
編
成
で
焦
点
に
な
る
。

2
0
1
8

年
9

月
1

日
(
土
)

ヘ
浮
い
た
財
源
使
途
焦
点

17 

京
都
が
4
兆
5
2
7
4
億
円
で

最
大
。
大
阪
府
3
兆
2
6
5
4

億
円
、
神
奈
川
県
2
兆
6
2
3

1
億
円
と
続
く
。
最
小
は
鳥
取

県
の
2
0
7
3
億
円
だ
っ
た
。

京
都
府
は
9
0
2
8
億
円
、
滋

賀
県
は
4
1
2
3
億
円
だ
っ

た
。概

算
医
療
費
は
公
的
医
療
保

険
と
公
費
、
患
者
の
窓
口
負
担

を
ム
早
出
し
た
。
全
額
自
費
負
担

し
た
場
合
や
労
災
保
険
は
含
ま

れ
な
い
。
医
療
費
の
総
額
を
示

す
「
国
民
医
療
費
」
の
約
錦
%

に
当
た
る
。
〈
共
同
通
信
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
泣
日
(
土
)

一
大
き
な
論
点
に
な
る
。
一
と
薬
価
の
差
は
速
や
か
に
解

一
凶
年
度
は
社
会
保
障
害
一
消
す
べ
き
だ
」
と
し
、
通
常

一
何
も
し
な
け
れ
ば
増
え
る
分
一
の
薬
価
改
定
と
同
様
に
ゆ
年

(
自
然
増
)
に
つ
い
て
、
国
一

4

月
の
改
定
を
主
張
す
る
。

年
度
よ
り
3
0
0
億
円
少
な
一
消
費
増
税
が
予
定
さ
れ
る
叩

い
6
0
0
0
億
円
と
見
積
も
一
月
よ
り
半
年
早
く
薬
価
が
下

る
。
財
務
省
は
自
然
増
の
平
一
が
る
こ
と
に
な
る
。
財
務
省

均
が
6
5
0
0
億
円
で
、
社
一
幹
部
は
「
薬
価
が
落
ち
た
分

会
保
障
費
の
伸
び
を
年
5
0
一
を
医
師
の
技
術
料
で
あ
る
本

0
0
億
円
に
抑
え
た
同
'
h
同
一
体
に
回
す
べ
き
だ
と
圧
力
が

年
度
よ
り
切
り
込
む
構
え
一
か
か
る
可
能
性
も
あ
り
、
全

で
、
薬
価
の
ド
げ
で
浮
い
た
一
体
を
一
体
と
し
て
決
め
た
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、

医
療
機
関
が
患
者
や
固
な

ど
か
ら
受
け
取
る
お
金
を
診

療
報
酬
と
い
い
、
薬
価
と
医

師
の
技
術
料
に
あ
た
る
「
本

体
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

製
薬
会
社
の
競
争
激
化
で

薬
を
病
院
な
ど
に
卸
す
時
の

流
通
価
格
は
最
近
、
毎
回
8

1
9
%
程
度
下
が
っ
て
い

る
。
同
年
度
予
算
編
成
で
は
、

診
療
報
酬
の
う
ち
薬
価
な
ど

の
改
定
率
を
マ
イ
ナ
ス
1
・

必
%
と
し
、
1
6
0
0
億
円

弱
の
財
源
を
捻
出
し
た
。

同
年
度
予
算
編
成
で
は
、

四
年
叩
月
に
予
定
さ
れ
る
8

%
か
ら
叩
%
へ
の
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
も
あ
り
、
2
年

連
続
で
薬
価
を
改
定
す
る
方

針
だ
。
ま
ず
流
通
価
格
と
の

格
差
を
解
消
す
る
形
で
薬
価

% 
1.0 

。

-0.5 

0.5 

初1鮮度予算繊成の
社会保障の焦点

。社会保障費の自然増は概

算要求時点で6000億円。

年末予算編成でどこまで

圧縮できるかが焦点

。圧縮幅について、厚労省

は5000億円程度にとどめ

たいが、財務省はさらに

深掘りを迫る構え

想定される社会保障費の
底縮財源と主な鵠点

薬|改定時期が焦点。流通価格
|に基づく改定を 4 月と 10月

価|のどちらに実施するのか
。現役世代並みの所得を稼

ぐ高齢者の負担増を検討

。健保組合を対象にした介

護保険料の納付負担見直

し

全
体
像

を
引
き
下
げ
た
う
え
で
、
2

%
の
消
費
増
税
分
を
上
乗
せ

す
る
2
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
む
。
2
%
の
増
税
分
を
加

味
し
て
も
薬
価
は
旧
年
度
か

ら
下
が
る
方
向
に
な
る
。

過
去
の
消
費
増
税
時
で

は
、
3
%
の
消
費
税
を
導
入

し
た
1
9
8
9
年4
月
は
薬

価
が
プ
ラ
ス
0
・
白
%
だ
っ

た
が
、
税
率
を
5
%
に
上
げ

-1.0 

-1.5 

-2.0 

た
釘
年4
月
は
マ
イ
ナ
ス
0

・
町
%
、
8
%
に
上
げ
た
H

年
4

月
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
回

%
だ
っ
た
。

年
間
の
医
療
費
の
総
額
は

却
兆
円
規
模
。
診
療
報
酬
を

1
%
下
げ
れ
ば
、
国
の
負
担

は
約
1
0
0
0
億
円
抑
え
ら

れ
る
。
薬
は
足
元
の
流
通
価

格
が
げ
年
と
同
じ
く
ら
い
下

が
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
薬

2019年度の薬価改定は2段階で実施する

:叢終的な;
;市場での十 :下落繍
:価格競争十 4 

:に伴う下 /1 消費構
;落分など. / I 税分の

/ 上乗せ

医
療
・
介
護

価
の
引
き
下
げ
だ
け
で
数
百

億
円
を
捻
出
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。

厚
労
省
と
財
務
省
は
四
年

度
予
算
編
成
で
の
薬
価
下
げ

が
必
要
と
の
総
論
で
は
一
致

し
て
い
る
が
、
各
論
を
め
ぐ

っ
て
は
溝
が
残
る
。
凶
年
度

予
算
は
、
薬
価
改
定
で
浮
い

た
財
源
を
社
会
保
障
を
含
め

ど
の
分
野
に
充
て
る
の
か
が

薬価

-砂
薬鋪

-砂
.緬医

療
行
政

い
」
と
い
う
。

2
年
連
続
の
薬
価
下
げ
は

実
勢
価
格
へ
の
下
溝
圧
力
を

強
め
る
だ
け
に
、
製
薬
業
界

は
4

月
の
薬
価
改
定
に
強
く

反
発
す
る
構
え
。
激
変
緩
和

策
と
も
い
え
る
、
厚
労
省
案

に
も
業
界
は
慎
重
な
姿
勢
を

崩
し
て
い
な
い
。
薬
価
改
定

は
各
論
の
調
整
に
時
間
が
か

か
り
そ
う
だ
。

厚
労
省
は
げ
年
、
薬
価
の

毎
年
改
定
を
幻
年
度
か
ら
実

施
す
る
方
針
を
決
め
た
。
2

年
に
一
度
の
改
定
で
は
薬
価

の
高
止
ま
り
が
放
置
さ
れ
る

た
め
、
毎
年
の
改
定
を
通
じ

て
機
動
的
に
薬
価
を
下
げ
て

財
政
負
担
を
抑
え
る
狙
い
。

た
だ
、
頻
繁
な
薬
価
改
定

に
つ
い
て
は
、
製
薬
会
社
の

創
薬
意
欲
を
そ
ぎ
か
ね
な
い

と
の
指
摘
も
あ
る
。
国
の
社

会
保
障
費
は
年
間
却
兆
円
を

超
え
、
国
の
予
算
全
体
の
お

よ
そ
3
分
の
1
。
自
然
増
の

圧
縮
は
薬
価
の
下
げ
に
依
存

し
て
き
た
の
が
現
状
で
、
診

療
報
酬
の
本
体
部
分
や
高
齢

者
の
利
用
者
負
担
増
な
ど
抜

本
的
な
給
付
と
負
担
の
見
直

し
を
求
め
る
声
も
根
強
い
。

分
を
財
政
再
建
に
も
回
す
べ

き
だ
と
の
立
場
だ
。
一
方
、

厚
労
省
は
社
会
保
障
費
の
伸

び
に
つ
い
て
5
0
0
0
億
円

を
で
き
る
だ
け
維
持
す
べ
き

だ
と
主
張
し
、
両
省
の
攻
防

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

同
年
は
統
一
地
方
選
や
参

院
選
と
い
う
重
要
な
政
治
日

程
を
控
え
る
。
製
薬
な
ど
業

界
団
体
の
離
反
を
懸
念
す
る

与
党
内
か
ら
、
社
会
保
障
費

の
抑
制
に
反
対
論
が
広
が
る

可
能
性
も
あ
る
。

薬
価
を
引
き
下
げ
る
時
期

を
凶
年4
月
と
す
る
か
、
日

月
に
す
る
か
の
調
整
も
、
難

航
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
厚

労
省
は
改
定
に
備
え
て
9
月

に
薬
価
調
査
を
実
施
し
、
年

内
に
結
果
を
示
す
。
同
省
は

当
初
、
叩
月
に
予
定
し
て
い

た
薬
価
改
定
を4
月
に
半
年

間
前
倒
し
し
た
う
え
で
、
実

際
の
下
げ
幅
を
半
分
に
す
る

案
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
厚
労
省
案
だ
と
、
社

会
保
障
費
に
占
め
る
薬
価
総

額
の
圧
縮
幅
は
変
わ
ら
な
い

が
、
流
通
価
格
と
の
格
差
を

放
置
し
て
い
る
と
の
批
判
も

か
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
財
務
省
は
「
薬
価

調
査
の
結
果
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
な
ら
、
流
通
価
格

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
ロ
日
(
水
)
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遺
伝
子
治
療
支
援
強
化
ヘ

政
府
、
難
病
の
薬
開
発
な
ど

政
府
は
辺
日
ま
で
に
、
欧
米

で
が
ん
や
難
病
の
新
し
い
治
療

薬
と
し
て
承
認
さ
れ
る
例
か
相

次
い
で
い
る
遺
伝
子
治
療
の
開

発
を
強
化
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
実
用
化
が
有
望
な
研
究
や
、

次
世
代
の
技
術
と
期
待
さ
れ
る

「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
を
使
っ
た
薬

遺伝子治療のイメージ

Iiゾlf~. な j立(ぶ r 0忠自の、ら @遺伝 fーを
を人れたì'Jlび 制Il胞を係i以 *Itみ込む

川品五; /料、合証主
噴 伶制
民~~"-ー〆

@忠 fí-の体に泌す

⑧
 好

者←
中
市
山

の
開
発
を
優
先
的
に
支
援
。
文

部
科
学
省
が2
0
1
9

年
度
予

算
の
概
算
要
求
にμ
億
円
を
計

上
し
た
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
が

研
究
を
し
や
す
く
す
る
た
め
の

規
制
緩
和
も
進
め
て
、
出
遅
れ

が
指
摘
さ
れ
る
日
本
の
医
療
産

業
の
巻
き
返
し
を
図
る
。

遺
伝
子
治
療
は
、
遺
伝
子
疾

患
や
重
い
病
気
の
患
者
に
対

し
、
外
部
か
ら
遺
伝
子
を
導
入

関内外で行われている
遺伝子治療研究の
対象疾患の例

-筋ジストロフィー
.血友病

鳴
海
病
~

ン
ー
性

ソ
変
ン
斑
キ
賛一齢

v
、
、
円
什

H

t
/

甘
H
M す

る
治
療
法
。

以
前
は
安
全
性
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
た
が
、
克
服
さ
れ
、
ロ

年
以
降
、
白
血
病
に
対
す
る
画

期
的
な
効
果
で
注
目
が
集
ま
る

「C
A
R
l
T
細
胞
療
法
」
を

は
じ
め
、
欧
米
で
が
ん
や
難
病

の
治
療
薬
が
少
な
く
と
も
7

種

類
承
認
さ
れ
た
。
米
国
で
は
、

今
後
の4
年
間
で
約ω
品
目
が

承
認
さ
れ
る
と
の
見
方
も
あ

-白血病
(米で承認)

.皮膚がん
(欧米で承認)

.食道がん

・腕がん

政府の資料を纂に作成

医
療
基
本
法

望
む
声

る
。一

方
、
日
本
で
は
製
薬
会
社

に
よ
る
治
験
は
少
な
く
「
研
究

へ
の
支
援
体
制
が
脆
弱
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
た
。

文
科
省
は
遅
れ
を
取
り
戻
す

た
め
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機

構
(
A
M
E
D
)を
通
じ
て
、

病
気
の
治
療
の
た
め
に
正
常
な

遺
伝
子
を
体
内
に
運
び
込
ん
だ

り
、
導
入
し
た
遺
伝
子
に
よ
っ

て
細
胞
の
機
能
を
高
め
た
り
す

る
技
術
の
研
究
を
支
援
。
遺
伝

子
を
自
由
に
改
変
で
き
る
た

め
、
次
世
代
の
技
術
と
期
待
さ

れ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
を
用
い
た
研

究
も
対
象
と
す
る
。

治
療
の
際
に
遺
伝
子
の
運
ひ

役
と
な
る
「
ベ
ク
タ
ー
」
は
、

薬
と
は
異
な
る
製
造
技
術
や
品

質
管
理
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
A
M
E
Dを
中
心
に
産
業

化
に
向
け
た
基
盤
の
整
備
も
検

討
す
る
。

厚
労
省
は
、
治
療
に
当
た
っ

て
必
要
に
な
る
環
境
影
響
評
価

な
ど
の
法
的
手
続
き
を
簡
略
化

す
る
ほ
か
、
臨
床
研
究
の
得
ら

れ
た
成
果
を
薬
事
承
認
の
た
め

の
申
請
資
料
と
し
て
使
え
る
よ

う
に
規
制
を
緩
和
。
研
究
成
果

を
迅
速
に
実
用
化
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
期
待

〈
解
説
〉
海
外
で
製
品
化
が

相
次
い
で
い
る
遺
伝
子
治
療
の

開
発
に
日
本
が
乗
り
遅
れ
た
の

は
、
政
府
の
研
究
予
算
が
人
工

多
能
性
幹
細
胞(
i
p
S細
胞
)

を
は
じ
め
と
す
る
再
生
医
療
に

重
点
的
に
振
り
分
け
ら
れ
た
一

方
で
、
遺
伝
子
治
療
は
後
回
し

に
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
背
景
に

あ
る
。

国
内
で
も
希
少
疾
病
を
中
心

に
臨
床
研
究
の
実
績
や
計
画
が

あ
る
が
、
製
品
化
に
向
け
た
支

援
や
基
盤
は
不
十
分
と
さ
れ
、

対
策
強
化
か
求
め
ら
れ
る
。

遺
伝
子
治
療
の
研
究
は
1
9

に
よ
る
差
別
の
禁
止
マ
国
民

議
の
政
策
決
定
ー
な
ど

基
本
法
の7
項
目
の
共
同
骨

子
を
発
表
。
一
般
向
け
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
法
制
化

で
進
展
が
期
待
で
き
る
課
題 医

療
界
か
ら
も
提
言

医
療
界
か
ら
も
、
基
本
法

を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い

る
。∞

年
代
、
医
師
不
足
の
顕

9
0

年
代
に
世
界
的
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
が
、
死
亡
事
故

ゃ
が
ん
化
の
報
告
が
あ
り
、
一

度
衰
退
し
た
。
日
本
で
は
そ
の

後
、
再
生
医
療
研
究
が
活
発
に

な
っ
た
が
、
海
外
で
は
、
成
功

例
が
相
次
ぎ
、2
0
1
2

年
以

降
、
欧
米
で
複
数
の
遺
伝
子
治

療
製
品
が
承
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
遺
伝
子
を
自
由
に
改

変
で
き
る
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
技

術
を
活
用
す
る
こ
と
で
飛
躍
的

に
発
展
す
る
と
期
待
さ
れ
て
お

り
、
米
国
で
は
「
遺
伝
子
治
療

が
将
来
、
病
気
の
治
療
の
大
黒

柱
に
な
る
」
と
の
見
方
も
あ
る
。

圏
内
で
は
、
神
経
が
う
ま
く

働
か
な
く
な
る
子
ど
も
の
難
病

に
関
す
る
臨
床
研
究
が
数
年
前

に
行
わ
れ
た
ほ
か
パl
キ
ン
ソ

ン
病
治
療
へ
の
応
用
な
ど
の
計

画
が
あ
る
が
、
園
内
発
の
治
療

薬
が
承
認
さ
れ
た
例
は
な
い
。

〈
共
同
通
信
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
お
日
(
臼
)

背
景
に
あ
る
。
日
本
医
師
会

(
日
医
)
は
比
年
に
ま
と
め

た
報
告
書
で
「
医
師
と
患
者

の
信
頼
関
係
を
阻
害
す
る
要

因
を
除
去
す
る
た
め
に
、
法

令
の
見
直
し
ゃ
整
理
も
必
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医
療
政
策
の
基
本
理
念
を
定
め
た
「
医
療
基
本
法
」
を
、
議
員
立
法
で
制
定
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
圏
内
に
は
「
教
育
」
「
環
境
」
「
原
子
力
」
「
障

害
者
」
な
どω
を
超
え
る
基
本
法
が
あ
る
が
、
国
民
の
健
康
と
生
活
に
直
結
し
、
年

間
的
兆
円
以
上
が
使
わ
れ
て
い
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
。
医
療
基

本
法
と
は
ど
ん
な
内
容
で
、
で
き
る
こ
と
で
何
が
変
わ
る
の
か
。
【
清
水
健
二
】

早
期
制
定
求
め
集
会

5

月
日
目
、
東
京
・
永
田

町
の
参
院
議
員
会
館
で
、
医

療
基
本
法
の
早
期
制
定
を
求

め
る
初
の
院
内
集
会
が
聞
か

れ
、
約1
2
0

人
が
集
ま
っ

た
。
国
会
議
員
も
与
野
党
の

日
人
が
登
壇
し
、
温
度
差
は

あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
議

員
立
法
に
前
向
き
な
コ
メ
ン

ト
を
し
た
。

主
催
団
体
の
一
つ
「
串
著

の
声
協
議
会
」
代
表
世
話
人

の
長
谷
川
三
枝
子
さ
ん
(
竹
)

は
「
患
者
や
家
族
の
声
が
医

療
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
な

医療基本法のイメージ
憲法

13条=個人の尊厳 25条=生存権など

当
い
根
本
に
、
基
本
法
の
不
在

が
あ
る
」
と
訴
え
た
。
そ
の

思
い
は
、
半
世
紀
に
わ
た
る

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
闘
病
体
験

か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
。

幻
歳
で
発
症
し
た
当
時
、

リ
ウ
マ
チ
は
「
不
治
の
病
」

と
さ
れ
て
い
た
。
症
状
が
外

か
ら
見
え
に
く
く
、
社
会
的

な
地
位
が
低
く
み
ら
れ
て
い

た
女
性
に
患
者
が
多
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
病
態
を
分
か
っ

て
診
察
し
て
く
れ
る
医
師
は

わ
ず
か
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
医
療
の
進
歩

で
、
リ
ウ
マ
チ
は
症
状
を
抑

え
ら
れ
る
病
気
に
な
り
、
ー

な
ど

-
置
康
保
睡
蓮

医
薬
品

医
癒
機
器
法

さまざまな医療政策

9
9
6

年
に
は
医
療
機
関
が

「
リ
ウ
マ
チ
科
」
を
掲
げ
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
「
こ

れ
で
受
診
し
や
す
く
な
る
」

と
患
者
は
喜
ん
だ
が
、
そ
の

日
年
後
、
国
の
診
療
科
名

標
梼
の
見
直
し
案
の
中
で
、

リ
ウ
マ
チ
科
を
認
め
な
い
方

針
が
出
た
。

最
終
的
に
患
者
と
医
師
ら

の
反
対
署
名
で
撤
回
さ
れ
た

が
、
「
時
代
の
変
化
の
中
で
、

医
療
が
患
者
の
望
ま
な
い
形

に
変
え
ら
れ
る
怖
さ
」
を
実

感
し
た
と
い
う
。

加
代
の
頃
に
親
身
に
な
っ

て
診
て
く
れ
た
医
師
か
ら

は
、
当
時
ま
だ
定
着
し
て
い

な
か
っ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
(
十
分
な
説
明

に
基
づ
く
同
意
)
の
大
切
さ

を
教
わ
っ
た
。
そ
う
し
た
経

緯
か
ら
、20
0
7

年
に
「
日

本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
」
を
含

む
叩
の
患
者
会
で
、
協
議
会

の
前
身
と
な
る
検
討
会
を
発

足
さ
せ
、
他
国
体
と
も
連
携

し
て
患
者
の
声
の
医
療
政
策

へ
の
反
映
を
議
論
し
て
き

た
関
係
団
体
は
同
年
、
患
者

本
位
の
医
療
マ
病
気
や
障
害 と

し
て
、
医
療
の
地
域
格
差

の
解
消
や
医
療
事
故
防
止
な

ど
を
例
示
し
て
い
る
。

)ゑ

J議

「医療基本法Jの案の比較

医
療
行
政

在
化
や
医
療
過
誤
訴
訟
の
増

加
で
「
医
療
崩
壊
」
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

鎗「基本的人権としての患者の権利の実現J
などが目的

駆患者の権利を「最善の医療Jr自己決定」
「被害救済」など細かく例示

濠「医療提供者と患者の信頼関係に基づく医
療の実現」などが目的

援医療者に、患者に適切な医療を提供する
努力を求めつつ、判断の裁量があることも
明記

雌国、自治体、医療者、患者に加え、製薬会社
や健保組合などの責務も明記

滋患者と家族に、情報提供や対価の支払い
など「診療に協力する義務」を諜す

要
」
と
指
摘
し
た
。

日
医
の
案
も
、
患
者
本
位

の
医
療
を
う
た
う
点
な
ど
は

同
じ
だ
が
、
国
民
に
も
「
相

応
の
負
担
に
努
め
る
」
「
医

療
が
国
民
共
通
の
社
会
的
資

産
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す

る
」
な
ど
の
責
務
を
課
す
の

が
特
徴
的
だ
。

日
本
病
院
会
や
全
日
本
病

院
協
会
も
、
基
本
法
制
定
に

向
け
た
提
言
を
公
表
し
て
い

る
。

議
員
連
盟
が
発
足
へ

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け

て
、
超
党
派
の
議
員
連
盟
が

近
く
発
足
し
、
来
年
の
通
常

国
会
へ
の
法
案
提
出
に
向

け
た
議
論
を
始
め
る
。
患
者

団
体
と
医
療
界
の
案
は
、
患

者
の
権
利
の
重
き
の
置
き
方

な
ど
に
差
が
あ
る
が
、
元
日

医
副
会
長
の
羽
生
田
俊
参

院
議
員
(
自
民
)
は
「
機
運

は
、
畢
玄
に
な
い
ほ
ど
高
ま
っ

て
い
る
。
方
向
性
が
一
致
す

る
内
容
で
ま
と
め
た
い
」
と

話
す
。

※それぞれの解説資料などを地に作成

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
ロ
日
(
水
)
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お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
、
「
が

ん
」
と
言
わ
れ
た
時
、
子
ど
も
た

ち
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

私
が
、
が
ん
を
告
げ
り
れ
た
と

き
、
長
男
は4
歳
で
、
長
女
は
生

後
2

カ
月
で
し
た
。
私
の
場
合
は
、

「
マ
マ
は
病
気
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

か
ら
、
病
院
に
入
院
し
て
治
し
て

く
る
よ
。
み
ん
な
と
一
緒
に
赤
ち

ゃ
ん
の
お
世
話
を
し
て
い
て
く
れ

る
か
な
?
」
と
長
男
に
話
し
ま
し

た
。
が
ん
と
い
う
言
葉
は
、
大
人

が
聞
い
て
も
重
く
、
そ
の
後
の
対

応
も
必
要
と
感
じ
、
直
接
伝
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

息
子
は
、
こ
こ
数
日
の
普
段
と

違
う
家
族
の
行
動
を
見
て
察
し
て

い
た
よ
う
で
「
わ
か
っ
た
よ
。
マ

マ
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
妹
が
生
ま
れ
た
ば
か

り
で
赤
ち
ゃ
ん
返
り
し
た
い
時
期

で
す
。
母
親
が
突
然
家
か
ら
姿
を

三武美紀

仁役割担う勇気を信じる-
桐生市広沢町

意
見
・
社
説

消
し
、
祖
母
も
妹
の
世
話
で
慌
た

だ
し
く
な
り
ま
し
た
。

病
院
に
お
見
舞
い
に
行
く
と
、

母
親
は
抗
が
ん
剤
治
療
の
副
作
用

で
髪
は
抜
け
て
皮
膚
や
爪
は
黒
ず

み
外
見
が
変
わ
り
、
大
人
た
ち
は

暗
い
表
情
で
が
ん
と
い
う
病
気
の

名
前
や
治
療
内
容
の
難
し
い
話
を

し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
保
育
園
で
ひ
ら
が
な

の
勉
強
を
し
て
い
る
時
期
で
し

た
。
先
生
が
「
『
あ
』
は
あ
ひ
る

の
『
あ
』
ね
。
じ
ゃ
あ
『
が
』
は

何
が
あ
る
か
な
?
」
と
息
子
に
聞

い
た
時
、
「
『
が
』
は
『
が
ん
』

の
『
が
』
だ
!
」
と
無
邪
気
に
言

っ
た
た
め
、
先
生
は
が
ん
と
い
う

言
葉
が
保
育
園
児
の
口
か
、
り
出
て

き
た
こ
と
に
涙
し
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。

親
が
が
ん
に
な
っ
た
と
き
、
子

ど
も
に
そ
れ
を
伝
え
る
か
、
ど
う

伝
え
た
ら
良
い
か
、
伝
え
た
後
の

フ
ォ
ロ
ー
は
ど
う
し
て
い
く
と
良

い
の
か
悩
み
ま
す
。
親
は
、
自
分

た
ち
も
病
気
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
難
し
い
中
、
小
会
」
な
子
ど
も
に

わ
か
る
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
、

伝
え
た
後
の
状
態
や
そ
の
後
ど
う

接
し
た
、
り
良
い
か
に
難
し
さ
を
感

じ
る
か
、
り
で
す
。

N
P
O

法
人
H
o
p
e
T
r

e
e

は
、
「
が
ん
の
親
を
も
っ
子

ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
C
L

I
M
B
(
n
yニ
弘
司
角
川
正
日
「
一

〈
。
日
{
口
三
C
与
の
冨
。

g
o

コ
Z

。
町
田

Z

〈
2

匂
)
」

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
「
子
ど
も
は
い

ざ
と
い
う
と
き
、
勇
気
を
示
し
ま

す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
こ
と
を
親
か
ら
教
え
ら

れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
子
ど
も

は
周
囲
の
様
子
や
話
す
言
葉
か
ら

が
ん
と
い
う
言
葉
を
知
り
、
自
分

の
身
の
回
り
に
あ
る
情
報
か
ら
そ

の
言
葉
が
も
っ
意
味
を
知
っ
て
い

当
与
品
す
。
「
自
分
が
パ
パ
や
マ
マ

〔
引ιの
親
一
色
持
つ
子
ど
も の

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ

う
」
と
必
死
に
探
し
、
家
族
の
一

員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ
う
と

し
ま
す
。

現
在2
人
に1
人
が
が
ん
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。

普
段
か
ら
、
検
診
の
必
要
性
や
保

険
に
入
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
行
動
に
示
し
な
が
ら
、

が
ん
に
つ
い
て
家
族
と
話
せ
る
場

を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
、
親
が
未

来
あ
る
子
ど
も
に
し
て
あ
げ
ら
れ

る
人
生
の
教
育
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。【

略E
】
=
一
個
護
師
を
経
て
助

産
師
に
。
指
強
め
細
胞
が
が

ん
化
す
る
繊
毛
が
ん
を
発

症
し
、
子
宮
と
卵
巣
を
摘
出

し
た
経
験
か
ら
「
み
ゆ
ら
り

つ
ぷ
」
を
立
ち
上
げ
る
。
桐

生
大
短
期
大
学
部
卒
。

上
毛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
間
山
日
(
木
) レ
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憂進:~ゑ

日
本
人
で
最
も
有
名
な
医
学
者
は
、

1
0

0
0

円
札
の
肖
像
の
野
口
英
世
博
士
だ
ろ

う
。
黄
熱
の
研
究
中
に
ガl
ナ
で
病
死
し
て

今
年
で
叩
年
。
こ
の6
月
、
ガl
ナ
大
研
究

所
に
あ
っ
た
博
士
の
遺
体
の
剖
検
記
録
が
日

本
に
贈
ら
れ
た
。
生
家
脇
に
あ
る
野
口
英
世

記
念
館
(
福
島
県
猪
苗
代
町
)
が
、
現
地
の

日
本
大
使
館
経
由
で
要
請
し
、
実
現
し
た
。

記
念
館
に
展
示
さ
れ
る
A
3
判
ほ
ど
の
一

枚
紙
に
は
死
亡
日
時
や
解
剖
医
名
、
臓
器
の

状
態
が
英
語
で
記
さ
れ
て
い
た
。
黄
土
色
の

古
び
た
紙
は
歳
月
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る

が
、
医
学
者
で
も
あ
る
記
念
館
の
竹
田
掛
か
郊

情

熱

さ
ん
(
位
)
は
「
今
な
お
あ
せ
な
い
業
績
は
梅

毒
研
究
」
と
解
説
す
る
D

梅
毒
は
重
症
化
す
る
と
知
賞
ま
ひ
を
起
こ

す
が
、
原
因
は
不
明
だ
っ
た
。
博
士
は
、
脳

内
に
入
り
込
む
病
原
体
が
あ
る
と
考
え
、

3

万
枚
に
及
ぶ
患
者
の
脳
の
切
片
を
観
察
し
、

つ
い
に
発
見
す
る
。
竹
田
さ
ん
は
「
人
の
た

め
に
尽
く
す
と
い
う
情
熱
が
あ
っ
て
こ
そ
の

独
創
的
な
成
果
」
と
畏
敬
の
舎
を
抱
く
。

圏
内
の
患
者
数
は
近
年
急
増
し
、
昨
年
は

約
5
5
0
0

人
。
不
特
定
多
数
と
の
性
突
渉

が
リ
ス
ク
要
因
だ
が
、
博
士
が
こ
の
状
祝
を

知
っ
た
ら
何
と
思
う
だ
ろ
う
。
【
野
田
武
】

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
5

日
(
水
)

「
ぼ
く
が
治
し
て
あ
げ
る
」
。

身
近
な
誰
か
の
病
気
を
治
し
て

-
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ

一
か
け
で
、
医
学
を
志
し
た
医
療

一
者
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

一
う
か
。
自
分
は
そ
う
で
し
た
。

一
医
学
の
進
歩
も
き
っ
と
同
じ

一
で
、
「
苦
し
み
を
軽
く
し
て
あ

一
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
健

一
康
な
人
間
に
つ
い
て
知
ら
な
け

一
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
と
こ

一
ろ
か
ら
、
解
剖
学
な
ど
の
基
礎

一
医
学
が
起
こ
り
、
人
間
の
仕
組

一
み
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

一
と
思
い
ま
す
。

一
や
が
て
、
健
康
の
バ
ラ
ン
ス

一
が
崩
れ
た
状
態
に
も
研
究
が
及

一
び
、
病
理
学
の
知
識
を
積
み
重

一
ね
た
結
果
、
病
気
の
症
状
と
検

一
査
、
診
断
、
治
療
を
扱
う
臨
床

一
医
学
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま

一
す
。
そ
し
て
症
状
の
原
因
で
あ

一
る
病
気
を
早
期
に
、
逃
さ
ず
捉

一
え
る
た
め
の
手
法
と
し
て
検
査

一
技
術
が
向
上
し
、
確
実
に
治
療

一
を
施
す
た
め
の
治
療
技
術
が
研
日常生活守るため努力

型民

究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

人
類
の
死
亡
率
は10
0

パ

ー
セ
ン
ト
。
私
た
ち
は
生
ま
れ

た
瞬
間
か
ら
、
死
に
向
か
っ
て

生
き
始
め
る
わ
け
で
す
。
医
学

の
最
終
日
的
は
、
症
状
を
取
り

除
い
て
生
活
の
質(
Q
O
L
)
を

改
善
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

医
学
部
に
入
学
し
た
ば
か
り

の
頃
、
健
康
と
は
「
病
気
で
は
な

い
状
態
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
の
病
気
と
上
手
に
付

き
合
い
な
が
ら
、
健
康
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
健
康
は
、
病
気
が
な

意
見
・
社
説

い
状
態
で
は
な
く
、
病
気
を
持

っ
て
い
た
と
し
て
も
進
行
せ
ず

に
、
日
常
生
活
を
安
定
し
て
楽

し
め
る
状
態
だ
と
い
え
ま
す
。

そ
の
病
気
が
仮
に
「
が
ん
」

で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
健
康
か

ど
う
か
は
、
病
院
の
検
査
値
が

決
め
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
師
は
検
査
を
、
よ
り
快

適
ア
ぷ
エ
活
を
実
現
す
る
た
め
の

H

最
短
ルl
ト

u
を
確
認
す
る

手
段
と
し
て
行
っ
て
い
る
の
で

す
。
入
院
は
一
時
的
に
生
活
の

質
を
下
げ
ま
す
が
、
短
期
間
に

集
中
し
て
高
度
な
治
療
を
行

い
、
安
全
に
日
常
生
活
ヘ
戻
る

こ
と
を
阜
で
ま
す
。

近
年
は
が
ん
患
者
に
対
す
る

緩
和
ケ
ア
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
背
景
に
は
、
が
ん
が
一
種

の
老
化
現
象
で
あ
り
、
一
般
的

な
病
気
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
が

ん
を
完
全
に
取
り
除
く
こ
と
が

難
し
い
状
態
で
も
、
寿
命
ま
で

の
生
活
の
質
を
保
て
る
よ
う
に な

っ
て
き
た
の
も
、
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

病
気
の
進
付
や
体
力
に
応
じ

て
、
手
術
や
抗
が
ん
剤
治
療
な

ど
の
積
極
的
治
療
を
行
わ
な
い

場
合
が
あ
る
の
は
、
生
活
の
質

を
保
つ
た
め
で
す
。
質
の
捉
え

方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
し
、
人

生
観
や
環
境
に
よ
っ
て
も
変
化

し
ま
す
。
生
活
は
自
分
一
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
同
僚
な
ど

周
り
と
の
関
わ
り
合
い
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
輪
の
中

に
は
、
医
療
福
祉
関
係
者
も
含

ま
れ
る
は
ず
で
す
。
生
活
の
質

を
改
善
す
る
仲
間
の
一
員
で
あ

る
か
か
り
つ
け
医
に
、
気
に
な

る
こ
と
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
い
ち
は
ら
・
と
し
あ
き

秋
田
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
秋
田

市
)

秋
田
魁
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
1

日
(
土
)
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医療で手術ミス

そ
の
時
、
何
が

2
1

×
×
年
、
医
療
はA
l
(
人

工
知
能
)
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
全

自
動
化
さ
れ
た
。A
さ
ん
が
治
療
カ

プ
セ
ル
に
横
た
わ
る
と
全
身
の
ス
キ

ャ
ン
が
行
わ
れ
、
脳
腫
虜
が
見
つ
か

っ
た
。
A
さ
ん
は
A
l
の
判
断
に
基

づ
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
よ
る
治
療

を
選
択
し
た
。
だ
が
、
手
術
は
失

敗
。
深
刻
な
障
害
が
残
っ
た
。A
ー

が
治
療
法
を
導
き
出
す
過
程
で
デ
ー

タ
に
パ
グ
が
起
こ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

誤
動
作
。
脳
が
傷
つ
い
た
の
だ
。

A
I
の
進
歩
で
医
療

に
お
け
る
人
間
の
役
割

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

東
京
都
港
区
の
墓
京
大
学
医
糾
学

研
究
所
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
!

と
A
I
を
使
っ
て
人
間
の
全
遺
伝
情

報
(
ゲ
ノ
ム
)
を
解
析
し
、
こ
れ
ま

で
診
断
が
難
し
か
っ
た
が
ん
の
診
断

に
役
立
て
る
研
究
を
し
て
い
る
。

ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
る
が
ん
の
診
断

は
、
遺
伝
子
の
す
べ
て
の
変
異
を
洗

い
出
し
、
そ
の
中
か
ら
有
害
で
は
な

い
変
異
を
除
外
。
が
ん
の
原
因
の
可

能
性
が
あ
る
変
異
を
絞
り
込
み
、
様

々
な
論
文
な
ど
を
基
に
治
療
の
標
的

と
な
る
変
異
を
特
定
す
る
。
手
作
業

で
標
的
変
異
を
特
定
す
る
に
は
少
な

く
と
も
2

週
間
以
上
か
か
る
が
、A

間違った判断人間が気付けない恐れも

医
療
ニ
ュ
ー
ス

ー
な
ら
わ
ず
か
数
分
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
ゲ
ノ
ム
解
析
で

従
来
の
診
断
で
は
見
接
げ
な
か
っ
た

が
ん
を
見
つ
け
る
こ
と
に
も
成
功
し

て
い
る
。
急
性
骨
髄
性
白
血
病
が
再

発
し
た
と
み
ら
れ
た
例
で
は
、
患
者

の
ゲ
ノ
ム
解
析
を
し
た
結
果
、
実
際

は
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
と
わ
か
っ

た
。
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
り
、
有
効
な

治
療
が
選
択
で
き
た
と
い
う
。

富
野
悟
セ
ン
タ
ー
長
は
「
ゲ
ノ
ム

解
析
し
な
け
れ
ば
、
が
ん
を
本
当
に

は
確
定
で
き
な
い
。
膨
大
な
デ
ー
タ

を
扱
う
に
はA
I
は
不
可
欠
だ
」
と

話
す
。

画
像
診
断
の
分
野
で
はA
I
は
人

聞
を
上
回
る
。

2
0
1
7

年
四
月
の
米
医
師
会
雑

誌
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ

ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
と
、
同
年
に
行
わ
れ
た
A

I

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
乳
が
ん
の
転
移

の
画
像
診
断
に
つ
い
て
日
人
の
病
理

医
と
A
I
の
成
績
を
出
較
し
た
と
こ

ろ
、
優
勝
し
たA
I
は
病
理
医
の
平

均
を
大
幅
に
上
回
っ
た
と
い
う
。

手
術
分
野
で
も
税
学
技
術
は
進
歩

し
て
い
る
。
カ
メ
ラ
や
器
具
を
付
け

た
複
数
の
アl
ム
を
駆
使
す
る
内
視

鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
手
術

は
、
開
腹
手
術
に
比
べ
て
患
者
へ
の

負
担
は
小
さ
く
、
術
者
の
震
え
な
ど

も
影
響
せ
ず
精
密
な
動
き
が
可
能

だ
。
今
年4
月
に
は
保
険
適
用
と
な

る
手
術
が
拡
大
し
、
普
及
が
進
ん
で

い
る
。

内
閣
府
や
厚
生
労
働

省
、
文
部
刺
学
省
な
ど

は
、
A
I
や
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
の
技
術
を
活
用
し
た
「AI
ホ

ス
ピ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目

指
す
。A
I
の
導
入
で
医
師
と
患
者

が
接
す
る
時
間
を
増
や
し
た
り
、
遠

隔
で
の
画
像
、
病
理
診
断
や
精
密
な

血
液
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り

す
る
構
想
だ
。m
年
度
末
ま
で
に
約

日
の
医
療
機
関
を
モ
デ
ル
病
院
と
し

て
運
用
を
開
始
す
る
と
い
う
。

A
I
が
人
間
の
医
師
に
代
わ
る
こ

と
は
可
能
な
の
か
。

四
年
4

月
、
米
食
品
医
薬
品
局

(
F
D
A
)が
糖
原
病
網
膜
症
の
診

断
装
置
を
認
可
し
た
。
網
膜
の
画
像

を
A
I
が
分
析
す
る
装
置
で
、
診
断

に
は
医
師
の
解
釈
を
必
要
と
し
な

い
。
F
D
A
が
医
師
の
解
釈
を
必
要

と
し
な
い
診
断
機
器
を
認
可
す
る
の

は
初
め
て
と
い
う
。

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
や
墓
京

女
子
医
和
大
学
な
ど
は
手
術
中
に
磁

気
共
鳴
画
像
装
置(
M
R
I
)を
撮

影
し
た
り
、
手
術
の
映
像
や
デ
i

タ

を
離
れ
た
揚
所
で
も
同
時
に
確
認
で

き
た
り
す
る
「
ス
マ
ー
ト
治
療
室
」

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在

開
発
中
の
最
新
型
で
は
、Aー
に
よ

る
治
療
法
の
提
案
や
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

台
な
ど
も
備
え
る
予
定
だ
。

墓
尽
女
子
医
大
先
端
生
命
医
耕
学

研
究
所
の
村
垣
善
浩
教
授
は
「
最
終

的
な
目
標
は
、A
I
が
診
断
し
て
ロ

ボ
ッ
ト
が
手
術
す
る
治
療
室
だ
。
医

回

/ 

師
は
A
I
の
判
断
を
確
認
し
て
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
」
と
話
す
。

医
療
をA
I
や
ロ
ボ

ッ
ト
に
任
せ
き
り
に
し

て
も
大
丈
夫
な
の
か
。

研
究
者
の
一
人
は
「
今
の
医
師
な

ら
、
故
障
や
デ
ー
タ
の
パ
グ
で
A
I

が
変
な
判
断
を
し
て
も
、
経
験
か
ら

気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
医

師
に
な
っ
た
時
か
らA
I
に
よ
る
診

断
が
当
た
り
前
と
い
う
『AI
ネ
イ

テ
ィ
ブ
』
な
未
来
の
医
師
だ
と
、A

I

を
信
じ
切
っ
て
し
ま
い
、AI
が

間
違
っ
た
判
断
を
し
て
も
気
付
け
な

い
の
で
は
」
と
心
配
す
る
。

さ
ら
に
、
医
師
がA
I
の
判
断
に

疑
問
を
持
っ
た
と
し
て
も
、Aー
が

な
ぜ
そ
の
結
論
を
導
き
出
し
た
の

か
、
開
発
者
やA
I
自
身
で
さ
え
説

明
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
深
層

学
習
(
デ
ィl
プ
ラ
l

ニ
ン
グ
)
に

よ
っ
て
大
量
の
デ
ー
タ
を
機
械
学
習

し
た
A
I
の
思
考
過
程
は
見
え
ず
、

設
計
者
で
さ
えA
I
の
判
断
根
拠
を

説
明
で
き
な
い
。

た
だ
、
墓
思
大
大
学
院
情
報
理
工

学
系
研
究
税
の
鶴
岡
慶
雅
教
授
は

「
世
界
中
の
研
究
者
が
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。AI
の
判
断

根
拠
を
あ
る
程
度
は
説
明
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
話
し
て

い
る
。 悶

(
姫
野
直
行
)
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検
一査
器結
濯果
|部目

?? 
勢墨
日売
更亡

名
古
屋
市
は4
日
、
西
部
医

療
セ
ン
タ
ー
(
北
区
)
で
、
医

師
が
患
者
の
血
液
検
査
の
結
果

を
見
誤
っ
た
た
め
に
患
者
が
B

型
肝
炎
を
発
症
し
、
肝
不
全
で

死
亡
す
る
医
療
事
故
が
あ
っ
た

と
発
表
し
た
。
市
は
遺
族
に
約

3
3
7
0

万
円
の
損
害
賠
償
を

支
払
う
方
針
で
和
解
。9
月
議

会
に
議
案
を
提
出
す
る
。

股
関
節
手
術
で
後
遺
症

愛
知
の
女
性
ら
と
和
解

名
地
裁
各
務
原
の
病
院
運
営
側

東
海
中
央
病
院
(
岐
阜
県
各

務
原
市
蘇
原
東
島
町
)
の
股
関

節
手
術
や
リ
ハ
ビ
リ
が
不
適
切

だ
っ
た
た
め
に
後
遺
症
を
負
っ

た
と
主
張
し
て
、
愛
知
県
や
岐

車
県
な
ど
の
女
性
四
人
が
、
病

院
を
運
営
す
る
公
立
学
校
共
済

組
合
(
本
部
・
東
京
都
千
代
田

区
)
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴

訟
が
名
古
屋
地
裁
で
あ
り
、
女

性
と
組
合
と
の
和
解
が
成
立
し

た
。
五
日
付
。
双
方
の
代
理
人

弁
護
士
が
明
ら
か
に
し
た
。
組

合
側
が
四
人
に
和
解
金
を
支
払

う
内
容
で
、
金
額
は
明
か
さ
な

か
っ
た
。

発
表
に
よ
る
と
、2
0
1
6

年
8

月
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
疑

い
で
血
液
・
腫
虜
内
科
を
受
診

し
た
女
性
患
者
(
当
時
叩
歳
代
)

が
、
抗
が
ん
剤
治
療
の
前
に
血

液
検
査
を
受
け
た
際
、
担
当
の

男
性
医
師
がB
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
を
示
す
検
査
結
果

を
見
落
と
し
た
。

女
性
側
の
代
理
人
に
よ
る

と
、
四
人
は
三
十l
五
十
代
。

い
ず
れ
も
股
関
節
に
痛
み
が
出

る
「
変
形
性
股
関
節
症
」
の
治

療
の
た
め
二
O
O
七
1

一
O

年
、
同
院
で
股
関
節
の
骨
の
一

部
を
切
っ
て
形
を
整
え
る
手
術

を
受
け
た
。
だ
が
、
再
手
術
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
階
段
の

上
り
下
り
が
困
難
に
な
っ
た
り

し
た
と
い
う
。

四
人
は
後
遺
症
の
理
由
に
つ

い
て
、
手
術
の
数
日
後
に
歩

行
訓
練
を
行
う
な
ど
、
術
後
の

県
立
多
治
見
病
院
の
患
者
死
亡
事
故

m
万
円
支
払
い
で
和
解

県
立
多
治
見
病
院
(
多
治
見

市
前
畑
町
)
で
昨
年
4

月
、
点

滴
チ
ュ
ー
ブ
が
外
れ
て
叩
代

の
女
性
入
院
患
者
が
失
血
死

し
た
医
療
事
故
を
受
け
、
女
性

の
長
男
H

県
内
在
住
H

が
病

院
を
相
手
取
り
約
3
8
0
0

万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
て
い

遺族に謝罪

た
訴
訟
で
、
同
病
院
は
ロ
目
、

名
古
屋
地
裁
で
日
日
に
和
解

が
成
立
し
た
、
と
発
表
し
た
。

病
院
は
遺
族
に
謝
罪
す
る
と
と

医
療
事
故
・
訴
訟

こ
の
た
め
、
医
師
は
抗
ウ
イ

ル
ス
剤
の
投
与
を
せ
ず
に
、
免

疫
力
が
低
下
す
る
抗
が
ん
剤
治

療
を
実
施
。
さ
ら
に
、
同
ロ
月

の
検
査
でB
型
肝
炎
の
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
数
値
が
上
昇
し
て

い
た
が
、
打
年3
月
ま
で
検
査

結
果
を
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
。
セ
ン
タ
ー
は
同
4

月
か
ら

聞
も
な
い
時
期
か
ら
患
部
に

強
い
負
荷
を
か
け
る
リ
ハ
ビ
リ

を
始
め
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と

主
張
。
治
療
法
の
有
効
性
や

安
全
性
に
つ
い
て
、
事
前
に
十

分
な
説
明
も
な
か
っ
た
と
訴

え
、
約
二
千
五
百
万1
約
四
千

二
百
万
円
の
賠
償
を
求
め
て
い

た
。組

合
側
の
代
理
人
弁
護
士
は

本
紙
の
取
材
に
「
病
院
に
一
定

の
過
失
責
任
が
あ
る
と
判
断
し

た
」
と
語
っ
た
。
同
病
院
で
は

現
在
、
こ
の
手
術
の
実
施
を
見

も
に
1
7
0
0

万
円
を
支
払

『
つ
。

病
院
側
は
看
護
師
ら
の
一
連

の
対
応
に
過
失
が
あ
っ
た
と
認

め
、
遺
族
側
と
示
談
交
渉
を
行

っ
て
い
た
が
、
賠
償
額
で
折
り

合
い
が
つ
か
ず
遺
族
が
今
年
4

月
に
提
訴
。7
月
に
裁
判
所
が

和
解
案
を
提
示
し
、
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
た
。

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
投
与
を
始
め

た
が
、
患
者
は
同6
月
に
死
亡

し
た
と
い
う
。

一
方
、
東
部
医
療
セ
ン
タ
ー

(
千
種
区
)
で
は
凶
年
7

月
、

心
臓
血
管
手
術
を
受
け
た
男
性

患
者
(
当
時
叩
歳
代
)
の
容
体

が
急
変
し
た
際
、
迅
速
な
救
命

処
置
が
で
き
ず
に
低
酸
素
脳
症

合
わ
せ
て
い
る
。

一
方
、
和
解
し
た
一
人
で
、

愛
知
県
内
の
三
十
代
女
性
は
左

右
の
股
関
節
を
手
術
し
た
が
、

別
の
病
院
で
再
手
術
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
改
善
は
し
た

が
、
後
遺
症
で
階
段
を
上
が
る

の
が
困
難
に
な
り
、
勤
務
先
の

会
社
を
辞
め
た
。
和
解
に
は

「
百
パ
ー
セ
ン
ト
納
得
は
し
て

い
な
い
が
、
長
引
く
の
は
精
神

的
に
き
つ
い
」
と
語
っ
た
。

女
性
ら
は
一
三
年
、
愛
知
県

弁
護
士
会
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー

事
故
は
昨
年4
月
日
日
に
発

生
。
午
後6
時
加
分
ご
ろ
、
看

護
師
が
女
性
の
首
に
挿
入
さ
れ

た
カ
デ
ー
テ
ル
か
ら
点
滴
を
投

与
し
た
後
、
チ
ュ
ー
ブ
が
接
続

部
か
ら
外
れ
た
。
異
常
を
知
ら

せ
る
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
が
誰

も
対
応
し
な
か
っ
た
た
め
、
チ

ュ
ー
ブ
か
ら
血
液
が
流
れ
出
て

女
性
は
同
8

時
ご
ろ
死
亡
し

を
発
症
し
た
な
ど
と
し
て15

0
0

万
円
を
支
払
う
。
同
年2

月
に
は
、
男
性
患
者
(
同
)
へ
の

心
臓
血
管
手
術
で
、
右
腕
に
し

び
れ
な
ど
の
障
害
が
残
っ
た
と

し
て
2
5
0

万
円
を
支
払
う
。

読
売
(
名
古
屋
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
5

日
(
水
)

に
あ
っ
せ
ん
を
申
し
立
て
た
が

不
調
に
終
わ
っ
た
。
名
古
屋
地

裁
で
は
、
同
病
院
で
同
じ
手
術

を
受
け
た
別
の
女
性
六
人
も
、

公
立
学
校
共
済
組
合
に
損
害
賠

償
を
求
め
提
訴
し
て
い
る
。
組

合
側
の
代
理
人
弁
護
士
は
「
六

人
の
方
に
つ
い
て
も
詳
細
に
検

討
を
重
ね
、
解
決
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
7

日
(
金
)

た
。近

藤
泰
三
院
長
は
「
改
め
て

遺
族
ヘ
深
く
お
わ
び
す
る
。
同

様
の
医
療
事
故
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
、
再
発
防
止
策
を
着
実

に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

岐
阜
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
木
)
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官
市
長
三
重
大
病
院
、
現
在
も
治
療
中

三
重
大
医
学
部
附
属
病
院
(
津
市
)
の
伊
藤
正
明
院
長
ら
は
二
十
八
日
記
者
会
見
し
、
今

年
三
月
に
、
入
院
中
だ
っ
た
県
内
在
住
の
女
児
日
当
時
(
一
つ
)
日
に
、
誤
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
製

剤
を
投
与
基
準
値
の
五
|
七
倍
過
剰
に
投
与
す
る
医
療
事
故
が
あ
っ
た
と
発
表
し
た
。
女
児

は
低
血
糖
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
影
響
で
現
在
も
ほ
か
の
病
院
で
治
療
中
だ
が
、
命

に
別
状
は
な
い
と
い
う
。
伊
藤
院
長
は
「
患
者
や
ご
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
る
」
と
謝
罪
し
た
。
(
小
河
功
)

同
病
院
に
よ
る
と
、
担
当
看

護
師
の
投
与
ミ
ス
が
原
因
。
女児
は
三
月
に
同
病
院
で
手
術
を

受
け
た
。
そ
の
際
女
児
の
血
中
カ
リ
ウ
ム
値
が
上
昇
し
て
い
る

の
を
確
認
し
た
た
め
、
術
後
三

「
見
慣
れ
な
い
場
所
の
画
像
で
、

私
に
は
異
常
か
正
常
か
分
か
ら
な

い
ん
で
す
よ
ね
」
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
断
層
撮
影
装
置(
C
T
)の

画
像
を
電
子
カ
ル
テ
上
に
示
し
な

が
ら
、
医
師
が
つ
ぶ
や
い
た
言
葉

が
頭
か
ら
消
え
な
い
。
健
康
診
断

で
難
治
性
の
疾
患
が
疑
わ
れ
、
精

密
検
査
で
足
を
運
ん
だ
「
地
域
の

基
幹
病
院
」
で
の
出
来
事
。

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
状
を
持

っ
て
診
察
を
受
け
た
の
だ
が
、
病

状
と
案
内
さ
れ
た
診
療
科
に
ず
れ

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
専
門
外
と
い

う
医
師
は
「
何
で
私
の
と
こ
ろ
に

?
」
と
も
。C
T

担
当
医
か
ら
の

報
告
は
「
異
常
な
し
」
と
の
説
明

は
あ
っ
た
も
の
の
、C
T

の
画
像

S週陀議シ遡縄場四F 細菌F

診
断
を
巡
っ
て
は
、
見
落
と
し
に

よ
る
治
療
遅
れ
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
だ
け
に
、
心
配
性
の
私
の
疑

心
曲
目
旦
鬼
は
高
じ
る
ば
か
り
だ
。

知
人
の
医
療
関
係
者
に
愚
痴
を

こ
ぼ
す
と
「C
T

の
診
断
専
門
医

が
診
て
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
励
ま

し
て
く
れ
た
。
こ
の
病
院
は
内
科

だ
け
で
も
ロ
の
診
療
科
が
あ
る
専

門
性
が
特
徴
だ
っ
た
。
患
者
側
の

か
目
利
きu
も
大
切
な
の
か
と
思

案
。
(
竹
森
太
一
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
間
日
(
水
)

日
目
か
ら
術
後
処
置
と
し
て
、

適
切
な
量
の
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤

と
ブ
ド
ウ
糖
液
を
混
ぜ
合
わ
せ

た
点
滴
で
カ
リ
ウ
ム
値
を
下
げ

る
処
置
を
し
た
。

そ
の
後
順
調
に
安
静
に
向
か

っ
て
い
た
が
、
術
後
六
日
目
に

担
当
し
た
看
護
師
が
イ
ン
ス
リ

ン
を
点
滴
に
入
れ
る
専
用
注
射

器
が
見
当
た
ら
ず
、
一
般
的
な

注
射
器
を
使
用
し
た
た
め
、
点

滴
内
の
ブ
ド
ウ
糖
液
に
対
し
て

過
量
な
イ
ン
ス
リ
ン
が
誤
っ
て

投
与
さ
れ
た
。

女
児
は
、
術
後
七
日
目
に
容

態
が
急
変
し
、
低
血
糖
と
判

明
。
点
滴
を
調
べ
た
結
果
、
ブ

ド
ウ
糖
液
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
イ

ン
ス
リ
ン
製
剤
の
濃
度
が
適
正

量
の
約
七
倍
近
く
に
な
っ
て
い

た
と
分
か
っ
た
。

同
病
院
で
は
イ
ン
ス
リ
ン
製

剤
を
点
滴
に
入
れ
る
際
、
二
人

の
看
護
師
が
互
い
に
適
正
量
か

を
確
認
す
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
い
た
が
、
担
当
看
護
師

は
し
た
か
ど
う
か
賞
え
て
い
な

い
と
い
う
。
同
病
院
は
担
当
看

護
師
を
厳
重
注
意
処
分
に
し

た
。同

病
院
は
今
後
の
再
発
防
止

策
と
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
と

群
大
安
全
委
公
開

手
術
死
問
題

手
術
死
が
続
発
し
た
群
馬
大

学
病
院
(
前
橋
市
)
の
医
療
安

全
を
推
進
す
る
委
員
会
に
つ
い

て
、
病
院
側
が
遺
族
の
要
望
を

受
け
入
れ
て
会
議
を
全
面
公
開

す
る
こ
と
が
幻
日
、
わ
か
っ
た
。

遺
族
会
代
表
あ
て
に
羽
田
付
で

送
付
さ
れ
た
病
院
長
名
の
文
書

で
、
会
議
を
報
道
関
係
者
も
含

め
て
、
原
則
、
全
面
公
開
す
る
こ

と
や
議
事
録
全
文
の
サ
イ
ト
で

の
公
表
を
伝
え
た
。
次
回
会
議

は
日
月
中
に
聞
か
れ
る
予
定
。

医
療
安
全

J¥ 

遺
族
の
要
望
受
け

同
病
院
は
医
療
事
故
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
安
全
性
向
上
な
ど

病
院
改
革
の
た
め
に
患
者
参
加

型
医
療
推
進
委
員
会
を
設
置
。

遺
族
会
の2
人
の
代
表
を
委
員

に
迎
え
、6
月
に
初
会
合
を
開

い
た
。
両
代
表
は
委
員
会
の
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
会
議

の
公
開
な
ど
を
求
め
た
が
、
病

院
側
は
、
報
道
関
係
者
が
傍
聴

す
る
と
議
論
が
萎
叫
賦
す
る
な

ど
と
し
て
難
色
を
示
し
た
。
遺

族
会
は
8

月
に
も
要
望
書
を
提

専
用
注
射
器
を
同
じ
場
所
に
置

く
こ
と
と
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

の
徹
底
を
挙
げ
たD

事
故
か
ら
約
半
年
を
経
て
の

発
表
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
、
同
院
は
、
県
外
の
医
師
・

薬
剤
師
ち
を
受
え
た
外
部
調
査

委
員
会
で
調
査
し
た
結
果
が
八

月
に
ま
と
ま
り
、
女
児
の
家
族

の
了
震
を
得
た
上
で
明
ら
か
に

し
た
と
し
て
い
る
口

伊
勢
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
泊
目
(
土
)

出
し
、
「
閉
鎖
的
な
組
織
か
ら

の
脱
却
」
を
訴
え
て
い
た
。

小
野
里
和
孝
代
表
(
犯
)
は

「
う
れ
し
く
、
感
謝
の
思
い
だ
。

『
あ
た
た
か
い
医
療
現
場
』
づ
く

り
に
向
け
精
進
し
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
。
木
村
豊
代
表
(
却
)
も

「
安
全
で
高
度
な
医
療
を
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
病
院
を
目
指

し
、
病
院
と
共
に
進
ん
で
い
け

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。
同
病
院
は

「
患
者
さ
ん
と
協
力
し
て
安
心

安
全
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
た
い
」
と
し
て
い
る
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
泣
日
(
土
)
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認識不足酔の危険性

麻
酔
に
か
か
わ
る
医
療
事
故
で20
0
6

年
ロ
月
に

死
亡
し
た
男
児
(
当
時2
歳
)
の
両
親
が
、
榊
原
記
念

病
院
(
東
京
)
の
運
営
法
人
を
相
手
に
起
こ
し
た
民
事

訴
訟
が
今
年7
月
、
原
告
勝
訴
で
確
定
し
た
。
こ
の
ケ

ー
ス
は
、
麻
酔
の
安
全
対
策
や
、
事
故
調
査
と
公
表
の

あ
り
方
な
ど
、
医
療
安
全
を
巡
る
課
題
を
問
い
直
し
た
。

璽辛子 t~

2

歳
児
死
亡
医
療
訴
訟
判
決

一
少
し
で
も
改
善
を
」

今
後
の
医
療
機
関
の
あ
り
方
を

少
し
で
も
改
善
す
る
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
、
天
国
に
い
る
息
子
も
報

わ
れ
る
l
l

。

死
亡
し
た
男
児
の
父
(
必
)
が

6

月
幻
日
、
判
決
後
に
記
者
会
見
で

語
っ
た
言
葉
だ
。
両
親
が
日
年
に

起
こ
し
た
訴
訟
で
、
東
京
地
裁
は

同
日
、
病
院
側
に
約32
4
0

万

円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
こ
の
判

決
は
7

月
に
確
定
。
病
院
は
取
材

に
対
し
、
代
理
人
を
通
じ
て
「
司

法
判
断
を
真
筆
に
受
け
止
め
る
」

な
ど
と
文
書
で
回
答
し
た
。

男
児
は
重
い
心
臓
病
だ
っ
た
。

事
故
は
侃
年9
月
、
心
臓
の
状
態

を
調
べ
る
た
め
、
血
管
か
ら
心
臓

に
カ
テ
l

テ
ル
と
い
う
細
い
管
を

入
れ
る
検
査
を
し
よ
う
と
、
小
児

科
医
が
全
身
麻
酔
を
か
け
た
時
に

起
き
た
。
急
に
血
圧
が
下
が
っ
て

高
濃
度
で
使
い
、
そ
の
ま
ま
濃
度

を
下
げ
な
か
っ
た
点
に
着
目
。
血

圧
管
理
が
十
分
で
な
く
、
急
変
時

に
素
早
く
薬
を
点
滴
で
き
る
よ
う

静
脈
に
チ
ュ
ー
ブ
を
つ
な
い
で
お

く
対
策
も
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
、
医
師
の
注
意
義
務
違
反

を
認
め
た
。

「
日
本
で
は
、
麻
酔
は
命
に
か

か
わ
る
こ
と
で
、
そ
れ
自
体
が
リ

ス
ク
だ
と
い
う
認
識
が
不
十
分
」

と
話
す
の
は
、
北
米
で
の
診
療
経

験
が
長
く
、
麻
酔
の
安
全
対
策
に

詳
し
い
聖
路
加
国
際
大
の
宮
坂
勝

之
・
特
任
教
授
だ
。
「
特
に
検
査

の
場
合
、
安
全
管
理
が
軽
視
さ
れ

や
す
い
」
と
い
う
。
医
師
が
検
査

に
気
を
取
ら
れ
る
う
え
、
治
療
そ

の
も
の
で
は
な
い
だ
け
に
リ
ス
ク

へ
の
意
識
が
薄
れ
が
ち
に
な
る
た

め
、
と
み
ら
れ
る
。

安
全
策
提
・J
一
目
し
た
が

酔
ほ
ど
反
応
を
失
う
状
態
で
は
な

い
鎮
静
の
段
階
で
も
事
故
の
リ
ス

ク
が
あ
る
と
わ
か
り
、
同
学
会
は

日
年
、
日
本
小
児
麻
酔
学
会
な
ど

と
共
同
で
安
全
策
を
提
言
。
患
者

の
監
視
に
専
念
す
る
医
師
ら
を
配

置
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

日
本
小
児
科
学
会
が
凶
年
に
再

び
調
べ
る
と
、
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル

は
減
っ
た
が
、
監
視
に
専
念
す
る

人
員
を
配
置
し
て
い
な
い
病
院

は
、
ま
だ
2

割
以
上
あ
っ
た
。

専
門
で
な
い
医
師
の
麻
酔
も
、

問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
専
門

外
の
医
師
が
麻
酔
を
か
け
る
こ
と

に
制
限
は
な
く
、
十
分
に
習
熟
し

て
い
な
い
医
師
も
行
っ
て
い
る
の

。判決と事故調査の主な指摘

轄決(2018年6月}

・麻酔のかかる程度は必要最低限にとど
めるよう管理し急変の対策を十全に行う
ζとが当然応遅れ、繰り返される悲劇
-患者の巽変を速やかに把爆し、急変を予
防するには、麻酔の濃度を低下させ、点
滴ルートを確保すべき

今後の謀題

全身麻酔でのカデーテル検査では
血圧忽どのモニタリングを行う

藁症例では緊急事態iこ備え点滴
ルートを確保

時
で
も
、
専
門
家
の
聞
で
は
使
い

や
す
い
新
し
い
薬
を
使
う
の
が
常

識
だ
っ
た
。
重
い
心
臓
病
の
子
ど

も
の
麻
酔
は
特
に
リ
ス
ク
が
高

く
、
専
門
外
の
医
師
が
行
う
の
は

危
険
L
(
ベ
テ
ラ
ン
麻
酔
科
医
)

と
い
う
。

東
京
女
子
医
大
病
院
で
日
年
、

鎮
静
薬
の
過
剰
投
与
で
子
ど
も
が

死
亡
し
た
例
で
は
、
耳
鼻
咽
喉
科

の
主
治
医
ら
に
危
険
性
へ
の
十
分

な
認
識
が
な
か
っ
た
こ
と
が
調
査

で
指
摘
さ
れ
た
。
昨
年
、
相
次
ぎ

発
覚
し
た
無
痛
分
娩
を
巡
る
事
故

も
、
産
婦
人
科
医
が
出
産
も
麻
酔

も
担
う
状
況
で
起
き
た
例
が
目
立

っ
た
。

日
本
小
児
麻
酔
学
会
前
理
事
長

の
竹
内
護
・
自
治
医
大
麻
酔
科
教

授
は
「
麻
酔
は
専
門
の
医
師
が
担

う
べ
き
だ
が
、
専
門
家
が
不
足
し

て
い
る
現
状
で
は
、
少
な
く
と
も
、

各
病
院
で
十
分
な
安
全
対
策
が
で ン
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麻
脳
に
血
液
が
行
き
渡
ら
ず
、
低
酸

素
脳
症
と
な
っ
た
男
児
は
、
意
識

不
明
の
ま
ま
同
ロ
月
に
死
亡
し

た
判
決
は
、
血
圧
低
下
の
リ
ス
ク

が
高
い
吸
入
麻
酔
薬
を
通
常
よ
り

叩
年
に
日
本
小
児
科
学
会
が
行

っ
た
調
査
で
は
、
鎮
静
薬
で
眠
ら

せ
て
行
う
子
ど
も
のM
R
I
(
磁

気
共
鳴
画
像
装
置
)
検
査
で
、
患

者
の
呼
吸
停
止
を
経
験
し
た
病
院

は
2

割
近
く
に
上
っ
た
。
全
身
麻 が

現
実
だ
。

男
児
の
麻
酔
に
使
わ
れ
た
の
は

1
9
5
9

年
に
発
売
さ
れ
た
古
い

薬
で
、
不
整
脈
や
血
圧
低
下
の
リ

ス
ク
が
あ
る
フ
ロl
セ
ン

(
2
0

1
5

年
販
売
中
止
)
。
「
附
年
当

き
て
い
る
か
改
め
て
点
検
す
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
、
臨
床
研
修
制

度
で
麻
酔
科
を
必
修
に
す
る
な

ど
、
初
期
教
育
の
見
直
し
も
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て

い
る
。

事
故
公
表
再
発
防
止
に
寄
与

こ
の
裁
判
で
東
京
地
裁
は
、
原

告
側
の
勝
訴
的
内
容
で
和
解
を
勧

告
し
た
が
、
男
児
の
両
親
は
判
決

を
望
ん
だ
。
「
公
の
場
で
判
断
を

仰
げ
ば
事
故
が
広
く
知
っ
て
も
ら

え
る
。
再
発
防
止
の
た
め
に
注
意

喚
起
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
と

い
う
。

心病院の発表や報道で社会的な
関心を呼んだ医療事故の例

肝胆騨(すL、)外科の腹腔(ふ
くくう)鏡手術を受けた患者の
死亡が千葉県がんセンターや群

2014年
馬大病院で続発していたことが
報道で発覚

東京女子医大病院で、鎮静薬を過
剰投与された男児の死亡が報道
で発覚

神戸国際フロンァィアメディカ

15年
ルセンター(閉院)で生体肝移
植を受けた患者が相次いで、死亡
していたことが報道で発覚

画像診断の確認不足によるがん
16~ 見稽としが名古屋大、慈恵医大、
18年 横浜市大、千葉大の各病院など

の発表や報道で明らかに

無痛分娩(ぶんべん)を巡る事

1 '7年
政で母子の死亡や重度障害事例
が相次いでいたことが報道で発
覚

榊
原
記
念
病
院
で
は
、
男
児
の

事
故
よ
り4
か
月
前
の2
0
0
6

年
5

月
、
心
臓
病
の
女
児
が
同
じ

医
師
に
よ
る
カ
テl
テ
ル
検
査
の

時
の
麻
酔
事
故
で
寝
た
き
り
に
な

っ
て
い
る
(
仰
年
死
亡
)
。
病
院

は
侃
年
6

月
に
調
査
委
員
会
を
開

き
、
報
告
書
に
は
改
善
す
べ
き
課

題
が
示
さ
れ
た
が
、
実
行
さ
れ
ず

に
再
び
事
故
が
起
き
た
。

調
査
に
外
部
委
員
と
し
て
加
わ

り
、
問
題
を
指
摘
し
た
聖
路
加
国

際
病
院
の
片
山
正
夫
・
元
麻
酔
科

部
長
は
「
教
訓
が
生
か
さ
れ
ず
事

故
の
繰
り
返
し
に
つ
な
が
っ
た
悲

し
い
典
型
例
」
と
調
査
や
再
発
防
にるしる像横 例注けに つため警死 他含止 E
向再たが診浜最も意でさ医たこて鐘後だ山め策 E
け発例ん断市近示喚なれ療。ときを、かの医の E
た防が見報大でし起くる事 でた鳴事ら石療形三
動止あ落告なはてに他こ故 、。ら故ことに骸:
き策ると書ど今いなのとが 8 病すをそす携化 Z
にの 13 しのの年るる病が社 年院よ公両ベわを
つ提訟を確各 6 。こ院、会 後がう表親きる嘆 E
な言宍次認病月 とやそ的 の応病しはだ全き
がな学々不院手 は社のに 提じ院て、工て斗三
つど会に足がキ 過会病明 訴な側社男話の自 Z
た改に発に、空 去ヘ院ら にかに会児望者分 2
0 善よ表よ画ノミ ののだか 至つ求にの可がを

考考の性に院は意の病落 し全態たそりい分
ええ結をつは公義長院と 16 た策調がれ、て娩昨 E
て方果自いそ表に尾医し年。を査、ま対問を年 E
いや、覚てのすつ能療をと 検を日で策題巡
る行安す自役るい雅の公 17 討し本実ががる続 Z
」動全る間割前て副質表年 す、産施検知事々
ともによしゃ提、院・しに る厚婦数討ら故と
し是対う、被が「長安た画 研生人さされも発:
て正すに医害あ重は全名像 究労科えれる、覚 Z
いさるな療者れ大、管古診 班働医不始よ報し
るれ職るののばな公理屋断 を省会明めう道たご
。る員。公痛、事表部大の 設ががだたにが無:
とのそ益み病故の長学見 置安実つ。な続痛三

対

読

古
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
沼
田
(
水
)

医
療
安
全
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先
駆
的
支
援
知
っ
て

評伝刊行

故
黒
田
さ
ん

被
災
者
看
護
の
実
践

1，こった・人

・人まで:を見守り、
主えるトL会 lこ向けて

島禽~竃積め..‘a・・・ゎr・.鰍‘.tttl央騎闘・・等 1;.，'そ
Á ‘提殿様ず ..n一人.、， .・tattL~・織*樋犠婚偽心.

.内.竹将〉ン r ， 1の..として11'.~許狗 謙....11)..1:: して

附叫々と札" )11嶋みどりがL叩JrY2.F'

阪
神
大
震
災
を
機
に
国
内
外
の
被
災
者
支
援
に

身
を
投
じ
、2
0
1
4

年
に
亡
く
な
っ
た
看
護
師

の
故
・
黒
田
裕
子
さ
ん
(
事
年
ね
)
の
評
伝
「
災
害

看
護
の
本
質
語
り
継
ぐ
黒
田
裕
子
の
実
践
と
思

想
」
(
日
本
看
護
協
会
出
版
会
)
U
写
真
日
が
刊

行
さ
れ
た
。
西
日
本
豪
雨
の
被
災
地
で
生
活
再
建

が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
中
、
編
者
の
酒
井
明
子
・

福
井
大
教
授
(
釜
暑
護
学
)
は
「
今
乙
そ
『
一
人

一
人
の
命
と
生
活
を
大
切
に
』
と
い
う
黒
田
さ
ん

の
思
想
を
伝
え
た
い
」
と
語
る
。
【
反
橋
希
美
】

阪
神
大
震
災
の
発
生

時
、
兵
庫
県
宝
塚
市
役
所

に
勤
務
し
て
い
た
が
退

職
。
仮
設
住
宅
に
往
時
間

常
駐
し
、
全
戸
訪
問
す
る

「
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
」
な
ど

で
孤
独
死
防
止
に
取
り
組

ん
だ
。
東
日
本
大
震
災
で

も
発
生
直
後
に
駆
け
つ

本
書
は2
部
構
成
。
第

1

部
で
も
う
一
人
の
編
者

を
務
め
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家
の
柳
田
邦
男
さ

ん
ら
日
人
が
黒
田
さ
ん
の

在
り
し
日
を
掘
り
返
り
、

第
2

部
は
酒
井
教
授
が
実

践
の
意
義
を
解
く
。

〈
与
唱
え
る
支
援
で
は
な 出

し
の
向
こ
う
に
人
々
の

暮
ら
し
が
あ
る
〉
|
|
。

紹
介
さ
れ
る
黒
田
さ
ん

の
言
葉
だ
。
黒
田
さ
ん
に

支
え
ら
れ
た
被
災
者
に

話
を
聞
い
た
酒
井
教
授

は
「
部
屋
中
に
黒
田
さ

ん
の
写
真
を
飾
り
、
語
り

か
け
て
い
る
人
も
い
た
。

賢
が
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
っ
て
い
た
」
と
語

る
。食

事
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

や
健
康
を
維
持
で
き
る
ト

イ
レ
の
工
夫
、
被
災
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構

築
の
手
法
な
ど
、
具
体
的

で
き
め
細
や
か
な
支
援
法

も
提
示
し
た
。
「
自
ら
の

被
災
経
験
を
原
点
に
、
初

年
以
上
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
た
先
駆
的
支
援
を
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
酒
井
教

授
。
A
5
判
2
9
6
m
l
、

2
5
9
2

円
。
問
い
合
わ

せ
先
は
日
本
看
護
協
会
出

版
会
(
0
4
3
6・
n
・

3
2
7
1
)。

日赤秋田看護大生ら

災害救護、落ち着き対応
秋田市大地震想定し訓練

秋
田
市
上
北
手
の
日
赤
秋
田
看

護
大
・
秋
田
短
大
(
安
藤
広
子
学

長
)
は
加
目
、
大
地
震
を
想
定
し

た
災
害
救
護
訓
練
を
両
大
の
ロ
ビ

ー
な
ど
で
行
っ
た
。
学
生
約
4
6

0

人
が
参
加
し
、
応
急
処
置
や
搬

送
な
ど
の
手
順
を
確
認
し
た
。

秋
田
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
8

・
7

の
地
震
と
大
雨

の
複
合
災
害
霜
差
し
実
施
。
応

急
処
置
班
、
搬
送
班
、
治
療
の
優

先
順
位
を
決
め
る
「
ト
リ
ア

l

ジ
」

を
行
う
班
な
ど
に
分
か
れ
て
開
始

し
た
。

学
生
ロ
ビ1
に
設
置
し
た
救
護

所
で
は
、
応
急
処
置
班
の
学
生
が

「
大
丈
夫
で
す
か
」
な
ど
と
搬
送

さ
れ
た
負
傷
者
役
の
学
生
に
声
を

掛
け
対
応
し
た
。
両
脚
を
骨
折
し

た
と
す
る
負
傷
者
役
が
運
ば
れ
る

と
、
手
際
よ
く
ガlゼ
で
傷
口
を

保
護
し
、
添
え
木
と
三
角
巾
を
使

っ
て
脚
を
固
定
し
た
。

応
急
処
置
を
担
当
し
た
4

年
の

飯
塚
仁
留
さ
ん
(
幻
)
は
「
次
々
と

傷
病
者
が
運
ば
れ
て
く
る
の
で
、

処
置
の
優
先
順
位
を
判
断
す
る
の

が
難
し
か
っ
た
が
、
落
ち
着
い
て

対
応
で
き
た
。
将
来
、
災
害
地
に

支
援
に
行
く
際
に
役
立
て
た
い
」

災
害
支
援
ナ
I

ス
役
割
学
ぶ
会
部制

球

岡
谷
市
民
病
院
で
研
修
会
賭
制

県
看
護
協
会
諏
訪
支
部
は8

日
、
看
護
師
や
看
護
学
生
を
対
象

に
し
た
「
災
害
研
修
会
」
を
岡
谷
市

の
岡
谷
市
民
病
院
で
開
い
た
。
諏

訪
赤
十
字
病
院
看
護
師
長
の
小
山

泰
仙
さ
ん
(
引
)
が
「
あ
な
た
は
災

害
支
援
ナ1
ス
!
そ
の
時
に
備
え

よ
う
」
と
題
し
て
講
演
。
諏
訪
地

方
か
ら
約
却
人
が
集
ま
り
、
災
害 で

最
大
震
度7
を
記
録
し
た
地
震

に
触
れ
な
が
ら
、
「
諏
訪
地
方
で

も
大
規
模
な
地
震
が
起
こ
り
得
る

と
、
心
積
も
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
弾
調
。
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
、
病
院
の
非
常
用
電
源
や

簡
易
ト
イ
レ
、
飲
料
水
の
備
蓄
な

ど
を
確
認
す
る
よ
う
求
め
た
。

災
害
支
援
ナl
ス
に
つ
い
て
は

と
話
し
た
。

教
室
を
高
齢
者
の
介
護
施
設
に

見
立
て
、
利
用
者
の
避
難
誘
導
を

学
ぶ
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

災
害
救
護
訓
練
は
、
五
轟
師
や

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
学
生
に
、

災
室
蒔
の
対
応
力
を
身
に
付
け
て

も
ら
お
う
と
毎
宏
夫
担
レ
今
年
で

叩
回
目
。
(
飯
牟
礼
克
年
)

秋
田
魁
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
包
日
(
土
)

説
明
。
活
動
と
し
て
、
病
院
の
救
急

外
来
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
避
難
所

で
の
感
染
症
対
策
や
エ
コ
ノ
ミ
ー

症
候
群
の
予
防
な
ど
を
挙
げ
た
。

小
山
さ
ん
は
日
頃
の
備
え
が
大

切
で
あ
る
と
説
き
、
「
普
段
取
り
組

ん
で
い
な
い
こ
と
は
災
害
時
に
は

で
き
な
い
」
と
指
摘
。
日
常
業
務
の

中
で
ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と
も
呼
び

掛
け
た
。

講
演
に
続
き
、
同
病
院
で
看
護
師

長
を
務
め
る
牧
内
明
美
さ
ん
が
、
西

日
本
豪
雨
被
災
地
で
の
救
護
活
動
に

つ
い
て
墾
巴
た
。
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け
て
救
護
体
制
を
築
い
た

ほ
か
、
後
進
育
成
に
も
力

を
注
い
だ
。

く
、
引
き
出
す
支
援
を

心
が
け
る
〉
〈
現
場
に

こ
そ
真
実
が
あ
る
〉
〈
泥

時
に
お
け
る
看
護
者
の
役
割
や
心

構
え
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

小
山
さ
ん
は
、6
日
に
北
海
道

D
M
A
T
 

毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
げ
日
(
月
)

医
師
派
遣
事
務
局
拡
充

厚
生
労
働
省
は2
0
1
9

年
度
、
災
害
発
生
直
後
に
被
災
地
で
活
動
す
る
災
害
派
遣
医
療

チ
l

ム
「
D
M
A
T

園
」
の
運
用
体
制
を
強
化
す
る
。
司
令
塔
と
し
て
チ
l

ム
の
派
遣
先

や
役
割
分
担
な
ど
を
調
整
す
る
事
務
局
の
体
制
を
大
幅
に
拡
充
し
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

や
首
都
直
下
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
で
、
医
療
支
援
を
迅
速
に
確
立
す
る
体
制
を
整
え
る
。

D
M
A
T
は
、
原
則
と
し
て
、

事
前
に
研
修
を
受
け
た
医
師
や

看
護
師
ら
の4
人
1

組
で
被
災

地
に
入
る
。
被
災
地
で
負
傷
者

の
治
療
や
、
病
院
支
援
な
ど
に

あ
た
る
ほ
か
、
け
が
人
を
被
災

地
か
ら
地
域
外
の
病
院
へ
搬

送
す
る
。
災
害
の
現
場
な
ど
で

搬
送
や
治
療
の
優
先
度
を
選

別
す
る
「
ト
リ
アl
ジ
」
も
行

拠う
点現
病在
院は
な、

ど全
に国
約各
1 j也
6 の
3 災
O 害

チ
ー
ム
が
い
る
。
同
年
の
熊
本

地
震
で
は
延
べ4
6
6

チ
l

ム

が
派
遣
さ
れ
た
。
今
年7
月
の

2
D
M
A
T

被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
負
傷
者
の
救
急
治

E

療
や
搬
送
な
ど
を
行
う
医
療
チl
ム
。
専
門
研
修
を
積

ん
だ
医
師1
人
、
看
護
師2
人
、
事
務
職
員1
人
に
よ
る4

人
1

組
が
基
本
と
な
る
。1
9
9
5

年
の
阪
神
大
震
災
で
の

初
期
医
療
の
遅
れ
を
教
訓
に
、
厚
生
労
働
省
が

2
0
0
5

年

に
発
足
さ
せ
た
o
u
z
p
E
2

富
。
庄
の
包
〉

Z
Z
E
D
2

同
4
2
5
の
略
。

西
日
本
豪
雨
で
は1
日
あ
た
り

最
大
1
0
1

チ
l

ム
、
今
月
の

北
海
道
地
震
で
は
同
問
チl
ム

が
活
動
し
た
。

D
M
A
T
の
派
遣
は
、
被
災

し
た
都
道
府
県
な
ど
か
ら
要
請

を
受
け
、
事
務
局
が
調
整
し
て

行
う
。
事
務
局
は
東
京
、
大
阪

の
2

か
所
に
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ

は
国
立
病
院
機
構
の
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
(
東
京
都
)
に
お
人
、

大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
(
大
阪
市
)

に
叩
人
の
計
お
人
。
し
か
し
、

こ
の
う
ち
、
常
勤
職
員
は
医
師

4

人
を
含
む9
人
で
、
ほ
か
の

災
害
に
備
え
る

登
録
が
必
要
と
し
、
「
被
災
地
で
の

適
切
な
看
護
や
、
被
災
し
た
看
護

師
を
支
援
す
る
役
割
を
担
う
」
と

同調整 被災地以舛の
A.:~ーー吟 舗道府県

回要請! ! ! 
誕書拠点病院忽ど

昌由昌

ー
県
隆
置

制
?
翻
盟

1
A
要
瑚
開
幽

3
9

回
副
総
園
田

業
務
と
兼
任
し
て
い
る
人
が
多

い
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
級

の
大
規
模
災
害
が
起
き
た
場

合
、
現
状
の
事
務
局
体
制
で
は

D
M
A
T
の
派
遣
を
調
整
し
き

れ
な
い
と
の
懸
念
が
強
ま
っ
て

い
た
。

厚
労
省
は
四
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
関
連
予
算5
億
3
8

長
野
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
9

日
(
日
)

0
0

万
円
を
計
上
し
た
。
同
年

度
予
算
と
比
べ
倍
増
と
、
大
幅

な
増
額
を
目
指
し
て
い
る
。
現

在
の
ス
タ
ッ
フ
は
大
半
を
常
勤

に
し
た
上
で
、
最
大
切
人
ま
で

増
や
し
た
い
考
え
だ
。

事
務
局
は
、
平
時
に
はD
M

A
T
隊
員
の
養
成
に
あ
た
る
。

研
修
を
行
っ
た
り
、
各
地
で
の

訓
練
を
管
理
し
た
り
す
る
。

大
規
模
災
害
時
に
事
務
局
を

支
援
し
て
も
ら
う
た
め
、
災
害

医
療
に
詳
し
い
医
療
機
関
や

学
会
な
ど
と
協
定
を
結
び
、
判

i
m
人
の
専
門
家
を
派
遣
し
て

も
ら
う
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。ま

た
、
両
セ
ン
タ
ー
の
一
部

門
と
な
っ
て
い
る
事
務
局
の
位

置
付
け
も
見
直
し
、
派
遣
の
調

整
を
速
や
か
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
国
立
病
院
機
構
の
直
轄
組

織
と
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

吾t

ii7i: 

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
土
)
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救
命
の

レーつなぐ命のリ

大
規
模
事
故
や
災
害
が
起
こ
る

と
、
次
々
と
増
え
て
い
く
負
傷
者

数
が
報
じ
ら
れ
る
。
そ
の
陰
で
は
、

一
分
一
秒
を
争
う
救
命
救
急
の
闘

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
医

療
チ
l

ム
や
病
院
が
連
携
し
て
無

駄
な
く
行
動
し
、
限
ら
れ
た
人
員

や
医
療
資
源
を
効
率
的
に
生
か
せ

れ
ば
、
よ
り
多
く
の
命
を
救
え
る

可
能
性
が
高
ま
る
。
負
傷
者
に
向

き
合
う
救
命
救
急
の
未
来
は
ど
の

よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

「
血
が
止
ま
ら
な
い
。
だ
れ
か

助
け
て
く
だ
さ
い
:
:
:
」
「
倒
れ

た
机
に
押
し
演
さ
れ
て
動
け
な
い

人
が
い
ま
す
!
手
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
」
。9
月
8

日
、
私
(
剖
)

は
三
重
大
学
医
学
部
付
寓
病
院
で

聞
か
れ
た
救
命
救
急
の
早
さ
と
正

確
さ
を
競
う
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ

ー
」
に
参
加
し
た
。
大
き
な
教
室

を
丸
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
見
立
て
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が

突
っ
込
み
、
多
数
の
け
が
人
が
出

た
状
況
を
再
現
し
た
。

医
療
チi
ム
は
冷
静
に
患
者
一

人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
、
状
態
を

見
な
が
ら
重
症
度
を
一
不
す
タ
グ
を

患
者
の
腕
に
か
け
て
い
く
。
災
害

医
療
で
欠
か
せ
な
い
「
ト
リ
ア
1

ジ
」
と
呼
ば
れ
る
患
者
の
仕
分
け

あすの安心・安全第11部

ー-ー‘

ト
リ
ア
l

ジ
情
報
が
自
動
で
集
ま

る
。
搬
送
す
る
病
院
を
決
め
た
り
、

病
院
が
受
け
入
れ
準
備
を
整
え
た

り
す
る
時
聞
を
短
く
で
き
る
。

通
信
が
途
切
れ
て
も
、
衛
星
電

話
を
通
じ
て
情
報
の
や
り
と
り
が

で
き
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
藤
見
聡

.
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長

(
臼
)
は
「
救
急
車
を
何
台
送
る

か
な
ど
の
判
断
を
素
早
く
で
き
れ

ば
、
混
乱
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
救
助

に
あ
た
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。

• 
口

大
き
な
災
害
に
な
る
ほ
ど
負
傷

者
が
増
え
る
。
救
急
救
命
土
ら
が

被
災
し
た
人
の
元
に
駆
け
つ
け
る

の
に
時
間
が
か
か
る
は
ず
だ
。

N
P
O

法
人
「
災
害
・
医
療
・

町
づ
く
り
」
は
「
市
民
ト
リ
ア
l

ジ
」
と
い
う
初
期
的
な
判
断
を
助

け
る
チ
ャ
ー
ト
図
を
開
発
し
、
普

及
を
進
め
て
い
る
。
「
四
肢
を
2

時
間
以
上
は
さ
ま
れ
て
い
た
か
」

「
自
分
で
歩
け
る
か
」
な
ど
の
チ

ェ
ッ
ク
項
目
を
示
し
、
簡
易
的
な

判
断
を
手
助
け
す
る
。
同
法
人
の

笠
原
英
男
さ
ん
(
九
)
は
「
病
院

は
手
が
足
り
な
く
な
る
。
軽
傷
者

を
市
民
が
自
分
た
ち
で
手
当
て
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

東京湾北部 多摩直下 元縁型関東
地震 (7.3) 地震 (7.3) 地震 (8.2)

(注)カッコ内はマグニチユード。東京都や東京消妨庁の
資料を纂に作成

かったものの、 31が一部損壊し、外来の受け入

れ制限をせざるを得なかった病院は20あった。

あらゆる選択肢を考えることが、災害への備え

になる。(桜井豪)
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刻
I
T

で
稼
ぐ

災害時は医療資源の効率利用が欠かせない
(予想される首都直下型地震と、想定重傷者数)

250 ，人 救急隊 1 隊あたり

救急車 1 台あたり

災害拠点病院 1 施設
あたり

200 

100 

50 

150 

。

のは入院患者の移送。外来を受け入れている余

裕はなしリと公益社団法人モパイル・ホスピタ

ル・インターナショナル(東京・中央)の砂田

向壱理事長 (72) は指摘する。単純に計算する

と 1 つの災害拠点病院に重傷者だけで 220人、

負傷者全員では1691人が運び込まれることにな

るが、なかなか受け入れきれない。

医師も病院も足りないのが現状。砂田理事長

は「巨大なタンカーを丸ごと病院にしてしまえ

ば、災害救助の大きな助けになる」と話す。モ

デルは米海軍が所有する病院船マーシー号だ。

マーシー号は手術室が12、集中治療室(I C

U) は80、病床は1000あり、急性期医療に特化

した体制を整えている。検査室や薬剤の倉庫、

医療関係者の宿泊所のほか、食堂も抱える。ま

さに海に浮かぶ病院だ。自家発電の能力もある

ので、電力を供給することも可能だ。

現在の日本では法が整備されておらず、導入

できない。東日本大震災で被災した岩手、宮城、

福島 3 県にある 33の災害拠点病院では全壊はな
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ポスト平成の未来

だ
。
軽
傷
は
緑
、
中
程
度
は
黄
色
、

命
に
関
わ
る
重
傷
は
赤
、
救
命
の

見
込
み
が
な
い
も
の
は
黒
で
示

す
。
優
先
度
合
い
が
最
も
高
い
の

は
赤
で
、
黄
、
緑
、
黒
と
続
く
。

「
人
材
も
資
材
も
限
ら
れ
る
事

故
や
災
害
の
現
場
で
は
、
優
先
順

位
が
平
常
時
と
は
異
な
る
」
。
大

阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
師

岡
誉
也
医
師
(
松
山
)
は
話
す
。
た

だ
ト
リ
ア1
ジ
タ
グ
に
氏
名
や
け

が
の
程
度
を
記
入
す
る
の
は
手
書

き
。
重
傷
者
が
何
人
い
る
か
把
握

す
る
に
は
目
視
で
確
認
し
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
で
災
害
対
策
本

部
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

• 
口

• 

自
動
で
で
き
れ
ば
も
っ
と
時
閣

を
短
く
で
き
る
。
そ
ん
な
発
想
で

生
ま
れ
た
の
が
「
電
子
ト
リ
ア
!

ジ
タ
グ
」
だ
。9
月
中
旬
、
大
阪

急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は

震
災
を
想
定
し
た
災
害
時
医
療
の

訓
練
を
し
た
。10
0

人
弱
の
患

者
が
次
々
と
運
び
込
ま
れ
る
。
患

者
が
首
か
ら
下
げ
た
カ
l

ド
に
、

医
師
ら
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
(
ス

マ
ホ
)
を
か
ざ
す
。

カ
ー
ド
は
非
接
触IC

「
フ
ェ

リ
カ
」
の
チ
ッ
プ
を
搭
載
し
て
い

る
。
ス
マ
ホ
を
通
じ
て
、
最
大
4

6
0
0

字
分
の
情
報
を
書
き
込

み
、
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

最
大
の
強
み
は
、
ト
リ
ア
l

ジ
情

報
を
書
き
込
む
と
同
時
に
通
信
で

災
害
対
策
本
部
に
送
れ
る
こ
と

だ
。
対
策
本
部
に
は
各
地
か
ら
の

同
じ
発
想
で
、
ビ
ッ
グ
デ
1

タ

を
基
に
、
被
災
者
の
け
が
の
程
度

を
ス
マ
ホ
で
判
定
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
開
発
す
る
企
業
も
あ
る
。
い

く
つ
か
の
質
問
に
答
え
る
と
、
そ

の
場
で
画
面
に
結
果
が
出
る
。
け

が
や
病
気
の
状
況
を
早
く
診
断
で

き
れ
ば
、
ど
の
病
院
に
運
べ
ば
よ

い
か
、
す
ぐ
判
断
で
き
る
。
高
度

な
知
識
が
必
要
な
診
断
や
治
療
行

為
で
は
な
い
範
囲
で
、
市
民
が
病

院
に
優
先
し
て
運
ぶ
人
を
判
断
で

き
れ
ば
、
救
え
る
命
を
増
や
せ
る

可
能
性
が
あ
る
。

椅
子
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
患
者
を

運
び
な
が
ら
血
圧
や
心
拍
数
を
測

り
、
状
態
を
把
握
し
て
次
の
治
療

に
迅
速
に
つ
な
ぐ
。
救
急
隊
員
が

装
着
し
た
め
が
ね
型
の
機
器
を
通

じ
て
、
患
者
の
容
体
を
病
院
の
医

師
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
え
る
。

救
急
救
命
を
取
り
巻
く
技
術
は
日

々
発
達
し
て
い
る
。
自
動
運
転
で

今
よ
り
早
く
現
場
に
到
着
で
き
る

救
急
車
や
、
患
者
を
高
速
搬
送
で

き
る
ド
ロ
l

ン
が
登
場
す
る
日
も

来
る
か
も
し
れ
な
い
。

技
術
を
高
め
、I
T
(
情
報
技

術
)
化
を
進
め
て
も
、
大
き
な
災

害
に
な
れ
ば
人
や
モ
ノ
が
足
り
な

く
な
る
。
一
般
の
人
が
救
急
救
命

活
動
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大
切
に

な
る
。
助
け
を
待
つ
だ
け
で
は
い

け
な
い
。I
T

の
力
を
借
り
な
が

ら
、
ど
う
措
置
が
必
要
な
人
を
見

分
け
、
応
急
処
置
を
施
す
の
か
。

普
段
か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
が
、

命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

首都直下型なら-人も病院も不足

り、死者は合計7613人に上る。負傷者も 13万

8657人。そのうち重傷者は 1 万8032人だ。

病院の救急車以外で、東京消防庁が所有する

救急車は 347台。重傷者だけを運んだとしても

1 台あたり 52回、病院と現場を往復しなければ

ならない。ヘリコプターも 7 台だけだ。

おおむね 3 人 1 組みの救急隊は 251隊。助け

を待っていても、大規模災害のときにはすぐに

自分のところまで駆けつけてくれるとは限らな

い。むしろ、軽度のけがなら市民が自分たちで

応急処置できるようになっていなければ対応し

きれないだろう。

けが人を受け入れる病院の数は足りているだ

ろうか。東京都で災害拠点病院に登録されてい

るのは泊施設。拠点病院以外にも病院はあるが、

「病院が災害時にまず優先しなければならない

大規模災害が起こったとき、どれくらい救急

救命に関わる人やモノは足りなくなるのか。具

体的なイメージは湧きにくい。首都直下型地震

で想定される被害を基に、人口1300万人の大都

市・東京の姿を想像してみた。

穏やかな風が絶えず枯れ葉を揺らす冬の朝 5

時。東京湾北部を震源とするマグニチュード

7.3の大地震が発生した。各地で地崩れが発生

し、沿岸部では 2~~を超える津波が到達。揺れ
や土地の液状化により 13万4974棟の建物が被害

を受け、うち 11万6224棟が全壊。火災も 1 万

9842棟で発生した。

人への被害はどうか。揺れや傾斜地の崩壊で

倒壊した建物に押しつぶされ7003人が死亡。火

災でも 504人の命が失われる。そのほか崩れた

ブ、ロック塀や落下物の下敷きになる被害者もあ

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊
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2
0
1
8

年
9

月
訂
日
(
木
)

災
害
に
備
え
る
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被災地医療拠点はコンテナ

災
害
に
備
え
る

地
震
や
津
波
、
豪
雨
な
ど
で
病
院
が
使
え
な
く
な
っ
た
被
災
地
を
想
定
し
、
コ
ン
テ
ナ
型
の
医
療

施
設
を
全
国
に
普
及
さ
せ
よ
2

」
い
う
動
き
が
具
体
化
し
始
め
た
。
国
会
議
員
連
盟
が
協
力
企
業
と

共
に
検
討
を
重
ね
、
都
道
府
県
ご
と
に

1

基
ず
つ
設
け
て
大
規
模
災
害
時
に
は
結
集
さ
せ
る
案
も
浮

上
。
2
0
1
9

年
度
の
国
の
予
算
確
保
を
目
標
に
、
災
害
派
遣
医
療
チ

l

ム

(
D
M
A
T
)に
課
題

を
聞
く
な
ど
し
、
機
動
力
に
富
む
救
急
・
救
命
拠
点
の
実
現
を
阜
亨
。
(
塞
見
真
一
郎
)

「
動
く
診
療
所
」

東
日
本
大
察
火
で
は
医
療
機

関
の
被
災
が
相
次
ぎ
、
政
府
は

「
病
院
船
」
構
想
を
検
討
。
だ

が
建
造
に
は
巨
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
、
海
上
戸
衛
隊
の
艦

船
や
フ
ェ
リ
ー
な
ど
民
間
船
舶

を
活
用
し
、
医
師
ら
が
医
療
機

器
と
共
に
乗
船
す
る
手
法
を
有

効
と
判
断
し
た
。
一
方
で
南
海

ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
規
模
火
害

時
に
は
、
港
湾
施
設
も
損
壊
す

る
恐
れ
が
あ
り
、
害
藤
に
ど
れ

だ
け
既
存
船
舶
を
活
用
で
き
る

か
は
予
想
で
き
な
い
。
そ
こ
で

大
き
さ
や
形
が
国
際
基
準
で
定

め
ら
れ
、
船
だ
け
で
な
く
車
や

鉄
道
で
も
運
べ
る
コ
ン
テ
ナ
の

有
用
性
に
脚
光
が
当
た
っ
た
。

車
、
鉄
道
で
運
ぶ

コ
ン
テ
ナ
型
の
医
療
施
設

は
、
内
部
に
診
察
や
手
術
が
で

き
る
空
間
を
設
け
たH
動
く
診

療
所
u
。
既
に
国
際
医
療
援
助

団
体
「
国
境
な
き
医
師
団
」
が

ケ
ニ
ア
で
仮
設
診
療
所
と
し
て

活
用
し
、
圏
内
で
も
凶
年
、
熊

本
地
震
の
た
め
診
通
機
能
が
ま

ひ
し
た
熊
杢
巾
民
病
院
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影(C
T
)

室
と
し
て
使
わ
れ
る
な
ど
の
実

績
が
あ
る
。

自
民
党
の
「
コ
ン
テ
ナ
利
用

の
緊
急
時
医
療
施
設
議
員
連

盟
」
(
古
屋
圭
司
会
長
、
会
員

約
ω
人
)
が
昨
年
春
か
ら
議
論

を
進
め
、
今
年7
月
の
第5
回

総
会
で
は
、
協
力
企
業
が
肉
闘

官
房
や
厚
生
労
働
省
関
係
者
ら

に
各
計
画
を
説
明
し
た
。

医
療
設
備
な
ど
の
メ
ー
カ

ー
、
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
防
災

(
神
戸
市
西
区
)
は
、
コ
ン
テ

ナ
型
施
設
を3
基
一
組
で
使
う

計
画
を
提
示
。
幅
を
広
げ
る
こ

と
も
で
き
、
被
災
地
に
到
着
後

は
診
察
・
処
置
用
に1
基
、
発

電
機
な
ど
の
設
備
用
に
1

基
、

ス
タ
ッ
フ
の
仮
眠
休
憩
用
な
ど

に
1

基
割
り
当
て
る
。

一
方
、
ソ
ニl
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

リ
ュ
!
シ
ョ
ン
(
墓
尽
)
な
ど

は
、
医
師
が
い
な
い
地
域
で
の

健
康
診
断
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
平
時
の
活
用
も
視
野

に
、
手
術
や
入
院
、
エ
ッ
ク
ス

神戸のメーカーなど提案、議連検討

線
撮
影
な
ど
口
種
類
の
活
用
例

を
用
意
。
複
数
の
コ
ン
テ
ナ
施

設
を
接
続
で
き
る
拡
張
性
も
特

色
の
一
つ
だ
。

今
後
議
連
は
、
こ
れ
ら
協
力

企
業
と
共
に
設
備
な
ど
の
研
究

を
重
ね
、
早
期
に
国
の
予
算
を

確
保
し
た
い
考
え
。
同
議
連
の

関
芳
弘
事
警
周
長
(
兵
庫
3

区
)

に
よ
る
と
、
凶
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
同
施
設
関
連
経
費
カ

盛
り
込
ま
れ
た
と
い
う
。

D
M
A
Tの
隊
昌
養
成
研
修

を
担
う
中
山
伸
一
・
兵
庫
県
災

害
医
療
セ
ン
タ
ー
長
は
「
災
害

時
に
D
M
A
T
隊
員
が
体
一
つ

で
駆
け
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
」

と
話
す
。神

戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
1

日
(
土
)
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避難者の健康支え続け

り
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た

り
し
た
。
酒
ば
か
り
飲
ん

で
生
活
習
慣
病
に
な
っ
た

人
も
い
た
。
原
発
事
故
前

の
津
島
で
は
考
え
ら
れ
な

い
姿
だ
っ
た
。

「
診
療
所
が
あ
る
限
り
、

避
難
者
の
健
康
を
で
き
る

だ
け
守
り
た
い
」
。
初
年

来
、
住
民
を
診
察
し
続
け

た
か
ら
こ
そ
で
さ
る
こ
と

が
あ
る
。
原
発
事
故
に
翻

弄
さ
れ
た
住
民
を
見
守
り

続
け
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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=
r

，
.
一
比

-
u
v
A
.
U
U
Mげ
一
夜
也
・

2
0
1
1

年
3

月
の
東
京
電
力
福
島
第
1

原
発
事
故
以
来
、
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
福
島
県
浪
江
町
津
島
地
区
の
住
民
た
ち
を
支
え
る
医
師
が
い

る
。
関
根
俊
二
さ
ん
、
百
歳
。
引
年
前
に
同
地
区
の
津
島
診
療
所
に
赴
任
し
、

内
陸
に
約
加J
離
れ
た
岡
県
二
本
松
市
の
仮
設
診
療
所
で
診
察
を
続
け
て
い

る
。
長
引
く
避
難
生
活
の
中
で
健
康
を
害
し
た
り
、
伴
侶
を
亡
く
し
た
り
し
た

住
民
は
多
い
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

7

年
半
の
日
日
も
、
笑
顔
で
患
者
を
迎
え

た
。
【
高
橋
隆
輔
】

東日本
大震災
7年半

「
薬
は
ち
ゃ
ん
と
毎
日

の
む
ん
だ
よ
」
。
日
日
午

前
、
二
本
松
市
の
復
興
住

宅
「
石
倉
団
地
」
に
あ
る

浪
江
町
営
の
仮
設
津
島
診

療
所
。
訪
れ
る
の
は
、
近

隣
に
避
難
す
る
町
の
住
民

だ
。
患
者
の
家
族
構
成
や 友

人
関
係
な
ど
も
把
握
し

て
い
る
関
根
医
師
は
、
雑

談
を
交
え
な
が
ら
診
察
す

る
。岡

県
本
宮
市
に
避
難
し

て
い
る
紺
野
礼
子
さ
ん

(
旬
)
は
「
こ
と
に
来
る
と

き
は
話
を
す
る
の
も
楽
し

み
。
長
い
こ
と
診
て
も
ら

っ
て
い
る
先
生
だ
か
ら
気

持
ち
が
落
ち
着
く
」
と
話

す
。
紺
野
さ
ん
は
震
災
の

翌
年
、
回
年
以
上
連
れ
添

っ
た
夫
を
亡
く
し
た
。
不

安
が
膨
ら
ん
で
い
た
頃
、 関

根
医
師
に
「
先
生
は
い

つ
ま
で
い
て
く
れ
る
ん
で

す
か
」
と
尋
ね
た
こ
と
が

あ
る
。
「
診
療
所
が
あ
っ

て
、
み
ん
な
が
い
る
限
り

こ
こ
に
い
る
よ
」
。
関
根

医
師
は
笑
っ
て
答
え
た
。

関
根
医
師
は1
9
9
7

年
、
当
時
勤
め
て
い
た
国

立
病
院
か
ら
津
島
診
療
所

に
着
任
し
た
。
任
期
が
終

わ
り
に
近
づ
き
、
後
任
も

決
ま
っ
て
い
た
日
年3

月
、
原
発
事
故
が
起
き
た
。

事
故
後
、
避
難
を
余
儀 な

く
さ
れ
、
行
政
施
設
や

旅
館
に
臨
時
の
診
療
所
を

構
え
た
。
薬
剤
や
機
材
が

足
り
ず
、
救
急
車
を
手
配

で
き
な
い
と
き
に
は
、
消

防
車
に
布
団
を
敷
い
て
患

者
を
搬
送
し
た
。

復
興
の
進
展
に
伴
い
、

診
療
所
も
仮
設
住
宅
、
復

興
住
宅
と
移
転
し
た
。
避

難
指
示
区
域
内
に
あ
っ
た

医
療
機
関
で
、7
年
半
に

わ
た
り
休
止
す
る
こ
と
な

く
診
察
を
続
け
て
い
る
の

は
津
島
診
療
所
の
み
だ
。

長
期
の
避
難
生
活
で
、

経
過
す
る
年
数
以
上
に
早

く
褒
え
、
亡
く
な
る
患
者

が
多
く
な
っ
た
。
農
作
業

な
ど
で
元
気
に
動
き
回
っ

て
い
た
人
が
、
避
難
生
活

を
始
め
て
か
ら
あ
っ
と
い

う
聞
に
つ
え
を
つ
い
た

災
害
に
備
え
る

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊
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干530-0045 大阪市北区天神西町6番7号フアイン.ア一卜ビル
*電話 .FAXまたは、ホームベージ上のWeb専用申込フォームからお申込いただけます

.配本に関するお知らせ
配本日が当社休業日の場合は配本が翌営業日となり、お届けに時間がかかる場合がございます。
何卒、 ζ了承くださいますようお願い申しよげます。 林業日 土日祝祭日、夏期株蝦丑び年末年拍

.取引銀行

ゅうちょ銀行

りそな銀行

みずほ銀行

三菱UFJ銀行

三井住友銀行

-郵便振替

民進プレス(民進党)

0一九支店 当座預金NO.0880186

梅田北口支店 当座預金No.0411158

梅田支店 当座預金No0007179

梅田新道支店 当座預金NO.0005696

梅田支店 当座預金NO.228631
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日本の歴史がスタートしました。
読み比べシリーズ E翠毘翠霊童霊翠霊盟

SE団地
本誌「切抜き速報@シリーズ」の別冊版。切抜き速報@シリーズと連動し、
テーマ別に編集。朝日・産経・日経・毎日・読売の中央紙に加え、北海道

から沖縄までのブ、ロック紙・地方紙85紙より、「今」注目を集める話題を
タイムリーにまとめて発行します。切抜き速報@シリーズとあわせることで、
より深く読み比べできます。

「その子の能力を最大限引き出すために・ --J
全国の新聞報道から、インクルーシブ教育の「今」をさぐります。

通常学級? 通級指導? 特別支援学校? 障害のある子の進学先に悩む保護者。

通常学級を望んでも、前例の少なさから受け入れが難しい学校も。

2016 年 4 月に差別解消法が施行され、学校での「合理的配慮J が求められる中、

「インクルーシブ教育」がますます注目されています。

.A4判 96 頁

・ 1 ，944 円(本体 1 ，800 円+税)
・記事掲載期間・

.掲載内容

・教育現場の取り組み ・教材・療育グッズ

(小学校/中学校/高等学校/大学) ・発達障害学外の療育現場20 15/2/24 ~ 2018/9ハ 5

.2018 年 10 月 17 日発刊 ・特別支援学校という選択肢 ・多篠な学びの場を考える -・・・・・・圃盟国圃圃・

榔1脚隊幹剤費時棚刺繍慨鵬鮎嚇泳ベシトズ~神側協r:抑制府

-・回開司軍軍事E事璽!j;Z___ _ 

月刊切抜き速報ー「健康りてらしいJ 別冊

.記事掲載期間/199617120-2018/6/26

・ A4判 120 頁本体 2，000 円+税

・ 2018 年 7 月 26 日発刊

軍関軍軍&fijrZ~主宰言電慣習図

月刊切抜き速報， r福祉ニュース高齢福祉編J 別冊

.記事掲載期間/2015/2/14-2018/2/23

・ A4判 120頁本体 2，000 円+税

・ 2018 年 4 月 12 日発刊

E曹野明司君吉震華寵主事費~ヨ

月刊切抜き速報舟『医療と安全管理総集版j 別冊

・記事掲載期間/2011/3/25-2012/7/24

.A4判 72頁本体 1 ，528 円+税

・ 2013年 1 月 1 日発刊

※愚新の LGBT、エンド・オブ・ライフケア、災害医療につきましては、切抜き速報， r健康りてらしい j ~福祉ニュース高齢福祉編~ r医療と安全管理総集版』をご覧ください。.… NEWSPAPERS 
SPECW 
田町ION 月刊切鎮き速縄県「教育版J別冊

朝日産経団経毎日。読売の5大紙と全国のブロック

紙地方紙、専門紙から大陶臼元日を中心lこ社説

論説と新聞コラムを総集。

[1 年を締めくくり、新年のmtnJ を掴めます。

|……1一社説・論説読み比べ

各新聞社の主張や見方などを

読み比べ! 大晦日と元日とい

う局面を新たな展望と幅広い

視点からご覧いただけますロ

.A4判 .160頁

.本体2，778円+税

・ 2018年1 月 17日発刊

時間均三弘]
コラム二ス卜の着眼点や地域

性豊かな年末年始の情景を読

み比べ l 表現力文章力の向

上iこも役立つ 1 冊です。

.A5事l ・ 128頁

.本体1 ， 158円+税

・ 2018隼1 月 17日発刊

当社ホームページ索引検索/目次・索引ダウンロード

ご購読者様限定サービスのご案内

当社ホ ムペ ジにて公開しております下記サービスはご購読者様限定です。

ID ・パスワードを入力していただくと、ご利用いただけます。

0索引検索

0目次・索引ダウンロード
※目次ダウンロードは、発刊日より 1 年以内のみのご利用です。ご了承くださいませ。

ぜひ当サ ビスをご活用ください。

http://www.nihon-mic.co.jp/contents/download/index.htm I 

(有効期限 2018 年 8 月-2018 年 10 月)

10 : 83273965 I Xスワード: tmW9ut4V 

(有効期限 2018 年 11 月 -2019 年 1 月)

10: 32452448 パスワード: 5Sbi8kN9 

お申込み・詳細はホームページで附 μwww.nihon-mic.co.jp/C1 [ニホンミツク l むよ挨高齢j



日本の新問責女大新しい魅力、提案します。

Nihon-Miと Coよtd.
CREATIVE FARM GROUP 

http://www.nihon ・ mic.co.jp
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